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Ⅰ　若葉の季節









１






　深夜、あたりが静かになってから、椅子に深く腰掛けて、目を閉じてみることがある。

　浮かんでくるのは、判で押したように、いつも同じ光景だ。

　お堂の暗闇をバックに護ご摩ま壇の上で燃えさかる炎。地の底から響いてくる真マン言トラの朗唱に、合いの手を入れるように弾ける、オレンジ色の火の粉。

　そのたびに、なぜこの光景なのだろうと不思議になる。

　わたしが十二歳だったあの晩からは、すでに二十三年の月日が流れた。その間、本当にさまざまな出来事があった。想像だにしていなかった悲しく恐ろしい事件も。わたしが、それまで信じてきたことは、すべて、根底から覆されてしまったはずである。

　それなのに、今でも最初に頭に浮かぶのは、どうして、あの晩のことなのだろう。

　わたしに与えられた催眠暗示は、それほど強力だったのか。

　ときどき、わたしは、いまだに洗脳から脱し切っていないような気さえするのだ。




　今ごろになって、一連の事件の顚末を書き記す気になったのには、ちょっとした理由がある。

　多くのものが灰かい燼じんに帰した、あの日から、十年の月日が経過した。

　十年という区切りに、たいした意味はない。だが、山積みだった懸案に決まりがつき、新体制が軌道に乗り始めてから、皮肉なことに、将来に対する疑いが芽生え始めたのだ。この間、時間を見つけては、過去の歴史をひもといてみたのだが、再認識させられたのは、人間というのは、どれほど多くの涙とともに飲み下した教訓であっても、喉元を過ぎたとたんに忘れてしまう生き物であるということだった。

　もちろん、誰一人として、あの日のとうてい言葉にはできない思い、あんな悲劇は二度と起こさないという誓いを忘れるはずはない。わたしは、そう信じたい。

　だが、もしかすると、いつの日か、人々の記憶が風化してしまった遠い未来に、我々の愚かさは再び同じ轍を踏ませてしまうのではないか。そういう危惧も、わたしは捨てきれないのだ。

　それで、急に思い立ってペンを手にし、この手記の下書きを作り始めたのだが、途中、幾度となく当惑させられることになった。ところどころ、記憶が虫喰いのようになっていて、重要な細部の事実を思い出せないのだ。

　当時の関係者何人かにあたって記憶を確かめてみたが、人の記憶の欠落部分というのは、捏造で補われる仕組みになっているらしく、共通の体験が、しばしば、お互いに矛盾する記憶になっていることに驚かされた。

　たとえば、わたしが筑波山でミノシロモドキを見つけることができたのは、直前に目を痛めて、赤い色のサングラスをかけていたせいだった。そのことは、今でも鮮明に覚えているのだが、覚さとるはなぜか、わたしはそんなものはかけていなかったと自信たっぷりに断言する。それどころか覚は、あのときミノシロモドキを見つけたのは自分の手柄であるとさえ、仄めかす始末だった。もちろん、そんな馬鹿なことは金輪際ないのだが。

　わたしは半ば意地になって、思いつく限りの人間にインタビューしては、矛盾点をつきあわせていったが、その過程で、否応なく、ある事実に気づかされた。誰一人、自分にとって不利な方向に記憶をねじ曲げていた人間はいなかったのだ。

　わたしは、憫びん笑しようしながら、人間の愚かさに関する新しい発見をノートに書き留めたが、ふと、自分だけをこの法則の埒外に置く根拠がないことに気がついた。他人から見れば、わたしもまた、自分の都合のいいように記憶を書き換えているに違いない。

　だから、この手記は、あくまでもわたしの一方的な解釈であり、自己正当化のために歪曲された物語かもしれないということを付記したい。とりわけ、わたしたちの行動が後にあれほど多くの生命いのちが失われるきっかけになったとも言えるのだから、わたしには、無意識にでも、そうする動機があるはずだ。

　とはいえ、何とか記憶を掘り起こし、自分の心に真摯に向き合うことによって、事件の細部は可能な限り忠実に描写するつもりだ。また、古代の小説の手法を真似ることで、その当時、何を感じ、考えていたのかを、少しでも再現できればと思っている。

　この草稿は、酸化しないために千年は保つというふれこみの紙に、褪色しないインクで書いている。完成した暁は、誰に見せることもなく（もしかすると、覚にだけは見せて、意見を聞くかもしれないが）、タイムカプセルに入れ、地中深く埋めることになるだろう。

　その際、別に複写を二部作成し、計三部だけを残そうと思う。もし、将来、旧体制かそれに近いものが復活し、あらゆる書籍の検閲が行われるような社会が再来しているのなら、この手記の存在は、可能な限り秘密にしなければならない。三部というのは、そういう状況まで想定して考えた、ぎりぎりの数である。

　つまり、この手記は、千年後の同胞にあてた長い手紙であり、これが読まれるときには、わたしたちが本当の意味で変わり、新たな道を歩み出せたのかどうかも、明らかになっているはずだ。




　自己紹介が、まだだった。

　わたしの名前は、渡辺早さ季き。二一〇年の十二月十日、神かみ栖す66町に生まれた。

　わたしが生まれる直前、百年に一度しか花をつけないという竹がいっせいに開花した。三ヵ月間一滴の雨も降らなかったかと思うと、真夏に雪が降り、ありとあらゆる異常気象が頻発した。そして、十二月十日の晩には、天地がすっぽりと暗黒に包まれたかと思うと、稲光に照らし出されて、金色の鱗に覆われた竜が雲間を泳ぐ姿が、たくさんの人によって目撃された。

　……などという事実は、いっさいない。

　二一〇年はいたって平凡な年で、わたしは、その年神栖66町で生まれたほかの子供と同じく、ごく平凡な赤ん坊だった。

　でも、母にとっては、違っただろう。わたしを妊娠したときには、母はすでに三十代の終わりで、一生子供は持てないと悲観していたようだ。わたしたちの時代では、三十代末は、かなりの高齢出産である。

　しかも、母、渡辺瑞みず穂ほは、図書館司書という要職にあった。母の決断で町の将来が左右されるばかりか、場合によっては、多くの人命が失われる可能性すらある。日々、そんな重圧に耐えつつ、大切な胎教に気を配るのは、並大抵の苦労ではなかっただろう。

　同時期に、父である杉浦敬たかしは、神栖66町の町長をしていた。こちらも、それなりに忙しい仕事だっただろう。だが、わたしが生まれたころ、司書という仕事には、町長とは比較にならないほど大きな責任が伴っていた。もちろん、今でもそうなのだが、当時ほどではないかもしれない。

　母は、新たに発掘された書籍の分類を決定する会議の最中に、強い陣痛に見舞われた。予定日より一週間以上も早かったが、いきなり破水してしまったので、ただちに町はずれの産院へと搬送された。わたしが産声を上げたのは、それからわずか十分後のことだった。だが、運悪く臍の緒が首に絡んでいたために、わたしの顔は紫色で、泣き声も上げられなかったらしい。出産助手は、これが初仕事という若い人で、あやうくパニックに陥りかけたが、さいわい臍の緒は簡単に外れ、わたしはようやくこの世の酸素を肺に吸い込んで、元気な産声を上げた。

　それから二週間後、同じ産院兼託児所で、もう一人の女の子が生まれた。後にわたしの親友になる、秋あき月づき真ま理り亜あだ。真理亜は、未熟児で逆子だった上に、わたし同様、臍の緒が首に巻き付いていた。わたしよりずっと深刻な状況で、生まれたときには、ほぼ仮死状態だったという。

　出産助手は、わたしのときの経験から、落ち着いて対処できたらしい。少しでも手際が悪く、臍の緒を外すのが遅れていれば、間違いなく死んでいたということだった。

　初めてこの話を聞いたときには、わたしは、自分が間接的に親友の命を救ったことに、大きな喜びを覚えたものだったが、今は、そのことを思い出すたびに複雑な思いにかられる。もし、真理亜がこの世に生まれてこなかったとしたら、結果的にあれほど大勢の人が命を落とすこともなかったはずだから……。

　話を戻そう。わたしは、ふるさとの豊かな自然に抱かれて、幸せな幼年時代を送った。

　神栖66町は、周囲五十キロメートルほどの地域に点在する七つの郷さとからなっている。外界と町を隔てるのは、八はつ丁ちよう標じめである。千年後の世界には、八丁標自体が存在しないかもしれないので、一応説明しておくと、これは、たくさんの紙し垂でが下がった注し連め縄なわのことで、外から流れてきた悪いものが町に侵入してこないよう、堅く道みち切きりをしてあるのだ。

　子供たちは、けっして八丁標の外に出ないように、かたく言いつけられる。外界には、いたるところに様々な悪霊や妖怪がうろついており、子供が一人で外に出ると、恐ろしい目に遭うのだと。

「でも、そんなに怖いものって、何がいるの？」

　わたしは、ある日、そう父に訊いたことを覚えている。たぶん、六、七歳の頃だったと思う。しゃべり方は、もう少し舌足らずだったかもしれない。

「いろいろだよ」

　父は書類から顔を上げた。長いあごに手を当て、わたしに慈愛のこもった視線を向ける。あの茶色くて優しい目は、今でも記憶の中に焼き付いている。父は一度として、わたしを厳しい目で見たことはなかった。一回だけ、大声で怒鳴られたことがあったが、それは、わたしが不注意にも、よそ見をしながら歩いていたため、すぐに警告しなければ、野原に開いた大きな穴ぼこに落ちそうだったからだ。

「ほら、早季も知ってるだろう？　化ばけネズミとか、猫ねこ騙だましとか、風ふう船せん犬いぬの話は」

「そんなの、みんなお話だけで本当はいないって、お母さんが言ってたわ」

「他のはともかく、バケネズミは、ちゃんといるよ」

　父がこともなげに言ったので、わたしはショックを受けた。

「噓」

「噓じゃない。この前の町の普請にも、バケネズミは大勢駆り出されてたしね」

「見たことないわ」

「子供の目には、触れさせないようにしてるんだよ」

　父は、その理由については語らなかったが、バケネズミというのは、おそらく、子供に見せられないくらい醜いのだろうと、わたしは想像した。

「でも、人間の言うこと聞くんなら、怖くないじゃない？」

　父は、目を通した書類を座卓の上に置き、右手をかざした。口の中で低く呪文を唱えると、細かい紙の繊維がざわざわと変化し、炙り出しのように複雑な模様が浮かび上がった。町長が決裁したことを示す花か押おうである。

「早季は、面めん従じゆう腹ふく背はいっていう言葉を知ってるかな？」

　わたしは、黙って首を振った。

「表面は従っているが、腹の中では違うことを考えてるっていうことだよ」

「違うことって？」

「相手を騙し、裏切る計画を立ててるんだ」

　わたしは、ぽかんと口を開けた。

「そんな人、いないわ」

「そうだね。人が人の信頼を裏切るなんて、絶対にありえないことだ。だけど、バケネズミは人とは全然違う」

　わたしは、初めて少し怖くなった。

「バケネズミは、呪力を持った人間のことは、神として崇めているから、絶対に服従する。でも、まだ呪力のない子供に対しては、どういう態度に出るかわからないんだよ。だから、子供とバケネズミとが出会うことは、なるたけ避けなきゃならないんだ」

「……でも、仕事させてるんなら、町の中へ入ってくるんでしょう？」

「そのときは、必ず、誰か大人が監督してるからね」

　父は、書類を文箱に収めると、もう一度、そっと手をかざした。文箱と蓋は、みるみる融合して、中が空洞になった漆塗りの木の固まりになった。呪力を加えたとき、どういうイメージを持っていたかは、他の人にはわからないので、父以外の人間には、文箱の蓋を壊さずに開けるのは難しいのだ。

「とにかく、八丁標の外へは絶対に出たらだめだよ。八丁標の中は、強力な結界が張られてるから安全だが、一歩外に出たら、もう、誰の呪力も守ってくれないから」

「でも、バケネズミは……」

「バケネズミだけじゃない。もう、学校で、悪あつ鬼きや業ごう魔まの話は習っただろう？」

　わたしは思わず、うっと詰まった。

　悪鬼の話と業魔の話は、発達段階に応じて繰り返し語られ、学習させられる。潜在意識に、深く刷り込まれるように。わたしたちが学校で聞かされたのは、その幼年版にすぎなかったが、それでも悪夢に見るくらい怖かったのだ。

「八丁標の外には、本当に、悪鬼とか……業魔がいるの？」

「うん」

　父は、わたしの恐怖を和らげるように、優しく微笑んだ。

「それは昔の話で、今はいないって……」

「たしかに、この百五十年は一度も現れてない。だけど、万一ということがあるからね。早季は、薬草採りの少年みたいに、いきなり悪鬼に出くわしたりするのは嫌だろう？」

　わたしは、黙ってうなずいた。

　ここで、悪鬼の話と業魔の話の粗筋を紹介しておこう。ただし、幼年向けのおとぎ話ではなく、全人学級に入学してから学習する完全版の方である。





悪鬼の話






　今から百五十年ほど前の話。山の中で薬草を採っていた少年がいた。夢中になって薬草を探しているうちに、八丁標の注連縄の前にやってきた。内側にある薬草はあらかた採り尽くしてしまっていたが、ふと目をやると、外側には、まだたくさんの薬草が残っているのが見えた。

　以前から、絶対に八丁標の外に出てはいけないと、大人に釘を刺されていた。どうしても出る必要があるときは、必ず、大人に伴われてでなくてはならないのだ。

　だが、近くに大人はいない。少年は迷ったのだが、少しくらいならいいだろうと考えた。八丁標から出るといっても、目と鼻の先である。ぱっと出て、薬草を摘み、すぐに戻ってくればいい。

　少年は、そっと注連縄をくぐった。紙垂が揺れて、かさかさという音を立てた。

　このとき、彼は、とても嫌な感じを覚えていた。大人の言いつけを破ったことに加えて、これまでに感じたことのないような不安があった。

　何でもないと強いて自分を励ましながら、薬草に近づく。

　すると、向こうから悪鬼がやって来るのが見えた。

　悪鬼は、少年と同じくらいの背丈だったが、見るも恐ろしい姿をしていた。あらゆるものを焼き尽くす怒りが、炎のような光背となり、ぐるぐる渦巻いている。悪鬼が通り過ぎると、近くにある草木はことごとく薙なぎ倒され、爆発し、めらめらと燃え上がった。

　少年は真っ青になったが、悲鳴を上げないように我慢して、そっと後ずさりした。注連縄の下をくぐって、八丁標の中に入れば、悪鬼には姿を見られないはずなのだ。

　だが、そのとき、少年の足下で枯れ枝が折れる音がした。

　悪鬼は、無表情なまま顔を向けた。ようやく怒りの対象を見つけたというように、こちらを凝視している。

　少年は、注連縄をくぐると、一目散に逃げ出した。八丁標の中に入ってしまえば、もうだいじょうぶなはずだった。

　だが、振り返ると、なんと、悪鬼も注連縄をくぐって侵入してきたではないか！

　このとき、少年は、取り返しのつかないことをしてしまったと思った。八丁標の中に、悪鬼を招き入れてしまったのだ。

　少年は、泣きながら山道を走った。悪鬼は、どこまでも追ってくる。

　少年は、注連縄に沿って、村とは反対の谷川に向かって走った。

　背後を見ると、追いかけてくる悪鬼の顔が藪の間から見え隠れしている。両の眼だけがぎらぎら光り、口元には笑みがある。

　悪鬼は、自分に村まで案内させようとしている。

　このままではいけない。もし、このまま悪鬼をつれて村に戻れば、おそらく、村は全滅してしまうだろう。

　最後の藪を抜けると、目の前は断崖絶壁だった。深い谷底から、轟々と川の流れる音が反響してくる。峡谷には、一本の真新しい吊り橋が架かっていた。

　少年は、吊り橋を渡らず、今度は断崖に沿って谷川の上流に向かって走った。

　振り返ると、悪鬼が橋のたもとに来て、こちらの姿を見つけたところだった。

　少年は、ひたすら走った。

　しばらくすると、前方に、もう一本の吊り橋が見えてきた。

　近づくと、長年の風雨に曝さらされてぼろぼろになった吊り橋は、曇り空を背景に黒い影となり、おいでおいでをするように不気味に揺れていた。

　この橋は、いつ落ちてもおかしくない状態だった。もう十年以上、誰ひとり渡った村人はおらず、少年はいつも、村の人から絶対に渡ってはならないと戒められていた。

　少年は、ゆっくりと橋を渡り始めた。

　負荷のかかった蔓が、ぎしぎしと嫌な音を立てる。足下の板はほとんど朽ちかけており、今にも砕け散りそうだった。

　吊り橋の中程まで来たとき、ふいに橋が大きくたわんだ。振り返ると、悪鬼が橋を渡り始めたところだった。

　悪鬼が近づくにつれ、橋の揺れは、どんどん大きくなる。

　少年は、一瞬、目も眩くらむような谷底に目をやった。

　顔を上げると、悪鬼はもう、すぐ間近まで迫っていた。

　忌まわしい顔がはっきりと見えたとき、少年は隠し持っていた鎌を揮ふるい、吊り橋を支える一方の蔓を一気に切った。

　吊り橋の床は垂直になり、少年は危うく滑り落ちそうになったが、何とかもう一本の蔓にぶら下がった。

　悪鬼は下に落ちただろうか。少年が見ると、何と、同じように蔓にしがみついているではないか。悪鬼はゆっくりと、こちらに恐ろしい目を向ける。

　鎌は、谷底に落としてしまった。もう一本の蔓を切ることはできない。

　どうすればいいのだろう。少年は絶望して、天に祈った。僕の命はなくなってもかまいません。どうか、悪鬼を村に近づけないでください。

　少年の願いが、天に聞き届けられたのか。それとも、ぼろぼろになった吊り橋の一本の蔓は、どのみち重みに耐えられなかったのか。

　吊り橋はぷっつりと切れて、千せん仞じんの谷底へと落ちていった。少年と悪鬼の姿も見えなくなってしまった。

　それ以来、今日に至るまで、悪鬼は一度も現れていない。




　この話には、いくつかの教訓が含まれている。

　小さな子供にも、八丁標を出てはならないという教えは、容易に理解できるに違いない。もう少し大きくなると、自分の身よりも村のことを案じる、自己犠牲の精神を汲み取れるかもしれない。

　だが、本当の教えには、実は、聡明な子供ほど気づきにくくなっているのだ。

　まさか、この話の真の狙いが悪鬼の実在を説くことにあるなどと、いったい誰が考えるだろうか。





業魔の話






　今から八十年ほど前の話。村に一人の少年が住んでいた。とても頭の良い子供だったが、一つの欠点があった。その欠点は、成長するにつれて、しだいに誰の目にもあきらかなものになってきた。

　少年は、自らの頭の良さを誇るあまり、あらゆるものを小馬鹿にしていたのだ。

　学校や村の大人たちから教わることを、表面的にはよく聞くふりをしていたが、大切な教訓はけっして彼の心には届いていなかった。

　少年は、大人たちの愚かさを笑い、この世の倫理すら冷笑するようになり始めた。

　傲慢は、業ごうの種を蒔く。

　少年は、しだいに友達の輪からも遠ざかるようになった。孤独だけが彼の友人になり、話し相手になった。

　孤独は、業の苗床になる。

　独りぼっちになった少年は、思索に耽ることが多くなった。そのうち、考えるべきではないことを考え、疑ってはならないものを疑うようになった。

　悪い思考は、とめどなく業を蔓延はびこらせていく。

　そして、少年は、知らず知らずのうちに業を積み重ね、しだいに、人間ではないもの、業魔へと変わっていったのだ。

　いつしか、村は業魔を怖れて空っぽになってしまった。業魔は森の中に住んでいたが、いつのまにか、森の中からも、生き物という生き物が姿を消していた。

　業魔が歩くと、まわりにあった植物は、奇怪にねじくれ、想像もつかないような形に変わり、生き腐れていった。

　業魔が触れた食べ物は、たちまち致命的な毒に変じた。

　業魔は、異様な死の森を彷徨さまよい歩いた。

　業魔はようやく、自分がこの世に存在していてはいけないことに気がついた。

　業魔は、暗い森を抜けていった。すると、目の前が開け、きらきらとした輝きに包まれた。山奥にある、深い湖に辿り着いたのだ。

　業魔は、湖の中に入っていった。この清浄な水が、すべての業を洗い流してくれるのではないかと思いながら。

　だが、業魔の周囲の水は、急速にどす黒く変色していった。湖の水までもが、毒に変わりつつあるのだ。

　業魔は、この世に存在していてはいけない。

　そのことを悟って、業魔は、ひっそりと湖の底に姿を消したのだった。




　こちらの教訓は、たぶん、悪鬼の話よりは単純明快だろう。

　だが、もちろん、わたしたちに、その本当の意味を理解できたわけではない。あの日、限りない絶望と悲しみの中で、本物の業魔の姿を目の当たりにするまでは……。




　どうも、ペンを手に文章を綴っていると、さまざまな思いがいちどきに押し寄せてきて、収拾がつかなくなってしまうようだ。子供時代のことに戻ろう。

　先に書いたように、神栖66町を構成するのは、七つの郷さとである。その中心で、町の行政機関が集中しているのは、利根川の東岸にある茅輪ちのわの郷だった。その北には、森の中に大きな屋敷が点在している松まつ風かぜの郷、東側に開けた海沿いの地域には、白しら砂すなの郷がある。茅輪の郷の南に隣接しているのは、水みず車ぐるまの郷だった。利根川を挟んで西岸には、北西に眺望のよい見み晴はらしの郷、南に水田地帯の黄金こがねの郷が並び、最も西には櫟くぬぎ林ばやしの郷が位置していた。

　わたしの生家があったのは、水車の郷である。この名には、説明が必要かもしれない。神栖66町には、利根川を細かく分割して水を引いた数十本の水路が縦横に張り巡らされていて、人々は舟に乗り水路に沿って行き来する。にもかかわらず、水路の水は、不断の努力によって、顔を洗うのは平気だが飲むのは少し躊躇するという程度の清浄さが保たれていた。

　わたしの家のすぐ前にも、鮮やかな緋色と白の鯉が泳ぎ、水車の郷の名の由来となったたくさんの水車が回っていた。水車はどの郷にもあったが、水車の郷には特に多くが並んでいて、壮観だった。上掛け、逆さか車ぐるま、下掛け、胸掛け……。わたしが覚えている水車の種類である。もしかすると、もっとあったかもしれない。それぞれの水車は、米を搗ついたり小麦を挽ひいたりという役割を分担し、意識を集中するには単調すぎる労働から人々を解放していた。

　中で、ひときわ大きな金属製の羽根の付いた水車は、それぞれの郷に一つずつしかない発電用の水車だった。そこから得られる貴重な電力は、郷の公民館の屋根の上の拡声器から放送を流すために使われる。電力をそれ以外の目的に使うことは、倫理規定によって固く禁じられていたのだ。

　毎日、日没少し前になると、拡声器から同じメロディが流れる。『家路』という題名で、ドボルザークという奇妙な名前の作曲家が、大昔に作った交響楽の一部ということだった。わたしたちが学校で習った歌詞は、こんなふうである。





遠き山に日は落ちて

星は空をちりばめぬ

きょうのわざを　なしおえて

心軽くやすらえば

風はすずしこの夕べ

いざや楽しまどいせん

まどいせん




やみにもえしかがり火は

ほのお今は静まりぬ

眠れやすくいこえよと

さそうごとく消え行けば

やすきみ手に守られて

いざや楽し夢を見ん

夢を見ん






『家路』が流れると、野原で遊んでいた子供たちは、揃って家路につく決まりだった。だから、この曲のことを思い出すたび、脳裏には条件反射のように夕方の情景が浮かんでくる。黄昏の町並み。砂地に長い影を落とす松林。鈍にび色いろの空を映す、数十枚の鏡のような水田。赤トンボの群れ。だが、何といっても一番印象的なのは、見晴らしの丘から眺めた夕焼けだった。

　目を閉じると、一つの情景が浮かんでくる。夏の終わりか初秋だろう。いつのまにか、空気が冷たくなり始めていた。

「もう帰らなきゃ」

　誰かが言った。

　耳を澄ますと、たしかに、かすかなメロディが風に乗って伝わってくる。

「じゃあ、引き分けだな」

　覚が言うと、子供たちは隠れていた場所を出て、三々五々集まってくる。

　全員、八歳から十一歳の間で、朝からずっと、大規模な陣取り合戦をしていたのだった。真冬に行う雪合戦の延長のようなゲームで、二つのチームに分かれて陣地を蚕食し合い、最後に陣地の最後方に立てられた旗を奪い取ったら勝ちである。この日、わたしのチームは、序盤で犯したミスにより敗色濃厚だった。

「ずるいわ。もう少しで、わたしたちが勝ちそうなのに」

　真理亜が、口を尖らせた。他のみんなより色白で、ぱっちりした目の虹彩は色が薄い。何より、燃えるような赤毛が、ひときわ異彩を放っていた。

「あんたたち、降伏しなさいよ」

「そうだよ。こっちが優勢なんだから」

　真理亜に引きずられるようにして、良りようが言う。真理亜には、この頃から女王様としての素質があった。

「なんで、わたしたちが、降伏なんかしなくちゃならないのよ」

　わたしは、むっとして言い返した。

「だって、こっちが優勢なんだから」

　良は、飽きずに同じ主張を繰り返す。

「でも、まだ旗は取られてないわ」

　わたしは覚の方を見た。

「引き分けだ」

　覚は、おごそかに宣言した。

「覚は、こっちのチームでしょう？　なんで、向こうの肩持つのよ？」

　真理亜が覚に嚙みついた。

「だって、そういうルールなんだから、しょうがないだろう。日没時間切れだよ」

「まだ、太陽は沈んでないじゃない」

「屁理屈を言わないで。それは、ここが丘の上だからでしょう？」

　わたしは、あえて抑えた口調で真理亜を諭した。いつもは気が合う親友なのだが、こういうときの真理亜には、まったく苛々させられる。

「ねえ。もう、帰らなきゃ」

　麗れい子こが気を揉んだように言う。

「『家路』が聞こえてきたら、すぐに帰らなきゃならないのよ」

「だから、向こうが降伏すればいいんだ」

　良が、真理亜の言葉を繰り返した。

「いいかげんにしろよ。おい、審判」

　覚が業を煮やしたように、瞬しゆんを呼んだ。瞬は、みんなから少し離れて立って、丘の上からの景色に見入っていた。その横には、ブルドッグの『すばる』がちょこんと座っている。

「なに？」

　一拍おいてから振り返る。

「なにじゃないよ。審判がちゃんと言ってくれよ。引き分けだって」

「そうだな。今日は引き分けだ」

　瞬はそう言うと、また景色に目を向けた。

「わたしたち、もう帰るから」

　そう言って、麗子たちは、ぞろぞろと丘を下りていった。それぞれの郷へ向かう舟に便乗させてもらわなければならないのだ。

「待ってよ。まだ、終わってないのに」

「帰る。だって、いつまでも外にいたら、ネコダマシが出るもん」

　真理亜たちは不満を顔に表していたが、ゲームはなし崩しに終了した。

「早季。ぼくらも帰ろう」

　覚が声をかけたが、わたしは瞬の方に近づいた。

「帰らないの？」

「うん。帰るよ」

　そう言いながらも、瞬の目は魅入られたように景色から離れなかった。

「何見てるの？」

「おーい。帰ろうって」

　後ろから、覚が焦じれたように言う。瞬が、黙って景色を指さした。

「あそこ。見える？」

「なに？」

　瞬が指さしたのは、彼方にある黄金の郷、水田地帯と森の境目のあたりだった。

「ほら、ミノシロ」

　わたしたちは、幼いときから、何よりも目を大切にするよう教えられてきており、皆、視力には恵まれていた。このときも、数百メートルは離れた、夕暮れの光と影が交差する場所で、畦あぜ道みちの上をゆっくりと移動する生き物の白い影を見分けることができた。

「ほんとだ」

「何だよ。ミノシロなんか、別に珍しくないだろ」

　いつも冷静な覚の声が、どういうわけか、不機嫌を露わにしていた。

　だが、わたしは動かなかった。動きたくなかったのだ。

　ミノシロは、カタツムリが這うような速度で畦道から草地を横切り、森の中に姿を消していった。その間、目はミノシロの姿を追いながら、意識は隣にいる瞬に向かっていた。

　まだ、自分の中にある感情が何なのか、わかっていなかった。だが、瞬と並んで暮色に染まった郷の景色を見つめているだけで、胸の中が甘くて切ない気持ちでいっぱいになるのだ。

　もしかしたら、これもまた、記憶が捏造した情景なのだろうか。いくつかの同じようなエピソードを混ぜ合わせて脚色し、感傷というスパイスをふりかけた……。

　たとえそうだとしても、この情景は、わたしには今もって特別な意味がある。完全無欠な世界に住んでいた時代の最後の記憶。すべてが正しい秩序に従って運行し、未来に対し、ひとかけらの不安も感じていなかった頃の。

　そして、初恋の思い出は、今なお夕陽のような光輝を放っている。ほどなく、すべてが、底知れぬ虚無と悲しみの中に呑み込まれてしまうとしても。









２






　もう少し、子供時代の話を続けよう。

　神栖66町では、子供が六歳になると小学校へ通わなければならない。わたしが通っていたのは、『和わ貴き園えん』だった。町には同様の学校が他に二校あり、『友ゆう愛あい園えん』、『徳とく育いく園えん』という名前である。

　当時、神栖66町の人口は三千人を少し超えるくらいだった。後に古代の教育制度について調べてみてわかったのだが、その程度の規模の町に小学校が三校もあるのは異例らしい。だが、これこそ、わたしが生まれ育った社会の本質を、最も雄弁に物語る特徴なのである。別の数字を挙げれば、同時期に、社会を構成する成人の約半数が、何らかの意味で教育に従事していたことがわかっている。

　これは、貨幣経済により成り立っている社会では、考えられないことだろう。しかし、助け合いと無償の奉仕を基盤としている、わたしたちの町には、そもそも貨幣などというものは存在しなかったし、真に必要とされる分野に自然に人材が振り向けられる仕組みが、出来上がっていたのだ。

　和貴園は、わたしの家から歩いて二十分ほどの場所にあった。水路を利用すればもっと早く着けるのだが、子供の場合、舟を動かすには大きな重い櫂を使って漕ぐしかないので、歩く方がずっと楽だった。

　小学校は、町の中心から少し離れた静かな場所に建てられていた。和貴園があったのは、茅輪の郷の南のはずれである。古く黒光りする木造の校舎は、Ａの字形をした平屋だった。Ａの横棒にある正面玄関を入ると、最初に目に飛び込んでくるのは、正面の壁に掛かった扁額の文字『以和為貴』である。聖徳太子という古代の聖人が作った十七条憲法の最初の一節で、『和わを以もつて貴たつとしと為なす』と読むのだという。それが和貴園という名前の由来らしいが、友愛園と徳育園にどんな文字の額が掛かっていたのかは、わからない。

　横棒に沿って職員室と教室があり、廊下を右に進むと、右の縦棒にもたくさんの教室が並んでいる。全校生徒を合わせても百五十人ほどしかいないのだが、教室は全部で二十以上あったと思う。左側の縦棒は管理棟で、生徒が立ち入ることは禁じられていた。

　Ａの字形をした校舎の手前にある校庭には、運動場や、鉄棒などの遊具の他に、たくさんの生き物を飼育している囲いがあった。ニワトリや、アヒル、ウサギ、ハムスターなどである。生き物の世話は、当番制で生徒たちが見ることになっていた。校庭の隅には、白く塗られた木製の百葉箱がぽつんと立っていた。用途は不明であり、わたしが和貴園に通っていた六年間を通じ、何かの役に立ったのを見たことは一度もない。

　校舎で三方を囲まれている中庭は、ひどく謎めいた場所だった。生徒の立ち入りは固く禁じられていたし、そこへ行かなければならない用事もなかった。

　管理棟の部屋以外に中庭に面した窓はなく、中庭を垣間見る機会があるとすれば、教員が中庭へ通じる扉を開けたときに、たまたまその場に居合わせる以外になかった。

「……それで、中庭に何があったと思う？」

　覚が、不気味な薄ら笑いを浮かべてみんなを見回すと、誰もが固唾をのんだ。

「ちょっと待ってよ。だってそれ、覚が見たわけじゃないんでしょ？」

　覚があまり緊張状態を引っ張るので、わたしは、とうとう耐えきれなくなって言った。

「そりゃ、直接見たんじゃないけど。でも、ちゃんと見た証人がいるんだ」

　話の腰を折られて、覚はむっとした顔になった。

「誰？」

「早季の知らない人だよ」

「生徒じゃないの？」

「生徒だけど、もう卒業してるから」

「何、それ？」

　わたしは、あからさまな不信を見せた。

「ねえ、そんなことどうでもいいから、何を見たのか早く教えてよ」

　真理亜が言う。まわりから、同意のざわめきが起こった。

「うん。まあ、信じたくない人は、聞かなくてもいいけど……」

　覚が、皮肉な目でこちらを見る。わたしは、知らん顔をした。この場を歩み去ってもよかったが、やはり続きを聞きたかったのだ。

「生徒がいるときは、先生は絶対に、中庭に通じる扉は開けないだろう？　ほら、管理棟の手前にある樫の木の扉。でも、そのときは、たまたま後ろに人がいるのを確認せずに、扉を開けたらしいんだ」

「それは、もう聞いたよ」

　健けんが先を促した。

「そこにあったのはね……信じられないくらい、たくさんの、お墓だったって！」

　見え透いたこけおどしだったが、みなは、面白いように引っかかった。

「うわあ……」

「噓」

「怖い」

　真理亜に至っては、両手で耳を塞ふさいでいる。ばかばかしくなって、わたしは言った。

「それ、誰のお墓なの？」

「え？」

　ホラ話が予想以上の効果を上げて、にんまりしていた覚は、虚をつかれたようだった。

「だから、そんなにたくさんのお墓って、誰のよ？」

「そんなの、知らないよ。とにかく、物凄くたくさん、お墓があったんだよ」

「なんでわざわざ、学校の中庭なんかにお墓を作らなきゃなんないの？」

「だから、僕は、そこまでは知らないって」

　覚は、卑怯千万にも、説明できないことはすべて、伝聞だから知らないという論法で、押し通すつもりらしかった。

「……もしかしたら、生徒のお墓なんじゃないかな？」

　健の言葉に、全員、静まりかえった。

「生徒って？　いつの？　何で、そんなにいっぱい死んだの？」

　真理亜が、低い声で訊ねる。

「わかんないけど、和貴園を卒業しないで、途中でいなくなる人もいるって聞いたよ……」

　わたしたちの町の小学校は三校とも、入学するのは学年毎に一緒だが、あとで説明する理由から、卒業はさみだれ式だった。だが、このときの健の言葉には何となく深い禁忌タブーに触れるものを感じ、みな、言葉の接ぎ穂を失っていた。

　そのとき、少し離れた席で本を読んでいた瞬が、こちらを振り向いた。窓の光に透けて、彼の睫まつ毛げがとても長いことがわかる。

「お墓なんか、なかったよ」

　全員、瞬の言葉に救われた思いがしたが、すぐに大きな疑問が湧き上がる。

「なかったって、どういうこと？　なんでわかるの？」

　みなを代表してわたしが訊くと、瞬は、こともなげに答えた。

「僕が見たときには、そんなものはなかった」

「えっ？」

「瞬、見たの？」

「本当か？」

「噓でしょう？」

　全員が、堰せきを切ったように質問を浴びせる。主役の座を奪われた覚一人が、憮然としていた。

「言わなかったかなあ。去年、宿題の答案がなかなか集まらなかったことがあったよね。理科の自由観察の課題。先生に、全員の答案をまとめてから持って来なさいって言われて、僕は管理棟に入ったんだ」

　みな、息をするのも忘れて瞬の次の言葉を待ち受けたが、瞬は、ゆっくりと読みかけの本のページにしおりを挟んだ。

「本がいっぱいある部屋の窓から中庭は見えたけど、あそこにあったのは、なんか変なもんだったな。とにかく、お墓じゃなかったよ」

　どうやら、それで話はおしまいにするつもりらしい。わたしは、十くらいの質問を一息にするために、思いっきり息を吸い込んだ。

「ふざけるなよ」

　一瞬早く、覚が、それまで聞いたことがなかったくらい不穏な声を出す。

「変なもんって、何だよ？　ちゃんと説明してみろよ」

　自分は何も説明しなかったくせにと思ったが、とりあえず瞬の答えを聞きたかったので、口を挟まなかった。

「うーん。何て言ったらいいかな。広い場所の奥に、煉瓦でできた物置みたいなものが、五個くらい一列に並んでるだけなんだよ。前には、大きな木の扉が付いてて」

　瞬の答えは、何の説明にもなっていなかったが、変な真実味があった。覚が、それ以上突っ込めなくなってしまい、舌打ちする。

「で、覚。卒業生の誰が、何を見たって？」

　わたしが追い打ちをかけると、覚はどうやら形勢不利を悟ったらしく、口ごもった。

「だから、聞いた話だから、よくわからないよ。その人が見間違えたのかもしれないし、もしかしたら、そのときはまだ、お墓があったのかもしれない」

　こういうのを、墓穴を掘るというのだろう。

「じゃあ、なんで、お墓はなくなったのよ？」

「それはわからないけど……でも、知ってる？　その人が見た恐ろしいものって、お墓だけじゃなかったんだ」

　追いつめられた覚は、巧みに話題をすり替えた。

「何を見たの？」

　案の定、真理亜は、馬鹿な魚のように食いついていく。

「だめよ、すぐに訊いちゃ。覚が怖いものの話を思いつくまで、待ってあげないと」

　わたしが揶揄すると、覚はむきになった。

「噓じゃないよ。その人は、たしかに見たんだって。正確には中庭でじゃないけど……」

「はいはい」

「だから、恐ろしいものって、何を見たんだよ？」

　健が、我慢できなくなったように言う。覚は、内心にんまりとしていただろうが、逆に無表情になって言い放った。

「物凄く大きな、猫の影だよ」

　しんとした。

　こういうところは、覚の話術の巧みさに感心する。もし、人を怖がらせる話を作る職業があれば、覚は、まちがいなく第一人者になれるだろう。むろん、どんな社会においても、そんな馬鹿な仕事が成立するとは思えないが。

「それ、ネコダマシ……？」

　真理亜が聞かずもがなのことを訊くと、みんなは、いっせいに喋り始めた。

「ネコダマシって、よく、小学校のそばに出るらしいよ」

「なんでなのかな？」

「決まってるじゃない。子供を狙ってるからよ！」

「季節は秋で、夕方くらいに出ることが多いんだって」

「家まで来ることもあるんだけど、たいていは真夜中で……」

　わたしたちは常に、闇を怖れると同時に惹きつけられていた。魑ち魅み魍もう魎りようが出てくる怖い話には目がなかったが、その中でも、ネコダマシはひどくぞっとさせられる存在だった。子供から子供へ話が伝わっていく中で、様々な尾お鰭ひれが付いていったのだが、ネコダマシの基本形は、大人ほどの大きさの猫である。顔つきは猫そのものだが、異様なくらい四肢が長く、狙いをつけた子供の後ろを影のように追尾する。人ひと気けのない場所に来ると、背後から伸び上がり、前肢で肩を押さえるらしい。そうなると子供は、まるで催眠術にかかったように身体が痺れてしまうのだ。ネコダマシは、百八十度開く口で子供の首に喰らいつき、どこかへ引きずっていってしまう。その場には一滴の血も流れず、連れ去られた子供は、死体すら見つかることはない、云々。

「それで？　その人は、どこでネコダマシを見たの？」

「ネコダマシかどうか、わからない。見えたのは影だけだから」

　覚は、さっきの慌てぶりなどどこ吹く風で、自信たっぷりに言う。

「でも、その影を見たっていうのは、中庭のすぐ近くなんだ」

「近くって、どこのことよ？　外から中庭に出入りできる場所なんか、どこにもないじゃない？」

「外じゃないんだよ」

「え？」

　わたしは、覚の話に対しては常に懐疑的だったが、なぜかこのときは、背筋がうそ寒くなってきた。

「影が見えたのは、管理棟へ行く廊下の端なんだ。ちょうど、中庭への扉の前あたりで、消えたんだって……」

　これには、みな、一言も発することができなかった。悔しいが、覚の思い通りの結果になったと言ってもいいだろう。いずれにしても、子供同士の他愛もない怪談ごっこにすぎない。このときはまだ、そう思っていた。




　振り返ってみても、和貴園に通っていた日々は幸せだったと思う。学校へ行って友達に会えるだけで、毎日が楽しくてしかたがなかった。

　朝から、算数、国語、社会、理科と退屈な授業が続くが、教室には学科を教える先生のほかに一人一人の理解度に目を配っていて、わからないところを懇切丁寧に教えてくれる指導教員の先生がいるので、誰かが取り残されるというようなことはない。一方、試験はやたらに多く、三日に一回は何かのテストを受けさせられていたように思う。ただし、そのほとんどは学科とは関係なく、『私は悲しい。なぜなら……』といった類の短文の後を完成させるようなものだったから、たいした負担にはならなかった。

　むしろ、たいへんだったのは自己表現の課題の方である。絵を描いたり、粘土で塑像を作ったりするのは楽しかったが、ほぼ毎日のように作文を書かされるのだけは閉口した。もっとも、そのとき修練を積んだおかげで、今、それほど苦労せずにこの手記を綴れるのかもしれないが。

　退屈な授業と課題をやり過ごすと、午後からは楽しい遊びの時間が待っていた。しかも週末の二日は休みだったので、思う存分野外を駆けめぐることができた。

　和貴園に入学したばかりのころは、緩やかに曲がった水路に沿って探検し、茅葺き屋根の家々を眺めるくらいだったが、やがて黄金の郷まで遠出するようになった。秋になると一面に稲穂が実るため、この名があるのだが、面白いのは、むしろ春から夏にかけてだった。水田を覗き込むと、水みな面もを水黽アメンボが走り、水中は泥鰌ドジヨウや蚊カ絶ダやヤしシなどが泳ぎ、水底には、泥をかき混ぜて雑草を防ぐ兜カブト蝦エビが、もぞもぞと動き回っている。農業用水路や溜め池には、田タ鼈ガメや太タイ鼓コ打ウチ、水ミズ蟷カマ螂キリ、源ゲン五ゴ郎ロウなどの昆虫や、鮒フナなどの魚もいた。年上の子供が、わたしたちに木綿糸とスルメでザリガニを釣る方法を教えてくれ、丸一日かけてバケツいっぱい獲ったこともあった。

　黄金の郷には、たくさんの鳥もやってきた。春には、天高く舞い上がるヒバリの鳴き声がこだまし、稲が育つ夏前までは、ドジョウを狙って多くの朱ト鷺キが水田を訪れる。朱鷺は冬に交尾して、近くの樹上に巣を作り、秋になると雛がいっせいに巣立つのだ。鳴き声はおよそ美的ではないが、うっすら桃色がかった朱鷺の群れが飛び立つさまは、壮観だった。そのほか、めったに地上に降りてこない大きな鳶トンビや、鵯ヒヨドリ、四十雀シジユウカラ、雉キジ鳩バト、膨フクラ雀スズメ、三サン羽バ鴉ガラスなども、よく見かける鳥だった。

　鳥ではないが、稀にミノシロに出会うこともあった。苔や小動物を漁るうちに、森から田んぼの畦道に迷い出てくるらしい。ミノシロは、土壌を改良し害虫を駆除する益獣として保護されているだけでなく、農家では、神の使い、あるいは吉きつ祥しようとして、大切に扱われていた。普通種でも数十センチから一メートル、オニミノシロに至っては二メートル以上もあって、無数の触手を蠢うごめかせ、長い身体を波打たせながら進む姿は、神獣と呼ばれるにふさわしい威厳を備えていた。

　同じように信仰を集めていた生き物に、白化型の青アオ大ダイ将シヨウである白蛇や、黒化型の縞シマ蛇ヘビである烏カラス蛇ヘビがあるのだが、ミノシロは、どちらも出会い頭に捕食してしまう。当時の民間信仰で、その事実にどういうふうに折り合いが付けられていたのかは、謎である。

　子供たちは、高学年になると、町の最西端である櫟林の郷や、白砂の郷からずっと南下したところにある、美しい砂丘が続く波は崎さき海岸や、一年中花が咲き乱れている利根川上流の河岸まで遠征するようになる。水辺には、篦ヘラ鷸シギや鷺サギの姿があり、ときには丹タン頂チヨウ鶴ヅルも飛来した。川辺の葦の間で大オオ葦ヨシ切キリの巣を探したり、山に登って芒ススキの原っぱで茅の巣作りカヤノスヅクリの巣を見つけたりするのは、楽しい遊びだった。特に、カヤノスヅクリの偽卵は、悪戯いたずら好きの子供たちにとっては格好の玩具だった。

　だが、どんなに変化に富んでいるように見えても、八丁標の内側にあるのは、しょせん、ありのままの自然ではなく、いわば箱庭のようなものにすぎなかった。その意味では、昔、わたしたちの町にあった動物園と、その柵の外側とは、本質的になんの違いもなかったと言えるかもしれない。わたしたちが見ていた象やライオン、キリンなどは、実は、呪力によって創り出された、象モドキ、ニセライオン、キリンダマシにすぎず、万が一、檻から抜け出したとしても、人に危害を加える可能性はゼロだった。

　八丁標の中の環境もまた、徹頭徹尾、人に対して優しかった。そのことは、後になって嫌というほど思い知らされることになるのだが、少なくとも当時は、わたしたちがどんなに野山を駆けめぐっても、毒蛇に咬まれることはおろか、虫にすら刺されないことを、まったく不思議に思わなかった。八丁標の内側には、毒牙を持った蝮マムシや山ヤマ楝蛇カガシは一匹も棲息しておらず、いたのは、無害なアオダイショウ、シマヘビ、白シロ斑マダラ、地ジ潜ムグリ、日ヒ計バカリ、念ネン珠ジユ蛇ヘビなどだけだった。

　また、森に生えている檜ヒノキや檜ヒ葉バの仲間は、過剰なほど強力な匂い物質を分泌することで、わたしたちの健康に有害な、黴かびの胞子、壁ダ蝨ニ、恙ツツガ虫ムシ、細菌を殺していたのだった。




　子供時代を語るときに、忘れてはならないのは年中行事だろう。わたしたちの町には、代々受け継がれてきた祭りや行事が数多く存在し、四季折々の生活のリズムを作り出していた。

　ざっと挙げても、春には追つい儺なと御田植祭、鎮花はなしずめ祭まつり。夏は、夏祭り（化ばけ物もの祭まつり）、火祭り、精しよう霊りよう会えがある。秋になると、八はつ朔さく祭まつりと新にい嘗なめ祭さい。そして冬の風物詩といえば、雪祭、新年祭、左さ義ぎ長ちようだった。

　幼い頃、最も深くわたしの脳裏に刻み込まれていたのは、追儺の儀式である。

　追儺は、『おにやらい』とも呼ばれ、真偽のほどは不明だが、二千年に及ぶ伝統を持つ最古の儀式の一つだという。

　祭りの朝は、わたしたち子供も広場に集められる。乾ききらない粘土に胡ご粉ふんを塗った、『無垢の面』を被り、『侲しん子し』役として儀式に参加するのだ。

　幼い頃から、私はこの儀式が怖くてしかたがなかった。その理由は、登場する二体の鬼の面が、あまりにも醜悪だったことにある。

　二体の鬼、『悪鬼』、『業魔』の面のうち、『悪鬼』は見るからに邪悪な哄こう笑しよう面めんだった。後に儀式に関する知識が解禁されてから由来を調べてみたが、結局、判然としなかった。最もよく似ていたのは、古代の能面にある『蛇じや』である。これは、人間が鬼へ化していく過程を表した三つの能面の一つで、『なまなり』→『般若』→『蛇』という具合に変化する最終段階らしい。

　一方、『業魔』の面は、それとは対照的に、恐ろしい苦悶から、どろどろに溶けるように歪み、ほとんど人の顔の形をとどめていない。

　追儺の中心となる儀式は、次のようにして始まる。白砂が敷き詰められ、東西に篝かがり火びの焚かれた広場に、まず二、三十人の侲子が現れて、「鬼やーらい。鬼やーらい」と独特の節を付けて唱えながら、練り歩く。

　すると、上手から、鬼を祓はらう役である方ほう相そう氏しが登場する。方相氏は古式に則った装束で、手には大きな矛を携えている。だが、何といっても、一番目を引くのは、四つの目のある黄金の仮面を被っていることだった。

　方相氏は、侲子たちと一緒に「鬼やーらい」と唱えつつ、ぐるぐる回り、災いや邪気を祓うという豆を四方にまく。豆は見物人にも投げつけられるが、目標になった者は合掌して受ける。

　ここから、急に恐ろしい場面が始まる。方相氏がいきなり侲子たちの方を振り返って、手にしていた豆をすべてぶちまけるのだ。

　方相氏は、「穢けがれは、うちに」と大音声で呼ばわる。侲子たちも「穢れは、うちに」といっせいに唱和する。すると、それを合図に、あらかじめ侲子たちに混じっていた鬼役の二人が、『無垢の面』を脱ぎ捨てるのだ。その下には、さきほど述べた『悪鬼』と『業魔』の面を着けている。

　侲子の一人として儀式に参加しながら、わたしにとってこの場面は、息が止まるくらい恐ろしかった。一度などは、わたしのすぐ隣にいた侲子が、突然、悪鬼へと変貌したのだ。侲子たちは二体の鬼を残して、蜘蛛の子を散らすように逃げ去るのだが、全員、まちがいなく本物の恐慌に駆られていたと思う。

　方相氏は、「穢れは、そとへ」と唱えながら、矛で二体の鬼を追い立てていく。鬼たちは型どおり抵抗のそぶりを見せるが、全員が「穢れは、そとへ」と唱えるうち、見えない場所へと追い払われ、ようやく儀式は終わりになる。

　侲子の面を取った覚の顔を見て、ぞっとしたときのことを、今でも覚えている。

「顔色が、真っ青よ」

　わたしが言うと、覚は紫色になった唇を震わせた。

「何だよ。早季こそ」

　わたしたちが、互いの目の中に見ていたのは、自分自身の裡に潜む恐怖だった。

　覚が、大きく目を見開くと、わたしの背後にあごをしゃくった。振り返ると、舞台裏に戻ってきた方相氏が、黄金の仮面を外したところだった。

　追儺で方相氏役をつとめるのは、自他共に認める、最強の呪力を持った人物でなければならない。そして、わたしが知る限り、鏑かぶら木ぎ肆し星せい氏は、一度たりともその座を他者に譲ったことはなかった。

　鏑木肆星氏は、わたしたちの視線に気づいて、微笑した。奇妙なことに、彼は方相氏の仮面の下に、顔の上半分を覆う別の仮面を着けていた。素顔を見た人間はほとんどいないという噂である。鼻と口元は平凡な感じだったが、両眼が真っ黒なガラスで隠されているため、不気味な威圧感があった。

「怖かったか」

　鏑木肆星氏がよく通る低い声で言うと、覚は畏敬の表情を浮かべてうなずいた。鏑木肆星氏の目は、続いてわたしに向けられたが、その間は、何だか、少し長すぎるように思えた。

「新しいもの好きの子だな」

　何と応えたらいいかわからず、わたしは固まっていた。

「吉と出るか。それとも、凶と出るか」

　鏑木肆星氏は、妙に軽薄な感じの含み笑いを残して、立ち去った。わたしたちは、しばらくの間、魅入られたように立ちつくしていた。やがて、覚が、ぽつりとつぶやいた。

「あの人、本気で集中したら、地球を真っ二つにするくらいの呪力があるんだって……」

　覚のたわごとに、信憑性があると思ったわけではないが、このときのことは、その後も、ずっと心の片隅に残っていた。




　幸せな時間は、いつか終焉を迎える。

　わたしの子供時代もその例外ではなかったが、皮肉なことに、当時のわたしの悩みは、それが少々長すぎたことにあった。

　前に述べたように、和貴園を卒業する時期は個々人で異なっている。クラスで真っ先に卒業したのは、瞬だった。誰よりも成績がよく、聡明で大人びた瞳をした少年は、ある日突然いなくなってしまい、担任の真田先生が、残された生徒たちに向かって、誇らしげに彼の卒業を告げたのだった。

　それからは、早く卒業して瞬と同じ学校へ行きたいというのが、わたしの唯一の望みとなった。ところが、クラスメートたちが、一人抜け、二人抜けしていくのに、いっこうにわたしの番はやってこなかった。親友の真理亜までが卒業してしまい、一人取り残されたときの気持ちは、どれだけ説明しても、とうていわかってはもらえないだろう。

　桜が散って、二十五人いたクラスが五人になったとき、わたしと覚はまだ残されていた。日頃大きな口ばかり叩いていた覚も、さすがに元気がなくなり、わたしたちは、毎朝、お互いがまだ落伍者であることを確認しては、安堵の溜め息をつく日々を送っていた。できることなら、同時に卒業したい、もしそれがかなわないならば、先に行きたいとひそかに願いながら。

　だが、わたしのささやかな願いは、完全に裏切られた。五月に入って、最後の心の拠り所だった覚まで、とうとう卒業してしまったのだ。ほとんど時を移さず二人が続いたため、残されたのは、ついに二人だけになった。奇妙に思われるかもしれないが、もう一人の名前は、どうしても思い出すことができない。たしか、何をやらせてもクラスで一番遅い、目立たない生徒だったはずだが、そのことが原因ではなく、おそらく、わたし自身が、無意識に記憶を封印してしまったせいだろう。

　家に帰ってからも、わたしはめっきり口数が少なくなって、部屋に閉じこもる日々が続いた。両親も、そんなわたしを心配したようだ。

「早季。別に、焦る必要はないのよ」

　そんなある晩、母は、わたしの髪を撫でながら言った。

「早く卒業することに、意味はないの。クラスのみんなが、先に卒業しちゃって寂しいでしょうけど、すぐにまた会えるから」

「別に……寂しくなんかないわ」

　わたしは、ベッドに突っ伏したまま言った。

「ねえ、早く卒業したから偉いってことじゃないのよ。呪力の強さや質にも、全然、関係ないわ。知ってる？　私もお父さんも、そんなに早いほうじゃなかったのよ」

「クラスの一番最後でも、なかったでしょう？」

「それはそうだけど、でも……」

「わたし、落ちこぼれにはなりたくない」

「そんな言葉は、使っちゃいけません！」

　母は、珍しく厳しい口調になった。

「誰から、そんな言葉を聞いたの？」

　わたしは、黙って、枕に顔をうずめた。

「卒業の時期は、神様に決められているんだから、あなたは、ただ待っていればいいの。遅れは、すぐに取り戻せるわ」

「もし……」

「え？」

「もし、卒業できなかったら？」

　母は、一瞬絶句したが、すぐに朗らかな声で笑った。

「まあ、そんなこと、心配してたの？　馬鹿ね。だいじょうぶよ。絶対、卒業はできるから。遅いか早いかだけで」

「中には、できない人もいるんでしょう？」

「ええ。でも、そんなことは、万に一つもないわ」

　わたしは、ベッドに身を起こして、母の目を見つめた。心なしか、母は動揺しているように見えた。

「ねえ、もし卒業できなかったら、ネコダマシが迎えに来るって、ほんと？」

「馬鹿ねえ。ネコダマシなんて、この世にいないの。もうすぐ大人になるっていうのに、そんなこと言ってると笑われるわよ」

「でも、わたし、見たの」

　その瞬間、まちがいなく、母の目の中に恐怖の色が走ったと思う。

「何言ってるの。ただの錯覚よ」

「見たのよ」

　わたしは、もう一押しして、母の反応を確かめようとした。噓をついたわけではない。見えたような気がしたのは、事実だった。だが、完全に一瞬のことだったし、たぶん気のせいだっただろうと、自分でも思っていた。

「昨日の夕方、うちに帰る前。四つ辻のところで振り返ったら、ネコダマシみたいなものが横切るのが見えたの。すぐに消えちゃったけど」

　母は、溜め息をついた。

「枯れ尾花が幽霊に見えるって話、知ってる？　怖い怖いと思っていると、何でも、そんなふうに見えるのよ。きっと、早季が見たのは、普通の大きさの猫か、イタチでしょう。夕暮れどきには、よく、ものの大きさがわからなくなるから」

　母の態度は、いつも通りに戻っていた。母がおやすみを言って明かりを消すと、わたしは、すっかり安心して眠りについた。

　だが、真夜中に目を開けたとき、平和な気分は消し飛んでいた。

　心臓が早鐘のように打ち、手足は冷え切り、全身にぐっしょりと汗をかいていた。とても嫌な汗だった。

　天井の羽目板の上に、何か邪悪な存在が犇ひしめいているようだった。聞こえるか、聞こえないかの音。まるで、鋭い爪が板を嚙んでいるような。

　ネコダマシが、来たのだろうか。

　わたしは、しばらくの間、金縛りにあったように動けなかった。

　しばらく我慢していると、呪縛が弛んだように、身体の自由が戻ってきた。わたしは、そっとベッドから滑り出て、音がしないように引き戸を開けた。窓から差し込む月明かりで、廊下を進む。季節はすでに春だったが、素足に貼りつく板張りの床は冷たかった。

　もうすぐ、もう少しだ。両親の寝室は、廊下を曲がったすぐ先だった。

　寝室の戸の隙間から燐りん光こう灯とうの明かりが漏れているのに気づき、わたしはほっとした。引き戸に手をかけようとしたとき、中から声が聞こえた。母の声だった。今までに聞いたことのないような、深刻な懸念のこもった調子だ。わたしの手は、宙で止まった。

「心配だわ。このまま、もし……」

「君がそんなに気を揉んでいたら、かえって、早季に悪影響を与えるよ」

　父の声も、ひどく沈んでいるようだった。

「でも、このままじゃ。……ねえ、教育委員会は、もう動いてるのかしら？」

「わからない」

「図書館から教育委員会に影響力を行使するのは難しいのよ。あなたは決裁権者なんだから、その気になれば、何とかできるでしょう？」

「委員会は独立だ。私の職権では調べようがないし、まして、早季の父親という立場では」

「私、もう、子供をなくすのは嫌よ！」

「声が大きいよ」

「だって、早季は、不ふ浄じよう猫ねこを見たって言ったのよ！」

「気のせいかもしれない」

「もし本当だったら、どうするの？」

　わたしは、そっと後ずさりした。両親の会話の内容は、わたしの理解を超えていたが、聞いてはいけない話を聞いてしまったことだけは、はっきりとわかった。

　来たときと同じように、音を立てずに寝室に戻る。窓ガラスの外側に、大オオ水ミズ青アオがとまっていた。わたしの掌てのひらほどもある水色の蛾は、不吉な事象を告げる冥界からの使者のようだった。寒くはないのに、さっきから、身体の小刻みな震えがとまらない。

　どうなるんだろう。

　生まれて初めて、世界に裸で放り出されたような、よるべなさを感じた。

　わたしはいったい、どうなるんだろう。

　天井の羽目板が、みしっという嫌な音を立てた。

　何かがやって来る……。

　恐ろしいほど巨大な存在が、もう、すぐそばまで来ているように感じられた。

　ああ。もうすぐ、ここへ来る。

　オオミズアオが、ぱっとガラス戸を離れると、闇の中に消えていった。

　次の瞬間、風もないのに、窓枠ががたがたと揺れ始めた。揺れは執拗に続き、収まるどころか、どんどん強くなっていった。まるで、外にいる何者かが、窓をもぎ取ろうとしているかのようだった。

　襖がひとりでに開いたかと思うと、激しい音を立てて閉まった。

　わたしは、あえいだ。息が苦しくなり、肺の奥に息を吸い込もうとした。ああ。だめだ。来る。来る。来る……。

　突然、部屋の中にあったすべてのものが、凄まじい勢いで動き始めた。椅子や机が暴れ馬のように跳ね、筆記具が矢のように飛んで襖に突き刺さる。ベッドがゆっくりと宙に浮き上がった。

　わたしは、絶叫した。

　廊下を走ってくる足音。わたしの名前を呼ぶ両親の声。引き戸が、弾かれたように開く。

　次の瞬間、両親が折り重なるようにして部屋に飛び込んできた。

「早季！　もう、だいじょうぶよ！」

　母が、わたしを抱きしめる。

「これ……何なの？」

　わたしは、叫んだ。

「心配しなくていいの。祝しゆく霊れいよ！　とうとう、あなたにもやって来たの」

「これが？」

　目に見えない怪物が部屋の中で大暴れしているような現象は、両親が駆けつけてからは、ゆっくりと沈静化しつつあった。

「これで、早季も、大人になったっていうことだよ」

　父が、安堵を滲にじませた笑顔で言う。

「じゃあ、わたし……？」

「和貴園は、今日で卒業よ。明日からは、全人学級に入るの」

　ふわふわと宙を漂っていた本が、急に生命を失って床に落ちた。ベッドが傾きながら、吊っていた糸が切れたように、どさりと着地する。

　母は、わたしを痛いほど堅く抱きしめた。

「ああ、よかった！　もう、何も心配いらないからね！」

　暖かい涙がわたしの首筋を濡らし、わたしは、心の底からの安堵に包まれて目を閉じた。

　だが、わたしの耳の奥にはずっと、「私、もう、子供をなくすのは嫌よ！」という母の悲痛な叫びがこだましていた。
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　古代の文献の中に、ポルターガイスト現象なるものが記載されていることを知ったのは、つい最近のことである。

　わたしの手元には、母が司書をしていた図書館の残骸から発掘された書籍がある。表紙に押された焼き印は、『[image: ]』という面妖な文字だ。わたしたちが和貴園や全人学級で閲覧を許されていたのは、第一分類の『薦』、『優』、『良』という印がある図書に限られていたが、これは何と第四分類に属する印で、本来なら、一般人の目に触れる機会はなかった代物だ。地下室の奥深く保管してあったために焼失から免れたのは、運命の皮肉と言うしかない。

　この本によれば、古代、人類のほとんどが呪力を持っていなかった時代にも、しばしば、幽霊のノックのようなラップ音や、食器が宙に舞ったり、家具が踊り、家鳴りが起きたりという怪現象が見られたという。

　しかも、ほとんどの場合では、こうした現象の起きた家には思春期の子供がいたらしい。このため、思春期に鬱屈した精神的、性的エネルギーが無意識の念動力サイコキネシスとなって顕あらわれたものであると分析されていたようだ。

　再起性Ｒ偶発的ＳサイコＰキネシスＫなる別名を持つ騒霊ポルターガイストと、わたしを訪れた祝霊とが、本質的に同じものであることは言うまでもないだろう。




　あの晩に続く三日間に、様々な出来事があった。わたしの呪力の発現を、両親が町に届け出ると、ただちに教育委員会の人たちが家にやってきた。白衣の年配の女性と、学校の先生のような若い女性、それに作さ務む衣えのような服装で目つきの鋭い中年男性の三人組だった。年配の女性が中心になって、たっぷりと時間をかけて、わたしの健康と心理状態について詳細な調査を行った。その後は、すぐにでも全人学級への入学が許可されると思っていたのだが、実は、本番はそれからだった。

　わたしは、一時的に家から引き離されることになった。年配の女性は、全人学級に入学する準備の一環で、何も心配することはないと言う。両親も、わたしの手を握って笑顔で送り出してくれたが、そのときの心細さといったらなかった。

　わたしは、窓のない屋形船に乗せられた。その際、酔い止めと言われて、塗りのお椀に入った液体を飲まされた。黒砂糖のような甘味があったが、舌に残る後味はひどく苦い。飲んでしばらくすると、頭がぼんやりとしてきた。

　屋形船は、相当な速度で運河を航行しているらしいことは感じられたものの、どちらへ向かって走っているのかは、さっぱりわからなかった。だが、途中で波の揺れ方が変わり、舟に当たる風の音が聞こえたので、どこか広々とした場所に出たのではないかと思った。もしかしたら、利根川の本流に入ったのだろうか。訊いてみたかったが、余計なことは言わない方がいいと思い、黙っていた。その間も、付き添いの若い女性が、ひっきりなしに質問を投げかけてくるが、すでにさんざん訊かれた内容ばかりで、しかも、わたしの答えを書き留めている様子はなかった。

　屋形船は、何度か方向転換しながら三時間以上走り、ようやく停泊した場所は、周りをすっぽりと囲いで覆われた船着き場だった。

　やはり囲いで視界を遮っている階段を上がって、お寺のような建物に入るまで、周囲の景色はまったく見えなかった。

　出迎えたのは、墨染めの衣を着た、まだ若い僧侶だった。頭の剃り跡が青々としている。付き添いの人たちは全員、ここで引き上げてしまった。

　わたしは、がらんとした和室に通された。床の間には墨ぼつ痕こん鮮やかな掛け軸があり、何と書いてあるのかはわからないが、和貴園の扁額の文字に似ているような気がした。

　わたしは畳の上で正座したが、僧侶の指示で結けつ跏か趺ふ坐ざに組み直した。胡座あぐらから両方の足の甲を腿の上に載せるポーズである。瞑想をして、心を落ち着けなさいということらしい。和貴園では、毎日座禅の時間があったので、慣れていたが、もっとゆったりしたズボンをはいてくるんだったと後悔した。

　深く腹式呼吸をして、できるだけ早く気持ちを落ち着けようとしたのだが、焦る必要はなかった。それから、二、三時間は待たされたのだから。そのうち、日が傾いてくるのがわかった。時間の経過が、いつもとは違っているようだった。思考がまとまらず、散漫になる。なぜか、一つのことに意識を集中できないのだ。

　だが、部屋が暗くなってくると、しだいに、小さな違和感が膨らんできた。最初はなぜかわからなかったが、すでに日没の時間を過ぎているはずなのに、どこからも『家路』が聞こえてこないためだと気がついた。神栖66町の中であれば、どの郷でも夕刻には同じメロディが流れるはずだ。それが聞こえないほど遠くへ来たとすると、わたしは八丁標の外にいることになる。

　そんな馬鹿なことが、あり得るだろうか。

　わたしは、自然の欲求を感じて立ち上がった。誰かいませんかと声を出したが、応える人間はいなかった。しかたなく部屋を出る。鶯うぐいす張ばりの廊下は、一足毎に耳障りな音がする。さいわい、廊下の突き当たりを曲がったところに手ちよう水ず場ばがあった。

　用を足して戻ってくると、部屋に明かりが灯っていた。中に入ると、腰が曲がり白髭を垂らした僧侶が端座している。十二歳当時のわたしより小柄で、かなりの高齢らしかった。襤ぼ褸ろ布ぬのを継つぎ接はぎしたような、ひどく粗末な袈裟を着ているのだが、何とも言えぬ温雅な風格が備わっている。わたしは、促されるまま、向かい合う位置に正座した。

「どうです。お腹がすきましたか？」

　白髭の僧侶は、にこにこしながら尋ねる。

「はい。少し」

「せっかくいらっしゃったのですから、精進料理などご馳走したいところですが、残念ながら、あなたは、明日の朝まで絶食しなくてはなりません。頑張れますか？」

　わたしは、ひどくがっかりしたが、何とかうなずいた。

「ところで、私わたくしは、この破やれ寺の和尚をしております、無む瞋しんと申します」

　わたしは、思わず居ずまいを正した。神栖66町で、無瞋上しよう人にんの名前を知らない人間はいない。鏑木肆星氏が、最強の呪力を持つことで畏敬の念を集めているように、無瞋上人は、最高の人格者として、誰からも敬愛されていた。

「わたし……渡辺早季です」

「あなたのご両親のことは、とてもよく、存じ上げておりますよ」

　無瞋上人は、にこにこしながらうなずいた。

「子供のころから、とても優秀でした。将来は、必ず町を担うような人物になると思っていましたが、やっぱり、そのとおりになりましたね」

　どう応えていいかわからなかったが、親を褒められて不快な感じはしない。

「でも、お父さんは悪戯が好きでしたね。学校の銅像に、毎日のようにカヤノスヅクリの偽卵をぶつけるので、臭くて閉口しました。あれは、私の銅像なんです。ああ……そのころ、私は、和貴園の校長をしてたんですよ」

「そうなんですか」

　無瞋上人が校長だったというのも初耳だったが、あの父が、まさか覚みたいな真似をしていたとは、想像できなかった。

「早季さんも、これから全人学級に入学して、大人の仲間入りをすることになりますが、その前に、今晩は、ここの本堂で、お籠もりしなければなりません」

「あの、このお寺、どこですか？」

　無瞋上人の言葉を遮るのは失礼だと思ったが、どうしても好奇心を抑えられなかった。

「この寺は、清しよう浄じよう寺じといいます。ふだん、私は、茅輪の郷にある極楽寺の住じゆう持じをしていますが、成長の護ご摩まを焚くときは、必ず、ここへ来る決まりなんですよ」

「もしかして、八丁標の外なんですか？」

　無瞋上人は、面にかすかな驚きを表した。

「そうです。あなたは、生まれて初めて、八丁標から外に出たことになります。しかし、心配はいりません。この寺の周囲には、強い結界が張られておりますから、八丁標の中にいるのと同じほどに安全なんです」

「はい」

　無瞋上人の穏やかな声には、わたしの不安を和らげる力があった。

「さて、もう準備はできているようですが、護摩自体は、別にたいしたことはありません。ただの儀式ですから。その前に、軽く法話をいたしましょう。なに、しゃっちょこばって聞くようなもんじゃありません。それに、どうも私の法話は眠気を誘うようなんですよ。眠くなったら、眠っても別にかまいませんよ」

「そんな」

「いやいや、本当なんです。ずっと以前のことですが、不眠症の方が寺に来られましてね。どうせ一晩中眠れないのに、無為に過ごすのは勿体ないと思う。ひとつ有り難い法話でも聞かせてもらえないかとおっしゃるものですから、不眠症の方ばかりを集めて法会を催しましたところ、最初の十分で、全員が熟睡しました」

　無瞋上人の話術は、高齢の人とは思えないくらいよどみなく、人を惹きつける力を持っていた。わたしは、笑いながら、自然と話の中に引き込まれていった。

　とはいえ、法話は、眠気こそ誘われなかったものの、特に目新しい内容ではなかった。人生における黄金律。己の欲せざるところを、人に施すなかれ。要は、相手の身になって考えるということらしい。

「……これは、簡単なようですが、なかなか会得できることではありません。たとえば、こんなことがあったら、どうでしょうか。あなたとお友達が、二人で、山に行きました。途中、二人とも、空腹になりました。お友達は、竹たけ苞づとに入れた握り飯を持ってましたが、一人で食べ、あなたにはくれません。あなたは、握り飯を一つ分けてほしいと頼みましたが、友達は、こう言いました。だいじょうぶです。その必要はありません」

「どうしてですか？」

「私は、あなたの空腹なら、いくらでも我慢できますからと」

　わたしは呆れた。譬たとえ話にしても、あまりにも滅茶苦茶な理屈である。

「そんな人、絶対いないと思います」

「もちろん、実際は、いないでしょう。でも、もし、そんな人がいたとしたら、あなたはどう思いますか？　その人の言い分は、どこが間違っているでしょうか？」

「どこが……？」

　わたしは、途方に暮れた。

「それは、倫理規定に違反していると思います」

　無瞋上人は、微笑して首を振った。

「あまりにも当たり前すぎることですから、たぶん、倫理規定には、定めはございませんでしょう」

　たしかに、こんなことまでいちいち想定し、書き込んでいたら、母の図書館にある一般倫理規定集の厚さは、八丁標からはみ出すまでになるだろう。

「その答えはですね、頭で考えてもしかたがありません。ここで感じることなのです」

　無瞋上人は、自分の胸に手を当てた。

「心で？」

「そうです。あなたの胸で相手の痛みを感じられるかどうか。感じられれば、何とかして、相手を助けてあげたいと思うはずでしょう。それが、人間として、一番大事なことなのですよ」

　わたしは、うなずいた。

「あなたは、他ひ人との痛みを感じることができますか？」

「はい」

「ただ、想像するだけじゃありません。本当に、他人の痛みを我がこととして、あなたの胸で感じ取ることができますか？」

「はい。できます」

　わたしは、元気よく答えた。これで、口頭試問は終わったと思ったのだが、無瞋上人の反応は、わたしが予期したものとは違っていた。

「それでは、ひとつ試してみましょうか」

　試すという意味がわからず当惑していると、無瞋上人は懐から小刀を出した。無造作に鞘さやを払い、鈍く光る刀とう身しんを見せる。わたしは、ぎょっとした。

「試みに、私が、痛みを味わってみましょう。その姿を前に、あなたもまた、同じ痛みを感じられるでしょうか？」

　上人はそう言うと、いきなり自分の膝に小刀を突き立てた。あまりのことに、わたしはただ、呆然と見守るしかなかった。

「修行を積むと、自分の、肉体の痛みには、耐えられるようになるものです。この年に、なると、もう、血もあまり出ません……」

　無瞋上人は、切れ切れの声でつぶやいた。

「やめてください！」

　ようやく我に返り、わたしは叫んだ。喉がからからになり、心臓が激しく動悸を打っている。

「これは、あなたのためなのです。あなたが、本当に、私の痛みを感じているかどうか。もし、感じているのであれば、すぐに止めましょう」

「痛みは感じてます。だから、やめて！」

「いや、感じてはいません。あなたは、ただ想像しているだけです。本当の痛みは、その胸で感じるものです」

「そんな……」

　どうしたら、いいのだろう。わたしは、膝立ちの姿勢になったまま動けなかった。

「いいですか？　あなたが痛みを感じるまで、私は、これを続けねばなりません。それが、あなたを導く私の責務なのです」

「で、でも、どうやったら……」

「想像するのではない。認識するのです。あなたが、私をこうさせているのだと」

　無瞋上人の声は、苦しげだった。

「わかりますか。あなたが、私を苦しめているのですよ」

　息が停まりそうだった。いったい、どうすれば、上人を救えるのだろう。

「どうか、私を助けてください」

　無瞋上人は、低い掠かすれ声で言った。

「これを、やめさせてください。助けてください」

　その場の雰囲気を、どう説明したらいいだろうか。理不尽であることはわかっていても、しだいに、わたしが本当に上人を苦しめているとしか思えなくなってくる。とめどなく、涙が溢れてきた。

　無瞋上人が、苦しげに呻うめいた。小刀を突き立てている腕は、かすかに痙攣している。

　そして、信じられないことが起こった。ふいに身体が棒のように硬直し、動かすことができなくなったのだ。視界が、じわじわと周囲から狭まってくる。胸が強く圧迫されて、息ができない。

「私を殺さないでください」

　その言葉が引き金になった。左胸から脳天にかけて、まるで剣で刺し貫かれたような、鋭い痛みが走った。

　わたしは、それ以上バランスを保つことができず、畳の上に横倒しになった。

　心臓が。息が、息ができない。わたしは、陸に上がった金魚のように、口をぱくぱくさせるばかりだった。

　無瞋上人が、上から、わたしの顔を覗き込んでいるのが見えた。まるで実験動物を観察しているように。

「しっかりしてください」

　声が、ひどく遠くに聞こえる。

「早季さん、だいじょうぶですよ。ほら、私は、何ともありません」

　かすむ目に、何事もなかったかのように立ち上がっている無瞋上人の姿が映っていた。どこにも、怪我はしていないようだ。

「よく見なさい。私は傷ついてはいない。この小刀は偽物です。絶対に刺さらないような、作りになっているんですよ」

　小刀の刃は、無瞋上人が指で押すと、柄の中に引っ込んだ。

　わたしは、しばらくの間、横たわったまま身じろぎもしなかった。何が起きたのかわからず、ひたすら混乱していた。

　胸の痛みは、いつのまにか消えている。金縛りも解けているようだ。

　わたしは、何とか身体は起こしたものの、一言も発することができなかった。悪ふざけに腹を立てたり、抗議する前に、自分の身体の変調にすっかり怯えていたのだ。

「びっくりしたでしょう。でも、これで、あなたは、最後の試験に合格したのです」

　無瞋上人は、再び、元の慈顔に戻っていた。

「あなたは、他人の痛みを、我がこととして感じられる人です。それならば、もう、何の心配もない。あなたには、しかるべき真マン言トラを授けましょう」

　身体は、もうすっかり元通りになっていたが、わたしはただ、うなずくことしかできなかった。

「でも、忘れないでください。たった今、あなたが感じた痛みを。折にふれて、思い出すようにするんです。そして、よくよく肝に銘じてください」

　無瞋上人の声は、心の最も深い部分まで染み入ってくるようだった。

「呪力だけではなく、その痛みこそが、人と獣とを分かつものだということを」




　祈禱を行っている僧侶が、丸がん薬やくのようなものを投げ入れ、香こう油ゆを注ぐと、護摩壇の上で燃えさかる炎はひときわ大きくなった。

　後ろで大勢の僧が読経する声が、蟬せみ時雨しぐれのように、耳の奥に反響している。

　わたしは、斎さい戒かい沐もく浴よくの後、まるで死人のような白装束に着替えさせられていた。祈禱を行う僧侶のすぐ後ろで正座し、合掌し続けなければならない。

　いつ果てるともなく続く護摩に、疲労はピークに達していた。すでに、夜明けが近いのだろう。さまざまな思いが、泡うた沫かたのように浮かんでは消えていく。もはや、筋道だった思考は不可能だった。

　炎の中に何かが投じられるたび、わたしの持っている原罪や煩悩が焼き尽くされていくらしいのだが、ここまで長く続くところを見ると、わたしは生来、よほど罪深く、煩悩の固まりのような人間だったらしい。

「さあ、心も身体も、ずいぶん軽くなりましたね。これから、煩悩の最後のひとつを焼き尽くします」

　背後から、無瞋上人の声が響いた。

　わたしは、合掌したまま一礼した。ようやく、これで解放される。

「炎を見なさい」

　闇の中から聞こえてくるのは、無瞋上人ではなく、天からの声のようだった。

「炎を見なさい」

　わたしは、護摩壇の上の三角形の炉で踊り上がる炎に目を凝らした。

「炎を操ってみなさい」

「できません」

　祝霊が訪れて以来、わたしは、まだ一度も、意図して呪力を使ったことはないのだ。

「だいじょうぶ。できます。炎を揺らしてみるのです」

　わたしは、炎を見つめた。

「左に、右に。ゆらゆら……ゆらゆらと」

　意識を集中するのは困難だったが、しばらくすると、急に焦点が合ったように、炎が大きく映り始めた。ひときわ明るく輝いている内炎、その内側にある、ほとんど透明な炎心。そして、最も激しく動いているのは、暗い外炎の部分だ。

　動け。動け。

　違う。炎じゃない。ふいに気がついた。炎は輝く粒子の集まりだが、あまりにも実体が希薄すぎる。

　空気を動かすんだ。

　さらに意識が澄んだ状態になると、外炎の周囲にある陽かげ炎ろうの動きまで、くっきりと見えるようになった。たゆたうように立ち上る、熱く、透明な流れ。

　さらに、集中を深めていく。

　流れろ。流れろ……。もっと速く。

　陽炎の動きが、唐突に加速した。

　次の瞬間、炎は、突風に煽られたように大きく左右に揺らいだ。

　できた。

　それは、輝かしい達成の瞬間だった。

　自分にできるということが、信じられなかった。手を触れず、意のままにものを動かすことが。

　わたしは、大きく息を吸い込んで、さらに炎の周囲に意識の触手を伸ばそうとした。

「そこまで。やめなさい」

　厳しい声で制止されると、集中は、カードの家のようにあっけなく崩壊し、イメージは闇に呑み込まれてしまった。

「最後に残された、あなたの煩悩とは、あなたの、その呪力です」

　瞬時には、言葉の意味がよく理解できなかった。

「煩悩を捨てなさい。解げ脱だつのためには、すべてを、いったん、清浄な炎の中で焼き尽くさねばなりません」

　信じられない思いだった。なぜ、たった今手にしたばかりの呪力を、捨てなければならないのだろう。

「天から授かった能力は、神仏にお返ししなければなりません。今から、あなたの呪力を、この人ひと形がたの中に封じ込めます」

　逆らうことは、許されなかった。二枚の半紙を重ねて折った人形が、わたしの目の前に置かれる。頭部と胴体には、梵ぼん字じと奇怪な文様とが書かれていた。

「人形を操って、立たせなさい」

　今度の課題は、あきらかに、さっきより難しい。しかも、心が千々に乱れているので、なかなか、集中することができなかった。

　だが、しばらくすると、紙の人形は震えながら、視界の中で徐々に大きくなっていく。

「その人形に、ありったけの思いを籠こめるのです」

　紙の頭。紙の胴体。紙の手足。

　しかし、それは、紛れもない人間の形をしている。

　自分自身の身体感覚を、徐々に紙の人形に重ねていった。脚部に力を入れ、起きあがり小こ法ぼ師しのような要領で、バランスを取る。

　紙の人形は、ふわりと立ち上がった。

　再び、心に歓喜と力の感覚が満ち溢れた。

「渡辺早季。おまえの呪力は、ここに封印された！」

　お堂を揺るがす大音声が響き渡り、心の中の輝かしいイメージは、またもや粉々に飛散した。

　六本の長い針が、まるで生き物のように唸りを上げて宙を飛んでくる。針は、人形の頭、胴中、四肢を刺し貫いた。

「いっさいを焼しよう施せせよ。すべての煩悩を焼しよう尽じんせしめ、灰は無辺の荒土に還るべし」

　祈禱を行っている僧侶が、荒々しい動作で針の刺さった人形を摘み上げ、炎の中に放り込んだ。

　爆発したように火の粉が飛び散り、お堂の天井近くまで火か焰えんが立ち上がる。

「あなたの呪力は、消滅しました」

　わたしは、ただ呆然として、なりゆきを見守っているだけだった。

「炎を見なさい」

　また、無瞋上人の声が命じる。

「あなたには、もはや炎を操ることはできません。試してみなさい」

　無情な声だった。わたしは、言われるままに炎を見つめたが、今度は、何も見えない。いくら力を加えようと焦っても、変化は何一つ起こらなかった。

　もう、あの力の感覚は、二度と戻ってこないのだろうか。涙が一筋、頰を伝った。

「あなたは、深く神仏に帰き依えし、自ら呪力を放ほう擲てきしました」

　無瞋上人は、急に暖かみと柔らかさを取り戻した声で言った。

「されば、大日如来の御慈悲により、ここに、正しき真マン言トラを授け、新たな精霊を招聘し、再度、呪力を付与します」

　両肩を、強く警けい策さくで打たれる。わたしは頭を垂れ、読経の声がひときわ大きくなった。

　無瞋上人が、耳元に口を寄せて、わたしにだけ聞こえる囁き声で真マン言トラを授与した。




　ここまで書いてきて、わたしはひどく当惑している。

　どうしても、わたし自身の真マン言トラを、ここに書き記すことができないのだ。

　わたしたちの社会では、現在も、真マン言トラはきわめて重要な意味を持っている。それは、諸仏、諸天に祈りを捧げ、呪力を起動する鍵となる言葉であり、みだりに口外すれば言こと霊だまが失われると、厳しく戒められている。

　反面、それは、ただの呪文であり、意味を持たない音の羅列にすぎない。したがって、ここで明かしたところで、何ら不都合はないはずだ。

　そのことは、理屈ではわかっているつもりだ。にもかかわらず、潜在意識の最深部には、真マン言トラを暴露することへの抵抗が、今も存在しており、真マン言トラを書こうとするペンの動きが、執拗な掣せい肘ちゆうを受けるのである。

　そこで、真マン言トラとはどういうものかを知りたい方のためには、以下に一例を記すにとどめたい。




　なうぼう、あきゃしゃ、ぎゃらばや、おん、ありきゃ、まり、ぼり、そわか。




　ちなみにこれは、覚に対して与えられた、虚こ空くう蔵ぞう菩ぼ薩さつの真マン言トラである。




　わたしのための通過儀礼イニシエーシヨンは、その後も延々と続いたものの、これ以上書き記すべきことはない。ようやく終了したときは、すでに東の空が明るくなり始めており、わたしだけでなく、全員が疲労困憊していた。

　わたしは、それから一昼夜、泥のように眠った。目覚めた後は、丸一日、清浄寺の学僧たちとともに勤ごん行ぎように励み、その翌日、ようやく帰宅を許された。

　無瞋上人以下、清浄寺の僧侶たち全員が出てきて、わたしを祝福し、葉桜の下で見送ってくれた。再び窓のない屋形船に乗ると、今度は、ものの二時間ほどで水車の郷に着いた。

　両親は、黙って、たっぷり五分間はわたしを抱きしめたと思う。その晩はお祝いだった。両親が思念を凝らした料理が食卓に並んだ。すべて、わたしの好きなものばかりである。内側から炎で炙った山芋の団子。見かけも触感も生のままで、タンパク質の組成を変えたヒラメの身。コロイドの中に旨味成分を凝縮してある、トラバサミのスープ……。

　そして、この晩をもって、わたしの長かった子供時代は終わり、翌日から新しい生活が始まった。




　全人学級があったのは、和貴園と同じ茅輪の郷だったが、ずっと北の、松風の郷寄りの位置にあった。和貴園の先生に伴われて石造りの校舎に入り、一人で教室へ行くように言われたときは、口の中がからからになるほど緊張していた。

　教室の引き戸を開けると、右手すぐの場所に教壇があった。入り口から見える場所には、全人学級の理念を示す標語が書かれた紙が貼ってある。左手は、奥へ行くほど高くなった階段教室で、三十人ほどの生徒たちが行儀よく座っていた。

　担任の遠藤先生に促されて前に進み出たとき、不覚にも、脚が震えるのを感じた。これまでの人生で、これほど多くの視線に、無防備なまま曝されたことはなかったからだ。

　教壇に立っても、教室をまっすぐに見上げる勇気は湧いてこなかった。それでも、ちらりと目を上げると、みな、視線をそらす。そのときふと、何かに似ているという気がした。和貴園ではない。だが、たしかに以前、こんな場所を見たことがある。何だろう、これは。クラスを覆っている、どこか靄もやがかかったような雰囲気は。それは、奇妙な既視感デジヤ・ヴだった。

「今日から皆さんのクラスメートになる、渡辺早季さんです」

　担任の遠藤先生が、白板にわたしの名前を書いた。和貴園の先生のように手で板ばん書しよするのではなく、どういう仕組みか、遠藤先生の呪力に応じて黒い粒子が板の上で寄り集まり、文字の形になるのだ。

「和貴園から来た人は、みな、お友達ですね。それ以外の人たちも、一日も早く仲良くなってください」

　さざ波のような拍手が起きた。そのときになって、わたしは、クラス全体が、わたしに負けず劣らず緊張していたことに気がついた。

　少しだけほっとして、前よりは大胆にクラスを見上げる。すると、控えめに手を振っている三人の姿が目に入った。真理亜と覚、それに瞬だ。

　よく見ると、クラスのほぼ三分の一は、和貴園の同級生だった。全人学級は、入学こそさみだれ式だが、年齢別の編成なので、確率を考えれば、当然のことである。それで、かなり緊張は和らいだものの、最初の時間は何の授業だったか、いまだに思い出せない。

　休み時間になると、待ちかねたように、和貴園の卒業生たちが、わたしの周りに寄り集まってきた。

「遅かったね」

　瞬の第一声が、これだった。たぶん、同じことを覚が言ったら腹を立てていただろうが、わたしは微笑した。

「ごめん。待たせたわね」

「ほんとよ。待ちくたびれちゃったわ」

　真理亜が、後ろからわたしの首に手を回し、ぐりぐりと額を押しつけてきた。

「大器は晩成するのよ。別に、早くやって来た祝霊がいい霊とは限らないでしょう？」

「それにしても、和貴園組じゃビリだぜ。早季の祝霊は、いくら何でも、のんびりしすぎだよ」

　覚が、自分のことはすっかり棚に上げて言う。

「何よ。覚だって、ほとんど変わらないじゃ……」

　言いかけて、不審を感じる。

「ビリ？　そんなはずないわ。だって、わたしの後にまだ」

　全員が、はっとしたように口をつぐんだ。侲しん子しが被る『無垢の面』のように、すっかり表情が消え失せている。

「……全人学級には、学科だけじゃなくて、能力実技があるのよ。知ってる？　わたし、波紋干渉じゃ、クラスでトップの成績だったんだから」

「撃げき力りよく交換の方は、全然駄目だったけどな」

「今はまだ、イメージングの方が大事だって、先生は言ってたわ」

　皆が、いっせいにしゃべり始めた。何を言っているのか、ちんぷんかんぷんだったし、先に全人学級の課程をこなしている優越感を誇示されているようで、気分はよくなかった。しかし、わたしは、昔から身に染みついた習慣に従った。つまり、他人が避けようとする話題は、最初から存在しなかったようなふりをするのだ。

　皆の話について行けなかったので、わたしは、もっぱら聞き手に回って、クラスの奇妙な第一印象について考えてみた。たしかに、いつか、どこかで、こんな感じを受けたことがある。

　次の授業が始まる予鈴が鳴り、皆がぞろぞろと席に戻りかけたとき、わたしは、やっとそれが何だったのかを思い出した。

「妙みよう法ほう農場だ……」

　わたしのつぶやきに、覚だけが耳ざとく反応して、振り返った。

「何だって？」

　一瞬ためらってから、わたしは答えた。

「このクラス、あの農場に似てるわ。ほら、和貴園で見学に行った」

　覚は、和貴園という言葉を耳にするや、小さな子供の言葉を聞いているような、小賢しげな表情に変わった。

「全人学級が、農場に似てる？　何、それ？　どういうこと？」

「何だか、雰囲気がそっくりだってこと」

　わたしは、しだいに、不愉快な気分を抑えられなくなってきた。

「全然、意味がわからないよ」

　覚の方も、何となく気分を害したようだったが、次の授業時間が始まったため、その話はそれっきりになった。




　妙法農場は、黄金こがねの郷さとにあり、和貴園の社会見学で訪れたことがあった。生徒たちは、小学校の卒業時期が近づくと、急に思い出したような慌ただしさで、いろいろな場所に連れて行かれる。将来、どんな職業につきたいか考えさせるのが狙いらしい。わたしたちは、生まれて初めて目の当たりにする生産現場に目を輝かせ、一日も早く大人になりたいという思いを新たにしたものである。

　職能組合に所属する陶器やガラスの工房では、普通に焼成したのでは絶対に造りえないほど強靱なセラミックスや、ほとんど空気のような透明度のガラスを、呪力を使って製造するところを見せてもらい、早くも、全人学級の卒業後は弟子入りしたいと宣言する生徒が続出した。

　だが、わたしたちに与えた衝撃という点では、最後に見学した妙法農場をしのぐものはなかっただろう。

　妙法農場は、いくつかの郷に点在する実験農園を含む、町で最大の農場である。最初に見学したのは、白しら砂すなの郷にある海水田だった。わたしたちが消費する米は、黄金の郷にある水田で作られているのだが、ここでは、たくさんの稲が海水に浸かって育っていた。逆浸透膜というものの作用で、塩分を排出することができるらしい。わたしたちは、収穫された米を試食してみて、少し塩気があるものの、充分、食用に耐えることに驚いた。

　次に見た養蚕場では、たくさんのカイコが、七色に輝く繭を作っていた。これらの繭から作られる絹織物は、まだ高級品だが、染料が必要ないばかりか、色落ちも褪色もしないという特長があるという。

　隣の建物では、品種改良の参考にされる外国産の絹糸虫が飼育されていた。黄金の繭で知られるインドネシアのクリキュラサン。繭の大きさが普通のカイコの十倍というインドのタサールサン。数百頭が集まって、ラグビーボールほどの繭を作るウガンダのアナフェなど。

　圧巻だったのは、密閉された部屋で飼われている常陸ヒタチ蚕サンだった。体長二メートルに達する三頭のカイコは、旺盛な食欲で大量の桑の葉を貪りながら、もう一つの口である吐と糸し口こうから、休むことなく糸を吐き続けている。もはや、繭を作るという最初の目的は忘れてしまったらしく、糸は四方八方にでたらめに吹き付けられるので、内部を観察するためのガラス窓からは、綿飴のような糸を頻繁に取りのけなければならない。農場を案内してくれた人の説明によれば、昆虫は体が大きくなりすぎると呼吸困難に陥るので、部屋は二重扉の気密室になっており、内部の酸素は、火を近づけると爆発するくらい高濃度に保たれているということだった。

　養蚕場の隣には、ジャガイモ、山芋、ネギ、大根、イチゴなどを栽培している畑が続いていた。このときは、ちょうど真冬だったが、いくつかの畑は、まるで雪が降ったように、白い泡で覆われている。ジャガイモや山芋は霜害に弱いので、気温の急低下を感じると、苗ナエ床ドコ泡アワ吹フキという虫が大量の泡を吹いて、保温する仕組みになっているのだという。この虫は、もともとは農業害虫だった泡アワ吹フキ虫ムシの一種を、呪力によって変異させたものらしかった。

　一方、畑の周囲には、常に、深紅色の甲かつ冑ちゆうを陽光に輝かせた巨大な蜂が飛び回っていた。

　赤アカ雀スズメ蜂バチは、凶暴な大オオ雀スズメ蜂バチと獰猛な茶チヤ色イロ雀スズメ蜂バチを先祖に創り出された剽ひよう悍かん無比な種族であり、あらゆる害虫を攻撃し捕食するが、人畜には無害である。

　そして、畑の向こう、農場で一番奥まった場所に、畜舎があった。

　小学校の卒業間近まで、わたしたちが農場を見学させてもらえなかったのは、おそらくこの畜舎が理由だったのだろう。植物や昆虫とは違って、呪力によって改造された家畜、中でも、食肉生産工場と化した牛や豚、同じく牛乳製造器となった雌牛、効率よく羊毛を採取するため絨じゆう毯たんに近い形状になった羊などを見るのは、けっして気持ちのいいものではなかった。そのため、ようやく普通の形をした牛が並んでいる牛舎を見たときには、少しほっとした気分になっていた。

「何だ。ここは、普通の牛ばっかじゃないか」

　こんなときの覚の無神経さには、むしろ感心する。

「そうでもないよ」

　瞬が、牛舎の隅の方を指さした。

「あれ、袋フクロ牛ウシじゃないかな？」

　わたしたちは、ぎょっとして、そちらを注視した。

「ほんとだわ！　袋がある！」

　叫んだのは、真理亜だった。

　牛舎の隅で餌を食んでいる、茶色い牛の後ろ足の付け根には、たしかに、小さな風船のような白い膨らみがくっついていた。

「ああ。あのへんの牛は、全部、フクロ付きなんだよ」

　名前は忘れてしまったが、案内役の体格のいい男の人が、少し困ったような表情で言った。あまり、触れたくない話題なのだろう。

「なんで、取ってしまわないんですか？」

　相手の困惑には頓着せず、覚が訊いた。

「うーん……。酪農をやってる家には、昔から、フクロの付いた牛は免疫系が強くて病気にならないっていう言い伝えがあるからね。ここでは、それが本当かどうかを、研究してるんだ」

　今まで見学した家畜の方が、はるかに異常な形状をしていたにもかかわらず、わたしたちがフクロウシに強い興味を示したのには、理由があったと思う。

　それを説明するには、わたしの手元にある、もう一冊の本を参照した方がいいだろう。『新生日本列島博物誌』と題されたこの書籍には、『秘』という焼やき鏝ごての文字が押されている。これは、有害である可能性があるため慎重に管理すべきという、第三分類の書籍であることを示している。一部を抜粋してみよう。





　フクロウシは、かつては牛ウシ袋ブクロと呼ばれていたが、前述の経緯から、フクロウシという種名を得ることになった。偶然とはいえ、フクロムシと酷似した名前に落ち着いたことは興味深い。

　フクロムシというのは、フジツボに近い甲殻類の仲間だが、読んで名のごとく袋のような生き物で、一見したところでは、とてもエビ、カニの仲間には見えない。これは、モクズガニなど、ほかの甲殻類に寄生するために、特殊化した結果なのだ。

　フクロムシの雌は、キプリス幼生を経てカニの体に付着し、ケントロゴン幼生に変態後、体細胞の塊をカニの体内に注入する。細さい胞ぼう塊かいは、カニの体内で定着すると、鋭い針でカニの表皮を突き破り、袋状の体外部を形成する。体外部の中身は、ほとんどが卵巣で、肢あしや消化器官はない。一方、細胞塊の体内部は、植物の根のような根系を伸ばして、カニの体組織から養分を吸収する。

　フクロムシに寄生されたカニは、生殖能力を失うが、この現象を寄生去勢と呼ぶ。




（中略）




　一方、牛袋は、古くから、牛の睾丸や子宮、鼠そ蹊けい部ぶにできる袋状の腫しゆ瘤りゆうとして知られてきた。牛の健康に悪影響を及ぼさないことから良性の腫瘍と考えられ、見過ごされていたのだが、近年になって、これが袋状の独立した生物であり、しかも、フクロムシに類似した進化を遂げた、牛の一種であることがわかってきた。

　フクロウシの起源は不明であるが、母牛の胎内にいる双子の牛の一方が、もう片方の牛の体内に取り込まれて腫瘤化するという現象から、何らかの偶然を経て進化したという説が有力である。

　フクロウシに寄生された雄牛では、睾丸に蓄えられた精液の中に、大量のフクロウシの精子が混入する。また、雌牛に寄生した場合は、交尾時に、子宮内でフクロウシの精子が解放される。いずれの場合も、宿主である牛が交尾すると、健康な仔牛と一緒に相当数のフクロウシの幼生が産み出されることになる。フクロウシの幼生は体長４センチほどで、眼も耳もない。長い二本の前肢とイモムシのような身体を持ち、尾部には昆虫の産卵管に似た針状の器官がある。

　フクロウシの幼生は、誕生後、二本の前肢で歩き、牛の身体をよじ登ると、皮膚の薄い部分に尾部の針状の器官から細胞塊を注入する。これが体内で成長し、新たな袋状の生物、フクロウシになるわけである。幼生の寿命は短く、使命を果たし終えると、ほぼ二時間で干涸らびて死ぬという。

　幼生もフクロウシ本体も、一見すると宿主の牛とは似ても似つかないが、系統的には、紛れもなく、哺乳類偶ぐう蹄てい目もくウシ科の動物である。フクロウシの幼生の前肢の鉤爪は、牛の蹄ひづめのように二つに割れており、これは先祖を示す唯一の名残と考えられている。

　ただし、フクロウシの精子は子宮内部で宿主である牛の卵子と合体するのだが、これを受精と見なしていいのか、あるいは、単に卵子の養分を奪っているだけなのかは、論争が続いている。

　フクロウシが牛の仲間であることについては、とても興味深いフォークロア、あるいは都市伝説がある。フクロウシの幼生が、牛の体を登っている途中で捕獲されると、身をよじって、牛にそっくりな声で鳴くというのだ。それを聞いた他の牛は、ひどい不安にかられて、いっせいに鳴き始めるらしい。筆者は、何度かフクロウシの幼生を観察する機会に恵まれたが、残念ながら、鳴き声を聞くまでには至っていない。






　呪力という奇跡の能力を獲得して、野心と希望に燃えている生徒たちと、フクロウシという異物に取り憑かれて、黙って餌を食んでいる牛たちの姿が重なるというのは、奇妙なことだった。

　それは、わたしたちが学校から家畜のように管理されていただけでなく、自らが背負っていたものの正体に、まったく無知であったことによるのかもしれない。









４






　カードの家は、みるみる高くなっていった。

　わたしは、ちらりと隣の覚の様子を見た。順調なようだ。すでに四層目にかかっている。覚は、わたしの視線に気がつくと、宙に浮かせたカードを得意げにくるくると回転させて見せた。ハートの４だった。

　負けるもんかという気持ちが湧き上がるのを抑え、目の前にあるカードの家に、意識を集中する。トランプのカードを三角形に組み合わせてピラミッドを作るだけの単純な課題なのだが、やってみるとすぐに、呪力を鍛えるのに必要な要素をすべて含んでいることがわかった。

　まずは、何といっても集中力である。カードの家は、ちょっとした接触や振動、微風によっても崩れてしまう。それに、空間と位置関係を正確に把握する能力も、要求される。さらに、ある程度カードの家が大きくなってからは、全体に目配りしつつ、細部にすばやく注意を振り向ける技術も必要になってくる。崩壊の前兆をいち早く摑み、危険な箇所をうまく修復しなければならないからだ。

　ちなみに、鏑木肆星氏は、全人学級で最初にこの課題に挑んだとき、八十四枚のカードの位置を完全にイメージして、瞬時にピラミッドを立ち上げたという逸話が残っていたが、大人でも、そんなことができる人はほとんどいないはずなので、たぶん、誇張か作り話だろうと思う。

　わたしたちは、和貴園にいたときも、手を使ってカードの家を作るという課題を何度もやらされていたが、まさか、将来、全人学級の能力開発教室でやることの伏線だったとは、予想もしていなかった。

「早季。もっと、ペースを上げろよ」

　覚が、横から、よけいな口出しをする。

「今んとこ、いい勝負じゃない。あんたには負けないから、安心して」

「馬鹿だな。班の中で競争しても、しょうがないだろう。見ろよ。五班が、めちゃくちゃ調子いいんだ」

　ちらりと視線をやると、たしかに、五班は、全員がほぼ同じくらいの進行状況で揃い、トップをひた走っているようだ。

「うちは、相変わらず、エースは絶好調なんだけどな」

　覚の言う通り、瞬は、クラスの中で圧倒的な一番だった。すでに七段目まで積み上げて、一段目を拡張にかかっている。一度に二枚ずつのトランプを、まるで蝶が羽ばたくように操る瞬のやり方は、クラスで誰ひとり真似手がなく、思わず見とれてしまうくらい鮮やかだった。

「……でも、足を引っ張ってくれる人もいるからな」

　覚は溜め息をついて、向こう側に視線を向けた。覚の隣にいる真理亜は、スピードそのものは瞬に匹敵するほど速いのだが、カードの組み方が雑なため、すでに、二度にわたって小さな崩壊を招いていた。しかし、その都度素早く立ち直り、だいたい、わたしたちと同じくらいのところまで、追いついてきている。

　真理亜の隣にいる守まもるは、対照的に、あまりにも馬鹿丁寧な積み方だが、その分安定感は抜群で、クラスの中では、ぎりぎり平均点といっていいだろう。

　問題は、一番向こうにいる麗子だった。いまだに、満足に一段目も完成していない有様なのだ。

　麗子のカードを見ていると、こちらが息苦しくなってくる。和貴園でも、カードを積むのが下手な子ほど緊張で手が震えているのが、見ていてわかったが、呪力を使っていても、同じようにカードが震えてしまうものらしい。麗子は黄金の郷にある徳育園の出身なので、直接見たことはないが、たぶん、そのころから、カードの家の課題は苦手だったに違いない。

　それにしても、麗子の下手糞さは、群を抜いていた。やっとの思いでカードを立てては、突き崩してしまい、ようやくまとまったかと思ったら、すべておじゃんになるという繰り返しだった。

「だめだ。見てたら、こっちまでおかしくなる」

　覚は、頭を振ると、自分のカードに戻った。

「麗子がいる限り、うちの班の優勝は永遠にないな」

「何よ。麗子はいい子じゃない。ただ、ちょっと、調子が出ないだけだわ」

　言いながら、自分でも噓だとわかっていた。天野麗子は、自分の呪力をうまく使いこなせなかった。課題をこなそうとするたびに、必ず、意図とは異なった結果が現れるのだ。

　前に、イメージの再現能力を養うためらしい、伝言ゲームによく似た課題をやったことがあった。班ごとに一列になって、最初の一人が油絵を見せられる。一番手になった子は、そのイメージを呪力で砂絵にして、次の子に見せる。次の子は、一瞬見ただけの砂絵を、できるだけ忠実に再現しようとする。これを繰り返し、最後の子が作った砂絵が元の絵に最も近いと認められた班の勝利になるのだ。

　わたしたちの一班は、イメージの形成でも、伝達能力においても、抜群のものがあったと思う。ここでも、群を抜いていたのは瞬だった。瞬の作った砂絵は、感光紙に念写したかと思う見事さなのだ。それに続くのは真理亜だった。悔しいが、イメージの正確さでも、絵心でも、わたしは、とうてい彼女には敵わない。

　覚は、一番手になるとまごついたが、砂絵から砂絵のコピーは、かなりうまくこなした。わたしは逆で、最初に油絵からイメージを作る方がずっと得意だった。守は、芸術家肌で、はっとするほど美しい砂絵を作ったが、正確性という点では今ひとつだったと思う。

　六人の連携は、常に、麗子のところで、無惨なまでにぶち切られた。彼女の作る砂絵は、酷な言い方をすれば、瀕死の蟹が這いずった跡に等しく、どれほど注意深く観察し、想像力を駆使しても、何の絵にも見えなかった。一番手から最後まで、彼女をどこに置いた場合でも、一班の提出する絵は、でたらめな模様以上のものにはならなかったのだ。

　カードの家作り選手権でも、やはり、彼女の遅れが決定的なようだった。全員の作った家のカードを合計して、最も多かった班の勝ちになるというルールだが、その前に、全員が、七段目までをクリアーしていることという条件が付いているからだ。

　そして、今回、麗子は、さらに致命的な失敗をやらかした。

　注意深くカードを置いていく競技で、どうやったらあんな事態が起こりうるのか、わたしには、いまだにわからない。ふいに、麗子のカードが弾かれたように飛んだかと思うと、一人おいて隣にある、真理亜のカードの家を直撃したのだ。

　彼女の家は、やや不安定ながらも、班で二番手の大きさにまで成長していた。それが、一瞬にして、平坦なカードの堆積に戻ってしまった。

「あ……ご、ごめんなさい！」

　麗子の狼狽ぶりは、言うまでもない。真理亜は、しばらく呆然としていたが、すぐにまた、以前に倍するスピードで家を建て始めた。さすがに、崩壊慣れしているだけのことはある。だが、残り時間からすると、たとえ瞬と真理亜が二人がかりだったとしても、間に合わなかっただろう。案の定、真理亜の家が三段目に達する前に、無情の笛が鳴り、競技終了となってしまった。

「ごめんなさい。わたし、どうして、あんなことに……」

　麗子は、その後もずっと、わたしたちに謝り続けた。

「いいのよ。気にしないで。どうせ、わたし、自分で崩しちゃってたと思うし」

　真理亜は、笑顔で麗子をいたわったが、どことなく目は虚ろなままだった。

　ここで、わたしが入った一班の紹介をしておこう。メンバーは、青沼瞬、秋月真理亜、朝比奈覚、天野麗子、伊東守、それにわたし渡辺早季の六人である。こうしてフルネームを書くとわかると思うのだが、班分けは基本的に五十音順で行われる。その原則からすると、わたしは五班に入れられるのが当然だったのだが、なぜか、一班に入るよう指示された。一班にはたまたま、わたしの親友が三人も揃っていたので、てっきり、わたしを早く全人学級に慣れさせようとする配慮なのだと思っていたのだが。




　その日の放課後、わたしと真理亜、覚、瞬、守の五人は、全人学級の近くにある水路沿いの小径を歩いていた。けっして、麗子を仲間はずれにしたわけではない。この頃は、一班の六人が行動をともにすることが多かったのだが、あんな大失敗の後では、麗子もわたしたちと顔を合わせたくないだろうと思って、誰も誘わなかったのだ。

「早く、思いっきり、呪力を使ってみたいなあ」

　覚が、伸びをしながら言った。それには、全員が同感だっただろう。わたしたちはまだ、呪力は仮免許中の身であり、町中で使うことは許されていない。全人学級においてすら、和貴園より長く退屈な学科の時間を堪え忍んだ後、最後の能力開発教室で、やっと呪力の封印を解くことを許されるのだ。

「覚が思いっきり呪力を使うときは、わたし、できればうんと遠くにいたい」

　わたしが茶々を入れると、覚はむっとしたようだった。

「何でだよ？」

「別にぃ」

「僕はもう、完璧にコントロールできてるぜ。早季の方が、よっぽど危ないね」

「二人とも、すごくうまいと思うよ」

　取りなすように、瞬が言った。

「瞬に言われても、素直に喜べないね」

　覚が、足下にあった小石を水路とは反対側に蹴る。

「なんで？」

　瞬は、本当に理由がわからないような顔だった。

「噓じゃないよ。二人ともかなり上手だと思う。カードが、あさっての方向に飛んでいくようなこともないし」

「ああ……もう、その話はやめて」

　真理亜が、溜め息をついて耳を塞いだ。

「ちぇっ。瞬は、無意識に僕らを見下してるんだよ。早季も、そう思うだろ？」

　正直に言えば、わたしもそう思ったが、口をついて出た答えは違っていた。

「一緒にしないで。見下されてるのは、覚だけだから」

「何だよ。そりゃないだろ」

　覚はぶつぶつ言っていたが、ふと口をつぐんだ。

「どうしたの？」

　真理亜が訊くと、六、七十メートル先の水路際を指さす。

「ほら、あそこ」

　つられて顔を向けると、二つの人影のようなものが見えた。汚物色をしたマントのような布で、全身をすっぽりと包んでいる。

「……バケネズミ？」

　赤毛の房をいじりながら、真理亜がつぶやく。

「本当だ。何してるんだろ？」

　瞬は、ひどく興味をそそられたようだった。わたしもまったく同様だった。実を言うと、このときまで、間近でバケネズミを見たことはなかったのだ。

「あんまり、見ない方がいいよ」

　守が、遠慮がちに言う。彼は、ひどい癖っ毛のために、いつも頭が爆発しているように見えた。

「友愛園では、バケネズミを見ても、近づいたり、じろじろ見たりしちゃだめだって言われてたし。和貴園じゃ、言われなかったの？」

　もちろん、言われていたが、言われれば言われるほど好奇心を刺激されて、見たくなるのが人情である。わたしたちは、ゆっくりとバケネズミたちの方に近づきながら、彼らの行動を注視した。

　子供のころ、父から聞かされた話を思い出す。見たところ、バケネズミたちは、水路の清掃のため使役されているようだった。水路の曲がり角には、どうしても流れが淀む場所ができ、上流から流れてきたゴミなどが溜まってしまう。バケネズミたちは、長い竹竿の先に付いたたも網を使って、大量の落ち葉や木の枝などを、せっせと掬い上げている。

　呪力を使えば、あっという間にできる作業だろうが、人間が意識を集中してやるには、あまりにも単調で面白みのない仕事であるに違いない。

「よく働くなあ」

「でも、あの手じゃ、網を持つのも、たいへんみたい」

　真理亜が、同情的に言った。

「たしかに、そうだね。骨格が人間とは違うから、二本肢で立つだけでも、かなり無理してるみたいだし」

　瞬の言う通り、マントで隠されていて顔こそ見えなかったが、竹竿を握っている二本の前肢は、いかにも細くて齧げつ歯し類じみているし、体重を支えている後肢も、ひどく心許ない様子だった。

「……見ない方がいいって」

　守は、わたしたちとは少し離れて歩き、バケネズミたちからは露骨に顔を背けていた。

「あっと……だいじょうぶかな……あ、あ、危ない！」

　バケネズミたちとわたしたちの距離が、二、三十メートルに迫ったとき、覚が叫んだ。一匹のバケネズミが、網いっぱいの木の葉を掬い上げようとしたのだが、水を含んだ木の葉が予想以上に重かったらしく、大きくふらつき、前につんのめったのだ。

　もう一匹のバケネズミが気づいて、摑まえようとしたが、一瞬だけ遅かった。バランスを崩したバケネズミは、そのまま水路に転落した。

　大きな水音がして、水飛沫しぶきが上がった。わたしたちは、思わず駆け寄った。

　転落したバケネズミは、岸から一メートルほど下の水面で踠もがいている。水泳は得意ではないようだ。加えて、分厚い落ち葉の層と全身を覆うマントのために、ほとんど身動きが取れないでいる。

　残された方のバケネズミは、パニックに陥ったように右往左往するばかりで、たも網をさしのべる知恵すら働かないようだ。

　わたしは、深呼吸して、精神を集中した。

「早季。どうするつもり？」

　真理亜が、驚いたようにわたしを見た。

「助ける」

「え？　どうやって？」

「バケネズミには、関わらない方がいいよ！」

　後ろから守が、怯えたような声で警告した。

「だいじょうぶ。あそこから持ち上げて、岸に載せるだけだから、楽勝よ」

「おい、まさか……」

「だめよ！　勝手に呪力を使うのは」

「僕も、やめた方がいいと思う」

　わたしは、全員に等しく腹を立てた。

「ほっといたら、死んじゃうわ！」

　心を静めて、他人には聞こえないような小声で、真マン言トラを唱える。

「でも、やっぱ、まずいよ」

「生きとし生けるものには慈悲の心を持って接せよって、教えられたでしょう？」

　意識を、水面を浮き沈みするバケネズミに集中する。厄介なのは、しだいに沈んでいる時間の方が長くなり、枯れ葉などのゴミのせいで、バケネズミの全体の大きさがきちんと把握できないことだった。

「……まわりの葉っぱごと、持ち上げちゃえばいいよ」

　わたしの逡巡を察して、瞬が的確な助言をしてくれた。感謝のまなざしを返してから、わたしは、そのとおりに実行してみた。

　周囲の喧噪が、遠ざかる。

　ばらばらに崩壊しそうになるゴミを、意識の力でまとめ上げ、上昇するイメージを与えると、巨大な塊が表面張力を振り切り、水面から宙に浮き上がった。

　塊の中にあった水が、幾筋もの水流となって激しく水面を叩く。意識の網をすり抜けた木の葉が、ぽたぽたと落下していった。ゴミのちょうど真ん中あたりにバケネズミがいるはずだったが、直接、目では確認できない。

　ゴミの塊を、ゆっくりと岸の方へ誘導する。みな、後ずさりして、場所を空けた。

　道の上に、そっとゴミを降ろした。

　ほっとしたことに、バケネズミは生きていた。

　ゴミの中でじたばたと足搔き、うつぶせの姿勢になった。低い声で唸り、咳き込んでは泡の混じった水を吐く。こうして間近で見ると、けっこう大きい。立ち上がれば、たぶん、一メートル以上あるだろう。

「すごいね。まるで大きな網ですくったみたいに、完璧な浮揚だったよ」

「ううん。アドバイスのおかげ」

　瞬が褒めてくれたのもつかの間、覚が嚙みついた。

「どうするんだよ？　こんな違反、学校に見つかったら……」

「見つからなきゃ、いいじゃない」

「見つからなきゃ？　もし見つかったらって、言ってんだよ」

　真理亜が、助け船を出してくれた。

「みんな、このことは、絶対に秘密にしましょう。早季のためよ。いいわね？」

「いいよ」

　瞬が、まるでノートを貸してくれと言われたかのように、安請け合いする。

「覚も、いいわね？」

「そりゃ、言いつけたりはしないよ。でも、バレないかな？」

「誰にも見られてなかったみたいだし、みんなが黙ってれば、大丈夫よ」

　真理亜は、後ろを振り返る。

「守は？」

「何のこと？」

「何って……」

「今日は、何も変わったことはなかった。僕は何も見てない。バケネズミなんかに、全然、関わりは持ってない」

「よしよし。いい子ね」

「でも、こいつはどうだ？」

　覚は、鼻の頭に皺を寄せて、助けたバケネズミを見下ろした。

「こいつが、誰かに言ったりしないかな？」

「言ったり？　バケネズミって、喋れるのかな？」

　瞬は、興味津々という顔だった。

　わたしは、いっこうに身体を起こそうとしないバケネズミに近づいた。もしかすると、どこかを痛めたのだろうか。だが、もう一匹の方を見ると、やはり、同じ姿勢で平伏している。

　バケネズミたちが、ひどく人間を怖れていることに、ようやく気がついた。

「ねえ。わたしが、あなたを助けてあげたのよ。わかる？」

　わたしは、できるだけ優しい調子で声をかけた。

「バケネズミに、話しかけない方がいいよ！」

　守が、離れた場所から、押し殺したような声で叫ぶ。

「ねえ、聞こえてる？」

　濡れ鼠になったバケネズミは、マントのフードに包まれた頭を、うなずくように上下させた。あきらかに四つん這いの方が楽らしく、そのままの姿勢で近づいてきて、わたしの靴に接吻するような動作をした。

「このことは、内緒よ。わかる？　今日あったことは、誰にも言わないで」

　バケネズミは、再びうなずいた。どうやら、充分に意思は通じているらしい。ふと、どんな顔つきをしているのか見たいという、好奇心が生まれた。

「ねえ。こっち、見てごらん」

　わたしは、軽く手を叩いた。

「早季。ちょっと、やめなさいよ」

　さすがに、真理亜も呆れたような声を出した。

「だから、だめだって……バケネズミは」

　守の声は、さっき以上に遠くから聞こえた。

「わたしの言うこと、わかる？　顔を上げてみて」

　バケネズミは、おずおずと頭を上げた。

　何となく、野ネズミのように愛嬌のある顔を想像していたわたしは、衝撃を受けた。

　フードの下から見上げたのは、それまでに見たことのある生き物の中で、最も醜い顔貌だった。鼻はな面づらは寸が詰まっており、ネズミというよりむしろ豚を思わせる。細かい産毛の生えた白い皮膚は、だぶだぶに弛んで幾重もの皺ができており、その奥で小さなビーズのような目が光っている。口こう唇しんの中央部が大きく切れ込んでいるために、黄色い鑿のみのような門歯は、鼻から直接生えているように見えた。

「ア★ガト、アイガト。キキキキキ。カカカカカ★ｓｓｈ……サマ。カ・ヴィー・サマ」

　いきなり、バケネズミが囀さえずるような甲高い声で話し始めたので、わたしは、固まってしまった。

「喋ってる……」

　真理亜が、つぶやく。ほかの三人は、啞然としていた。

「君は、何ていう名前？」

　わたしが訊くと、バケネズミは、歌うような調子で「§＠★＃◎＆∈∂Å♪」と鳴いた。口角から、白い泡と涎よだれを垂れ流している。名前はわかったが、日本語で表記することも、記憶することも、とうてい不可能だった。

「こいつが告げ口をする心配は、しなくてもいいみたいだな」

　覚が、ほっとしたように言う。

「何言ってるか、誰にもわかるわけないもんな」

　少し緊張が弛み、笑いが起きた。だが、わたしは、バケネズミの顔をしげしげと見ているうちに、なぜか悪寒のようなものを感じていた。

　それは、心の最深部に隠されていた禁忌に触れるような感覚だった。

「名前は使えないけど、僕らの方では、一応、こいつを識別できるようにしておいたほうがいいな」

　瞬が、考え深げに言う。

「入れ墨を見たらいいよ」

　意外にも、一番遠くにいた守から、有益な意見が寄せられた。

「入れ墨？　どこにあるの？」

「額のへんらしいよ。コロニーと個体を識別する番号が彫ってあるって」

　守は、顔を背けながら言った。

　わたしは、おっかなびっくりで、バケネズミの頭部を覆っているフードに手をかけた。そっと頭を剝き出しにしたが、バケネズミは、よく馴れた大型犬のように、大人しくしている。

「あった」

　前後に長い頭の額と頭頂の間あたりに、『木６１９』という文字が、青い染料で入れ墨されていた。

「この文字は、何かしら？」

「きっと、バケネズミのコロニーの印だ」

　瞬が言う。

　バケネズミは、他にあまり類を見ない、三つの特徴を持った生き物だった。

　第一に、その名が示すとおり、外見は毛のないネズミに似ているのだが、体長は六十センチから一メートルに達し、二本脚で直立すると、一・二メートルから一・四メートル、特に巨大なものは、ほとんど人間並みの身長になった。

　第二に、歴れつきとした哺乳類でありながら、アリやハチのような真社会性を持ち、女王を中心としたコロニーを作って生活している。これは、先祖とされている東アフリカ原産のハダカデバネズミから受け継いだ特色だった。コロニーは、小規模なものでも二、三百、大きなコロニーになると、数千から一万に及ぶ働き手ワーカーを抱えているらしい。

　第三に、バケネズミの智能は、イルカやチンパンジーより遥かに高く、ほとんど人間並みと言ってもいいほどだった。人間に忠誠を誓って『文明化された』コロニーは、貢ぎ物と役務を提供する代わりに、生存を保障されている。そうしたコロニーには、漢字の名前（通常は虫偏の付いた）が与えられることになっていた。

　たとえば、神栖66町の土木作業などに頻繁に駆り出され、最大の勢力を誇っていたのは、『大オオ雀スズメ蜂バチ』コロニーだった。そのほか、『黒クロ山ヤマ蟻アリ』、『盲メク虻ラアブ』、『鬼オニ蜻蜓ヤンマ』、『鼈ベツ甲コウ蜂バチ』、『塩シオ屋ヤ虻アブ』、『大オオ鍬クワ形ガタ』、『竈カマ馬ドウマ』、『足アシ長ナガ蜂バチ』、『筬オサ虫ムシ』、『斑ハン猫ミヨウ』、『木ボク蠹トウ蛾ガ』、『源ゲン五ゴ郎ロウ』、『蟋コオ蟀ロギ』、『青アオ頭ズ蜈蚣ムカデ』、『大オオ蟷カマ螂キリ』、『浮ウ塵ン子カ』、『螟メイ蛾ガ』、『火ヒ取トリ蛾ガ』、『宿ヤドリ蠅バエ』、『馬陸ヤスデ』、『女ジヨ郎ロウ蜘グ蛛モ』、『首クビ切キリ螽ギ蟖ス』などといったコロニーが、当時、町の周囲に点在していたはずである。

「『木』っていうのは、たぶん、『木ボク蠹トウ蛾ガ』のことだ」

　瞬が言った。

「全部書いたんじゃ、画数が多すぎるし、バケネズミには見分けられないからね」

「じゃあ、こいつは、木蠹蛾コロニーのワーカーか」

　木蠹蛾コロニーは、全部で二百匹ほどの、弱小コロニーのひとつだった。

　バケネズミは、覚の言葉に、敏感に反応した。

「ヴォ★トガ。ヴォクトーガー。チイチイ。コ★ニ……Ｇｒｒｒｒｒ」

　そう言うと、急に寒さを感じだしたように、小刻みに身体を震わせ始める。

「寒そうね」

「びしょ濡れだし、バケネズミは、穴の中で暮らしてるから、もともと体温が低いんだと思うよ」

　瞬が言う。それで、わたしたちは、バケネズミを解放してやった。二匹は、全身を地面に投げ出して平たくなる五体投地の姿勢で、わたしたちを見送った。途中で一度振り返ったときも、彼らは、ずっと平伏したままだった。




「やっぱり、フンコロガシ方式しか、ないんじゃない？」

　真理亜が言った。バケネズミを救った日から、ひと月ほど後のことである。

「平凡すぎるよ」

　覚が異議を唱える。

「どの班でも、最初に考えつきそうだし、球の方向が定まらないんじゃないかな」

　わたしたちは、机の上に載せられた大きな粘土の塊を見ながら、討議を重ねていた。

「じゃあ、大きな輪っかを作って、球をその中に入れれば？　それで、輪っかを左右に回転させながら進むの。それだと、球の方向もコントロールできるでしょう？」

　わたしは、机に座り、足をぶらぶらさせながら発言した。思いつきの提案だったが、案外、悪くないのではという気がしていた。

「それだと、途中で、輪っかの強度が足りなくなるんじゃないか？　球が輪っかを乗りこえちゃうかもしれないし」

　覚が、またもや難癖をつけてくる。わたしがむきになって反論しようとしかけたとき、瞬が、より重要な指摘をした。

「輪っかを全部接地しながら回すのは、難しいんじゃないかな。一部でも浮かせたら、反則を取られるかもしれないし」

「……そっか」

　わたしは、素直に引き下がった。

「いくら頭で考えてても、らちが明かないんじゃない？　とりあえず、粘土を割ってみない？　そうしたら、押し子にどのくらいの重量を割けるか、だいたいの感覚がつかめると思うし」

　真理亜の提案で、とりあえず、半分を押し子に使い、残りの半分を、攻め手に使うと想定して、粘土を真っ二つに分けてみた。

「これだけか」

　覚が、がっかりしたように言った。

「球の重さは、どのくらいあるのかな？」

　真理亜の問いに、瞬が腕組みをした。

「あれ、大理石だからな。たぶん、十キロ以上はあると思う」

「粘土全部合わせたのと、同じくらいだろ。つまり、押し子は、せいぜい、その半分ってことだな」

　覚が唸る。

「でも、粘土は、焼くか乾燥させるかしたら、ずっと軽くなるでしょう？」

「そうだ！　だから、最終的には、押し子は球の三分の一くらいの重さになるね」

　今度は、瞬がわたしの意見に賛意を示してくれたので、全員が難しい顔をしていたのに、わたし一人、笑みを浮かべていたはずだ。

「じゃあ、やっぱり、後ろから押すしかないか」

　守が、ぼそりとつぶやいた。

「さっきから、堂々巡りね」

　搬はん球きゆうトーナメントが行われるのは、五日後だった。つまり、たった五日で、各班は、基本的な戦略を決定し、粘土から押し子と攻め手、守り手を製作し、さらに、自在に操れるようになるまで、練習を積んでおかなければならないのだ。

　ここで、搬球競技のルールを説明しておこう。二つの班が搬球側と妨害側に分かれ、搬球側は、大きな大理石の球を転がしてフィールドを運搬し、ゴールの穴に落とし込めば得点となる。妨害側は、阻止に努める。これを、それぞれ一回ずつ、十分の持ち時間で行い、ともに得点した場合は、得点するまでの時間の短かった班の勝利となる。ともに無得点に終わった場合には、双方が搬球と妨害を同時に行い、先に得点した方が勝ちになる総力戦に突入する。

　競技は終始、呪力のみを使って行われるが、大きな縛りがある。球やフィールドに、直接呪力を及ぼしてはならないのだ。わたしたちが操ってもよいのは、与えられた粘土で創った駒、つまり搬球側になったときは押し子と攻め手、妨害側では守り手だけである。しかも、駒をフィールドから浮遊させることは禁止されていた。駒を空中に浮かべて球を押せば、ワンクッションおいただけで、球そのものを押しているのと、あまり変わらなくなるからだ。

　学校の裏庭に作られた、幅二メートル、長さ十メートルほどのフィールドには、表面に細かい砂が敷き詰められ、ところどころに芝草などが配置されているので、押し子を使って球をまっすぐに転がすだけでも、かなりの集中力が必要とされる。ゴールになる穴は、試合ごとに妨害側が好きな場所にあけるのだが、それ以外にフィールドに手を加える行為──たとえば、落とし穴を掘ったり、山を作ったりすることは禁じられていた。

　また、駒は、決められた重量以内なら、どんな形のものを何体作ろうと自由なのだが、あまり数が多いと、コントロールは難しくなる。

　もう一つ、重要な禁止事項があった。相手の押し子は、直接攻撃してはならない。さもないと、押し子は、相手の守り手から集中攻撃を浴びることになり、開始早々に破壊されてしまうからだ。ただし、攻撃を免れるのは、あらかじめ押し子として申告してある一体だけである。したがって、複数の押し子を使うと、二体目以降は容赦ない攻撃に曝されるため、どの班も、たいてい押し子は一体だけだった。

「じゃあ、押し子は、こんな形でいいかな？」

　瞬が言った。額に、少し汗が光っている。全員が、ああでもない、こうでもないと勝手なことを言うのに合わせて、自由自在に粘土を変形させていく芸当は、瞬以外にはとうてい無理だっただろう。全体の形状はずんぐりした円錐形で、フィールドを滑走するように、底部は船底のような浅いＶ字形になっている。球の左右の動きをコントロールするため、正面には、百二十度の角度で広げた二本のアームを付けたので、結果的に、両手を広げた人間を思わせる形になった。

「いいんじゃない。シンプルだけど、なかなか、かっこいいわ」

　真理亜が評した。

「そうすると、あとは攻め手だな。瞬は押し子に専念して、残りを全員で分担しないと」

　いつのまにか、覚が、議事進行を仕切っている。

「第一班の打ち合わせは、進んでるかな？」

　遠藤先生が、にこにこしながら顔を出した。丸顔で、髪と顎髭が切れ目なく顔を縁取っているため、太陽王という変なあだ名がついている。

「やっと、押し子の形だけ、決まったとこなんです」

　覚が、自慢げに、できたばかりのモデルを見せる。

「そう。こんな短時間で、よく、ここまでできたね」

「ええ。もう、これで硬化させようと思います」

「押し子は、誰が動かすの？」

「瞬です」

「やっぱり、そう」

　遠藤先生は、大きくうなずく。

「じゃあ、今度は、攻め手だ。瞬を除く四人で、うまく分担するんだね」

「はい！」

　わたしたちは、元気よく返事をした。

　その後、侃かん々かん諤がく々がくの応酬があってから、攻め手は、五体作ることにした。瞬が押し子と攻め手一体を同時に操り、残りが一人一体ずつ受け持つ。

　このとき、誰の頭にも、一班にはもう一人メンバーがいたんじゃないかという考えは、浮かびもしなかった。




　一回戦の相手は、五班だった。かなり、籤くじ運に恵まれたかもしれない。下馬評では、全体的に駒の完成度の高い三班が断トツの優勝候補で、対抗が、わが一班と、曲くせ者ものぶりが際立つ二班だろうと目されていたからだ。

　じゃんけんの結果、まず、こちらが搬球側になった。初戦とあって、ひどく緊張しながら、わたしたちは五班の守り手に目を走らせた。壁形の守り手が六体、フィールド全体をカバーしてこちらの進路を塞ごうと、小刻みに左右に動いている。

　わたしたち五人は、円陣を組み、それぞれ、心の中で真マン言トラを唱えた。

「思った通り、一番平凡な戦略ね」

　真理亜が、嬉しそうに囁く。

「これなら、三十秒もかからないな」

　覚はすでに、優勝したかのように、ほくそ笑んでいた。

「中央突破しよう」

　瞬が、小声で全員に伝達する。

「こんな防御なら、どこから行っても同じだし、フィールドは、真ん中あたりが一番平坦みたいだ」

　こちらの押し子と攻め手がフィールドに登場すると、五班の面々の表情には、あきらかな動揺が走るのが見えた。

　アームを掲げた押し子が、ゆっくりとフィールドを滑り、球の後ろに陣取った。

　それに続き、五体の攻め手が整然と散開する。三体は、球の前方で三角形の位置取りを決め、二体は、球の両側面を守った。

　先鋒の三体は幅の広い三角錐で、尖った先端を前方に向け、真ん中の稜りようで接地しているため、紙飛行機に似た形状だった。側面をガードする二体は、重心の低いひしゃげた円柱で、表面にはたくさんの突起がある。突起には、実はさほどの意味はないのだが、なんとなく頑丈そうに見せる効果はあった。

「お互いに、フェアプレイで。最後まで協力し、全力を尽くして。いいね？」

　太陽王が、おごそかに宣言し、試合の開始を告げる笛を吹いた。

　先鋒の三体の攻め手がゆっくりと前進する。押し子が徐々に力を加えているが、重い球は、まだ動かない。動き始めまでが、たいへんなのだ。ここで焦って力をかけすぎると、押し子が破損してしまうこともある。まあ、瞬に限っては、そんなへまをすることはありえなかったが。

　守り手の六体の壁は、前に出てくる勇気もなく、すっかり気をのまれたように、左右に無駄な動きを続けているだけである。

　動き出した。球が、ゆっくりと回転し、前へと進んでいく。速度はどんどん速くなり、フィールドを驀ばく進しんし始めた。それに合わせて、先鋒の三体が中央に突っ込んでいく。

　ようやくこちらの意図に気づいた五班は、真ん中に守り手を集めようとしたが、すでに間に合わなかった。鎧がい袖しゆう一いつ触しよくとは、このことだろう。三体の先鋒は、より重いはずの相手の壁に衝突し、いとも簡単に蹴散らした。そのすぐ後ろを、大理石の球が地響きを立てて通り過ぎる。わたしは、先鋒の左後ろを受け持っていたのだが、相手とのコンタクトは、ほんの一瞬だけだった。

　いったん防御線を突破されてしまうと、五班は、すでになすすべがなかった。大理石の球は、一直線にゴールの穴に向かい、痛快な音を立てて落ち込んだ。所要時間は、たったの二十六秒。最も楽観的だった覚の予想すら上回る早さだった。

「いくら何でも、もうちょっと頑張ってくれないと、張り合いがないな」

　覚が言う。

「ほんと。向こうの守り手なんて、完全に、いないのと同じだったよ」

　ふだん無口な守まで、同調した。あまり油断していると、まずいことになるかもしれない。

「まだ、向こうの攻撃が残ってるわよ」

　わたしは、すでに弛緩しかけている雰囲気を、懸命になって引き締めようとした。

「まだ、勝ったわけじゃないんだから」

「勝ったも同然だろう？　どう考えても、二十六秒以内にゴールされるなんて、考えられないよ」

　覚は、依然、にやにやしていた。

「でも、何が起こるかわからないからな。油断は禁物だよ」

　瞬が言い、わたしたちは、守り手を五体ともフィールドに運び込んだ。

　五班の用意した駒を見たとき、わたしたちは啞然とした。

　守り手の方が、あまりにも平凡で芸がなかったので、てっきり搬球側の駒も同じだろうと、高をくくっていたのだが、とんでもない。敵は、一か八かの奇策に打って出たのだった。

「どういうこと？　あれ？」

　真理亜が、低い声で言う。

「六体とも、同じ形してるじゃない」

　たしかに、五班の駒は、全部、全面に撞しゆ木もくのようなアームが付いた直方体だった。

「あいつら、六体とも、押し子にしたんだ」

　瞬が、つぶやく。

　ここで、太陽王が、そっくりな六体の駒のうち、一体に筆で赤い二重丸の印を付けた。どうやら、それが、唯一、攻撃してはいけない押し子ということらしい。

「でも、二体目以降の押し子は、攻撃してもいいんでしょう？　あれだと、守ってくれる駒がなくなっちゃうのに……」

　わたしが訊ねると、覚が答えた。

「押し子が、一体や二体壊されても、いいんだろう。六体で思いっきり押して、守り手は球の勢いで吹っ飛ばすつもりなんだ」

　そのとおりだった。開始の笛が鳴ったとたん、球は動きだし、みるみる加速していく。

　こちらの守り手のうち四体は、ドアストッパーのような形をしており、球の下に潜り込んでくさびになり、動きを止めるか、方向を狂わせようというもくろみだったが、二体は、相手の球が速すぎて、下に入る前に弾き飛ばされてしまった。

　残る二体が、側面から赤い印のない押し子を攻撃すると、一体の押し子は見事にひっくり返った。だが、残る五体の押し子の勢いは、衰えない。

「まずい。このままじゃ……」

　覚が叫ぶ。たしかに、向こうの球の速度は、さっきのこちらの球よりはるかに速いので、このままゴールされたら、タイムで負けてしまうだろう。

　わがチームの切り札となる五体目が、フィールドの中央に出た。球の進路の延長線上にうまく照準を合わせている。

「頼むぞ。瞬！」

　覚が叫ぶ。

　五体目は、分厚い円盤形だった。接地している面の中心に、大きな突起が一つだけある。相手の球が乗り上げると、円盤がくるっと回転して、球の進路を百八十度変えてしまうというのが、瞬の天才的なアイデアだった。

　球が、猛烈な勢いで接近してくる。だが、瞬なら、一瞬のタイミングをつかんで円盤を回せるはずだった。

　ところが、球のスピードが速すぎたことが、思わぬ現象を引き起こした。球が、地面の微妙な凹凸にぶつかって、小さくジャンプしたのだ。

　球が円盤を飛び越えないよう、瞬は、すかさず円盤を後退させる。

　大理石が円盤にぶつかった瞬間、固い物体が砕けるような嫌な音がした。円盤はすばやく回転したが、球が円盤の上で再度跳ねたために、進路は、ほとんど変えることができなかった。

「もうだめだ……」

　覚が、あきらめたようにつぶやく。

　このままの速度で球がゴールすれば、二十六秒どころか、ものの十六秒ほどしかかからないだろう。わたしが目を伏せたとき、真理亜が叫んだ。

「あ。あ！　何、あれ？」

　顔を上げると、思わぬ光景が目に飛び込んできた。球にあまりにも勢いがつきすぎたため、五班は、完全にコントロール不能に陥ってしまったのだ。

　押し子の一つが、回転する球に巻き上げられて、すぐ前に落ち、そのまま球に押し潰されてしまう。

　片側を受け持っていた押し子の力が消えたために、球を押す力がアンバランスになり、球は、大きく横にそれていった。

　もはや、押しとどめることなど、とうてい不可能だった。球は、すごい勢いでゴールの横を通過し、さらに転がり続けて、ついには、フィールドの外へと飛び出てしまった。

「五班は、競技続行不可能と認めて、一班の勝ちとします」

　太陽王の声が、本当に天から聞こえてきたと思ったのは、これが初めてだった。

「やった」

「一回戦、突破！」

「五班は自滅だな。だいたい、あんな戦術が、むちゃくちゃなんだよ」

　わたしたちは、手に手を取って喜び合ったが、ふと、瞬が一人、その輪から外れていることに気がついた。

「どうしたの？」

　わたしが訊ねると、瞬は、五体目の守り手である円盤を手に、浮かない顔で振り向いた。

「まずいよ。ひびが入っちゃった」

「ええ？」

　みな、瞬のまわりに集まってきた。円盤は特に高温で焼しよう成せいしてあるので、強度に問題はないはずだった。重い球が乗り上げ、そのまま水平に回転したとしても、充分耐え抜いたことだろう。だが、さすがに、大理石の球がジャンプして、上に落ちてくることまでは、予想できなかった。

「じゃあ、あと、一試合か二試合かわからないけど、これは使えないってこと？」

　真理亜が、訊く。

「うん。たぶん、今度は、球が乗り上げただけで完全に割れると思う。水平に回して進路を変えるなんていう技は、まず無理だ」

「じゃあ、今度こそ、四体で戦わなきゃならないのか……」

　わたしたちは、善後策を話し合ったが、急にいい知恵が出るということもなく、相手が決まってから、再度考えるということにした。

　五つの班は、トーナメントには数が半端である。全人学級で採られた方法は、こういうものだった。まず、籤で二チームずつが対戦する。それぞれの勝者がまた籤を引き、一方は、そのまま決勝戦に進める。もう片方が、一回戦をシードされていたチームと戦い、その勝者が決勝の相手になるというものだった。

　したがって、籤運しだいで、二勝すれば優勝ということもあるし、三連勝しなくてはならない場合もあるのだ。

　わたしたちは、とりあえず、三班と四班の試合を観戦した。三班が、前評判に違わない強さを、攻守に見せつけた試合だった。

　三班の押し子は、複雑な曲面を持った馬蹄形で、ほぼ完璧に球をコントロールしていた。攻め手は、わたしたちのものと似てはいたが、より洗練されているような気がした。

　さらに驚いたのは、守り手の戦略だった。二体の小さなこけしの間に、生のままの紐状の粘土が張り渡してある。しかも、粘土の紐は表面を濡らして、粘着力を高めてあった。紐が地面に付かないようにしながら、二体のこけしは球の進路に紐を縦に置き、ちぎれて離脱する。すると、上を通る球の回転により、紐が自然にからみつくのだ。紐状の粘土がからんだ球は、まっすぐ進まなくなってしまう。最終的にはゴールできたとしても、大幅にタイムをロスしてしまうのである。

「よく、あんな手を考えついたな」

　覚が、いまいましげに言う。

「粘土は硬くして使うっていう、思いこみにとらわれてたよ」

「ある程度、相手に時間を使わせれば、勝てるっていう自信があるみたいね」

「決勝の相手は、まちがいなく、三班ね」

　真理亜も、珍しく脱帽という表情だった。

　三班は、二十二秒対七分五十九秒という記録的大差で四班を降くだした。続いて、わたしたちと三班の間で籤を引いたが、ほっとしたことに、わたしたちは、そのまま決勝進出が確定したのだった。

「まあ、ラッキーだったな」

「この間に、決勝をどう戦うか考えよう」

「円盤は、直せない？」

「僕の呪力では、まだ、高温で焼いた陶器を元通りくっつけるのは、無理だよ。せいぜい、応急処置くらいだな」

　瞬とわたし、覚の三人が、戦略の練り直しをやって、真理亜と守が、三班と二班の準決勝を観戦することになった。

「とりあえず、円盤のひび割れを、くっつけてみよう」

「補修用に、粘土はもらえないの？」

　わたしが質問すると、覚が太陽王のところへ訊きに行った。結果は、現在ある駒を放棄すれば、それと同じ重さの粘土がもらえるということだった。だが、放棄する駒は乾燥重量なのに対して、もらえるのは生の粘土なので、実質的には、かなり目減りしてしまう。

「しかたがないな。さっき、くさび形の守り手も一つ大破してるから、その分だけでも、粘土をもらおう」

　円盤のひび割れ部分に粘土を塗って、瞬が念を送って硬化させた。余った粘土は、どう使おうか。手にとって伸ばしたり丸めたりしているうちに、紙のようにぺらぺらの円盤ができた。

　待てよ。これは、もしかすると……。

「早季。遊ぶなよ」

　覚が、仏頂面で声をかけた。

「ねえ、もしかしたら、これで三班に勝てるかもしれない」

「何言ってるんだよ？」

　円盤の補修を終えた瞬が、こちらにつぶらな瞳を向けた。

「何か、思いついたの？」

　わたしは、勢い込んでうなずくと、たった今頭に浮かんだアイデアについて、二人に説明した。

「すごい。天才的だよ」

　瞬が絶賛してくれたので、わたしは、耳まで赤くなった。

「うーん。まあ、あまりにもせこいアイデアだけど、それだけにきっと、向こうも予想外だろうな」

　覚は、相変わらず、可能な限りわたしを貶おとしめつつ、それでもアイデアだけは評価するような口ぶりだった。

「覚。やろうよ。それしかないよ」

「そうだな」

「時間がないわ」

　わたしたちは、手分けして、新たに得た粘土を薄く引き延ばし、円盤のまわりに継ぎ足していった。全員が同じ対象にかかるときは、呪力を使うことはできないので、必然的に手作業になる。時間ぎりぎりになって、ようやく終わろうとしていたとき、真理亜と守が部屋に飛び込んできた。

「たいへんよ！　今、準決勝が終わったわ」

「どうせ、相手は、三班だろ？　でも、こっちも、何とか戦える方法を見つけたぜ」

　覚が、まるで自分の手柄のように言う。

「それが、違うのよ」

　真理亜は、言った。

「三班は、負けちゃったの。決勝の相手は、二班よ！」
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　わたしたちが裏庭に戻る途中で、ぞろぞろと帰ってくる三班の連中に出くわした。

「決勝の相手は、絶対、三班だと思ってたのに」

　わたしは、押し子を抱えた弘ひろしに話しかけた。

「こっちが、優勢だったんだ」

　弘は悔しそうに言う。

「あんな事故さえなければ……」

　弘は、馬ば蹄てい形けいの押し子をわたしに見えるように掲げた。地面と擦れ合う底部が傷だらけなのはあたりまえだが、側面が大きく剝がれ落ちていた。

「どうしたの？」

「事故だったんだけど、向こうの守り手と、思いっきりぶつかって」

　弘は、押し子の傷ついた部分を愛おしそうに撫でさすった。

「そのとき、球が反対方向に転がっちゃって、元に戻すのに一分以上かかったんだ」

「それで、結局、一分三十六秒対一分四十一秒で、二班の勝ちになったのよ。ひどいと思わない？」

　クラスで一番大柄な美み鈴すずが、弘の肩に手をかけて息巻く。

「ぶつかってきた向こうが、悪いのに」

「しかたがないよ。事故なんだから」

　弘の声には、言葉とは裏腹の感情がこもっていた。

「気をつけろよ」

　別れ際に、弘が言う。

「決勝戦でも、何が起きるかわからないからな」

　試合前からそんな話を聞かされていたので、いくばくかの先入観があったことは否定できない。わたしたちは、純粋な競技以外の部分に気を取られていた。そのために、先攻で現れた二班の押し子を見たときには、すっかり仰天してしまった。

「あれ、車輪がついてるのか？」

　覚は、とても信じられないというように、つぶやいた。

「うちも検討したけど、車軸がとても保たないから、やめたんだよな。おかしいな。粘土以外は、使ってないはずだろう？」

　瞬は、目を細めて凝視していた。

「いや、よく見てみろよ。車輪じゃなくて、球だ」

　二班の押し子は、本体の下に深い窪みがあって、球が一個嵌はまっているのだった。外から見えるのは球のちょうど半分くらいだから、車輪のように本体に固定されているわけではないようだ。

「まるで、球乗りみたいだよな。ちょっとの衝撃で、外れるんじゃないか？」

　覚が、冷ややかな口ぶりで言った。

「どうせなら、もっと深く嵌めておけば、取れないのに」

「いや、球車輪は、深く嵌めれば嵌めるほど、砂を巻き込んだら悲惨なことになるんだ。だけど、あれだってたぶん、すぐに動かなくなると思うよ」

　瞬も疑問を口にする。

「砂を巻き込んで動かなくなったら、ふつうに滑走させるつもりなんじゃない？　出だし、球車輪が動いてるうちに、こっちの防御網を突破するつもりなのかも」

　真理亜が、冷静に分析する。

　わたしたちの疑問は、試合が始まると、すぐに解けた。

「二人がかり……！」

　わたしは、思わず叫んでしまった。二班の両エースである、良と明あきらの視線の方向を見れば、二人とも押し子に集中しているのがわかる。

　たぶん、良が、本体をコントロールして球を押し、明は、球車輪が外れないように抑えながら、砂や草などを吹き飛ばして、異物が挟まるのを防止しているのだろう。狭い範囲に二人の呪力が交錯するのは危険なことだし、押し子だけに二人がかかりっきりになるのは、もったいないようだが、そこには、充分すぎるほどのメリットもあった。

　球車輪は地面との摩擦が少ないため、呪力を、押し子から球にスムーズに伝えられる。二班の球は、一回戦で暴走した五班に迫るスピードで進みながら、しっかりコントロールも保っていたのだ。

　こちらの守り手は、必死に相手の速度についていこうとしたが、敵の押し子は自在に左右に動くジグザグ走行で、あっさり間を抜いてしまった。

　反転して追いかけようとした覚の守り手は、もたついた守の守り手に衝突して、フィールドの外に飛び出してしまった。

「やられたわ」

　わたしは、溜め息をついて、瞬に言った。

「そうだね。あの押し子は、見事だった。あとは、早季のアイデアだけが頼りだよ」

　わたしたちは、全員、それ以上守り手を操ろうともせずに、ただ突っ立って戦況を眺めていた。その様を見て、二班の連中は、勝利を確信したらしい。意気揚々と押し子を進めたが、突然、ストップした。あきらかに、とまどっている。

「どうなってるんだよ？　ゴールがないじゃないか？」

　二班の学まなぶが、こっちへ振り返って叫んだ。

「ゴールはあるよ」

　瞬が、澄まして答える。

「ある？　どこに？」

「敵に教える筋合いは、ないと思うけどな」

　覚が嘲ちよう弄ろうした。

「おい。ちょっと、時間を止めろよ。おかしいぞ！」

　学は、口を尖らせて叫ぶ。

「だめよ。向こうが勝手なこと言っても、絶対に、時間は止めないでね」

　真理亜は、タイムキーパーの四班の生徒に釘を刺す。

「冗談じゃないよ！　ゴールがないのに、どうやって試合を続けるんだ？」

「だから、あるって」

　いきり立つ学に対して、瞬は、あくまでも落ち着いていた。

「探せよ。ただし、そっちの時間を使って」

　覚が、にやにやしながら言う。味方のわたしが見てもどうかと思うくらいだから、敵から見れば、さぞかし憎々しいことだろう。

「本当はゴールなんかないのに、こっちの時間を無駄に使えるかよ！」

「だから、あるって。もし本当になかったら、こっちの反則負けにすればいいだろう？」

　瞬が静かに言うと、学は、猜疑の目を光らせて黙り込んだ。実際には、このやりとりはもっと長く続き、二分近くを消費したはずだ。

「……隠したんだな」

　ようやく気がついた二班のメンバーは、目を皿のようにして、フィールドを探したが、依然としてゴールは発見できない。

「こんなの、反則だろう！」

　学が、再び、嚙みついてくる。

「ゴールを隠したらダメだっていうルールは、ないはずだよ」

「あるじゃないか！　フィールドに手を加えるのは、立派な反則だ」

「ところが、フィールドには、いっさい手は加えてないんだな。ヒントをやろうか？」

　調子に乗った覚が、よけいなことを言いそうになったので、わたしはすばやく遮った。

「種明かしは、最後にしてあげるわ。今は、そっちの時間でしょう？　早く探さないと、時間切れになるわよ」

　学は、あわてて、ゴールを探しに戻る。結局、見つかったのは、それからさらに一分以上が経過してからだった。なかなか見つからなかったのも無理はない。ゴールの穴は、表面をフィールドの砂地そっくりに偽装した円盤で、すっぽり覆われていたのだ。しかも、海底に潜むエイのように、円盤を上下に煽ることで、まわりの砂が縁に被さるようにしたために、境界線はまったく見えなくなっていた。（覚の大見得とは裏腹に、フィールドに手を加えるという点では、ルール違反ぎりぎりの行為だったかもしれない）

　二班は、しばらくの間、攻め手を使ってゴールを覆う円盤を取りのけようとして無駄な努力を払っていたが、ようやく正しい方法に思い至り、円盤の真上に大理石の球を進める。即席で粘土を硬化させた円盤は、十キロを超える重量には耐えきれず、二秒後、真っ二つに割れて、球もろともゴールの中に落ち込んだ。

「あーあ。やっぱり、簡単に壊されちゃったわね」

「でも、使命は、充分果たしたよ。向こうのタイムは、三分を超えてる。これだったら、楽勝だ」

　覚は、例によって能天気なことを言う。だが、このときは、わたしたち全員が楽観の虜になっていた。二班の守り手がどれだけ優秀でも、まさか、三分間も足止めを食うことはないだろうと。

　攻守ところを変え、こちらの押し子がフィールドに登場したときも、わたしたちはまだ、自信満々だった。

　雲行きがおかしくなってきたのは、十体以上ある二班の守り手の、徹底的な波状攻撃が始まってからだった。一人が二体以上を受け持ち、壊れることもまったく厭いとわず、こちらの攻め手にがんがんぶつけてくる。向こうの方が数が多いために、全部は防ぎきれない。すり抜けた数体は、球に側面から衝突してくる。

　相手のしつこさに辟易しながらも、瞬は、冷静に球を進めていた。三分以上の貯金があるため、急ぐ必要はないのだ。

　フィールドの半分まで進むのに、五十秒近く要したが、すでにゴールは見えている。敵の守り手は、数は多いが一体あたりの重量はないので、押しとどめる力はない。もはや、勝利は目前かと思われた。

　そのときだった。まるでどこかに引っかかったように、球ががくんと停まった。瞬が、ぎょっとした表情になる。そして、押し子に力をこめて、再び動き出そうとしたときに、事件は起こった。

　物凄いスピードで斜め前方から飛び込んできた敵の守り手が、球をかすめて、押し子に衝突したのだ。

　金属を打ち鳴らしたような甲高い音とともに、陶器の破片が飛び散った。

　わたしたちは息をのみ、その場に立ちすくんだ。ぶつかってきた守り手はフィールドの外に飛び出してしまっている。残されたわたしたちの押し子は、左側のアームが折れてしまっていた。

　試合はストップしていないが、わたしたちも、二班のメンバーも、動きを止めていた。ただ一人を除いて。

　斜め後ろから接近してきた守り手が、こちらの球を押した。大理石の球は、ゆっくりと転がって、フィールドの外に出る。

　誰がやったんだろう。茫然と二班の連中の間を見渡すわたしの目に、にやりとしている学の顔が映った。わたしは、ぞっとして、思わず目をそらした。見てはならないものを見てしまったような気がしていた。

「おい！　何するんだよ！」

　覚が怒鳴った。

「こんな……こんな」

　あまりのことに、それ以上、言葉が続かない。

「悪い。事故だ」

　殊勝げに、学が言う。

「事故？　そんな言い訳ってないでしょう？」

　真理亜が叫んだ。

「よーし。時間を止めて」

　太陽王が、わたしたちの間に割って入ってきた。タイミングがよすぎるところを見ると、どこからか、試合の様子をじっと観察していたのかもしれない。

「たいへん残念ですが、偶然の事故により、決勝戦は引き分けにします」

「そんな！　だって、こんなの、向こうの反則じゃないですか？」

　珍しく、瞬が強い口調で抗議する。

「いや。今のは、偶然の事故です。一班と二班が同時優勝ということで、いいですね？」

　教師にそう言われれば、それ以上、文句を言う生徒はいない。

　クラス中が熱狂していた搬球トーナメントは、誰一人予想していなかったような形で、幕を引かれることになった。

「信じられない。絶対、わざとぶつかってきたのよ！」

　真理亜は、憤懣やるかたないという様子だった。

「試合前、三班が言ってたとおりだったわ」

「そうだよ。あれは、事故じゃない」

　守も、同調する。

「あいつ、タイミングを計ってたんだ」

　覚が、醒めた口調で言った。

「球すれすれに入って、押し子のアームにぶつけるのも、計算通りだよ。瞬も、そう思うだろ？」

　瞬は、ずっと腕組みをして、無言のままだった。

「何だよ？　瞬まで、あれが事故だったなんて、信じてるの？」

　瞬は、首を振った。

「いや……僕が気になってるのは、むしろ、その前なんだ」

「前って？」

「こちらの押し子が、急に停まったんだよ。まるで、壁か何かにぶつかったみたいに」

「えっ？」

「それ、間違いない？」

「うん。押し子の感触が、何だか、すごく変だった。地面には、特に大きなでこぼこもなかったのに」

　わたしたちは、完全に言葉を失ってしまった。瞬は、誰よりも鋭い感覚を持っているし、もちろん、いい加減なことを言う性格ではない。

　だとすれば、誰かが呪力を使って、こちらの押し子を止めたとしか考えられない。球に直接呪力を及ぼすことも反則なら、別の人間が呪力を及ぼしている対象に割り込むのは、それ以前の問題──倫理規定に明白に違反する。万が一、呪力同士がバッティングすれば、虹のような干渉模様が顕れて空間が歪ひずみ、きわめて危険な事態となるのだ。

　つまり、二班には、およそルールというルールを踏みにじっても平気な人間がいることになる。

　そう考えるだけで、まるで足下の大地が崩れるような、不安な気分に襲われた。その日、わたしたちは、押し黙ったまま家路についた。たぶん、みな脅えていたのだと思う。だが、このときはまだ、心の障壁の向こう側で蠢うごめいている恐怖の正体まではわからなかった。




　思春期のころは、ほんの些細な悩みが、まるで世界の終わりのように深刻に感じられることがある。だが、若々しく躍動する心の中では、暗いムードは長続きしない。しばらくたつと、何をそんなに悩んでいたのかさえ思い出せなくなるものだ。

　そして、皮肉なことに、忘却という心の防衛機構は、本当に深刻な問題も、取るに足らない悩みと同様に意識から消し去ってしまう。

　搬球トーナメントが終わると、代わってわたしたちの関心を一手に集めるようになったのは、全人学級における最大の行事、夏季キャンプである。呼び名は楽しそうに聞こえるかもしれないが、これは、子供たちだけでカヌーに乗って利根川を遡さかのぼり、テントを張って七日間を過ごすという、スリルに満ちたものだった。日程だけは複数の班がぶつからないように先生に調整してもらうが、それ以外の計画はすべて生徒に任されており、通過儀礼のために清浄寺へ行って以来初めて八はつ丁ちよう標じめの外に出ることを考えただけで、あたかも別の惑星に降り立つような興奮と緊張をもたらした。

　期待と不安がないまぜになった焦燥感のような感情は日ごとに高まり、わたしたちは、いてもたってもいられなくなり、顔を合わせるたびに、どこからともなく流れてくる数多くの不確かな情報や、根拠のない憶測、わたしたちの計画について、夢中で話し合った。それで何か具体的な成果が得られたわけではないが、みんなで情報を共有し、話し合っていることで、多少は不安を和らげることができた。

　そのため、搬球トーナメントの後味の悪い幕切れも、長くわたしたちの念頭に残ることはなかった。長期欠席を続けていた天野麗子の名札が外されたことにも気づかなかったし、もう一人の生徒、片山学の姿がいつのまにかクラスから消えてしまったことに対しても、ほとんど無関心だった。

　もちろんそれは、わたしたちの思考そのものが、巧妙に誘導、管理されていた証なのだが。




「早季い。ちゃんと漕げよ」

　覚が、後ろから、三十回目くらいの文句を言った。

「ちゃんと漕いでるわよ。そっちが合わせないんでしょう？」

　わたしも、約三十回目の同じ言葉を投げ返す。カナディアン・カヌーは、男女がペアになって前後を漕ぐのが原則だが、お互いの息が合っていないと力を減殺しあってしまい、漕げども漕げども進まないという状況に陥ってしまう。その意味で、わたしと覚のペアは、籤引きの結果とはいえ、考えられる限り最悪の組み合わせだった。

「あーあ。あっちの組と、なんでこんなに違うんだ？」

　真理亜と守のカヌーは、傍はた目めにも快調そのものだった。出発前日に、二時間ほどレクチャーを受けただけなのに、まるで何年もペアを組んでいるように見える。特に守は、珍しく余裕たっぷりで、漕ぎながら、川の水で噴水を作り、きれいな虹で真理亜を楽しませたりしていた。

「よく見てよ。向こうの組は、守の方が、しっかり真理亜に合わせてるでしょう？　前の人間には、後ろの様子は見えないんだから、そっちが合わせてくれないと」

「あっちは、前で真理亜がきちんと漕いでるから合わせられるんだ。早季は景色ばっかり見てて、全然漕いでないじゃないか」

　覚は依然ぶつぶつ言ったが、もちろん、それは言いがかりというものである。

　広い河面を渡ってくる初夏の風は涼しかった。しばし、櫂パドルを操っている手を止める。麦わら帽子を脱いで風が髪をなぶるのにまかせると、ポンチョのように肩からかけているバスタオルの前を開いて、汗ばんだＴシャツを乾かそうとした。ゴム製の救命胴衣が邪魔だったが、いつ何時カヌーが沈ちんしないとも限らないので、脱ぐわけにはいかない。

　河岸には見渡す限り葦の群落が広がり、どこからともなく、ギョギョッ、ギョギョッ、チチチチチチというオオヨシキリの鳴き声が聞こえてくる。

　ふと、カヌーがこれまでにないスムーズさで、波を切って進んでいることに気がついた。一瞬、覚が前ぜん非ぴを悔い、心を入れ替えて必死になって漕いでいるのかと思ったが、そんなはずはない。

　振り返ると、案の定、覚はカヌーに寝そべって頰杖をつき、もう片方の手を水面につけてスピード感を楽しんでいるところだった。

「何してるの？」

　わたしが厳しい声で言うと、覚は目を上げた。

「川って、気持ちいいよな。海みたいに、飛沫しぶきが塩っからくないし」

　まるっきり見当違いの返事をする。

「できるだけ呪力には頼らないで、行けるところまで、パドルで漕いで上がろうって言い張ってたのは、覚でしょう？　もう、あきらめたの？」

「馬鹿だな。川下りならともかく、手で漕いで川を遡れるわけないじゃないか」

　覚は、あくびをした。

「だから、川の流れの分だけ、呪力で相殺して……」

「わざわざ、そんな面倒くさいことするんなら、最初から、こんなふうに呪力で進んだ方が楽だろう？　ほら、帰りはどうせ、漕ぐことになるんだから」

　すっかり怠けモードに入ってしまった覚と議論するのは、時間の無駄である。わたしは、景色に注意を戻した。よく見ると、見事に同調している真理亜と守のペアも、ひとりで漕いでいる瞬も、あきらかに流れの影響を相殺する以上に呪力に頼っているようである。どうやら、易きに流れるというのは人間の本性らしい。

　河岸近くを進んでいた瞬が、こっちを向いて手を振った。葦原をパドルで指している。二艘のカヌーは、生き物のように方向転換して、瞬の舟の方へ寄っていった。

「ほら。あそこ。オオヨシキリの巣」

　瞬の指さす先に、小さな巣が見えた。ちょうどわたしの身長くらいの高さにあったので、カヌーをすぐそばまで寄せてから立ち上がり、伸びをして覗き込む。カヌーは大きく左右に揺れたが、覚が慌ててバランスを取るのを見越していた。

「ほんとだ。でも、これ」

　直径七、八センチほどのカップ形の巣は、三本の太い葦を支柱に、感心したくなるほどしっかりと作られていた。中には、ウズラのような茶色い斑ふの入った小さな卵が、五個産み付けられている。

「……本物のオオヨシキリの巣なの？　茅の巣作りカヤノスヅクリが作ったんじゃなくて？」

　白状するが、わたしには、当時も今も、両者の巣の見分けがつかない。

　カヤノスヅクリは、その名の通りススキの原に営巣することもあるが、実際は、川原でヨシを材料にすることの方が圧倒的に多いのだ。

「それは、本物だよ」

　座ったままで、覚が言う。

「カヤノスヅクリの方が、たくさん巣を作らなきゃならないし、別に雛を育てるわけでもないから、造りが雑なんだ。それに、その巣は上空から見えにくい場所にあるだろう？　カヤノスヅクリの巣は、たいてい、すごく目立つ位置にあるからな」

「それに、巣の縁を見ると、よくわかるよ」

　瞬が補足してくれる。

「本物のオオヨシキリの巣なら、親鳥が縁にとまるから、少し平たくなってる。だけど、カヤノスヅクリの巣は、完成したときの形のまま、縁がとんがってるんだ。あと、本物は、ときどき親鳥の羽毛が混じってることがある。あたりまえだけど、カヤノスヅクリには、羽毛なんか一本も生えてないからね」

　男の子たちにとっては、幼い頃から、カヤノスヅクリの偽卵は格好の玩具であり悪戯の道具だったので、詳しいのも当然だろう。わたしたちは、一度として、あんな悪臭を放つ代物に興味を惹かれたことはなかったが。

　わたしたちは、オオヨシキリの巣を発見した場所をノートに記して、簡単なイラストを書き添えると、河岸にある鳥の巣を探しながらカヌーを進めた。

　夏季キャンプは、単なる肝試し的行事ではなく、学科の一環という位置づけだったので、各班は、キャンプに際して研究課題を選択し、帰還してから発表することになっていた。わたしたち一班が選んだのは、『利根川流域の生物相』という、かなり漠然としたテーマである。ここに落ち着くまでには、侃々諤々の議論があったが、最初のきっかけは（それだけは認めてもいいだろう）、例によって、覚のホラ話だった。




「風船犬？」

　わたしは、噴き出した。

「そんな変な生き物、いるわけないわよ」

「それが、本当なんだって」

　覚は、まじめな顔で言い張る。いつも、少々の冷笑にはめげず粘り強く自説を繰り返すために、聞いている方は、最初は一笑に付しても、しだいに半信半疑にさせられる。だが、今度の話は度が過ぎていた。

「それも、つい最近、見た人がいるんだ」

「見た人って、誰？」

　真理亜が訊く。

「名前は知らないけど」

「ほら。いつものことよ。たしかな証人がいるとか、目撃者がいるとか言っといて、それが誰かとなると、とたんに曖昧になってくんだから」

　わたしの態度は、自分でも鬼の首を取ったようだったと思うが、覚はけっして怒らず、話を続けた。そうまでして人をかつぎたいという情熱は、いったい、どこから来るのだろう。

「でも、もし聞いたら、たぶん名前はわかると思うよ。その人は筑波山に行ったときに、麓ふもと近くで風船犬を見たんだって」

「筑波山？　その人は、そんなところまで何しに行ったの？」

　真理亜が覚の言葉の釣り針に引っかかり、証人問題は棚上げになった。

「教育委員会の仕事で、何か、調査に行ったらしいんだ。詳しいことは、子供には教えてくれないけど。それで、筑波山の麓にさしかかったとき、大きな横穴の中から、のそのそと風船犬が這いだしてきたんだって」

　さあ。どこから覚の話を論破していこうか。わたしがそう思った隙に、守が質問した。

「風船犬って、どんな形？」

「大きさは普通の犬くらいで、色は真っ黒だって。胴体は太いのに、頭は犬の半分くらいの大きさしかなくて、地面すれすれの位置に付いてるらしい」

「それ、本当に犬なの？」

　守が訊ねる。

「どうかな。たぶん、違うと思うけど」

「あんまり危険そうじゃないわね」と真理亜。

「うん。でも、怒らせると、身体が風船みたいに大きく膨れていくんだ。その段階で相手が引き下がればいいんだけど、もしも、限界を超えて怒らせると……！」

「そのままどんどん膨れてって、最後には、ぱんと破裂するんでしょう？　いくら何でも、言ってて馬鹿馬鹿しくならない？」

　わたしの突っ込みに対して、覚は新しい切り返しを用意していた。

「そこなんだよ、問題は」

「えっ？」

「あまりにも、話が突飛と言うか、奇想天外だろう？　人を騙すために作り話を広めようと思ったら、もっと、いかにもありそうな話を作ると思わないか？」

　たくさんの反論がいちどきに頭に浮かんできて、わたしは絶句した。その論法でいけば、馬鹿げた話ほど真実だという理屈になってしまうではないか。

　ところが、覚はどうやら、一本取ったかのように錯覚したらしい。

「風船犬は、山の神様のお使いだって言われてるらしい。でも、僕は、やっぱり、普通の生き物だと思うんだ。相手を脅そうとして身体を膨らまして大きく見せる動物は、たくさんいるだろう？　風船犬もたぶん、その極端な例なんだよ。破裂するときは、相手も死ぬか大怪我をするらしいからね」

　覚は得意げに自説を開陳したが、それまで黙って聞いていた瞬が、ここでぼそりと発言した。

「でも、それは、ありえないと思うな」

「なんでだよ？」

　覚は、むっとした顔になった。

「だって、脅しを実行に移したら、相手より前に自分が死んじゃうんだろう？　そんなことしてたら、風船犬はすぐに死に絶えちゃうよ」

　単純だが、完璧な反論だった。覚は腕組みをして、生物学上の微妙な問題点を検討しているようなふりをしていたが、おそらく、ぐうの音も出ないはずだ。

　そう思って見ていると、覚は、何事もなかったかのように口を開いた。

「……そうそう。その人は、風船犬を見た後で、悪魔のミノシロに会ったんだって」

　わたしは、椅子から滑り落ちそうになった。

「そうそうって？　もしもし。風船犬の件はどうなったんでしょうか？」

「その人は、風船犬が膨れるのを見て、そっと後ずさりしたんだ。だから、風船犬も爆発しなかったらしい。でもまあ、もしかすると、爆発するっていう部分だけは眉唾かもしれないけどね」

　覚は、トカゲのように、あっさりと自説のしっぽを切り捨てた。

「それで、その人が筑波山に登る途中、今度は、悪魔のミノシロに遭遇したんだ」

　呆れているわたしたちを尻目に、強引に話を続ける。

「悪魔のミノシロって、ミノシロモドキって言われてる生き物のこと？」

　守が訊ねた。

「うん。一見、ミノシロにそっくりなんだけど、よくよく見ると、全然違うらしい」

「でも、なんで悪魔なの？」

　真理亜の質問に、覚は眉をひそめて答えた。

「悪魔のミノシロに出会った人間は、遠からず死ぬことになるからだよ」

　無茶苦茶だ。

「じゃあ、その筑波山で出会ったっていう人は、どうして死なないのよ？　死んでないんでしょう？」

　わたしは追及したが、覚は特に困った顔も見せず、「もうじき死ぬんじゃないかな」などとうそぶいた。

　これで終わっていれば、いつも通りの無駄話にすぎなかったのだが、ここで瞬から意外な提案がなされた。

「夏季キャンプの課題なんだけど、それにしない？」

「それって、悪魔のミノシロってこと？」

　わたしは驚いた。

「それも含めて、風船犬や、ほかの未確認な生き物も。せっかくの機会だし、本当にいるのかどうか、たしかめてみたい気がする」

「面白いんじゃない？」

　真理亜たちも、すぐに乗り気になった。

「ちょっと待てよ。みんな、わかってるのか？　悪魔のミノシロに出会ったら、遠からず死ぬかもしれないんだぞ？」

　予想通り、噓がバレると困る覚は、懸命に、みなを思いとどまらせようとした。

「死ぬわけないわよ」

　真理亜は、鼻で笑った。

「でも、どうやって捕まえるんだよ？　言い忘れてたけど、どうも、悪魔のミノシロには、呪力が効かないらしいんだ」

「どういうこと？」

　苦し紛れとはいえ、いったい何を言い出すのか。わたしたちは、顔を見合わせた。

「うーん。呪力が効かないっていう状態が、僕には、よくわからないな」

「説明して」

「…………」

　結局、全員から集中砲火を浴びた覚は、白旗を揚げ、夏季キャンプの課題は未確認生物の探索ということに落ち着いたのだった。

　ただし、冷静に考えれば、そんな珍獣が簡単に見つかるとも思えなかったので、前述したように、太陽王に対しては『利根川流域の生物相』という、とても幅広いテーマを出しておいた。何らかの配慮からストップをかけられるのを怖れたのと、いざというときは、普通のミノシロか、カヤノスヅクリの観察でお茶を濁すためである。




　夏季キャンプに話を戻そう。オオヨシキリの巣を発見してから十分もたたないうちに、わたしは小さな叫び声を上げた。

「あそこ！　見て見て、巣がある。大っきいわ！」

　瞬は、なぜか不審げに眉根を寄せた。

「葦ヨシ五ゴ位イみたいだね」

「ああ。あの大きさだと、たぶん、ヨシゴイだ」

　覚も同意する。この二人の意見が一致することは稀だが、その数少ない場合には、かなりの信頼が置けるのだ。

「でも、ずいぶん不用心な巣だな」

　三艘のカヌーは、わたしが発見した巣のそばに寄った。オオヨシキリの巣よりはずっと低い位置に営巣してあるのだが、ほとんど川に面した場所にあるため、とてつもなく視力がよければ、たぶん向こう岸からも見えるだろう。

　瞬は、カヌーの上で中腰になって、巣の中を覗き込んだ。

「卵がある。五個も」

　続いて近づいたわたしの舟も、舳へ先さきを並べる。むきだしの肩が瞬と触れ合いそうになり、少し胸がときめいた。動揺を隠すため、巣と卵を詳しく調べてみる。ヨシゴイは、サギの仲間では一番小さいとはいえ、スズメ大のオオヨシキリと比べれば倍以上の体長がある。巣も二回り以上は大きくて、ミニチュアの鶏卵のような卵はかすかに青みがかっていた。

　瞬は、巣から卵を一個取り上げた。ためつすがめつして、ぽかんと口を開ける。

「うわー。驚いたな。まさかと思ったけど」

「何なの？」

「早季も、持ってみて」

　瞬が、細長い指でつまんだ卵をわたしの掌に載せる。ひんやりとして、まるで陶磁器のような肌触りだった。

「これがどうかしたの？」

「わからない？」

　瞬は、巣からもう一個の卵を取ると、覚に向けて放った。卵の扱いがあまりにぞんざいだったので、わたしは驚いた。

「ちょっと。かわいそうじゃない。これから、雛が生まれてくるのに」

「ああ」

　瞬は微笑した。

「これは偽卵だよ。みててごらん」

　瞬は、巣からもう一個卵を取ると、河岸近くにある岩の上に置いた。あっと思う間もなく、パドルの柄で、上から押し潰すように叩く。

　卵の殻の割れ目から周囲に飛び散ったのは、黄身や白身ではなく黒く悪臭を放つ糞の塊である。もっと奇妙だったのは、小さな鹿の枝角のような形をした突起が、びっくり箱の人形のように、四方八方に飛び出てきたことだ。

「これ、何？」

「『悪魔の手』だよ。聞いたことあるだろう？」

　実は、初耳だった。わたしは、奇妙な突起をそっと爪の先でつまんでみた。紙のように薄っぺらい。

「縁はすごく鋭いから、気をつけて」

『悪魔の手』の中心には葉脈状のものが走っており、弾力がある。縁は瞬の言うとおり、剃刀のように鋭く、ところどころに逆棘のようなものが生えていた。

「ふだんは卵殻の内側に折りたたまれてるんだけど、卵が割れると、飛び出してくるんだ」

「何のために？」

　背後から、覚が答える。

「アオダイショウやネンジュヘビが普通の卵と間違えて呑み込むと、胃の中で殻が割れて弾けるんだよ。吐き出そうにも逆さか棘とげが引っかかるし、暴れれば暴れるほど、『悪魔の手』が柔らかい粘膜を切り裂き、糞に含まれる毒素が回るんだ」

　ひどい話だった。念ネン珠ジユ蛇ヘビは卵喰いに特化した蛇であり、鳥の巣を襲ってはありったけの卵を呑み込んでしまう。殻を砕くのも後回しにする貪食ぶりで、たくさんの卵で膨れた身体を見てその名が付けられたのだが、こんな恐ろしい偽卵をまとめて飲んでしまえば、悲惨なことになるだろう。

　この卵の中には、生命いのちではなく、死が詰まっているのだ。

　わたしはノートを出すと、手早く、割れた偽卵をスケッチした。

「松風の郷には、オオヨシキリに似せた偽卵はいくらでもあったけど、ヨシゴイのやつは初めて見たな」

　偽卵を太陽に透かした覚が、感心したように言う。

「これほど大きな偽卵を産んだやつは、やっぱり、相当でかいんだろうな」

「いや。大きさは、ふつうのカヤノスヅクリと変わらないみたいだ」

　瞬が言う。

「どうしてわかる？」

　覚が顔を上げた。瞬は、黙ってあごを前方にしゃくった。

　わたしもそちらに目を向け、はっとした。

　密生した葦の間から、小さな顔が覗いている。数本の枯れ草を横咥ぐわえにした細い嘴くちばしは、サギの仲間にそっくりだった。だが、瞼まぶたのない真っ赤な目と鱗に覆われた顔貌、目尻から延びる黒いラインは、あきらかに鳥類のものではない。

　カヤノスヅクリは、ゆっくりと鎌首を伸ばすと、太い葦に巻き付きながら、長い身体をスライドさせていく。カヤノスヅクリの体色は鶯茶色か渋い利休茶色のことが多いのだが、この蛇は鮮やかな萌もえ葱ぎ色いろだった。全体を見ると、奇妙なほど鳥に似ているのは嘴だけで、それ以外は先祖であるシマヘビからほとんど変化していないのがわかる。

　萌葱色の蛇の動く先を見ると、建設中の新しい巣があった。蛇は、口に咥くわえた枯れ草を巣の縁に差し込んで、巧みに巣作りを行う。ヨシゴイの巣は、葦の茎を折り曲げて互いにからませながら作るのだが、この蛇が作っている偽の巣は、むしろオオヨシキリのものに近い構造だった。これでも、充分騙せるということらしい。

「たぶん、あの偽卵を産んだのもあいつだよ。カヤノスヅクリには、通り道に順番に巣を作っていく習性があるからね」

　覚の方に視線を戻すと、先に見つけた巣の方から偽卵を三個失敬して、ナップザックの中に入れるところだった。巣に残っているのは一個だけである。

「どうするの？　そんなもの」

　後ろのカヌーにいる真理亜が訊く。

「風船犬や悪魔のミノシロが見つからなかったときは、夏季キャンプの課題には、これを提出すればいいよ。ヨシゴイに似せた偽卵は、めったに見られないし」

「でも、持ってっちゃったら、カヤノスヅクリが困るんじゃない？」

「偽卵は、たぶん、一個あればいいんだよ。ここが空の巣じゃないと、カッコウなんかに思わせればいいだけだから」

　覚の言うことには理屈が通っているようだが、本当にそれでいいのなら、カヤノスヅクリも、最初から一個しか偽卵を産まないのではないだろうか。

　それにしても、この奇妙な顔つきをした蛇の狡猾さは、わたしには、少々度が過ぎているように感じられる。

　カヤノスヅクリの戦略は、托たく卵らんを行う鳥の習性を巧みに利用するものだった。

　托卵というのは、自ら巣を作って雛を育てる手間を省き、ほかの種類の鳥の巣に自分の卵を産み付け、育てさせることである。托卵された卵はすばやく孵化して、元からあった卵をすべて巣の外に放り出してしまう。生きるためとはいえ、あまりにも冷酷な仕打ちだと思う。アフリカ大陸に棲息する蜜ミツ教オシエにいたっては、嘴に付いた棘によって、宿主の雛を刺し殺すようなことまでするらしい。

　わたしの愛読している『新生日本列島博物誌』によれば、千年前、この托卵行動が見られたのは、カッコウやホトトギス、ツツドリなど、たかだか数種類の鳥にすぎなかった。現在では、その範囲は数十種類にまで拡大し、ふだんはまともに巣を作って雛を育てるが、たまたま都合のいい巣を見つけたときにだけ托卵する日和見型托卵や、同種への托卵まで見られるようになっている。鳥類の世界は、まったく世も末なのだ。

　カヤノスヅクリは、鳥の巣を模倣したものを造り、大きさから模様まで本物の卵とそっくりな偽卵を並べておいて、騙されて托卵する鳥を待つ。あとは、定期的に自分の作った巣を巡回すれば、新鮮な卵の貢ぎ物が見つかるというわけだ。

　わたしは、理科の授業で見せられた、カヤノスヅクリの骨格標本のことを思い出した。卵殻を割るための脊椎骨下突起が、他の蛇と比べて著しく発達しており、まるで臼歯を備えた大顎のようになっていた。殻は排泄されることなく、ここで細かく擂すり潰されて吸収され、偽卵の材料に使われる。体内に多量のカルシウムを取り込むため、カヤノスヅクリ自体の卵も鳥のように硬い卵殻を持っており、孵化する幼蛇は、硬い嘴を使って殻を割るのである。

　だが、卵を狙う競争相手であるアオダイショウやネンジュヘビを排除する目的で偽卵に仕込まれた『悪魔の手』のことは、実物を見るまで知らなかったと思う。もしかしたら、授業中、寝ていたのかもしれない。

　けっして後知恵で言うのではないが、このとき、わたしはかすかな違和感を覚えていた。教科書に載っている突然変異と自然淘汰だけで、はたして、ライバルに対する、これほどまでの『悪意』が進化しうるのだろうか。

　しかし、再び利根川の遡航を開始すると、疑問は中途半端なまま川風に吹き飛ばされて、どこかへ行ってしまった。




　カヌーによる一日の行程を終えると、わたしたちは、日が明るいうちに河原に上陸した。砂地には、前の班がキャンプした跡が、うっすらと残っていた。

　まずは、テントを張らなければならない。砂に穴を掘って竹製の骨組みを立て、帆布をかぶせて革紐でくくりつけるだけなのだが、これが案外なまでに骨の折れる作業だった。悪戦苦闘するうちに、一人が呪力で骨組みや帆布を浮かせておき、もう一人が手作業で骨組みを正しい位置に固定して紐を結ぶという手順が一番効率的だとわかり、全員がそれに倣ならった。

　今度は、夕ゆう餉げの支度にかかる。一艘のカヌーには三百キロの荷物を積めるので、食材はふんだんに持ってきていた。河原の周囲から枯れ枝や薪を集めてきて、呪力で火をつける。鉄鍋の中に、呪力で浄化した川の水と生米、ざく切りにした肉や野菜、乾燥湯葉などをぶち込み、雑炊を作った。味噌と塩を適当に入れただけの味付けだったが、丸一日運動して空腹だったため、みな旺盛な食欲を発揮して、あっという間に平らげてしまった。

　そうこうするうちに日が暮れ、食後は、焚き火を囲んでおしゃべりに興じた。

　そのときの情景は、今も瞼にしっかりと焼き付いている。一日運動した心地よい疲れと、焚き火の煙のせいで、目が少し潤んでいる。生まれて初めて八丁標を離れた大冒険のせいで、誰もが、いつも以上に興奮しているようだった。空が薄い青から濃紺へと変わっていく頃には、みんなの顔が焚き火で赤く染まって見えた。

　正直に言うと、前半、何を話していたのか、ほとんど思い出すことができない。昼間の会話なら細部に至るまで思い出せるのに、最も楽しかった晩のことを覚えていないというのは、奇妙な話である。だが、話はただ意識の表面を流れていくだけだった。

　このとき、わたしの注意力のすべては、焚き火の向こう側に座っている男の子に対して注がれていたのだ。

「……早季だって、見たことないだろ？」

　覚から急に話を振られて、わたしは当惑した。いったい、何を見たことがないというのだろう。とりあえず、曖昧な返事をしておく。

「えー。どうかな」

「えっ？　見たの？」

　しかたなく、わたしは首を振った。

「そうだろう。絶対、見てるわけないんだよ」

　覚は、決めつけるように言う。反論してやりたかったが、何のことかわからないのでは、どうしようもない。

「それで……だよ！」

　覚は、なぜか興奮の体だった。

「この間、初めて見てきたんだ。瞬と二人で。な？」

　焚き火の向こう側で、瞬もうなずく。最近、この二人が仲良くしているところは、あまり記憶になかった。

「けっこう、たいへんだったんだぜ。警戒厳重で」

「そうだね。とにかく、和貴園のときみたく偶然目に入っちゃうようなことは、まずないと思うよ」

　瞬は、微笑しながら、独特の涼やかな声音で言う。

「扉が開いてても、正面に目隠しの壁があるから、全人学級の中庭がどうなってるかは、全然見えないんだよ。先生たちも、扉の開閉にはすごく神経を使ってるしね」

　それでは、二人は全人学級の中庭に入ったというのか。わたしは、彼らの大胆さに驚いた。全人学級の中庭はロの字形の建物の中央で、和貴園の中庭と同様、生徒の立ち入りが明確に禁じられているわけではなかったが、窓すらないため誰も見たことがなく、通常は近づこうという気すら起きない場所だった。

「でも、太陽王が扉を開けるところを、二回ちらっと見て、裏側の閂かんぬきの形を、しっかり目に焼き付けといたんだ」

　今から千年後の錠前の形状は、どうなっているのだろう。わたしには想像もつかない。かつて、符牒となる刻み目をつけた鉄片を鍵穴に入れて開閉していた頃は、複雑きわまりない機構と時計並みの精度に進化したようだが、わたしたちの時代には、そもそも錠前が必要な場所がほとんどないため、きわめて単純な形に落ち着いていた。

　扉の周囲に、小さな閂が一ダースばかり、放射状に取り付けてあるのである。外からはどこに閂があるのか見えないので、配置を記した図を持っているか、正確なイメージを記憶して思い浮かべられる者だけが、呪力によって開けられるのだ。

「……それで、僕が見張りをしている間に、瞬が閂を開けたんだ。中庭に入ると、すぐに扉を閉めた。しばらく息を殺してから、目隠しの壁の向こうに行ってみたんだよ」

　覚は、言葉を切ると、話の効果をたしかめるように焚き火のまわりを見回した。

「何があったの？」

　真理亜が訊ねる。

「何だと思う？」

　覚は薄笑いを浮かべた。

「また、和貴園の中庭みたいに、お墓があったなんて言うんじゃないでしょうね？」

　わたしが言うと、事情を知らない守が、目を丸くする。

「え？　和貴園の庭には、お墓があったの？」

　覚は顔をしかめた。

「いや。あのときの話は、僕も聞いただけだから」

「いいから、もったいつけずに教えてよ。何だったの？」

「……僕が和貴園で見たのと、ほとんど同じものだった」

　瞬が答える。

「植え込みが少しあるだけで、後は広い場所がそのまま放置されてる感じだった。でも、一番奥に、頑丈な木の扉の付いた煉瓦製の物置が五つ、一列に並んでた」

「開けてみた？」

　真理亜の問いに、今度は覚が答える。

「そばには行ってみたけど、すぐに引き返したんだ」

「どうして？」

「何だか、嫌な臭いがして、あんまり、そばにいたくなかったんだよ」

　いつも大ボラばかり吹いて人を怖がらせようとする覚が、妙に言葉を濁すのには、逆に、気味の悪さを増幅させる効果があった。

「嫌な臭いって？」

「鼻につんとくる……アンモニアみたいな」

「それ全部、物置じゃなくて、雪隠だったんじゃないの？」

　覚は、わたしの軽口には反応しなかった。

「それだけじゃないんだ。空耳かもしれないんだけど、声が聞こえた」

　瞬が言うと、座はしんとした。

「声って、どんな？」

　聞くのが怖かったが、勇を鼓して訊ねる。

「よくわからない。動物の唸り声みたいな感じだったと思うけど」

　二人で共謀して、みんなを怖がらせようとしているに違いない。そうは思ったものの、少々背筋が薄ら寒くなったことは否定できない。それからは、ひとしきり馬鹿話に興じた。

　翌朝は早かったので、そのまま寝てもよかったのだが、みな、もう少し大冒険の余韻を味わいたかった。珍しく、守が、ナイトカヌーをやってみないかと提案する。真理亜が、すぐに賛成した。

　星明かりだけを頼りに、川に漕ぎ出すのだが、当初、わたしはあまり気が進まなかった。視界がほとんど利かない状態に、どこか本能的といってもいい恐れを感じたのだ。

　それでも、一人だけ尻込みして取り残されるのは、もっと嫌だったので、わたしも籤引きに参加した。二艘のカヌーに二人ずつが乗り込み、一人が焚き火の番をすることになる。もし焚き火が消えてしまうと、真っ暗な川の上にいると、元の位置がどこだかわからなくなってしまうのだ。

　言い忘れていたが、カヌーには、それぞれ名前が付いていた。わたしと覚が乗ってきたのがサクラマスⅡ号、真理亜と守がハクレンⅣ号、そして瞬が漕いでいたのがカムルチーⅦ号である。先端に二種類のドングリを突き刺した箸を順番に引いた結果、ハクレンⅣ号に乗るのは瞬とわたし、サクラマスⅡ号が真理亜と守に決まった。残念なことに、覚は、一人残されて火の番をしなくてはならない。

「今のは、ずるだよ！」

　覚は、往生際悪く抗議した。彼は以前から、残り物には福がある教の信者で、最後まで籤を引かず果報を待っていたのだ。

「ほら、何だよこれ。上から缶を覗き込んだら、底まで丸見えじゃないか！」

「そうやって見ればね。でも、誰も見てないわよ」

　籤を作った真理亜が、澄まして言った。実際、底を覗く必要などない。注意深く観察さえすれば、ドングリを刺した箸とそうでない箸は、立ち方が違うことがわかるだろう。

　覚は、不承不承焚き火の脇に腰を下ろし、わたしたちは河原に引き上げていたカヌーを水際まで持って行った。

「しばらく、焚き火の方を見ちゃだめだよ」

　瞬が言う。

「どうして？」

「教わっただろう？　ナイトカヌーの鉄則は、乗り込む前に、しっかり目を暗順応させておくことなんだ。そうでないと、しばらくは何も見えないからね」

　瞬は先にハクレンⅣ号に乗り込み、わたしの手を引いてくれた。胸が高鳴り、暗い水の上に乗り出す不安をしばし忘れた。

　カヌーは、ゆっくりと漆黒の世界へ滑り出していった。

　視界の利かないところで、いきなり呪力を使うのは不安なので、最初はパドルを使って漕ぐことにする。

　暗さに目を慣らしているとはいっても、やはり、ほとんど何も見えない。河面を照らしているのは満天の星明かりだけである。水面は、どこまでも続く真っ暗な小径のようで、二つのパドルが立てる小さな水音だけが耳に心地よく響いた。

「何だか、夢の中にいるみたい」

　わたしは、恍惚としてつぶやいた。

「こうしてると、どれくらいの速さで進んでるのかも、わからなくなるわ」

「水に手をつけてみれば、わかるよ」

　後ろから、瞬が言った。わたしは、漕ぐのをやめて、真っ暗な水面にそっと触れてみる。指先が水を切っていくスピードは、けっこう速かった。

　ずっと前の方から、笑い声が響いてきた。真理亜の声であることがわかる。夜の静寂のせいか、水面に反響するためか、昼間よりずっと声がよく通るようだ。

　すると、瞬が漕ぐのをやめ、パドルを舟に引き上げた。

「どうしたの？」

「漕いでると、さざ波が立つだろう……？」

　振り返ると、瞬は、河面を見つめているようだった。そのはるか向こうには、覚が守っている焚き火の光が見える。川を下っているせいか、わずかな間にずいぶん遠くまで来たようだ。

「うーん。川だから、どうしても波立って静かにならないか」

　瞬は、口の中で真マン言トラを唱えたようだった。

「いい？　波を消してみるよ」

　流れのままに川を下っているハクレンⅣ号の周りから、同心円状に波紋が広がっていった。さらに今度は、その内側から、いっさいの波が消えていく。

「ああ。すごい……」

　まるで、わたしたちを中心に周囲が急速に凍っていったように、水面から凹凸というものがなくなった。今や、水面は磨き上げられたガラスのように滑らかで、満天の星を映し出す漆黒の鏡面だった。

「きれい。まるで、宇宙を旅してるみたい！」

　この晩のことは、わたしは終生忘れないだろう。

　ハクレンⅣ号が旅していたのは、地上の川ではない。無数の恒星が輝いている、天の川だった。

　遠くから風に乗り、おーいというかすかな声が聞こえてきた。覚の声だった。振り返っても、すでに焚き火の光は目に入らない。ずいぶん遠くまで来てしまったようだ。

「そろそろ、戻ろうか？」

　瞬の問いに、わたしは黙って首を横に振った。

　もう少し、この場所にとどまっていたかった。瞬と二人で、この完璧な世界に。

　わたしたちのカヌーは、星空の中心をたゆたっていた。わたしは、前を向いたままで、そっと後ろに右手を伸ばした。

　ややあって、瞬の掌が重ねられる。彼の細長く形のいい指が、わたしの指を握った。

　このまま、時が止まればいいのにと思う。瞬と二人、永遠にこのままの姿で溶け合ってしまいたかった。

　どれくらいの時間、そうしていたのかはわからない。わたしを現実の世界に引き戻したのは、小さく切れ切れに聞こえる、覚の叫び声だった。どうやら、いっこうに誰も戻ってこないので、パニックに陥っているようだ。

「帰ろう」

　瞬が言い、今度は、わたしもうなずいた。このまま放りっぱなしでは、あまりにも覚が可哀想だ。

　ハクレンⅣ号は、くるりと舳先を川上に旋回させた。瞬が呪力で舟を加速すると、川面に映っていた星々は、千もの断片に砕けて波間に没した。

　心地よい速度に身を任せながら、わたしは、ふと、目め眩くるめくような不安に襲われていた。

　いったい、今、どれくらいの速度で進んでいるのだろう。

　川の流れも、両岸の様子も、ぼんやりした闇の中に溶け込んでいて、はっきりと認識することができない。

　人の感覚がこれほど曖昧なものなら、限りなく神の力に近いはずの呪力も、砂上の楼閣のように不安定なものにならざるを得ないのではないだろうか。

　そして、さらにまた思った。

　もし、この感覚が閉ざされてしまったとしたら、それでも猶、わたしたちは呪力を行使することができるのだろうか。

　そういえば、と思う。

　わたしたちの町には、なぜ、視覚や聴覚を失ってしまった人たちが、一人として住んでいないのだろうか。
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『新生日本列島博物誌』では、これまで、数多くの歴史学者、生物学者、国語学者が、『ミノシロ』の語源について頭を悩ませてきたエピソードが、興味深く綴られている。

　古くは、『蓑みの代しろ衣ごろも』をまとったような形態に由来するというのが、定説になっていたらしい。とはいえ、『蓑代衣』がどんなものなのかは、説明してくれる書物も見あたらないため、わたしには見当もつかないのだが。

　また、『蓑代衣』ではなくて、『蓑』と白い体色から『蓑みの白しろ』、死者の霊魂が宿るという信仰から『霊みの代しろ』、ふだんは陸棲だが海に戻って産卵するために『海みの社しろ』という説も、かなり有力なようだ。後者は、ミノシロが海み松るなどの海藻や珊瑚に産み付ける赤や黄色の花弁に似た卵塊群が、まるで竜宮の飾りのように見えるという説明が付いている。

　かつては、ミノシロが外敵に出会った際に逆立ちして尾部を上げる様が、古代の城塞の天守閣を飾っていたシャチホコに似ているとして、『美み濃の城しろ』なりと主張する一派も存在したというが、その後の研究で、シャチホコなるものを戴いていたとされる名古屋城が、美濃ではなく隣国の尾張にあったことが判明してからは、すっかり昔日の勢いを失っているらしい。

　さらに、『シロ』を『四郎』の略とする俗説にいたっては無数にあり、一メートル以上に達する大きさから、『三み幅の四郎』（三幅とは、反たん物ものの並幅の三倍で百八センチ内外）、蠢うごめく無数の触手が蛇に見えることから、『巳み（蛇）の四郎』など、諸説入り乱れて収拾がつかないという。

　ちなみに四郎とは、古い伝承に登場する若者の名と言われているが、白蛇の祟りに触れてミノシロに変身させられたというモチーフはかろうじて残っているものの、それ以外の内容がほとんど伝わっていないため、真偽のほどはわからない。

　どの説も、わたしには、それなりにもっともらしく思われる。少なくとも、筑波山では、そこら中をやたらと這い回っていた蟾ヒキ蜍ガエルの語源が、同書では『気を以て子こ蟲むしを引寄せて食べる』ためとされているよりは、はるかに理解しやすい。ヒキガエルに呪力があるなどという珍説を、いったい誰が信じるだろうか。

　ミノシロの謎は、もう一つある。古代の文献を調べても、ミノシロについてはほとんど言及されていないのだ。特に、千年以上前に刊行された書籍では、多くが閲覧禁止の措置が取られているとはいえ、『ミノシロ』という文字は、まったくといっていいほど発見できない。だとすると、ミノシロが地上に生まれてきたのは、せいぜいここ数百年のうちということになるが、進化の常識に照らして、そんなに短期間に新しい種が生まれるとは考えられない。

　実は、これは、ミノシロに限った話ではなく、千年前の文明期と現在とでは、動物相フオーナに大きな断絶が見られる。前からあった動物種が絶滅することは不思議でも何でもないが、ミノシロを含む数百種は、突然、天から降って湧いたように登場しているのだ。

　これについては、近年新たに提唱された仮説が、徐々に主流になりつつある。すなわち、ミノシロを含む多くの生き物は、人間の無意識が及ぼす働きで、急激に進化を加速されたというのである。

　だが、少し深入りしすぎたようだ。ここでは、最近突き止められたミノシロの直系の祖先が、房総沖などに棲息している蓑ミノ海ウミ牛ウシらしいという事実を指摘するにとどめておこう。こちらは、体長わずか三センチほどの小動物で、あの巨大なミノシロに進化したとは信じられないが、その名の由来となった蓑状のエラ突起を見ると、たしかに似ていると思わざるを得ない。もし本当にミノウミウシがミノシロの祖先なら、『蓑』という文字が共通していることから、和名の由来も、『蓑みの代しろ衣ごろも』説もしくは『蓑みの白しろ』説が正しいという傍証になるかもしれないが、これについては、さらなる研究を待ちたいと思う。

　ミノシロについて書き出したのは、夏季キャンプでわたしたちが出会うことになるミノシロモドキについて理解するためには、ミノシロモドキが擬態しているミノシロの正しいイメージが必要になるからだ。

　もし、千年前にミノシロが存在しなかったとすれば、千年後には、絶滅している可能性もある。そこで、ミノシロについては、すでに何度か書いているが、ここで、あらためて解説しておきたい。

　全体の形状は、体長数十センチ～一メートルほどの、芋イモ虫ムシないし馬陸ヤスデといったところだ。頭部にはＹの字の形に大きな頭とう触しよく手しゆが二本伸びており、その手前には、一対の小さな触角がある。目は小さくて皮膚の内側に埋もれているため、視覚はぼんやりと明暗を感じられる程度の限定的なものと思われる。腹側には、イモムシかヤスデのような短い歩行肢が並んでおり（この点では、とてもウミウシのような腹足類とは思えない）、かなりの速度で歩行する。その様は、多数の肢の動きから、行軍などと形容される。背面には、白、赤、オレンジ、青など色鮮やかな触手や棘きよく状じよう突起を、蓑のように一面に生やしている。触手には、半透明のもの、先端が蛍のように強く発光するものなどがある。

　雑食性で、主な食物は、コケ、地ち衣い類、キノコ、昆虫、百足、蜘蛛、土壌に棲む小動物、植物の種子など。有毒なものでも平気で食べ、毒を小胞に包み込んで、体内に溜め込む。このため、土壌を浄化する作用があるとされる。食事の後は、食べた物によって、著しく体色が変化する。特に、コケを飽食した直後には、全身鮮やかな緑色に染まる。これらの特徴は、イソギンチャクを主食とするミノウミウシによく似ている。

　また、外敵に出会ったときには、触手や棘を逆立てて威嚇する。このときの様は、無数の蛇が蠢くような動きと言われている。威嚇を無視して近づいた生き物は、猛毒を持った刺胞を見舞われることになる。ただし、人間に対してだけは、けっして刺胞を向けないことを特筆しておきたい。

　ミノシロ科には、オニミノシロ（体長二メートル以上になり、全身を銀色の剛毛に覆われている稀少種）、アカミノシロ（全身が半透明の朱色をしている）、アオミノシロ（触手の先端が青い）、ニジイロミノシロ（蝶の鱗粉のような微細な毛が生えており、玉虫のように美しい光沢を呈する）などの亜種が存在する。

　サイズの大きさと、非常に毒性が強く不快な味がするため、天敵はほとんどいないが、唯一、砂浜に潜む虎挟みトラバサミによって捕食されることがある。ミノシロは、年に一度、産卵の際に海に帰るので、そのとき襲われるケースが多いらしい。

　念のため、トラバサミについても説明しておこう。獰どう猛もうな肉食性の蟹で、祖先は海棲の渡ガりザ蟹ミというのが定説となっている。横が尖った菱形の甲羅は緑褐色と砂色の迷彩色で、甲幅は四十五～百二十センチに達する。鋏は長大で、歯は鋭い。額には三本の棘があり、甲羅の前面は鋸歯状になっている。元は遊泳に用いていた第四脚を巧みに使って、回転しながら砂を掘って身を隠し、獲物が接近すると、砂の中から二メートル以上も跳躍して、襲いかかるのだ。波崎海岸などに多く見られるが、草原や森、山の中腹まで遠征することもある。獲物は選り好みせず、カエル、トカゲ、ヘビから、小型哺乳類、海鳥、浜に打ち上げられたイルカやゴンドウクジラのような海獣まで捕食する。金属のように強靱で分厚い甲羅は、牙や爪も通らない。トラバサミ同士が出会うと殺し合い、共食いに至ることもしばしばだというが、トラバサミもまた、人間に危害を及ぼすことはない。

　ミノシロがトラバサミに襲われ、胴体の一部を挟まれて逃げられなくなると、他に類を見ない興味深い状況が出しゆつ来たいすることが知られている。

　わたしは、その一部始終を偶然目撃したことがあった。和貴園を卒業する前の年のことで、季節は初夏だった。

「早季。あれ見て！」

　真理亜が小声で叫んだ。

「どうしたの？」

　わたしたちは、砂浜を見下ろす小高い丘の上、周りを藪に囲まれた秘密の場所にいた。天気のいい午後は、放課後、そこで二人だけで過ごすことが多かったのだ。

「ミノシロが、トラバサミに捕まってる……」

　わたしも身を起こし、藪の上に頭を出した。潮風が鼻孔をくすぐる。海岸には、人ひと気けがなかった。真理亜の指さす先を見ると、海から二、三十メートルほど離れた砂浜で、一匹のミノシロが立ち往生しているのが見えた。海の方へ進もうとして、さかんに身体をうねらせるのだが、まるで砂浜に根が生えたように動くことができないのだ。

　目を凝らすと、ミノシロの歩行肢の何本かを挟んでいる、黒褐色の鋏が見えた。

「助けに行かなきゃ」

　わたしは、立ち上がりかけて、真理亜に腕をつかんで引き戻された。

「何やってるのよ、馬鹿！　誰かに見られたら、どうするの？」

「誰もいないじゃない」

「いつ来るか、わかんないでしょう？　あのへんの海岸は、たまに男の子が釣りに来てるもん」

　たしかに、裸で海岸を疾走するというのは正気の沙汰ではない。わたしたちは、急いで服を身につけた。それから、藪を抜け、斜面を滑り降りて海岸に出たとき、トラバサミはすでに、砂の中から迷彩色の化け物じみた姿を現していた。両方の鋏でミノシロの歩行肢と棘状突起をつかみ、これからどう料理しようかと思案している体である。

　わたしは、足がすくんでしまった。トラバサミは、たかが蟹とはいえ、ツキノワグマの成獣を捕殺した例さえ知られており、いくら人間を攻撃することはないと言われていても、呪力を持たない子供には手に余る存在だった。

　このときほど、身近に男の子がいたらと願ったことはない。瞬とは言いません、神様。せめて覚でも、今ここにいてくれたら……。

「どうしよう。砂でもぶつけて、脅かしてみる？」

　わたしは、ほとんど破れかぶれになっていたが、真理亜は、冷静に状況を見ていた。

「待って。だいじょうぶ。ミノシロが交渉を始めたみたい」

　見ると、直前まで暴れていたミノシロが、無数の触手で、なだめるようにトラバサミの鋏を撫で始めたところだった。トラバサミの方も、彫像のように動かず、おとなしく泡を吹いている。

　ふいに、ミノシロが、背中の上で、大きな触手を三本立てた。触手は、おいでおいでをするような動きを繰り返したあと、ぶつりと根元から切れて、砂地の上に落ちた。触手は、自切したトカゲのしっぽのように、のたうっている。

　トラバサミは、相変わらず、両方の鋏でミノシロの身体をつかんだまま、何食わぬ顔で泡を吹いているだけだった。

　ミノシロは、しばらくの間、身悶えするような動作をしていたが、やがて二本の触手を立てた。二本の触手は、痙攣するような動きを見せ、トラバサミの視界を左右に揺れてから、再び自切して、足下に落ちた。

　計五本の触手が、砂浜でのたうっている。トラバサミは、依然として反応を見せない。ミノシロも、そのまま動きを止めた。

　三十秒ほど経過したあとで、ミノシロは、新たな動きを見せた。今度は、さっきまでの宥なだめるような動作ではなく、一転して、敵意に満ちたものだった。

　逆立ちして長い触手を振りかざし、毒のある刺胞でトラバサミの甲羅を叩く。二度、三度叩いたあと、今度は一本だけ棘状突起を持ち上げた。力を入れているように硬直すると、根元がすぼまっていき、自切する。それは、トラバサミの鋏にぶつかって、ぽろりと下に落ちた。

　すると、トラバサミが、ミノシロを拘束していた鋏をゆるめた。ミノシロは、すばやく身をふりほどくと、身体を慌ただしく波打たせながら、一直線に海へ向かって逃げ去っていく。

　トラバサミは、ミノシロの後ろ姿には目もくれず、まだ動いている六本の触手を二本の鋏で拾い上げて、悠然と食事を始めた。

「どうやら、交渉が成立したみたいね」

　真理亜が言った。笑顔だが、生き物があまり好きではないので、頰のあたりが引きつっている。本当は、ミノシロの運命がどうなろうと興味はなかったのに、わたしのために付き合ってくれたのだろう。

「でも、あのミノシロ、六本も触手を切り離したわ。かわいそうに」

「それで命が助かれば、安いものでしょう？　下手をしたら、丸ごと食べられちゃうんだから」

　トラバサミに捕まって逃げられなくなると、ミノシロは、背中で蠢く触手のうちから、何本かを切り離す。トラバサミが触手を食べるためにミノシロを離せば、逃げられるのだ。他に類を見ない興味深い事態はここで出来する。両者の間でミノシロが切り離して与える触手の本数について駆け引きが始まり、落としどころは、何本まで触手を割けるかというミノシロの体力の余裕と、トラバサミの空腹の度合いによって決まるのだ。

　交渉が不調に終わった場合は、ミノシロは、毒のある鋭い刺胞を振りかざして捨て身の反撃を行う。トラバサミ側から見れば、戦闘力では圧倒的に有利とはいえ、万一、ミノシロの刺胞が甲羅の隙間に突き刺さり、多量の毒を注入されれば、死に至る可能性もある。

　双方とも、たいして知能の高い生き物ではないのに、ほとんどの場合、適当なところで折れ合う合理的な選択をするのは、驚くべきことではないだろうか。トラバサミの側からすると、ミノシロを安定的な食糧の供給者と見なし、あえて殺さずに触手だけを奪ってリリースするという選択肢は、理にかなったものなのかもしれないが。




　夏季キャンプに、話を戻そう。

　二日目の朝、わたしたちは飯はん盒ごう炊すい爨さんを行い、昨晩よりは文化的な朝食を摂ると、昼食用に握り飯の弁当をこしらえた。それから、テントをたたんで、支柱の穴と焚き火の跡をきれいに埋めた。カヌーに荷物を積み込むと、出発である。

　朝靄の立ち上る川を、パドルと呪力を半々に使って進んでいく。左岸からは、しきりに小鳥の声が聞こえてくる、スズメより長く引っ張るような鳴き方は、頰ホオ白ジロだろうか。

　早朝から空がどんよりと曇っているのは残念だが、早朝の爽やかな空気を肺いっぱいに吸い込むと、眠気も吹き飛ぶようだった。

　川幅は、あきらかに昨日よりずっと広くなっていた。右岸は靄の彼方にかすんでおり、ほとんど見えないほどである。

　わたしは、和貴園の地理の時間に、霞ケ浦と利根川の変遷について習ったのを思い出していた。

　今から二千年前、霞ケ浦は香か取とりの海うみと呼ばれる巨大な内海で、現在の利根川河口で海とつながっていたようだ。一方、利根川は、今よりずっと西寄りに流れており、東京湾へ注いでいたというのだ。

　それが、度重なる利根川の氾濫を防止し、耕作可能な土地を増やすために、徳川家康なる人物の号令で利根川の東遷事業が始まり、数百年をかけて、利根川の河口を犬いぬ吠ぼう埼ざきまで導いたのだという。一方、土砂の堆積によって香取海は縮小し、霞ケ浦という淡水の湖に変貌したらしい。（国家的な大事業を開始した徳川家康という人物には興味を惹かれたが、残念なことに、その名前が出てくるのは、地理と歴史の教科書を通じて、この一箇所だけだった）

　そして、この千年間で、利根川と霞ケ浦は、さらなる変貌を遂げていた。まず、かつて東京湾に注いでいた川の多くは、進路を変えられて、利根川に合流させられた。言うまでもなく、呪われた不毛の地である東京を潤す必要など、まったくないからだ。そして、水量が増えて、再び暴れ川となった利根川は、治水のため運河で霞ケ浦につなげられたのだという。このため、現在の霞ケ浦は、かつての香取海に匹敵するほど膨張し、少なくとも面積においては、琵琶湖をしのぐ日本最大の湖になっている。

　さらに、利根川の下流域、わたしたちの住む神栖66町の周辺まで来ると、利根川は交通の便のために十数本の運河と、数十本の水路に分割されていた。だから、利根川を遡航して、初めて本物の川に入ったときには、ひどく感動したものである。

「おーい。もっとスピードを上げよう」

　三艘のカヌーが並んだとき、覚が提案した。

「どうして？　このあたりの葦原は、調べないの？」

　わたしは訊ねた。

「パスパス。どうせ、こんなとこには、たいした生き物はいないよ」

「でも、キャンプの計画表では、もう少し行ったとこで今晩のテントを張ることになってるだろ？」

　守が、不安げに口を挟む。

「何言ってんだよ。このキャンプの本当のテーマを忘れちゃったのか？　悪魔のミノシロと風船犬だぜ？　いいから、さっさと霞ケ浦を突っ切って、上陸しようぜ」

「うーん。太陽王からは、霞ケ浦の奥までは行っちゃいけないって言われてたでしょう。それにやっぱり、上陸するなんて……」

　いつもは大胆な真理亜も、今回は、少々ためらいを見せた。

「だいじょうぶだよ。ちょっと上がって、ぱっと見て、すぐ戻ってくるだけだから」

　覚は、パドルで水面を叩きながら、お気楽に言う。

「どうする、瞬？」

　わたしは、一人で考え込んでいる瞬に意見を求めたが、返ってきたのは、予想外の答えだった。

「たしかに、バレるとまずいだろうね。でも、僕は、ちょっと行って見てみたい気がする。ここまで来るチャンスは、もう、あんまりないかもしれないし」

　瞬の言葉で空気は一気に遠征論へと傾き、後は悪知恵のはたらく覚の独壇場となった。今晩のキャンプ予定地へ行って、テントの支柱を立てる穴と焚き火の痕跡を作り、わざと雑に埋め戻しておく。

「これで、次の班が見たときには、僕らがここで一泊したと思うだろう？」

　覚は満足げだった。良いこと、正しいことをした後では、こんなに嬉しそうな表情は、まず見せないのだが。

　再び湖面に出ると、わたしたちのカヌーは、常識をはるかに超えた速度で疾走し始めた。上空から小コ鰺アジ刺サシが果敢に競争を挑んできたが、サクラマスⅡ号に付いてこられるのは、数秒の間だけだった。またたく間に後方へと置き去りにされた鳥は、反転して、どこかへ飛び去っていく。

　わたしは、大きく伸びをした。舳先近くに座って、全身に風を受ける。風で吹き飛ばされる前に麦わら帽子を脱ぐと、髪がまっすぐ真後ろになびいた。ポンチョ代わりのバスタオルは、胸元で二ヵ所きつく結んでおいたが、強風にぶるぶると振動している。

　三百六十度、水ばかりの景色だったが、飽きることはなかった。雲間から少し日が射してきていて、太陽の光が透明な水面に乱反射し目もあやな模様を作り出している。しかも、疾走するカヌーが立てる細かい水飛沫しぶきに、小さな虹までかかっているのだ。

　わたしは、ただうっとりと景色に見とれていた。そのため、視界の変調に気づいたのは、しばらくたってからのことだった。目がひどくちかちかし、様々な色の残像とその補色の影とが、ゆっくりと視界を横切っていく。

　覚の方を振り向くと、真剣な顔で湖面を見つめているところだった。水面に浮かぶ舟のような物体を動かす場合、最初は、前方の水面に神経を集中し、舟との距離を縮めるよう念じるのだが、ある程度の速度で動き出してからは、水面が斥せき力りよくによって舟を前方へ送り出してゆくイメージを作るのと同時に、舟底が滑走していく感覚をも保持し続けなければならない。

　どちらも、極度の精神の集中を要するため、長く続けていると、かなりの疲労を感じる。しかも、波で舟が上下に揺れるため、水面を凝視しているだけで酔いやすいのだ。

　覚はわたしが振り向いたのを見て、誤解したらしく、ほっとしたように言った。

「もう、だいぶ来たと思うな。そろそろ、交代してくれる？」

　わたしは、ゆっくりと首を振った。

「だめだと思う」

「だめ？　だめって、どういうことだよ？」

　覚は、むっとしたようだった。

「目がおかしいの。ちょっと、強い光を見すぎたみたい」

　わたしは、症状を説明した。覚は、呆れたようだったが、渋々、了解してくれた。

「しょうがないな。じゃあ、いいよ。カヌーの進行は僕がやるから」

　わたしは、覚に礼を言ってから思い出し、ナップザックから赤い色のサングラスを出して、かけた。父が持たせてくれたもので、ガラス職人が思念を凝らして作った高純度のガラスに、眩しさを感じる青い光をブロックするよう、茜や柿渋などを調合した赤茶色の染料を薄く均一に混ぜ込んだものである。最初からかけていれば、目を痛めることもなかったのだろうが、うっかりしていたのだ。

　サングラスをかけると、霞ケ浦の景色はまるで夕闇に沈んでいるように見えたが、目がちかちかするのはかなり治まった。

　視力に少しでも不安を感じた際には、呪力を使うことは固く禁じられていた。鏑かぶら木ぎ肆し星せいクラスの達人になると、暗闇の中でも自在に呪力を使いこなすと言われているが、わたしたちのような初心者の場合には、対象をしっかりと見てその状態を正しく把握できなければ、予想もつかないような不都合が起きかねないからである。

　わたしたちは、ものの一時間ほどで霞ケ浦を突っ切った。最深部に達したとき、葦原で大きな水音がしたかと思うと、水中を大きな影が横切り、素早く姿を消した。幅の広い菱形だったので、たぶんトラバサミのようだ。これまでは陸上でしか見たことがなかったので、想像していたよりはるかに泳ぎがうまいことに驚く。

　葦の間から、深い森の間を縫って霞ケ浦に注ぐ緑色の川が見えた。事前に調べておいたところでは、桜川という名前らしい。筑波山は、すぐ目の前にそびえているようだったが、しばらく遡って行くと、両岸から張り出した木の枝に隠されて、見えなくなってしまった。

　途中で、川が二股に分かれていた。少し迷ったが、左手のより太い流れを選ぶ。さらに一キロほど進むと、うっそうと茂った木々の間から視界が開けた。桜川は筑波山の西側を北上しているようだ。

　これ以上進んでも、かえって筑波山から遠ざかることになると判断し、わたしたちは、上陸することにした。

「やった！　とうとう、こんなとこまで、やって来たぞ」

　真っ先に地面を踏みしめた瞬が、嬉しそうに言った。ついで、わたし、真理亜、守の順に降り立った。覚は最後だった。ずっと一人で精神集中を続けてきたので、ひどく疲れて気分が悪そうに見えた。覚は一人で茂みの方へ行って、少し吐いていたようだったので、わたしは、内心ひどく罪悪感を覚えた。

　とりあえず、カヌーを葦の間に隠すことにする。ここまで来れば誰かに見られることはまずないだろうが、万が一に備えてというくらいの気持ちだった。念のため、波にさらわれないよう、泥の中に深く錨アンカーを打ち込んでおいた。

「どうする？　もう少しすると、お昼だけど」

　守は、空腹を感じているらしく、期待を込めた表情で、みんなの顔を見回す。

「とりあえず、軽く背負えるだけの荷物を持って、山に登ってみようか。見晴らしのいいところで、お弁当を食べればいいんじゃないかな」

　覚がまだグロッギーなので、瞬が、みんなを引っ張っていく役を買って出た。同じことを覚が言っていれば、文句が出たかもしれないが、瞬の言葉だとすんなりと通ってしまう。それで、ナップザックを背負って、山登りに出発することになった。

　とはいえ、道なき道を進むのは、思った以上に骨が折れた。先頭を歩く人間が、呪力で蔦や雑草を切り開いていくのだが、五分もしないうちに疲れてしまい、交代しなければならなかった。

　加えて、閉口したのは、藪蚊や蟆ブ子ヨなどの吸血昆虫の襲来だった。その手の厭らしい虫は、八丁標の付近には、まったくといっていいほど棲息していないのに、このあたりでは、殺しても殺しても、際限なく湧いてくるのだ。よけいなことに間断なく呪力を使わなければならないために、みな、消耗が激しかった。わたしはといえば、サングラスのせいで小さな虫を見るのが困難だったせいで、ほとんど疲れ果ててしまったと言ってもいい。

　だから、唐突に目の前に異様な廃墟が現れたときには、誰もが、思わず立ちすくんでしまった。

「何、これ？」

　真理亜が、気味悪そうに訊ねた。怖じ気づくのも無理はない。公民館ほどもある大きな屋根の建物が、蔦や苔などの緑にすっかり覆われて、半ば森と同化しながら、ひっそりと息づいているのだ。

「……たぶん、筑波山神社だ」

　覚が、持ってきた古地図を眺めながら言う。まだ、いつもの調子ではないが、他のみんなとは違って、上陸したときよりは、多少、元気を取り戻しているようだ。

「神社？」

　反問しながら、わたしは、足下にいたヒキガエルを踏みつけそうになって上げかけた悲鳴を呑み込んだ。この山ときたら、そこら中に、この不格好な生き物がのそのそと這い回っているのだ。

「少なくとも、二、三千年の歴史がある由緒ある神社らしいよ。この建物も、千年前には、もう、相当古かったんじゃないかな」

　瞬が補足する。

「ここで、お弁当を食べる？」

　守が訊ねた。たしかに、みな、空腹にはなっていたが、こんなところで昼食というのも、ぞっとしない話だった。

　異議を唱えようとしたとき、左手から押し殺したような叫び声が聞こえた。また誰かがヒキガエルを踏みつけそうになったのだろうか。そう思って見ると、棒立ちになった覚の姿が目に入った。そして、駆け寄った瞬もまた、完全に硬直している。

「どうしたの？」

　気がつくと、わたしを除く四人が、完全に、木で偶く人形のような状態に陥っていた。誰一人、わたしの問いかけに応えようとはしない。

　いったい、どうしたというのだろう。わたしは、危うくパニックになりかけた。そして、四人の視線の先を見て、今度こそ金切り声で悲鳴を上げた。

　これまでに見たこともないような、奇怪な生き物がそこにいたのだ。

『悪魔のミノシロ』、『ミノシロモドキ』という言葉が、脳裏に浮かび上がる。たしかにそれは、一見、ミノシロに似ていた。だが、よくよく見ると、全然違う。

　長さは、五、六十センチくらいか。まるでゴムでできているように絶えず伸縮し続け、なおかつ表皮の一部が不規則に膨張と収縮を繰り返しているため、全体としては不定形と形容するしかない。しかも、背面には海ウ胆ニの棘に似た半透明の突起が数多く蝟い集しゆうし、その一本一本が、ミノシロや蛍などとは比較にならないくらい強烈な、七色の光を点滅させているのだ。

　千変万化する光は、重なり合い、干渉し合うことで、空中に、縞のような、渦のような模様を作り出している。赤いサングラスをかけていてさえ、その美しさは脳髄を痺れさせるようだった。

　ミノシロモドキは、虹色の残像を背後にたなびかせながら、ゆっくりと社殿の下に滑り込んでいく。

　自分の悲鳴で、脳の一部が覚醒したようだった。わたしは、覚と瞬に向かって叫んだ。

「早く……覚！　瞬！　捕まえて！　逃げちゃうわ！」

　だが、二人とも、何の行動も起こそうとはしない。ただ茫然と、ミノシロモドキが逃げ去るのを見送っているだけだ。

　わたしは、呪力を発動しようとして、ためらった。前にも述べたが、同じ対象に向かって、複数の人間が呪力を及ぼすことは、非常に危険である。先に誰かが視線を固定していれば、後の人間は、どんな事情があっても遠慮すべきなのだ。

　覚も、瞬も、ミノシロモドキを凝視している。普通なら、今にも呪力を使っておかしくない状態だった。にもかかわらず、二人とも、凍りついたように動かない。

　長い長い時間に思われたが、実際には、ほんの数秒のことだったのだろう。ミノシロモドキは、悠然と、蔦と丈の長い雑草で覆われた社殿の縁の下に消えてしまった。

　わたしは、依然として身動きしない四人を見て、途方に暮れていた。どうすればいいのかわからなかったし、そもそも、何が起こったのかさえ見当もつかない。肩に手をかけて揺すってみようかと思ったが、触ったとたんにばったりと倒れて死んでしまうのではないかという理不尽な恐怖に囚われてしまい、まったく動くことができなかった。

　最初に呪縛から解けたのは、意外なことに、守だった。

「……腹が減ったな」

　小さな声でつぶやき、周りを見回す。

「ええと。いったい、どうしちゃったんだろう？」

　ついで、真理亜、覚、瞬の順で動きがあった。三人は、その場にへたり込んだ。覚は、また、ひどく気分が悪そうな顔になっていた。瞬は、うつむいて両目を擦こすっている。

「わたしたち、死ぬのかしら？」

　真理亜の言葉には人をぎょっとさせる効果があり、皮肉なことに、すっかり覚醒させてくれた。

「あの話だったら、たぶん噓だから、気にしないでいい」

　覚が呻く。『たぶん』と付けたのは、噓つきは自分ではないというアピールだろう。

「それより、どうして、僕らは動けなかったのかな？」

「わたしも。え？　何で何で？　覚？」

　真理亜は、不安げに自分の両肩を抱きしめている。

「わかんないよ。あの光の点滅を見てたら、何だか頭がぼおっとしてきて、精神集中できなくなっちゃったんだ」

「あ！」

　わたしは、はっとして叫んだ。

「あのときの感じに、似てなかった？　ほら、清浄寺で、護摩壇の炎を見つめてたとき……」

「そうか」

　瞬は、ようやく立ち上がりながら、うなずいた。

「やっぱりそうだ。さっきのは、催眠術なんだ」

「何、それ？」

「大昔からある、人の心を操る技術さ。暗示をかけることで、眠らせたり、自白させたり、好きなことをさせられるらしいんだ」

　瞬は、どこからそんな知識を仕入れたのだろうと、不思議に思う。

「でも、早季は、この中では、一番平気だったよな。捕まえろとか、大声を出してたし。鈍感なのかな」

　覚の指摘に、わたしは、むっとした。

「違うわよ！　わたしは、サングラスをかけてたから……」

　一番感受性が鈍かったのは、まちがいなく守だろうと思ったが、八つ当たりもいいところなので黙っていた。

「催眠術では、赤と青の光のちらつきが有効らしいんだ。赤いサングラスで、その効果が半減したんだな。ちょっと見せて」

　瞬は、またもや、どこで知ったのかと思うような知識を披露すると、わたしが手渡したサングラスを、かけたり空に透かして眺めたりしていた。

「だけど、あいつに対して、まともに呪力を使えるのが早季一人だとすると、追いつめて捕まえるのは、かなり厳しいかもしれないな。あいつは、ああやって狭いところに潜り込むのが好きみたいだし」

「そうみたいね。ねえ、わたしたち、もう帰った方がいいと思うんだけど？」

　真理亜も、珍しく弱気になっていた。

「じゃあ、カヌーのとこまで戻ってから、お弁当を食べるのはどうかな？」

　守の意見は、はたして弱気に分類すべきなのかどうか、わからない。

　そのとき、わたしの頭の中で、一つのアイデアがひらめいた。

「だいじょうぶ！　捕まえられるわ」

　半信半疑だった四人の表情が、わたしの説明を聞いているうちに、やれそうだという希望に輝き始めた。正直言って、いい気分だったことは否めない。

　ミノシロモドキを捕えるという行為がどういう意味を持つのかは、このときはまだ、知るよしもなかったのだ。




「よーし、いいぞ。大漁だ」

　少し休憩を取ってすっかり元気を取り戻した覚が、満足げに言った。

「こいつらって、もしかしたら、けっこう美味しいかもしれないよ」

　こちらも、弁当をたいらげて、たっぷりと英気を養った守が言う。

「これを見て食欲を刺激されるのは、千人に一人だろうな」

　瞬は呆れ顔になったが、わたしも同感だった。

　わたしたちの前方、二メートルほどの高さに浮かんでいるのは、三頭のトラバサミだった。いずれも、観念したように身動きせず、泡を吹いている。三頭とも、甲羅の全体的な色合いは、濃い緑色と薄緑、茶色が混じり合ったものだが、意匠はそれぞれ違っていて、一番大きな個体は地図のような模様だった。中ぐらいの一頭には植物の根を思わせる細い縞が、一番小さな個体には、苔が生えたような細かい斑点が入っていた。

　地図模様のトラバサミを呪力で浮かせていた覚が、腹側がどうなっているのか見ようとしたらしく、くるりと回転させた。その瞬間、この蟹の獰猛な本性が、はからずも剝き出しになった。隣にいる細い縞の個体が視界に入ったらしく、遊泳用の第四脚を突っ張り、宙を泳ぐような動作をしながら、鋏をいっぱいに伸ばして襲いかかろうとしたのだ。

「うわっ。何だ、こいつ」

　覚は、一瞬怖じ気づいて逃げ腰になったのをごまかそうとして、にやにやと笑みを浮かべる。

　わたしたちは、頑丈なアケビの蔓つるで三頭の体を縛った。トラバサミができるだけ自由に動けるようにしつつ、蔓から抜け出せないようにくくりつけるのは、呪力を使っても容易なことではなかった。手芸が得意な真理亜が、両側に突き出たトラバサミの甲羅に二つの輪を引っかけて、中央で締める結び方を編み出したが、蟹は思ったより狡猾で、蔓が緩んで手が届く範囲に来たとたんに、鋏で引きちぎろうとする。そのため、背中の結び目から数十センチくらいまでは、節を抜いた竹に蔓を通し、トラバサミの鋏が届かないように工夫しなければならなかった。

　トラバサミの捕獲に始まり、予想以上に手間はかかったものの、結果は満足すべきものだった。三本の長い蔓の先に付けたトラバサミの姿は、どこか、太古の漁法である鵜飼いを彷彿とさせる。三頭を互いに近づけないように気を配りつつ、わたしたちは、ミノシロモドキの探索を開始した。

　蔓の先に結びつけた凶暴な蟹を操ることが、多少なりとも楽しいのではないかと考えていたわたしたちの期待は、完全に裏切られた。トラバサミは、不幸にも鋏の届く範囲内にいた、ありとあらゆる生き物を捕らえては、胸のむかつくような貪食ぶりを発揮したのだ。

　最初のうちは、トラバサミが満腹してしまうと、探索が滞るのではないかという心配で、捕まえた獲物をいちいち取り上げていたが、鋭い鋏で真っ二つにされて、もがき苦しんでいるアオダイショウやヒキガエルの姿には、心底うんざりさせられたので、なすがままにまかせるようになった。

　もし、そのまま、何の成果もなかったとしたら、これほどまでに不愉快な猟を提案したわたしは、ただ、みんなに恨まれるだけに終わっていただろう。

　だが、トラバサミを放して小一時間たったころ、真理亜が蔓を持っていた一番小さな蟹が、見事に金的を射止めた。

「また、何か捕まえたわ」

　社殿の縁の下を覗き込みながら、真理亜が心底厭そうな顔をして言ったのを覚えている。

「今度は、ちょっと大きいみたい……」

　それを聞いて、我々は全員、たじろいだ。哺乳類がトラバサミに捕まって喰われる様は、誰ひとりとして見たくないと思っていたはずだ。

「引っ張り出してみろよ」

　覚が、そっぽを向いて言う。

「手伝ってよ」

「自分でできるだろう？　呪力で蔓を引くだけなんだから」

「だって、気持ち悪いじゃない」

　真理亜は、訴えかける目をして、我々全員を見渡した。わたしは、自分の蟹が何か捕まえかけているというふりをして無二の親友の切なる願いを無視したことを、告白しなくてはならない。その少し前に、覚の蟹が捕まえた獲物をバラバラに解体しているのを見てしまったため、かなり気分が悪くなっていたのだ。

「じゃあ、僕がやるよ」

　白馬の騎士役を買って出たのは、意外にも、守だった。

　二人が縁の下からトラバサミを引き出す間、残りの三人は遠巻きにして見守っていた。ウサギか何か、可愛らしい動物だったら厭だなと思っていたのだ。

「あ……あっ！　あれ？　捕まえたんじゃないか？」

　最初に気づいたのは、瞬だった。その声で、全員がいっせいに、トラバサミが挟んでいる物に注目する。

「ミノシロモドキだわ！」

　真理亜が叫んだ。このとき、すぐに気づいてサングラスをかけたのは、わたしの目立たないファインプレイだったはずだ。

　アケビの蔓の先に繫がれている蟹は、二本の鋏で、しっかりと獲物を確保していた。

　まちがいない。さっき逃した奴だ。トラバサミが挟む凄まじい力にもかかわらず、その身体は切断されておらず、懸命に逃げようともがいている。そのとき、わたしたちの視線に気がついたらしく、突然、半透明の突起の先端が七色に輝き始めた。

「瞬！　覚！　捕まえて！」

　そう叫んだとき、わたしは、さっきと寸分違わない状況に陥っていることに気がついた。わたし以外の四人は、ただ突っ立っているだけだ。ミノシロモドキの催眠術に、まんまと嵌ってしまったのだ。

　わたしがやるしかない。さいわい、今度は強い味方がいる。催眠術など一切受けつけない低級な脳みそに、摑んだものは絶対に離さないという決意をみなぎらせ、ぶくぶく泡を吹いている凶暴な蟹が。

　サングラスをかけていただけでなく、今回は、最初から、光のパターンを見ないように気をつけていたので、頭の芯がくらくらするようなことはなかった。わたしは、薄目を開けて呪力を使い、光る突起を順番にねじ曲げて、引き抜いていった。

「破壊行為をやめてください」

　どこからか、突如として響いてきた柔らかい女性の声に、わたしはぎょっとした。

「誰？　どこにいるの？」

「あなたが損壊しているのは、公共の財産である図書館の備品です。今すぐに、破壊行為をやめてください」

　声は、目の前にいるミノシロモドキから聞こえてきていた。

「あんたが、わたしたちに催眠術をかけるからよ」

「光による眩惑は、端末機械の自己防衛策として、法令４８８７２２‐５項によって認められています。今すぐに、破壊行為をやめてください」

「そっちが催眠術をかけるのをやめたら、わたしだって、これ以上、光るものを引き抜いたりしないわ」

「重ねて警告します。今すぐに、破壊行為をやめてください」

　ミノシロモドキの石頭ぶりに、かちんと来て、わたしは言った。

「こっちも警告するわ。そっちがやめなきゃ、こっちもやめないわよ。その光ってるやつを、全部引き抜いちゃってもいいのね？」

　驚いたことに、ミノシロモドキは、ぴたりと発光をやめた。単純きわまりない脅しだったのに、功を奏したらしい。

「だいじょうぶ？　みんな」

　わたしは、四人の様子を見たが、全員、かなり控えめに表現したとしても、茫然自失の態だった。

「今すぐ、みんなにかけた催眠術を解いて！　さもないと、全部、毟むしってやるから」

　わたしが厳しい声で言うと、ミノシロモドキは、慌てたように応答した。

「光による眩惑の影響は、時間とともに減衰していきます。国立精神医学研究所の医学レポート４９４６３１６５号に示されるとおり、後遺症はいっさい認められません」

「催眠術を、解きなさい。今、すぐ、よ。さもないと……」

　その先を続ける必要はなかった。ミノシロモドキは、突然、耳をつんざくような大音響を発した。思わず耳を押さえてうずくまると、四人が、夢から覚めたように動き出すのが見える。

　わたしは、ゆっくりとミノシロモドキの方を振り返った。舌と口蓋の間には、顎が外れそうになるほどたくさんの質問が詰まっている。

「あんたは、誰？　いったい何なの？」

「わたしは、国立国会図書館つくば館です」

「図書館？」

「機種および型番をお尋ねでしたら、Panasonic自走型アーカイブ・自律進化バージョンSE-778H [image: ]ラムダです」

　後の説明は何を言っているのかわからなかったが、いくら化け物とはいえ、あまりにも突拍子もない自己紹介だった。たとえば、街を歩いているときに、向こうからにこやかに近づいてきた人が、こんにちは、私は公民館ですとか、学校なんですとか言うようなものではないか。

「あんたは、あんた自身が図書館だって言ってるの？」

　わたしは、慎重な言葉遣いで訊ねてみた。

「そうです」

　あらためて、ミノシロモドキのボディをつくづくと眺めてみる。不規則なくねくねした動きや、発光が止んでしまうと、たしかにそれは、作り物のようにも感じられる。

「じゃあ、本はどこにあるわけ？」

「紙媒体に印字されたインターフェイスは、すでに、ほとんどが酸化して朽ち果てたか、戦乱および破壊行為によって焼しよう尽じんされたために、現在、存在は確認されていません」

「よくわからないけど、要するに、本はないってこと？　だったら、あんたは、空っぽの図書館なの？」

「すべての情報は、アーカイブに搭載されている、容量８９０ＰＢペタバイトのホログラフィック記憶デバイスに収められています」

　何を言ってるのか、全然わからない。

「……もし、あんたが、わざと難しい言葉を使って煙に巻こうとしてるんだったら、やっぱり、その触手みたいなやつを全部引き抜いた方がいいかもね」

　わたしは、常日頃からこんな脅しを得意にしているわけでは、けっしてないのだが。

「すべての書籍の内容は、私の内部にある記憶装置に保存されており、随時呼び出しが可能です」

　ミノシロモドキは、ほとんど即答した。依然としてほとんど意味不明だが、少しはましになったと思う。

「すべての書籍って、どういうことなんらよ？」

　ようやく喋れるようになった覚が、横から口を挟んだが、呂律が回っていない。

「西暦二一二九年までに日本語で出版されたすべての書籍、三千八百二十四万二千五百六冊及び、英語など他の言語で印刷されている参考図書、六十七万千六百三十冊のことです」

　わたしたちは、顔を見合わせた。茅輪の郷にある神栖66町最大の図書館でも、ふだん公開されている蔵書はせいぜい三千冊足らずであり、地下の大書庫にあるすべての書籍を併せたとしても、おそらくは一万冊に満たないだろう。このちっぽけな身体に、その四千倍近い数の書籍が納まっているというのは、覚も真っ青なホラ話にしか思えなかったのだ。

「随時呼び出しが可能っていうのは、いつでも読めるっていうこと？」

「おっしゃるとおりです」

「じゃあ、たとえば、わたしが何か質問したとすれば、あんたは、その、すごく小さくてたくさんの本の中から、正解を探し出せる？」

　半信半疑で訊く。

「はい。検索に要する時間は、平均で六十ナノ秒です」

　ミノシロモドキ、あるいは国立国会図書館つくば館は、誇らしげに答えた。六十ナノ秒というのは、よくわからないが、六十秒なにがしとでもいう意味だろうか。

「そ、それじゃあね……訊くけど……！」

　わたしは、急に興奮を感じ始めた。今まで知りたかったことについて、ほとんど何でも答えが得られるというのだ。頭の中に、いちどきに百もの質問が駆けめぐる。

「なんで、このあたりには、こんなにヒキガエルが多いんだ？」

　タッチの差で、覚が、世にもくだらない質問をしてしまった。

「あなたは図書館なのに、どうして、そんな姿をしてるの？」

　これは、真理亜。瞬も何か訊こうとしたようだったが、まだ催眠術で頭が痺れているらしく、発音が不明瞭で聞き取れない。

「わたしはね……わたしが訊きたいのは」

　ようやく、一番訊きたいことがまとまった。

「悪鬼っていうのは、本当にいるの？　それから、業魔は？」

　それから、わたしたちは、固唾を呑んで待ち続けた。だが、六十秒が過ぎ、二分、三分が経過しても、ミノシロモドキはうんともすんとも言わない。

「おい。答えはどうしたんだよ？」

　覚が、とうとう我慢しきれなくなって詰問した。

「質問・検索サービスには、利用者登録が必要です」

　ミノシロモドキの声には、わたしたちを無用に待たせたことへの罪悪感は、微塵も感じられなかった。

「なんで、それを最初に言わないんだよ？」

　覚の声が、少し険悪になった。

「利用者登録って、どうするの？」

　ミノシロモドキは、覚を無視して、後の真理亜の質問にだけ反応した。

「登録ができるのは、満十八歳以上で、氏名・住所・年齢を証明するために、以下のものが必要です。運転免許証。保険証（住所記載のあるもの）。パスポート（生年月日の記載《旅券部分》と、現住所記載部分のコピーが必要です）。学生証（住所・生年月日の記載のあるもの）。住民票の写し（三ヵ月以内に発行されたもの）。公的手帳及びそれに準ずるもの。これらは、すべて、有効期限内のものです」

「十八歳以上？　でも、わたしたちは……」

「なお、次の書類は不可となりますので、ご注意ください。社員証、学生証（住所または生年月日の記載のないもの）、定期券、名刺……」

　ミノシロモドキが羅列しているのは、たぶん、遠い昔に効力を持っていた紙切れの名前だろう。歴史の時間に、人間より紙切れに重きを置いていた奇妙な時代について習ったことがあったので、見当が付いた。

「そういうものは、何もないんだけど、どうすればいいの？」

　わたしは訊ねた。

「利用者登録が未完了の場合は、質問・検索サービスをご利用になることはできません」

　ミノシロモドキは、相変わらず柔らかく品のいい声で言った。

「じゃあ、しかたがないわね。とりあえず、あんたをバラバラに分解して、中に入っている本を見てみることにするわ」

「破壊行為は、刑事罰の対象となります」

「どうしよう？　とりあえず、触手を全部抜いてから、半分に割ろうか？」

　わたしは、覚に向かって料理の手順を相談するように言った。

「そうだな。真っ二つにする前に、あのゴムみたいな皮を剝いだ方がいいかもしれない」

　覚は、わたしの意図を察知して、にやにやしていた。

「……書類による手続きは省略されました。これより利用者登録を開始します！」

　ミノシロモドキは、前にも増して感じのいい女性の声で明るく叫んだ。

「ご利用になる方は、お一人ずつ、できるだけはっきりした発音でお名前をおっしゃってください」

　言われるままに、一人ずつミノシロモドキの前に立って、名前を言った。

「虹彩・声紋認証および脳核磁気共鳴画像認証が完了しました。利用者登録は有効です。青沼瞬様、秋月真理亜様、朝比奈覚様、伊東守様、渡辺早季様は、本日から数えて、三年間、質問・検索サービスをご利用になれます」

「じゃあ、このあたりには、なんで、こんなにヒキ……」

　またもや愚にも付かない質問をしそうになった覚の口を、瞬が右手で塞いだ。

「聞きたいことは山ほどあるんだけど、まず、さっき早季がした質問の答えが知りたい。……悪鬼っていうのは、本当にこの世にいるのか？　それから、業魔は？」

　ミノシロモドキは、今度は一秒も考えなかった。

「悪鬼という言葉は、データベース上に六十七万千四百四十一件存在しますが、二種類のラフ集合に分類されます。①は古代からの伝承に散見される想像上の存在で、悪魔や妖怪、食しよく屍し鬼きなどと同一視されることもありますが、実在はしていません。②は、先史文明の末期に現れたラーマン・クロギウス症候群、別名『鶏フオツク小ス・イ屋ン・ザの・ヘン狐ハウス』症候群に該当する精神病質者を指す言葉です。現在は、その存在は確認されていませんが、かつて存在したことは厳然たる事実であり、将来、再び誕生する可能性は高いと思われます」

　わたしたちは顔を見合わせた。ミノシロモドキが語る言葉が十全に理解できたわけではなかったが、その内容が、わたしたちがけっして教えられることがなく、絶対に知ってはならないはずの知識であることは直感できたのだ。

「業魔とは、やはり先史文明が崩壊する直前に出現した、橋本・アッペルバウム症候群の重篤期患者に対する俗称です。悪鬼と同様、現時点で生存している業魔はいないと考えられますが、再発生の危険性は常にあります」

「それは……」

　瞬が、質問をしかけてためらった。

　わたしは、青ざめた横顔を見て、彼が考えていることは痛いほどわかった。

　これ以上、訊かない方がいい。無意識からの警告はそう告げていた。

　だが、いけないとわかっていてもパンドラの箱を開けてしまうのが、有史以来変わることのない人間の性さがなのである。
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「……先史文明において、長くオカルトの薄闇の中に置かれてきた念動力現象、すなわちサイコＰキネシスＫが、科学の曙光によって照らし出されたのは、キリスト教暦二〇一一年のことでした」

　ミノシロモドキは、淡々と説明した。抑揚には知性が感じられ、女性らしい潤いもある、とても魅力的な声だったが、発音が端々まであまりにも正確なため、かえって非人間的な感じがした。

「それ以前に、公衆の面前や科学者の監視下で行われたＰＫの実験は、必ずといっていいくらい、無惨な失敗に終わっていました。しかし、二〇一一年に、アゼルバイジャン共和国の認知科学者イムラン・イスマイロフが首都バクーで行った実験は、ほぼ完璧な成功を収めました。量子力学の分野では、観察すること自体が対象に影響を及ぼし変化させるというパラドックスが知られていましたが、ＰＫにおいては、それが微視的ミクロスコピツクな世界から巨視的マクロスコピツクな事象にまで拡大されるだろうと予言したのは、科学者としては、イスマイロフが初めてです。実験結果に対して否定的な予想を抱いている観察者は、ＰＫの発動への潜在的な対抗力カウンターパワーとしてはたらき、実験に深刻な影響を及ぼすことから、イスマイロフは、観察対象を可能な限り細分化し、観察者の誰一人実験内容の全体像がわからないようにした上で、イスマイロフ本人を含め実験意図を知る人間からは日時と場所を隠すという、多重盲検法によって……」

　わたしたち五人は、魅入られたようにミノシロモドキの語る長い話に聞き入っていた。話の内容は一パーセントも理解できなかったが、わたしたちの耳から脳に流入した言葉は、乾いた地面を潤す雨水のようにスムーズに吸収されていった。

　それまでのわたしたちの世界に関する知識は、一群の最も重要なピースが欠けている、ジグソーパズルのようなものだった。そして、ミノシロモドキの言葉は、その欠落を埋め、好奇心の渇をいやしてくれるものだったのだ。

　だが、それにより浮かび上がってくるのが、身の毛もよだつような地獄絵図であるとは、想像もしていなかった。

「……イスマイロフが見出した世界で最初の超能力者、ノナ・マルダノワという十九歳の女性にできたのは、透明なチューブに密閉された羽毛のように軽いプラスチックのボールを動かすことだけでした。しかし、ある種の化学物質の溶液中で、最初に生まれた一つの結晶が周囲を同じ結晶に変えていくように、彼女はいわば、人類全体の変化を促すための種結晶の役割を果たしたと考えられます。彼女に続いて、世界中の人々の中で、それまで眠っていた力が目覚め始めました」

　いつのまにか、真理亜が横に来ていて、わたしの手を強く握った。人類は、いかにして、神の力である呪力を手にしたのか。その最初の挿話は、わたしたちの歴史の教科書の中でも、どこか曖昧にぼかされていた。

「……ＰＫを獲得した人間の数は急激に増加して、最終的に、世界の総人口の〇・三パーセントにまで達しましたが、そこで高プ原ラ状ト態ーに移行しました。その後、長期にわたった社会的な混乱状態のために、資料や統計類はほとんど消失してしまいましたが、ＰＫ能力者には統シ合ゾ失イ調症ド型のパーソナリティが占める比率が高かったという調査結果が残っています」

「たったの、〇・三パーセント？」

　覚が、不審げにつぶやいた。わたしも、その点は不思議だった。残り九十九・七パーセントの人間は、いったい、どうなってしまったのだろう。

「社会的な混乱状態って、どういうこと？」

　真理亜が訊ねた。

「最初は、一般人の側において、ＰＫ能力者に対する排斥運動が起きました。黎明期においては、能力者は、きわめて微弱なパワーしか揮ふるうことができませんでしたが、それでも、当時の社会秩序を破壊するのに充分な可能性を秘めていました。日本においてその決定的な引き金となったのは、少年Ａが起こした事件でした」

「少年Ａって？　それ、名前？」

　守が、眉間に皺を寄せて訊く。

「当時、未成年者が犯罪を犯した場合、実名報道がされることは、ほとんどありませんでした。そのため、Ａという符号で呼ばれていたのです」

「その子は、何をしたの？」

　わたしは訊ねた。最悪でも、人のものを盗んだというくらいの答えを予期して。

「Ａの能力は微弱なものでしたが、ある日ふと、ＰＫを使えば、どんな錠前も自在に開けられることに気づきました。彼はその能力を使って、深夜、集合住宅の部屋に侵入を繰り返し、就寝中の女性十九人に性的暴行を加え、うち十七人を殺害したのです」

　わたしたちは、凍りついた。自分の耳で聞いている言葉が、とても信じられなかった。性的暴行。そして、殺人。……人を殺すこと。

「待ってくれよ。そんな、馬鹿な。ありえないだろう。だって、その、Ａって奴だって、人間なんだろう？　人間が、人間を殺したって？」

　覚が、かすれた声で叫んだ。

「そうです。さらに、Ａの逮捕後にも同様の事件が相次ぎましたが、それらの多くは、結局、犯人が特定できず、迷宮入りとなりました。それも、監視カメラの機能を狂わせるなど、ＰＫを使った手口によるものでした。その結果、一般人の怒りは、ＰＫ能力者全体に向けられ、隠微な嫌がらせから公開処刑に近いリンチまで、様々な暴力事件が頻発しました。こうした状況に対して、能力者の側でも、防衛のための組織が続々と生まれましたが、そのうち最も尖鋭化した組織では、一般人を淘汰して能力者だけの社会を樹立することを謳い、ついにはＰＫを使った無差別テロを行うに至りました。これに、様々な政治的、人種的、思想的対立が複雑に絡み合い、世界中は、いつしか、混沌とした戦いの時代に突入したのです。かつて経験したことのない、万人の万人に対する戦闘状態が、いつ果てるともなく続きました」

　わたしは、啞然としてみんなの顔を見回した。誰もが恐怖のあまり、表情を失っていた。守は、両手で耳を塞ふさぎ、その場にうずくまっている。

「……軍事超大国アメリカでは、ついに、能力者を根絶するための内戦が始まりました。電気ショックを与えて能力者を見分ける簡易判別機と、国中に溢れていた銃器によって、北米大陸の能力者は、一時期、人口の〇・三パーセントから、〇・〇〇〇四パーセントにまで激減しました」

　覚は、ずっと首を振りながら、噓だ、噓だとつぶやき続けている。

「……一方、科学技術大国のインドでは、能力者と非能力者のＤＮＡの差異を突き止めることに成功し、すべての人類に遺伝子操作によってＰＫ能力を付与する研究が急ピッチで進められていました。残念ながら、この試みは実を結びませんでしたが、このときの研究データは、後になって、別の形で役立てられることとなりました」

　わたしは、夢から覚めたような気分で、トラバサミに挟まれている奇怪な生物・機械を見た。これは、もしかしたら、地獄からよこされた悪魔ではないのか。わたしたちを迷わせる奇怪な言葉を吐き続け、最後は、精神の平衡を失わせてしまうために。

「……皮肉なことに、間断なく生命の危機を感じさせられる状況により、生き残った能力者たちのＰＫは、飛躍的な進化を遂げました。当初、ＰＫは、脳で糖を分解して得られたエネルギーを投射しているのにすぎないと考えられていたのですが、それが間違いで、事実上、使えるエネルギーに上限がないことが判明しました。この当時、最強の能力者は、すでに、核兵器をしのぐ力を手にしていたようです。そして、能力者側の反攻で形勢は逆転し、地球上のすべての政府は事実上瓦解しました。ここにおいて、現在の史書には載っていない文明、すなわち先史文明は完全にリセットされました。時計の針は逆回りして、再び暗黒時代へと戻ったのです。世界の人口は、戦乱と飢餓、疫病の発生等により大幅に減少し、最盛期の二パーセント以下になったと推計されています」

　頭の芯が痺れている。実に嫌な気分だった。わたしは、ミノシロモドキのお喋りを止めたいと思ったが、何を言っていいのかわからず、唇から言葉を発することすら困難になりつつあった。おそらく、みんなも同じ状態だったと思う。

「……約五百年間続いた暗黒時代に関して、世界の状態を正確に記述することは不可能です。インフラの崩壊に伴い、インターネットは寸断され、自然消滅しました。情報が、再び、地理的な壁によって阻まれるようになり、人々は閉ざされた狭い世界に住むようになりました」

　ミノシロモドキは、まるで楽しいことを話しているような声で続けた。

「しかし、この間も、細々とながら書籍は発刊されていました。この時代で最も信頼が置ける文献では、東北アジアにおいては、人間の社会は四種類の相容れない単位に分断されていました。人口が激減したことで、皮肉にも、ある程度の棲み分けが可能になったのです。第一は、少数のＰＫ能力者が多数の一般人を支配する奴隷王朝。第二は、山野に隠れ住み、移動し続けることで奴隷王朝の脅威から逃れていた非能力者の狩猟民。第三は、家族単位で放浪し、ＰＫによって襲撃と殺戮を繰り返していた略奪者たち。そして最後は、先史文明の遺産により電力供給を維持し、細々と科学技術文明を伝承していた集団です。いうまでもなく、書籍の発行を継続していたのは、第四の人々です」

「書籍って……さっき言ってた、君の中に入る、ものすごく小さな本を作ってたってこと？」

　瞬が、咳払いをして、わたしたち五人の沈黙を破った。ようやく話題が変わって、少しほっとした空気が流れた。

「いいえ。古い活版印刷の技術を復活して作られた、普通の書籍です。私たち図書館は、それをスキャンして、文字データを取り込むのです」

　肝心なところになると、急に何を言っているのかわからなくなる。

「じゃあ、君たちは、第四の集団と一緒にいたの？」

「定期的な接触はありましたが、かといって常に行動を共にしていたわけではありません。図書館の存在意義は、人類の財産である知識を守ることにあるのですが、残念なことに、ある時点から、図書館は多くの人々にとっての攻撃目標になってしまいました。そのため、ロボット工学の発達に伴い、待避能力を持つ自走型アーカイブが考案されたのです。都市部においては、一時期、下水道の中を自由に往来できる機種なども作られました。しかし、都市そのものが核攻撃などによって機能を停止してからは、野生の生物と同様に、野外において雨露に耐え、自らエネルギーを摂取することにより完全な機能を保てるタイプだけが生き残りました。さらに改良が加えられ、環境に応じて自らの形を変えていけるようになったのが、自律進化バージョンである、私です」

　ミノシロモドキは、誇らしげに言う。

「自らエネルギーを摂取……って、君は何を食べてるの？」

　守が、しゃがみ込んだまま顔を上げて訊ねた。

「利用できるサイズの生物です。水中にいる微生物などは、そのまま吸収し、消化します。また、好機に恵まれれば、小型哺乳類などを捕獲して、吸血する機能もあります」

　想像するだけでもおぞましく、わたしは、ミノシロモドキから目をそむけた。

「……それから、どうなった？　暗黒時代から、僕らの時代の間までには、いったい何があったの？」

　瞬が、話を元に戻す。

「暗黒時代には、人間の集団は、さっきの四つしか残ってなかったんでしょう？　だったら、そのうちのどれが……？」

　わたしも、ようやく気がついた。わたしたちは、四種類しかなかった集団の、いずれかの直系の子孫だということに。

「四つの集団のうちで、最初に衰微していったのは、略奪者たちでした」

　ミノシロモドキの言葉に、少しだけほっとする。

「略奪者は、数人から二、三十人までの血縁者によるグループで、敵に対してはためらいなくＰＫを行使し、場合によっては、一村を皆殺しにするなどの大量虐殺も厭わなかったため、非常に怖れられていました。しかし、その存在は常に不安定でした。略奪者の側は、獲物である奴隷王朝の民や遊牧民を根絶やしにするわけにはいかなかったのに対し、相手から見れば、略奪者は危険な害虫でしかありません。そのため、非能力者たちは、あらゆる手段を使って略奪者を駆逐しようと努めたのです」

「あらゆる手段って？」

　よせばいいのにと思ったが、覚が訊ねる。

「略奪者は、なぜか、先史文明の遺物である自動二輪車を好んで移動に用いていました。エンジンとタイヤは、すでに製造不可能でしたが、当時、ＰＫを使った製鉄の技術は復活していました。略奪者たちは、重さ数百キロの鋼鉄製の骨組みフレームに鋼鉄の車輪を取り付けると、ＰＫによって時速三百キロものスピードで火花を上げながら平原を疾駆し、村々を襲っていたのです。非能力者である村人たちにとって、地平線に見える砂煙と轟音は死に神そのものを意味していました。このため、村人たちは、略奪者の通り道に陥おとし穽あなを掘り、尖った竹を底に槍やり衾ぶすまのように立てたり、肉眼では見えにくい細いワイヤを、首の高さに張り巡らせたりしました。また、単純ながら殺傷能力の高い地雷や、間抜け罠ブービー・トラツプを仕掛けたり、略奪されるであろう食物に遅効性の毒を仕込んだりしておいたほか、略奪者に暴行される娘を人ひと身み御ご供くうとして選び、致死的な伝染病に感染させた例すらあったようです」

　再び気分が悪くなってきて、わたしは、吐き気をこらえなければならなかった。

「もちろん、略奪者側の報復はさらに恐ろしいもので、多くの村が容赦ないＰＫの行使で根絶やしにされました。しかし、略奪者の凋落に決定的だったのは、略奪者同士の抗争と仲間割れでした。血縁があるとはいえ、共通の敵や獲物に対する利害だけで結びついていたグループだったので、構成員の間に、いったん些細な敵意が兆すと、先にやらなければやられるという妄想的な恐怖が際限なくエスカレートしていって、最後は破滅的な結果を迎えるしかなかったのです」

　全員、汗を拭ったり頭や腹を押さえたりと、具合が悪いように見えたのだが、とうとう、守が茂みに向かって嘔吐し始める。

「やめろ！　黙れ！」

　覚が叫んだ。

「みんな、もうこれ以上、こいつの話を聞くな！」

「いや……待ってくれ。あと少しだけ、訊きたい」

　瞬が、真っ青な顔をしながら言った。

「略奪者のことは、もういい。他の三つの集団は、どうなったんだ？」

「東北アジアに割拠していたおよそ十九の奴隷王朝は、互いに不可侵、不干渉を守ることで六百年以上永らえました。その期間、日本列島には四つの奴隷王朝が併存しましたが、私の中に記録があるのは、関東一円から中部地方までを支配していた神聖サクラ王朝についてのみです。神聖サクラ王朝は、関西以西を版図とした新ヤマト王朝に次ぐ長い治世を誇りましたが、五百七十年の間に即位した王は、実に九十四代を数えます」

「九十四人全員の伝記は、いらないわよ」

　真理亜が、眉を顰しかめて言った。

「なんで、そんなに頻繁に、王様が交代したんだ？」

　瞬は、五人の中でも一番気分が悪そうだったが、歯を食いしばるようにして訊ねる。

「『神聖サクラ王朝の研究』という書物は、先史文明の歴史学者Ｊ・Ｅ・アクトンの箴しん言げん、『権力は腐敗し、絶対権力は絶対的に腐敗する』を引用しています。奴隷王朝を支配するＰＫ能力者は、人類の歴史に類を見ない、文字通り神に近い絶対的権力を手にしましたが、その代償もまた、途轍もなく大きなものでした」

　ミノシロモドキの語り口は巧みで、わたしたちは、ついつい聞き入ってしまう。

　神聖サクラ王朝の権力機構は、数人のＰＫ能力者による寡頭政治から、粛清に次ぐ粛清をへて、最終的には、一人の能力者による絶対王政へと収しゆう斂れんしていったらしい。

「王は常に所在を隠し、また無数の影武者を帯同していましたが、数多くの能力者が王朝に存在していた場合、ただ単に姿を見て念じるだけの暗殺の企てを、すべて防ぎきるのは不可能だったのです。そのため、略奪者が姿を消して以降は、ＰＫ能力を持つたった一つの家系が数十万人の国民を統すべるようになりました。しかし、そうしてもなお、真の平和と安定は訪れなかったのです」

「……もう、帰ろうよ。何だか、すごく疲れたし、さっきから、喉も渇いてきたんだ」

　守が、両手で耳を塞いだまま泣き声で訴えたが、誰一人としてその場から動かなかった。

「『神聖サクラ王朝の研究』は、比較的長く権力を保った六人の王について考察を加え、共通する特異な精神疾患について分析しています。この調査のために、『フィールド歴史調査学会／サクラ観察グループ』では、十数人の調査員が命を落とさなければなりませんでした」

　わたしたちのうち、守を除く四人は、このときすでに新たな催眠術にかかっていたのかもしれない。ミノシロモドキの声は、まるで、鼓膜を貫いて、直接脳の内側に響いてくるようだった。

「それぞれの王の死後には、生前の業績に応じて諡おくりなが付けられましたが、それとは別に、一般民衆の付けた悪あく諡しも残っています。第五代皇帝、大だい歓かん喜ぎ帝ていの即位に際しては、民衆の歓呼と喝采が三日三晩止まなかったという記述があります。単に誇張した表現だと思われていたのですが、後に、これが事実であったことがわかりました。最初に拍手をやめた者から百人までを、祝典の生け贄としてＰＫで人体発火させ、苦悶する黒い炭の像を造って王宮に飾ることになっていたからです。民衆は、このことから、大歓喜帝に阿あ鼻び叫きよう喚かん王おうという悪諡を奉りました」

　ミノシロモドキは、単調な声で続けた。

「第十三代愛あい隣りん帝ていは、酸さん鼻び女じよ王おうという悪諡で知られています。少しでも自分の意に沿わない人間を、毎朝、この上なく酷たらしいやり方で公開処刑することに、彼女が無上の喜びを感じていたからです。このため、宮中で働く者の間では、嘔吐をしないように、絶食で胃を空にしてから出仕するのが、当時の習わしとなっていました」

「……第三十三代皇帝、寛かん恕じよ帝ていは、生前より、豺さい狼ろう王という異名で呼ばれていましたが、それがそのまま悪諡に変わりました。帝が気まぐれに市中を散歩した後には、まるで禽獣に食い荒らされたような無惨な死体の山が築かれたからです。寛恕帝のＰＫのイメージは、巨大な獣の顎で、生きた人間の四肢を食いちぎることを好みましたが、一部の遺体には、寛恕帝自身の歯形が残っていたとも伝えられています」

「……寛恕帝の息子、第三十四代皇帝醇じゆん徳とく帝ていは、死後、外げ道どう王おうと号されました。十二歳のときに、長椅子でうたた寝をしていた父、寛恕帝の首を生きたまま引きちぎって、犬の餌にしたことは、むしろ民衆の賞賛を得ました。しかし、後に醇徳帝の胸中に兆したのは、自らも殺されるのではないかという恐怖でした。そのため、醇徳帝は、幼い弟や従兄弟、子供たちが成長すると、次々と命を奪い、遺体をゴカイやフナムシなどに喰わせました。ところが、ＰＫ能力を持った後継者が数少なくなってくると、醇徳帝の権力基盤は、別の危機に曝されました。非能力者である民衆による暗殺の企てが起き始めたのです。やがて、醇徳帝は、誰彼かまわず、人間を生きながら下等な動物の餌食にすることに異常なまでの情熱を傾けるようになりました」

「……第六十四代皇帝、聖せい施し帝ていには、即位のはるか以前から鴟ふく梟ろう女じよ王おうという仇名がありました。奇怪な神秘主義に傾倒した挙げ句、怪物のようなフクロウのイメージを創り出し、満月の晩に、妊娠している女性を攫さらっては、腹を割いて胎児を取り出し、串刺しにして、異様な神を祀った祭壇に捧げることを、自らの使命と考えていたからです」

　わたしは、身震いした。わたし自身、呪力を使うのによく似たイメージを用いたことがあり、闇を飛翔する巨大な猛禽の姿が、はっきりと脳裏に浮かんだのだ。

「……王朝の末期になると、王を後継者が殺害して王位を簒さん奪だつするのが通例になりました。後継者が思春期になり、ＰＫが発動した瞬間から、先王の命は風前の灯火となったのです。そのため、王子たちは常に厳しく監視され、もし叛はん心しんありと見なされれば、先手を打って殺害されたり、両目を潰されて地下牢に幽閉されたりということも、日常茶飯事でした。第七十九代皇帝、慈じ光こう帝ていは、九歳の誕生日の深夜に、ＰＫが使えることに気がつきました。慈光帝は、払ふつ暁ぎようの王宮へ赴き、ずらりと並んだ壁へき龕がんに飾られている巨大な壺の一つの背後に隠れました。そこは、ちょうど玉座を見通せる位置にあったのです。やがて、朝早く、父である誠せい心しん帝ていが現れて玉座に座った瞬間に、慈光帝は誠心帝の心臓を停止させました。さらに、ＰＫを使って誠心帝が生きているような姿勢を保たせておき、謁えつ見けんに現れる先王の腹心や側近の首をニワトリのように捻って殺し、壁龕の壺の中に隠しました。その数は二十数人にも及びましたが、神聖サクラ王朝史上でも最悪の大量殺戮者とされる慈光帝にとっては、ほんの小手調べに過ぎませんでした。慈光帝は、呼吸をするように人を殺すと評され、ときには半ば無意識のままＰＫを行使して、臣下や領民を虐殺したのではないかとも言われています。その治世で、王朝の人口は半減し、野山に放置された遺骸のため、市中至るところが蠅の大群で真っ黒になり、腐敗臭は、何キロも先まで臭ったと伝えられています。今では、慈光帝という名は忘れ去られ、残っているのは屍し山ざん血けつ河が王おうという悪諡だけですが、そのあまりにも人間離れした性格を今に伝えるエピソードとして……」

「やめろやめろ！　やめろって言ってるんだ！」

　覚が、絶叫した。

「こんな話に何の意味がある？　こんなの、全部、でたらめかもしれないじゃないか？　瞬。もう、やめようぜ。聞かされてるだけで、頭がおかしくなりそうだ」

「……僕だって、こんな話を聞きたいわけじゃない」

　瞬は、血の気を失った唇を舐め、ミノシロモドキを見据えた。

「僕らの社会は、どうやって生まれたんだ？　知りたいのは、それだけだ。いいか、よけいなことは何も言うな。ただ、僕らの社会の成り立ちだけを説明しろ」

「五百年間の暗黒時代は、奴隷王朝の終焉によって幕が引かれました。すでに、大陸とはまったくの没交渉となっていましたが、日本列島を支配していたすべての王朝は、世代間の厳しい淘汰によって、ついにＰＫ能力者の血統が絶えてしまったのです。重しの取れた王朝は分裂して相争いました。山野を漂泊していた狩猟民は、王のいない奴隷王朝の村に対して攻撃を仕掛けましたが、村々はこれに合がつ従しよう連れん衡こうして対抗したため、戦火は拡大の一途を辿りました。わずか数十年の戦乱により、過去五百年の間にＰＫによって虐殺された死者をはるかに超える犠牲が生じました。この混乱を収拾するために、それまでは歴史の傍観者に徹してきた科学文明の継承者たちが、ついに立ち上がったのです」

　やっぱり、そうだったんだ。わたしの胸の中には、安堵とともに熱いものが広がった。わたしたちは、奴隷王朝の王の血を引いているのでもなく、ましてや略奪者の子孫なんかじゃない。ずっと人類の理性を守ってきたグループの、末裔だったんだ。

「……だけど、そこからどうやって、今の社会ができたんだ？　それに、奴隷王朝の民や狩猟民たちは、呪力……ＰＫがなかったんだろう？　その人たちは、いったいどこへ行ったんだ？」

　瞬は、矢継ぎ早に問いかけたが、ミノシロモドキの答えは、期待はずれだった。

「その後、現在に至る歴史について、信頼のおける文献はきわめて少数です。そのため、残念ながら、ご質問の点に関しては不明です」

「なぜ？　科学文明の継承者たちは、ずっと本を出版してたんでしょう？」

　真理亜が、唇を尖らせた。

「暗黒時代においては、そうでした。しかし、混乱状態を収拾し、新しい社会を作る中で、新しい方針が採用されたようです。あらゆる知識は両刃の剣であるとして、厳しい管理の対象となり、多くの書籍が焚書の憂き目にあいました。国立国会図書館つくば館、つまり私は、そうした状況を総合的に見て危険と判断し、多数の分身バツクアツプとともに、当分の間、筑波山中に待避する決定を下しました」

　ミノシロモドキの時間の感覚では、数百年というのも当分の間ということらしい。

「その後、図書館の外殻の意匠を変更して、無数の触手を持つミノシロに擬態しました。たとえ呪力を持った人間に発見されても、催眠術を駆使して逃れられるように、発光する機能をも開発し、付加したほか……」

「違う。そんなことが訊きたいんじゃない！」

　瞬が、苛立ったように言った。

「僕たちの社会は、いったい、それまでと何が変わったんだ？　いや、変わったんじゃないな。今のこの社会を築いたのは、科学文明を受け継いだグループだろう？　僕らの先祖だとすると、呪力を持っていたはずなのに、奴隷王朝の王や、略奪者たちとは違って、互いに争ったりしなかった。なぜなんだ？」

「そんなこと……」

　あたりまえじゃないと言いかけて、わたしは言葉を呑んだ。

　それが、あたりまえではないことに気づいたのだ。もし、この世にも醜い語り部シエラザードが語った話がおおむね真実で、人類の歴史が、そこまで血塗られたものだったのなら。つまり、もし、ヒトという生き物の本性が、トラバサミも真っ青なほどに暴力的なものであるなら、なぜ、わたしたちの社会だけが、例外的に争いとは無縁でいられるのだろうか。

「先史文明の末期に、ＰＫに潜んでいる無限の可能性、裏を返せばその恐るべき破壊力についての認識が深まってからは、いかにして対人攻撃を防ぐかが最大の懸案となりました。これに対しては、心理学、社会学、生物学などの分野から様々な研究がなされましたが、最終的に採用された方策が何かという点については、資料がありません」

「たとえば、どんな方法が考えられてたの？」

　わたしは、訊ねた。

「早くから指摘されていたのは、教育の重要性でした。幼児期の情操教育、母子関係から、道徳・倫理教育、洗脳的な宗教教育にいたるまで、あらゆる教育方法についての徹底的な議論が行われました。しかし、その結果わかったことは、教育はたしかに死活的に重要ではあるものの、万能ではないということです。どれほど完璧な教育制度を作ったとしても、人間の攻撃性を完全に封じ込めることは、とうてい不可能であると結論づけられました」

　様々な書籍から該当する箇所を抜き出してつなげているのだろうが、ミノシロモドキの口調は、まるで自らの信念を語っているように滑らかだった。

「その次に模索されたのが、心理学的な手法です。怒りの管理アンガー・マネージメントから、禅やヨガ、超越瞑想ＴＭなどを応用した精神的鍛錬、さらには、向精神薬を用いた極端な手法までが研究されました。いずれも有効ではあるものの、こちらも万能薬パナセアたりえないことは、すぐにあきらかになりました。しかし、心理テストや性格検査を駆使すれば、問題を起こす可能性のある児童は、ほぼ百パーセント事前に抽出できるという研究結果は、次の重要なステップである『腐ったリンゴ理論』につながりました。危険な因子を持った子供はあらかじめ排除するという考え方が、その後の主流となったのです」

　背筋を、冷たいものが流れた。考えたくないと思っても、考えずにはいられない。

　その考え方は、もしかしたら、今でもまだ引き継がれているのではないだろうか。和貴園でも。全人学級においても……。

「しかし、それでもまだ、危険を完全に回避するには不充分でした。ごく普通の市民、温厚で、多くの友人を持ち、円満に社会生活を送っている人間でも、怒りに我を忘れる瞬間はあります。研究によれば、人間の感じるストレスの九割以上は、他の人間に起因します。ほんの一瞬、激しい怒りと敵意を抱けば、目の前にいる人間の頭が破裂してしまうとしたら、いったいどうやって、平穏な社会生活を継続すればいいのでしょうか？」

　ミノシロモドキの語り口は巧みで、わたしたちは、反論することもできずに聞き入っていた。今から考えると、あの話術もまた、ミノシロモドキの自己防衛術の一つだったのかもしれない。

「心理学的なアプローチが行き詰まると、それを補う手段として、向精神薬などを用いた脳内ホルモンのバランス管理が導入されましたが、これも、すぐに限界を露呈しました。すべての人間に対して、常時薬を投与し続けることはできないからです。代わって脚光を浴びたのは、動物行動学でした。中でも注目されたのは、ボノボという霊長類の社会です。ボノボは、かつて、ピグミーチンパンジーと呼ばれていましたが、チンパンジーが頻繁に同種の仲間を攻撃し、ときには死に至らしめるのとは対照的に、ボノボの群れにおいては、ほとんど争いというものが見られません」

「どうして？」と、わたし。

「ボノボは、個体間の緊張やストレスが高まると、濃密な性的接触によって解消します。成熟した雄と雌の場合には性行為になりますが、同性間や未成熟な個体の場合でも、性器を擦り合わせるなどの疑似的な性行為を行うのです。これによって、争いは未然に防がれ、群れの秩序も維持されるわけです。霊長類の研究者と社会学者らは、人間の社会もまた、チンパンジー型の争いの社会から、ボノボ型の愛の社会へと作り変えることが急務であると主張していました」

「作り変えるって、どうするの？」

「『愛の社会へ』という本の中では、三段階の提言がなされています。第一段階としては、肉体的な接触を頻繁にすることです。握手する。抱擁する。頰に接吻をする。第二段階は、幼児期から思春期までの間は、異性間だけではなく同性愛的接触をも奨励することです。オルガスムスを伴う疑似性行為によって、対人的な緊張を和らげる習慣を付けさせること。そして、第三段階は、成人間においての完全なフリーセックスです。ただし、これには、簡便かつ信頼できる避妊法が不可欠になりますが」

　わたしたちは、互いに目を見合わせた。

「……じゃあ、昔の人は、そうじゃなかったの？」

　真理亜が、眉間に皺を寄せ、半信半疑の表情で訊ねる。

「現在の状況に関する資料がないため、比較は困難ですが、先史文明では、肉体的接触において様々なレベルのタブーがありました。また、多くの地域において、同性愛は忌避されるか抑圧を受けていました。フリーセックスに関しても同様です」

　わたしたちは、日常のあらゆる局面で他者と触れ合う。男の子と女の子、女の子同士、男の子同士、大人と大人、子供と子供、大人と子供。人と人との親密な交流は、基本的に善なのだ。もっとも、妊娠に至る可能性のある行為だけは特別であり、所定の条件を満たした上で、倫理委員会による許可を受けなくてはならないのだが。

「しかし、それでもなお不充分だということが、わかってきました。コンピューターによるシミュレーションでは、これまでに述べた措置をすべて完璧に講じた社会であっても、十年以内には、すべてが崩壊するという衝撃的な結果が出たのです。原因は明らかでした。ＰＫ後の社会では、社会の構成員全員が核ミサイルのボタンを所有しているのと同じことであり、たった一人の暴走によって、社会全体が崩壊に導かれうるからです」

　ミノシロモドキの話す内容は、相変わらず、半分くらいしか理解できなかった。にもかかわらず、語られている事態の深刻さだけは、ひしひしと伝わってくる。

「人間の行動は、教育や心理学、不良品を選別する生産工学の手法で、かなりの程度までコントロールが可能ですし、人間を一個の霊長類と見なした動物行動学の応用によって、さらに安全性を高めることができます。しかし、社会というダムを本当に守ろうとすれば、蟻の一穴も許すことはできません。そのための最終的な解決方法は、ヒトという生き物を社会性を持った哺乳類にすぎないと捉え直すことで、もたらされました」

　皮肉な話だった。ようやく人類は神の力を手に入れたのに、あまりにも強力すぎる力を制御するため、自らを、人から猿、猿からただの哺乳類へと、貶おとしめていかなければならなかったのだ。

「先史文明期の動物行動学者であるコンラート・ローレンツは、オオカミやワタリガラスのように強力な殺傷能力を持ち、かつ社会生活を行う動物には、同種間攻撃を避けるための生得的な機構が備わっていることを指摘しました。これが攻撃抑制です。一方、ネズミや人間のように、それほど強い攻撃力を持たない動物では、攻撃抑制が不充分であるため、しばしば同種間での過剰な攻撃と殺戮が行われます。したがって、ＰＫを持った人間が、なおかつ集団で社会生活を営むためには、強力な攻撃抑制を与えることが不可欠だったのです」

「でも、与えるって、いったい、どうやって？」

　瞬が、まるで独り言のようにつぶやいた。

「唯一有効な方法は、人間の遺伝子を改変することでした。すでに、オオカミのＤＮＡは解読が完了しており、攻撃抑制を司る遺伝子も解明されていました。ただし、それをそのまま導入しただけでは不充分です。攻撃抑制の強さは、攻撃能力に見合ったものでなければならないからです」

「つまり、人間に与えられた攻撃抑制は、オオカミどころじゃなく、桁外れに強力なものだったっていうこと？」

「現実に遺伝子操作によって付与するところまで進んだのかどうかは、資料がないため、推測の域を出ません。しかし、人間の遺伝子に組み込む予定のメカニズムは、二種類ありました。一つは、オオカミなどと同じ、普通の攻撃抑制。そして、もう一つは、『愧き死し機構』と呼ばれていたものです」

　衝撃が走った。愧死という言葉は和貴園時代から繰り返し学習し、わたしたちの意識に深く刻み込まれている。それは、すべての人間にとって、最も恥ずべき悪い死に方なのだ。

「当初、攻撃抑制を補完するために構想されていた『良心機構』は、ＰＫによる対人攻撃を実行しようとした場合に、思考の集中を妨げるような脳内のメカニズムでした。しかし、その効果は不安定で、結局、実現できませんでした。代わって開発されたのは、はるかに単純かつ決定的な効果を持つ『愧死機構』だったのです。『愧死機構』の作用機序は、以下のようなものです。最初に、自分が同種の人間を攻撃しようとしていると脳が認識すると、無意識にＰＫが発動して、腎臓および副甲状腺の機能を停止させます。これによって、不安、動悸、発汗などの警告発作が起きますが、その効果は、学習や、動機付け、暗示などによって、増強が可能です。この段階で、ほとんどの人間は攻撃を中止しますが、なおも攻撃が続行された場合には、低カルシウム血症による強テタ直ニーの発作で窒息死するか、カリウムの濃度の急増によって心停止にいたるのです」

「そんな……馬鹿な」

　覚が、悲痛な声で呻いた。

　それが本当だとしたら、わたしたちがそれまで信じてきたことは、いったい何だったのだろうと思った。わたしたちは、人間は、高い徳性を持つがゆえに神の力を授けられたと教えられてきた。だが、実際は、死の軛くびきがなければ互いに争うこともやめられない、オオカミやカラスよりはるかに劣る愚かな動物でしかなかったのだろうか。

「噓よ、そんなこと！　全部、でたらめだわ」

　真理亜が、嚙みつくように言った。

「でも、筋は通ってる」

　瞬が、低い声でつぶやく。

「信じるの、こんな話？」

　わたしは問いただしたが、瞬は、わたしに答える代わりにミノシロモドキに質問した。

「……悪鬼が現れたのは、その後のこと？」

　瞬の質問に、わたしは眉をひそめた。たしかに、わたしたちの質問はそこから始まった。だが、今のミノシロモドキの話に、悪鬼がどう関係するというのだろう。

「いいえ。悪鬼、すなわちラーマン・クロギウス症候群は、先史文明の崩壊以前にも存在していたという記録があります。また、業魔と呼ばれている橋本・アッペルバウム症候群も、ほぼ同時期に発生したと推定されています。ただし、その後に続いた混乱期と暗黒時代、戦乱の時期には、その存在が注目を浴びることはありませんでした」

　このときには、ミノシロモドキの言葉の意味がよく理解できなかった。今から思えば、暴力が世界を支配していた時代には、あまりにも死と流血が日常的だったために、彼らの存在がカモフラージュされたということだろうか。

「現在の、僕たちの社会が誕生してから、悪鬼と業魔が注目されるようになったわけか。だけど、今ある社会のシステムっていうのは、まるで、悪鬼と業魔を防ぐことだけを目的に構築されてるみたいじゃないか？」

　瞬は、鋭い声で質問を投げかけた。

「現行の社会体制については、資料がないので、お答えできません」

「しかし、どうして、悪鬼は、さっき言ってた愧死機構を……」

「ちょ、ちょっと待ってくれ」

　覚が、あわてたように質問に割り込んだ。

「瞬にはわかってるのかもしれないけど、僕らは、話についていけてないんだよ。悪鬼って……そのクロギウス何とかというのは、何のことなんだ？　それから、業魔っていうのは、悪鬼とはどう違うの？」

「ラーマン・クロギウス症候群とは、その別名が示すとおり……」

　わたしたちは耳をそばだてたが、その続きを聞くことは永遠にできなかった。

　ミノシロモドキは、突如として、胴中を挟んでいるトラバサミもろとも白熱する炎の渦に包まれたのだ。

　わたしたちは、思わず、その場から飛びのき、事態を呆然と見守った。さしもの頑固なトラバサミも、ミノシロモドキを放して炎から逃れようとした。ハサミをめちゃめちゃに振り回しながら突進し、身体を地面に擦りつけたが、超自然の炎は、いっかな消えようとはしない。トラバサミは、ガラスを引っ搔くような鳴き声を発すると、十本の肢を縮めて仰向けになり、とうとう動かなくなってしまった。

　ミノシロモドキも身体をくねらせて、泡だらけの粘液を大量に分泌し、消火に努めたが、地獄の業火には抗すべくもない。たくさんの触手は炎に炙られて萎び、黒く炭化していく。全身を覆っているゴムのような皮膚は、高熱で穴だらけになり、みるみるうちに燃え尽きてしまった。

　すると、燃えているミノシロモドキの上に、奇妙なものが現れた。

　小さな赤ん坊を抱いた、母親の姿。立体映像だった。母親は、涙を浮かべて、哀訴するようにこちらを見る。わたしたちは、息が苦しくなり、さらには身体が完全に硬直して、動くことができなくなった。

　不思議なことに、母子の映像が出現した直後、炎は消えた。だが、ミノシロモドキは、最後の切り札を出すのが遅すぎたのかもしれない。映像は、ちらついて奇妙な線が入り始めると、徐々に暗くなり、ふっつりと消えてしまった。

　ほどなく、ミノシロモドキは、トラバサミと同様に、まったく動かなくなった。表面は黒く焼け焦げ、悪臭のする白い煙が立ち上っている。

「誰だ……？」

　覚が、みんなを見回して、かすれた声で言った。

「誰って？」

　啞然としていた真理亜が、反問する。

「今の、見てただろう？　あんな燃え方をするなんて、ありえない。呪力で発火させたとしか思えないじゃないか。いったい、誰がやったんだ？」

　その答えが背後から聞こえてきたため、わたしは、文字通り飛び上がった。

「私だ」

　振り返ると、僧そう形ぎようの人物が立っていた。驚くほど背が高くて、眼光は鷹のように鋭い。剃り上げられた頭は青々としているが、面長の額には汗が浮いていた。

「それは、妄言を吹き込んでは人心を惑わす魑ち魅み魍もう魎りようの類だ。見つけしだい、焼しよう尽じんせねばならないのだ。君たちは、いったい、ここで何をしている？」

「僕たちは……」

　覚が答えようとしたものの、とっさにうまい言い訳が浮かばなかったらしく、絶句してしまう。

「夏季キャンプで、利根川を遡ってきたんです」

　真理亜が、フォローしようとする。

「君たちは、こんなところまでくる許可を、学校からもらっているのか？」

　僧形の人物は、腕組みをした。ますます、表情が険しくなる。これ以上、噓を重ねると、とんでもないことになりそうだった。

「……すみません。許可は、いただいてません。つい、ここまで来てしまいました」

　瞬が、しおらしく言う。

「なるほど。つい、ここまでか？　それで、蟹を捕まえて遊んでいたら、偶然にも、その妖怪を捕獲してしまい、それで、ついつい、悪魔の言葉に聞き入ってしまったわけだな」

　誰も、一言もなかった。この状況下では、弁解のしようがない。

「私は、清浄寺で西せい堂どうを勤めている、離り塵じんだ。君たちのことは、よく知っている」

　西堂とは、寺で教育を担当する最上位の役職のことだ。わたしは、はっと思い出した。清浄寺での成長の儀式イニシエーシヨンで、無む瞋しん上しよう人にんの傍らに、この離塵という僧侶が控えていたのを。

「君たちには、これから寺へ来てもらう。無瞋上人のお沙汰を頂かないうちは、町へ戻すわけにはいかない」

「ちょっと、待ってください。その前に、一つだけ教えてほしいんです」

　瞬が、ミノシロモドキの残骸を指して言った。

「そいつが言ったことは、全部、噓だったんですか？」

　わたしたちは、聞きながらはらはらした。そんなこと、訊かなければいいのにと思う。案の定というべきか、離塵師の目には異様な光が宿ったようだった。

「本当だと思うのか？」

「わかりません。僕らが学校で習った知識とは、あまりにもかけ離れてて。だけど、それなりに、整合性はあるように思いました」

　瞬の言葉は、わたしたちの正直な気持ちを吐露したものだった。だが、こういう場合、正直が必ずしも美徳とは限らない。

「君たちは、規則を破って、来てはならないところに来た。しかも、禁を犯して、悪魔の言葉に耳を傾けた。それだけでも重大な罪だ。だが、問題は、その先にある」

　離塵師の声音には、わたしたちの心胆を凍りつかせるほど冷たい響きがあった。

「君たちは、倫理規定のさらに根幹にある十じゆう重じゆう禁きん戒かい、その第十条、不ふ謗ぼう三さん宝ぽう戒かいに背いた。悪魔の声に従い、仏の教えに異を唱えたのだ。よって私は、君たちの呪力をただちに凍結せねばならない」

　離塵師は、懐から紙束のようなものを取り出した。二枚の半紙を重ねて折った人ひと形がた。それを五つ、わたしたちの前に置く。

　人形の頭部と胴体に書かれた梵字と奇怪な文様を見て、わたしは清浄寺での儀式を思い出した。無瞋上人が、わたしの呪力を、一時的に封印したときのことを。

　嫌だ、と思った。呪力を失うのだけは、絶対に嫌だ。和貴園を卒業する前の、あのどうしようもない無力感と、よるべなさは、二度と味わいたくない。しかし、わたしたちに、逆らうすべはなかった。

「今より、君たちの呪力を、この人形の中に封じ込める」

　離塵師は、宣告した。

「各自、人形を操って、立たせなさい」

　わたしは、目の前にある人形を立たせた。ふいに、涙が一筋、頰をこぼれ落ちた。

「青沼瞬！　秋月真理亜！　朝比奈覚！　伊東守！　渡辺早季！」

　離塵師は、野山にこだまするほどの大声を発した。

「おまえたちの呪力は、ここに凍結された！」

　離塵師の手元から、無数の針が放たれた。針は、まるでアカスズメバチの群れのように、五つの人形に向かって正確に飛来し、頭、胴中、四肢を刺し貫く。

「いっさいを焼しよう施せ……すべての煩悩を焼尽せしめ……灰は無辺の荒土に……」

　離塵師が低い声で呪文を朗唱すると、五つの人形は燃え上がり、一瞬にして消滅した。

　まやかしだ。これは単なる暗示にすぎない。こんなことで、呪力が使えなくなるはずがない。前に効いたのは、わたしがまだ幼く、呪力を自分のものにしていなかったからだ。今では、呪力は完全にわたしのものだ。誰も、奪うことなどできるものか。

　わたしは、必死になって、そう思いこもうとした。だが、離塵師による凍結の儀式は、まだ終わっていなかった。

「君たちは、覚えているはずだ。清浄寺で、神仏に帰依して、自ら呪力を放ほう擲てきしたことを。君たちは、無瞋上人によって、大日如来の御慈悲の証である正しき真マン言トラを授けられた上、新たなる精霊を招聘され、再度、呪力を付与されたのだ」

　離塵師の声は、さらに低くなり、心の底まで染み通るような不吉な響きを帯びた。

「だが、仏の道に背いた君たちからは、精霊は飛び去り、真マン言トラも消え失せた。肝に銘じるがよい。君たちは、二度と再び真マン言トラを思い出すことはないだろう」

　おそらく、成長の儀式イニシエーシヨンのときに、わたしたちの潜在意識には、暗示による鉤フツクが埋め込まれていたに違いない。新たな暗示をかける際は、その鉤を利用することによって、自由自在に心を操れるのだろう。

　このときのわたしたちにとって、それは魔法にも等しい効果を発揮した。それまでは、常に意識の中心を占めていたはずの真マン言トラが、きれいさっぱり消滅してしまったのだ。

　わたしは、一いち縷るの救いを求めて仲間の顔を見回したが、どうやら全員、同じ状況にあるらしかった。覚が、泣きそうに顔を歪めながら、首を振ってみせる。

「さあ、行こうか」

　離塵師は、わたしたちに、家畜を見るような一瞥をくれた。

「のろのろ歩くんじゃないぞ。日が暮れるまでには、寺に着きたいからな」





Ⅱ　夏闇
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　小一時間も歩くうちに、軽かったはずのナップザックが、まるで鉛が詰まっているように重くなり、それ以降の道のりは、遅々として捗はかどらなくなってしまった。

　全人学級に入学してからは、ともすれば呪力に頼りがちだったために、肉体的な鍛錬がおろそかになっていたこともあったかもしれないが、それ以上に、わたしたちの活力を奪い去っていたのは、どうしようもない無力感だった。

　離塵師は、ときおり蓮華座の上から振り返っては、わたしたちの亀のような行軍ぶりに侮蔑と苛立ちの表情を浮かべたが、何も言わなかった。何を言っても無駄なことは、重々承知していたのだろう。

　蓮華座は地面から二メートルほどの高さを浮遊しており、離塵師は、瞑想するように、その上で結けつ跏か趺ふ坐ざを組んでいた。その三十メートルほど後ろを、とぼとぼとついて行っているわたしたちは、まるで、見えない水が満ちた池の底を歩かされているような、奇妙な感覚にとらわれていた。

「あれが、本物の自己浮遊術なのか」

　瞬が、感に堪えたようにつぶやいた。たしかに、全人学級で呪力の全課程をマスターした大人でも、誰もができることではない。わたしたちも、自分の乗ったカヌーを水上で走らせることまではできたが、それとは、まったく次元が違う技だった。

「自分が乗っている物体を宙に浮かせてるんだ。しかも、それで前に進んでいくなんて、いったい、どんなイメージを作ってるんだろう」

　初級課程の呪力では、動かない座標軸があって、初めて何かを動かすことができる。自分自身が宙を飛んで移動するイメージは、自分以外の場所に不動点を置かなければならないため、ひどく難しかったのだ。離塵師のように修行を積んだ僧侶であれば、宇宙の中心に動かない自分を置き、それ以外の森羅万象が後方へ流れ去っていくように想像しているのかもしれない。

「どんなイメージだろうが、もう、関係ないだろう？」

　覚さとるが、吐き捨てるように言う。

「どうせ、僕らには、二度と呪力を使える日は来ないんだから」

　全員が、それを聞いて押し黙る。守は、ずっと涙ぐんでいたが、とうとう、ぽろぽろと落涙し始めた。それにつられたように、真理亜がむせび泣き始めた。

「そんなことないわよ。いい加減なこと言わないで！」

　わたしは、覚をにらんだ。

「きっと、また、呪力を使えるようになるんだから！」

「どうして早季に、そんなことがわかるんだよ？」

　覚もまた、いつになくきつい視線を返してきた。

「わたしたちの呪力は、なくなったんじゃないのよ。ただ一時的に、凍結されただけなんだもの」

「本気で、凍結を解いてもらえると思ってるのか？」

　覚は、わたしの方に顔を寄せると、脅迫じみた低い声でささやいた。

「ミノシロモドキの話を覚えてるだろ？　よけいなことを知った僕らは、『腐ったリンゴ』なんだ。こうなったらもはや、排除の対象なんだよ」

「そんなこと……」

　わたしは反論しようとしたが、何も言うことができなかった。

「早季。ちょっと変じゃないかな？」

　前を歩いていた瞬が、わたしの方を振り返って、覚よりさらに低くした声で囁く。

「変って、何が？」

「あの離塵っていう坊さん。さっきから、何だか様子がおかしいんだ」

　そう言われて、あらためて観察してみた。

「おかしいって、何がだよ？　もともと、ああいうやつなんだろう？」

　覚は、ろくに見もせずに、ぶつぶつ言う。

「待って。本当……おかしいわ」

　それまで、自分たちのことに気を取られすぎていたために、目に入らなかったらしい。たしかに、離塵師の様子はおかしかった。蓮華座の上で頻繁に身じろぎするだけではない。座禅を組んでいるときは腹式呼吸と決まっているのに、肩で息をしているようだ。こちらから見える後頭部には、一面に細かい汗が光っている。

「病気かな？」

　瞬が言う。

「どうだっていいだろ？　なんで、あんなやつのことなんか、僕らが心配してやる必要があるんだよ？」

　覚は、ピントのはずれた文句を言う。

「いや……やっぱり、そうか」

　瞬は、何事かを確信したようだった。

「やっぱりって、何？」

「ミノシロモドキの呪いだよ」

　覚が、鼻で笑う。

「だからさー、あれは噓だって何度も言ってるだろ？　ただの噂だよ」

「いや、それが、どうやら、そうでもなかったみたいだ。ミノシロモドキが炎上したときのこと、覚えてる？」

　後半は、わたしに向かっての問いかけだった。

「ええ、もちろん」

「あのとき、一瞬だったけど、ミノシロモドキの上に人の姿が見えただろう？　赤ん坊を抱いているお母さんだった」

「それがどうかしたの？」

「あれは、たぶん、ミノシロモドキが人間から身を守るために作った映像だと思うんだ」

「それは、わたしも、そうじゃないかとは思ったけど」

「あれを見ただけで、僕は、ものすごく気分が悪くなった。みんなもそうだっただろ？　まして、ミノシロモドキを攻撃していた離塵大先生には、影響が大きかったはずだと思う。呪力の炎が消えたのも、たぶん、それで、集中が途切れたせいだと思うよ」

「どういうこと……気分とか、影響って？」

　わたしには、まだ、話がよく呑み込めていなかった。

「愧き死し機構だよ。ミノシロモドキが言ってた」

　はっとした。どうして、瞬に言われるまで、気がつかなかったのだろう。

「ミノシロモドキにしたら、あの映像を見せてほんの一瞬でも攻撃を躊躇させ、その隙に逃げようというだけのことだろう。でも、愧死機構を備えている人間にとっては、それだけじゃすまないはずだ。本当に人間を攻撃したわけじゃないから、即死することはないだろうけど……」

　あの時点でそこまで見抜いていた瞬の慧けい眼がんには、舌を巻くしかない。その後の研究でも、ミノシロモドキの呪いと呼ばれていた現象が愧死機構の欠陥に根ざしている可能性は高いとされている。ああいう映像を見せられた場合、たとえ錯覚であっても、自分が対人攻撃を行ったという忌まわしいイメージが潜在意識に蟠わだかまり続ける。それが、一、二ヵ月後、理性のコントロールが弱まったときに暴発して、愧死機構を発動させ、命を奪うことがあってもおかしくないというのだ。

「じゃあ、もしかしたら、あいつは、ひと月くらいしたら死ぬのかな？」

　瞬の説明を聞いた覚が、小気味よさげに言う。

「図書館の備品を燃やした罰だ」

「……ひょっとすると、もっと早いかも」

　瞬は、離塵師の後ろ姿を見ながら、考え深げに言う。

「その方が、好都合じゃないか？　ここで死んでくれたら、僕らのやったこともバレないだろうし」

　覚が応じた。

「馬鹿なこと言わないでよ！」

　わたしは、小声で叫んだ。

「わたしたちは、今、誰も呪力が使えないのよ？　もし、あの人が死んじゃって、こんなところで放り出されたら、いったい、どうやって、家まで帰ったらいいの？」

　自分の言葉ではあったが、二人の目に現れた恐怖の色を見て、わたしは、あらためて、心底ぞっとした。いかに自分たちが無力な状態にあるか、再認識させられたのだ。

　このまま清浄寺に連れて行かれれば、覚の言うとおり、寛大な扱いは期待できそうもなかった。できるだけ想像しないようにはしていたが、『処分』されてしまうかもしれない。だからといって、ただ闇雲に逃げ出すのは、鍋から飛び出して炎の中に落ちるようなものである。状況はまさに、八方塞がりだった。

　それから、さらに二時間ほどが経過した。わたしたちの足取りはますます鈍くなり、カタツムリにも追い抜かれそうな有様だった。この分では、清浄寺に着くのはいつになるだろうと、わたしは危ぶんだ。

　左前方の茂みで、何か音がした。

　離塵師が、目を向ける。とたんに、灌木と蔓草、雑草が、四方八方に吹き飛んだ。

　遮しや蔽へい物ぶつを剝ぎ取られ、その場に立ち竦すくんでいる生き物の姿が顕あらわれた。

「バケネズミだ」

　瞬が、つぶやいた。

　いつだったか放課後に、水路で溺れていたバケネズミを思い出したが、あのときの個体より二回りは大きいようだ。もしかすると、身長は、わたしとあまり変わらないかもしれない。いまだ事態がのみこめない様子で、皺の寄った豚のような鼻面を上げて、しきりに空気の臭いを嗅いでいる。

「でも、様子がおかしいわ」

　真理亜の言葉通り、わたしも、違和感を覚えていた。弓矢を背負い、革製の鎧のようなものを着た、奇妙ないでたちだけではない。何かがおかしい。

「何だ、あいつ？　えらく態度でかいな」

　覚の言葉で、ようやく違和感の正体がわかる。前に見たバケネズミと決定的に違うのは、その挙動だった。

　水路で救った木ボク蠹トウ蛾ガコロニーの個体は、相手がわたしたちのような子供だったにもかかわらず、終始、卑屈なまでの慇いん懃ぎんさだった。ところが、このバケネズミは、蓮華座に乗った離塵師を目の前にしながらも、まったく畏れている様子がないのだ。

　ふいに、バケネズミは、背後を振り返って大声を張り上げた。

「ガガガガ！　ЖдюК！　Ｇｒｒｒｒｒ。チチチチチチ。☆▲Å！」

　続いて取ったのは、およそ、信じられないような行動だった。赤く光るビーズのような目で離塵師を睨みつけると、背中から弓を引き抜き、すばやく矢をつがえようとしたのだ。

　瞬時に、弓と矢は白熱する炎に包まれ、バケネズミは甲高い悲鳴を上げて取り落とした。遅まきながら、背中を見せて逃げようとしたものの、呪力で捕まえられてしまい、じたばたと踠もがきながら、離塵師の真正面に吊り下げられた。

「これ。畜生の分際で、お前は人に刃向かうか」

　離塵師の冷徹な声に対しても、バケネズミは、意味不明な奇声を上げるだけだった。

　バケネズミの被っていた、兜のような円錐形の帽子が吹き飛ぶ。

「額に、入れ墨はないか。お前は、いったい、どこから来た？」

　バケネズミは、黄色い門歯を剝き出し、唾を飛ばしながら威嚇した。言葉が通じている様子は、まったくない。

「日本には、野生のコロニーはないはず。外来種か」

　離塵師は、つぶやいた。わたしたちがトラバサミにしたように、バケネズミをくるりと回して検あらためる。さらにもう一回転させたが、今度は、頭は回さず、固定したままだった。バケネズミは、再び、齧歯類に特有の甲高い悲鳴を上げたが、頸けい椎ついが折れる音がすると、静かになった。

　離塵師は、こちらを振り返った。呪力の支えを失ったバケネズミの死骸が、音を立てて地面に落ちる。

「どうやら、このあたりには、危険な外来種のバケネズミが侵入しているようだ。私には、君たちを安全に寺まで連れ帰る責務がある以上、これは、少々厄介な事態だな」

　離塵師は、こけた片頰を歪めて笑った。

「したがって、君たちにも、協力してもらわねばならない。もちろん、今の君たちにできる範囲でだが」




　かすかな物音を聞きつけたらしく、覚は、弾かれたように後ろを見た。その表情の中にある怯えが、ひどくわたしの神経に障った。

「十秒に一回ずつ振り返るんなら、ずっと後ろ向きに歩いたら？」

　覚も、むっとしたようだった。

「何言ってんだよ。だいたい、よく、そんなに、平気で歩いていられるな。前から思ってたけど、早季は鈍感なんだよ」

「瞬と真理亜を見なさいよ。一番先頭を歩いてるのに、あんたみたいにびくびくしてないわよ」

「馬鹿！　全然わかってないな。一番後ろが、一番危険なんだよ！」

　覚は、怒りのためか真っ赤な顔になった。

「さっきのバケネズミのことを、思いだしてみろよ。後ろに向かって叫んでたじゃないか。どこかに、仲間がいたはずなんだ」

「そんなことぐらい、わかってるわ」

「だったら、仕返しに来るかもしれないこともわかるだろう？　そのとき、正面から襲ってくると思うのか？　仲間が、あんなふうにやられたのを見てるのに？」

　認めたくはないが、覚の指摘は、至極もっともだったと思う。

　認めたくはないというのは、別に、覚に負けたくないからというのではない。先鋒より後詰めが危険ということは、離塵師も百も承知だったはずだということだ。つまり、五人の中では惜しいと思った瞬と真理亜を先頭で歩かせ、消耗してもかまわないと思った覚とわたしを最後尾に回したというふうに、推測できるのだ。

　だが、その伝で行くと、一見、最も優遇されているようで、実は最も過酷な扱いを受けていたのは、守だっただろう。

　守は、蓮華座に載せられていた。見張りという名目で、離塵師が乗っていたときよりさらに高い、三メートルほどの位置に浮かんでいたが、実際には囮おとりでしかないことは、誰の目にも明らかだった。

　離塵師は、そのやや後方を歩いていた。猛禽のように鋭い目で絶えず四方に気を配っているようだが、ひどく汗をかいているのが奇妙に映る。ミノシロモドキが投影した映像を見た時点で変調を来してはいたが、さっきのバケネズミを殺してから、あきらかに悪化しているようだ。

「何かいる！」

　蓮華座の上で、守が叫んだ。

「止まれ！」

　離塵師が命令する。わたしたちは立ち止まり、ひどく緊張して、きょろきょろと周囲を見渡した。

「何が見えた？」

　離塵師の問いに、守は、唇を震わせながら答えた。

「よくわからないけど、何か……何か、動いてたんです。百メートルくらい先で」

　離塵師は、思案しているようだった。

「あの人、何を考えてるのかな？」

　わたしは、覚に訊いてみた。

「もし、バケネズミが待ち伏せてるとすると、もう少し行ったら、弓矢の射程に入る」

　覚は、乾いた唇を舐めながら、冷静に分析してみせた。

「あの坊さんだって、いくら凄い呪力の持ち主でも、しょせん生身の人間だからな。敵の先制攻撃を受けると危ない。ここは、慎重に行かなきゃならないんだ」

　神の力、呪力を備えた人間であっても、たった一本の矢で絶命する。そんなあたりまえの事実を突きつけられて、わたしは、ぞっとした。

　こんなことになるのなら、わたしたちの呪力を凍結したりしなければよかったのに。離塵師も、きっとそう後悔したのではないかと、わたしは思った。もしかすると、その場で凍結を解除してくれるのではないかという期待もあったが、残念ながら、事態はそう好都合には進展しなかった。

「伊東守君」

　離塵師は、蓮華座を見上げた。

「いいか？　バケネズミがどこにいるか、よく見てくるんだ。なに、心配は無用だ。君の身は私の呪力で守護し、きゃつらの矢はおろか、指一本差させない」

　意味を察知して、守は真っ青になった。

「い、いやだ……やめて！」

　わたしたちは、息を呑んだが、どうすることもできない。守の乗った蓮華座は、ゆったりとした速度で宙を前進し、バケネズミが待ち受けているのではないかと疑われる場所の上を、これ見よがしに旋回した。わたしたちは固唾を呑んで見守ったが、何事も起こらなかった。やがて、蓮華座が戻ってくると、離塵師が厳しい目をして守を見た。

「どうだ？　バケネズミはいたか？」

「わかりません」

　守は、顔色からすっかり血の気を失い、小動物のように震えていた。

「何も……見えませんでした」

「何かが、動いたと言っただろう？」

「でも、今見たら、何もなかったんです。さっきのは、間違いだったかも」

　離塵師は、うなずいたが、すぐに動こうとはしなかった。呪力だけではなく、慎重さも並はずれているようだ。しばらく思案に耽ってから、鋭い目を上げる。

「動くものが見えたというのは、あのあたりだったな」

　離塵師が指を差すと、守は黙ってうなずいた。

「一応、消毒しておこうか」

　地鳴りのような音とともに、少し離れた斜面の土が、ゆっくりと動き始めるのが見えた。まわりにある立木が、次々と倒れていく。地滑りはしだいに速度を速めていき、ついには、大蛇を思わせる一筋の土石流となって、まっしぐらにくだんの場所を襲った。

　美しい緑の藪木立のあった場所が、茶色の土つち塊くれで完全に埋め尽くされてしまうまでに、ものの五分とかからなかった。

　これでは、本当にそこにバケネズミが待ち伏せていたかどうかさえ、わからなくなってしまったが、たぶん、そんなことには、とんと関心がないのだろう。

　それ以降、わたしたちの歩みは、さらに遅くなった。

　言うまでもなく、少しでも怪しいと思われた場所は、離塵師が丁寧に『消毒』したからである。向こう側からすれば、わたしたち一行は、破壊神シヴァの載るジャガーノートさながらに、平和な緑の野山に醜い爪痕を刻み、死と恐怖をまき散らしつつ進軍していたことだろう。いくら好戦的な外来種のバケネズミでも、その様子を見ていながら、正面から対決しようと考えるほど馬鹿ではないはずだった。

　関係者全員にとって不運きわまりないことに、わたしたちが相手のコロニーを直撃する進路さえ取っていなければ、正面衝突は避けられたことだろう。その進路も、日が暮れるまでに清浄寺に着けないと危険だと離塵師が判断して、あえて野山を突っ切るような近道に変更したものだった。

　だが、いうまでもなく、わたしたちが遅れた一因は、外来種であるバケネズミの出現にある。原因と結果は、しばしば、自分の尻尾を呑み込もうとしている蛇のようなものらしい。

　丘をちょうど半分くらいまで登ったとき、わたしたちの目の前に、バケネズミの最初の防衛線が現れた。

「わ！　何だ、あれ？」

　先頭を歩いていた瞬が、棒立ちになる。

　丘の頂上付近に、突如、数百もの影が出現したのである。影は、いっせいに金属製の武器や銅ど鑼らのようなものを打ち鳴らし、大地を震わすような鬨ときの声を上げた。

「こっちへ攻めてくる気だわ」

　真理亜の声が、悲鳴のように裏返る。

「本来、三界にその住み処なく、仏の格別の恩寵によって、人外畜生道を生きる身分でありながら、この離塵に向かって蟷とう螂ろうの斧を振り上げるか」

　離塵師は、重々しく宣のたまった。

「ならば、調ちよう伏ぶくせねばなるまい」

　違う、とわたしは思った。彼らは、けっして戦いたがってはいない。

　もし、本気でわたしたちを攻撃するつもりなら、背後から奇襲をかけるはずだ。それをしないのは、こちらが自ら進路を変え、戦いを避けることを望んでいるからだ。そう思って彼らの鬨の声を聞くと、祈りにも似た悲痛な思いが伝わってくるような気がした。

　一陣の風が、頰を撫でる。

　見ると、離塵師の上空に、みるみる巨大な竜巻のようなものが発達しつつあった。

　それに対抗し、押し戻すかのような、バケネズミの鬨の声。

　次の瞬間、竜巻が巻き上げた丸太や岩石などが、丘の上に向かって次々と飛んでいき、ずらりと並んだ影のうち、少なくとも十数体を薙ぎ倒した。

　異様な沈黙が訪れる。わたしは、目を閉じた。

　一呼吸の間をおいて、恐怖と怒りの叫び声とともに、報復の矢が雨あめ霰あられと飛来した。

　だが、視界がいっぱいになるほどの数の矢も、強風によって、すべてあさっての方向へ押し流されてしまう。

「醜き害虫どもが……鏖おう殺さつしてくれるわ」

　再び訪れた沈黙の中、離塵師の嗄しやがれた不吉な声が響いた。

「やめて！」

　わたしは叫んだが、おそらく、その声は誰の耳にも届かなかっただろう。

　耳をつんざくような異様な風音に、かき消されてしまったのだ。滑らかな絹布を刃物で擦ったような音。あるいは、通常より一オクターブ高い女の悲鳴を思わせる。そのため、一瞬、翼を生やし鎌を持った無数の女怪が、谷底から吹き上げる風のように疾とく丘を上り、バケネズミたちに襲いかかる幻影が見えたような気がした。

　だが、実体のない幻影に襲われたはずのバケネズミたちの影は、あっけなく、次々と倒れていった。

　鎌カマ鼬イタチだ、とわたしは気がついた。激しく渦巻く空気の中心部にできる真空により、まるで鋭利な刃物のように肉を切り裂くことができる。呪力によりカマイタチを発生させるのは、空気というつかみどころのないものを正確にイメージしなければならないだけに、ごく限られた人間にしかできない難度の高い技だった。

　齧歯類らしい悲鳴と咆ほう吼こうが渦巻く中、数百もあった影は、あっという間にその数を減らしていく。

　わたしは、しだいに頭がくらくらしてきた。距離からいってとうてい見えるはずのない血煙が見え、嗅げるはずのない血の臭いまでが鼻孔に感じられるような幻覚に襲われる。

「よし。やった……そら……そこだ！　逃がすか！」

　わたしのすぐ横では、両の拳を握りしめた覚が、能天気にも、一方的な殺戮のゲームにすっかり興奮し、熱狂さえしていた。

「馬鹿じゃないの？　何、喜んでるのよ」

　わたしが険のある声で言うと、覚は、ぽかんとした顔をした。

「だって……あいつら、敵じゃないか？」

「本当の敵は、あいつらじゃないわ」

「じゃあ、誰なんだよ？」

　わたしが答える前に、仏に仕える僧侶の手になる大虐殺は、すでに終焉を迎えていた。丘の上に立っている影は、一つとしてない。

「よし……行こうか」

　離塵師が号令する。だが、その声は、どこか苦しげだったので、わたしと覚は顔を見合わせた。

　丘を上っていくと、徐々にバケネズミたちの蒙こうむった惨状が目に入ってきた。カマイタチの威力は想像以上で、顔を半分に割られたり、首や手足を飛ばされた死骸が、辺り一面に折り重なっている。むっとする鉄錆のような血の臭いに、わたしは顔をしかめた。地面は、流れ出た大量の血液で黒っぽく染まり、どこからともなく集まってきた無数の蠅によって、騒々しい饗宴が始まっていた。

　先頭を歩く瞬と真理亜が、真っ黒な蠅の群れにたじろいで、歩みを止めた。

　わたしたちの誰もが、蠅の群れを消去してくれることを期待して、離塵師を見た。だが、長身の僧侶は、立ち止まったまま、何の動きも見せなかった。

「どうしたんだろう？」

　覚が、小声で囁いた。

　影だ、とわたしは直感した。バケネズミの影は、遠目には、人間とほとんど見分けがつかなかったではないか。ミノシロモドキの呪いを受けた離塵師は、カマイタチでバケネズミを切り刻んでいる間、潜在意識においては、忌まわしい対人攻撃のイメージを払拭しきれなかったのかもしれない。もしそうなら、今度こそ本当に、愧死機構が発動しかけている可能性があった。

「離塵さん？　だいじょうぶですか？」

　瞬が、声をかける。

「……ああ。心配にはおよばん」

　ややあってから、離塵師は返事をしたものの、どことなく目は虚ろで、呂律も怪しい。わたしたちは、すっかり離塵師の様子に気を取られていたため、このとき、バケネズミの死骸の間から蠅のスクリーンを縫うようにして這い出してきたものに、気がつかなかった。

「な、何、あれ？」

　真理亜の息を呑む声で、ようやく視線を前に戻す。

　そこには、奇妙な生き物がいた。

　全身、真っ黒で長い毛に覆われており、大きな犬くらいある胴体はずんぐりと太かったが、対照的に、頭部は異様なほど小さく、地面すれすれの位置からこちらを窺っている。

「……風船犬だ！」

　守が、押し殺したような声で叫ぶ。

「何言ってんだよ。そんなもの、本当にいるわけないだろう？」

　かつて大まじめに風船犬の目撃談を披露したはずの覚が、にべもなく否定する。

「でも、どう見たって、これ、そうだよ」

　守は、珍しく、自説を譲ろうとはしなかった。

「じゃあ、こいつが、風船みたいに大きくなるっていうのか？　そんな馬鹿なこと……」

　覚の言葉が合図になったように、その生き物、風船犬は、胴体を一回り大きく膨らました。

「わ。本当に膨らんだ」

　単に、胸郭に息を吸い込んで身体を大きく見せるだけかと思ったが、風船犬は、わたしたちを睥睨すると、さらにもう一回り大きくなった。

「みんな、後ろに下がれ！」

　瞬の言葉で、全員が駆け出し、風船犬から遠ざかる。

「これ、いったい、どうなるの？」

　わたしは、瞬に訊いた。

「わからない」

　瞬は、興味津々という顔だった。

「でも、ここまでは、覚の話通りだっただろう？　もし、この後も正しいとすると、破裂するまで、膨らみ続けるはずだ」

　とても、信じられなかったが、風船犬は、瞬の言葉を裏付けるように、さらに、もう一段階膨らむ。

「何のために？」

「僕らを、威嚇してるんだ」

　瞬が、つぶやく。

「威嚇？」

「たぶん、この場所から、追い払いたいんだろう」

　風船犬は、わたしたちが後退したため、先頭に一人残った形になった離塵師に向かって、じりじりと接近した。離塵師が無反応なのを見て、さらに大きく膨れる。最初こそ大型犬くらいの体軀でしかなかったが、今では、太った羊くらいの体積になっていた。

　しかし、なぜ、離塵師は動こうとはしないのか。訝しく思って長身の僧侶を見やると、立ったまま、固く目を閉じて動かない。意識が、朦朧としているのかもしれなかった。

　風船犬の方は、しばらく、音無しの構えで対峙していたが、ついに業を煮やしたように、一気にそれまでの三倍以上に膨張した。身体はほとんど球状になり、逆立った黒い剛毛の間から、放射状に走る白い稲妻のようなラインが顕れた。

「警告のサイン……？　まずい、逃げろ！」

　瞬が、叫んだ。わたしたちは、弾かれたように、全速力で丘を駆け下った。他の四人は脇目も振らなかったのだが、わたしは、つい好奇心に負けて立ち止まってしまった。振り返ると、風船犬は恐ろしいまでのサイズに膨れ上がっていた。

　そのとき、離塵師は、ようやく目を開いた。やめろと、警告する間もなかった。呪力によって、風船犬の全身は眩まばゆいばかりの炎に包まれる。

　戻ってきた瞬が、わたしの腕をつかんで、地面に引き倒した。

　次の瞬間、轟音が響く。倒れて転がったわたしたちの上を、凄まじい爆風が通り過ぎていった。

　わたしたちと風船犬の間は、三十メートルほど離れていたが、もし、そこが丘の斜面でなかったら、まちがいなく即死していたことだろう。

　その直後に見たことについては、あまり詳しくは書きたくない。わたしたちには、ショックから立ち直るために、茫然としたり、少し泣いたりする時間が必要だった。それから、何とか気を取り直し、クレーター状に大きく土がえぐれた爆発地点を確認した。

　至近距離から爆風に曝さらされた離塵師の遺骸は、襤ぼ褸ろ布ぬののような状態で、まったく原形を留めていなかった。呪力を喪ったわたしたちには、埋葬もままならなかったので、簡単に土を被せただけだったが、それだけの作業で、胃の中のものをすべて戻しそうになった。

「早季。これ、見てみろよ」

　瞬が、地面に深く突き刺さっていた物体を掘り出して、わたしに手渡そうとした。

「何？」

　わたしは、尻込みして、手を伸ばすことができなかった。瞬は、手にした物体を、よく見えるようにかざしてくれる。それは、円柱を輪切りにしたような形で、周囲には六枚の羽根のような形の突起と鋭い棘とが交互に生えていた。

「水車のプロペラみたい」

「これはたぶん、風船犬の背骨の一部だよ」

「え？　背骨？」

　後ろから近づいてきた覚が、瞬から物体を受け取って、手の中でひねくり回す。

「石みたいに硬いな。それに、ずっしりと重い。こんなのがまともに当たったら、たぶん死ぬだろうな」

「きっと、風船犬が破裂したときに、回転しながら飛ぶように、こんな形になってるんだ」

「飛ぶって、何のために？」

「相手に突き刺さって、殺すためだよ」

　あらためて周囲の地面を見回すと、あたり一面に無数の穴が穿うがたれていることに気づき、思わず鳥肌が立った。風船犬の身体に含まれる骨片は、すべて、爆発によって飛び出して、相手をずたずたに引き裂く凶器の役割を果たすのだろうか。

　覚は、骨に鼻を近づけ、しきりに臭いを嗅いでいた。

「どうしたの？」

　さぞかし血ち腥なまぐさいのではないかと想像し、わたしは顔をしかめた。

「なんか、花火みたいな臭いがする」

「そうか。なるほどね」

　瞬が、納得したようにうなずく。

「風船犬には、たぶん、身体の中に硫黄と硝石を蓄えて、火薬を作る能力があったんだ。ただ空気を吸い込んで風船みたいに破裂しただけじゃ、あんなすごい爆発になるわけないもんな。……きっと、どっかの骨の一部を燧ひうち石いしみたいに擦り合わせて、発火する仕組みになってたんじゃないかな」

「ちょ、ちょっと待って。自爆するように進化する生き物なんて、本当にありうるの？」

　威嚇のために身体を膨らませる動物は数多いが、警告に従わない相手を、自ら爆発して殺傷するというのは、本末顚てん倒とうもいいところではないか。

「そうだ。ここへ来る前に、瞬が言ってたじゃない。脅しを実行に移したら相手より前に自分が死んじゃうんじゃ、風船犬はすぐに死に絶えちゃうって」

　わたしの疑問に、瞬は、自信たっぷりに答えた。

「うん。僕もそう思ってたけど、たった今、思い出したんだよ。昔の生物学の本に載ってた生き物で、風船犬みたいに爆発するやつがいたことを」

「ほかにもいるの？」

　期せずして、わたしと覚が唱和した。

「うん。そして、その生き物から類推すれば、風船犬の正体も、だいたい見当が付くんだ」

「風船犬の正体？」

「へえー。それって、風船か、犬か、どっちなんだ？」

　覚が茶々を入れる。ショックから抜け出した反動で、わたしたちは少しばかり躁状態になりつつあった。

「さっきから、みんな、何くだらないことばっかり言ってるのよ！」

　それまで黙って聞いていた真理亜が、とうとう爆発した。

「状況、わかってるの？　わたしたち、こんな、どこだかわかんない場所に放り出されて、迷子になっちゃったのよ？　しかも、今は、この中の誰も呪力を使えないのに……」

　みんなの顔から、一瞬にして笑みが消えた。

「そうだな」

　重苦しい沈黙のあと、瞬が言った。

「とにかく、来た道を引き返そう。今晩は、野宿するしかないだろうけど」

「おい……！」

　覚が、瞬の肘をつかんで、緊張した声で囁いた。瞬が目顔で問いかけると、クレーターの向こう側に顎をしゃくる。そちらに視線を向けたわたしたちは、凍りついた。

　四、五十メートル先に、無言でわたしたちを見つめる、たくさんの影がある。バケネズミだ。

「……どうしよう？」

　真理亜の声は、不安に揺れていた。

「決まってるだろう？　踏みとどまって、戦うしかないよ」

　覚が言った。

「戦う？　どうやってよ？　わたしたち、呪力がないのよ？」

　わたしは、反論する。

「でも、あいつらには、そんなことは、わからないはずだ。もし、ここで逃げ腰になって弱みを見せたら、調子に乗って追撃してくるぞ」

「だけど、このままここにいたら、やっぱり、いつか襲われるよ」

　守が、か細い声で言った。

「そうよ！　逃げるしかないわ」

　真理亜が、守に同調する。

　わたしは、彫像のように動かないバケネズミたちを見ているうちに、あらためて確信を抱いた。

「彼らは、絶対、戦いたがってないと思う。わたしたちに、ここから帰ってもらいたいだけなんだわ」

「何でだよ？　それだったら、あいつらの方が逃げればいいじゃないか」

　最強硬派の覚が、反問する。

「きっと、あの向こうに、巣穴があるのよ」

　だからこそ、第一陣の防衛隊は皆殺しの憂き目も覚悟して、わたしたちの前に姿を現したのだ。そして、おそらくは、あの風船犬も……。

「よし。じゃあ、ゆっくりと撤退しよう」

　瞬が、いざというときだけに見せるリーダーシップを発揮した。

「絶対に、音を立てるな。連中を刺激しないように。あと、こっちが怖がってると思わせるのも、まずいから」

　それ以上の議論は、不要だった。わたしたちは、足音を忍ばせて後退する。すでに暗くなりかけていて、うっかり石ころを踏んで音がするたびに、ひやっとした。

　丘の途中でそっと振り返ると、バケネズミたちは、ぴったりとわたしたちをマークしていたが、それ以上、距離を詰めてくる気もないようだった。

「やっぱり、早季の言うとおりだったわね？　あいつら、戦う気はないみたい」

　真理亜が、弾んだ声で言った。

「まだ、そう決めるのは、早いかもな」

　覚が、陰気な声で冷水を浴びせる。

「油断させといて、いきなり襲ってくるつもりかもしれないぞ」

「どうして、そんなことばっかり言うのよ？」

　わたしは、覚に嚙みついた。

「わたしたちを怖がらせて、おもしろいわけ？」

「じゃあ、意味もなく、楽観的なことばっかり言ってればいいのか？」

　覚は、むっつりと言った。

「あんたが言ってることだって、無意味でしょう？」

「……いや、覚の言ってることは、正しいかもしれない」

　意外なことに、そう言ったのは瞬だった。

「どういうこと？」

「早季が言ったように、あいつらは、さっきの場所では戦いたくなかったようだ。たぶん、巣穴がすぐそばにあったからだろう。でも、充分、巣穴から遠ざかったと思ったら、どうなるかわからない」

「でも……何のために、わたしたちを襲うの？」

「おいおい、ついさっき、離塵のやったことは見てただろう？　いったい何匹殺したって思ってるんだ？　こっちは一人が死んだだけで、チャラになると思うのか？」

　覚の言葉には、不愉快なくらい説得力があった。

「だけど、あいつらは、わたしたちに呪力があると思ってるはずでしょう？　だったら、戦って、これ以上、無駄な犠牲が増えるのは避けるはずだわ」

　真理亜が、わたしの援護に回ったが、瞬は首を振る。

「あいつらは、離塵さんが言ってたように、野生化した外来種だ。いったんは文明化されたはずだけど、その後ずっと、人間との接触が途絶えてたんだろう。最初に偵察で現れた一匹を覚えてる？　呪力の存在すら、知らなかったみたいじゃないか」

「それは、そのとおりだけど、ちょっと前に、呪力の恐ろしさは、いやというほど学んだはずでしょう？」

　わたしは、バケネズミの方を窺いながら、小声で言う。

「うん。だからこそ、まだ攻撃を仕掛けてこないんだ。でも、僕たちにも同じ力があるかどうかは、いいとこ、半信半疑だろう」

「どうして？」

「あいつらは、当然、こう考えていると思う。もし、僕らにも同じような呪力があるなら、自分たちはとっくに皆殺しにされているはずだと」

　今度の沈黙は、おそろしく濃密で、息苦しいものだった。

「……あいつら、これから、どうするつもりかな？」

　覚が、瞬に訊く。

「僕らが、充分巣穴から離れたと思ったら、とりあえず、試しに攻撃をかけてくる可能性が高いんじゃないかな」

「それで、もし、こちらが反撃できなかったら？」

　瞬は無言だったが、答えは聞くまでもなかった。

「充分、巣穴から離れるっていうのは、どのあたりだと思う？」

　真理亜が、心配そうに訊ねる。

「はっきりとは、わからないけど」

　瞬は、丘の上を見上げた。

「最初の危険は、この丘を下りきったところだろうな」
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　わたしたちの足取りは、来たときにもまして遅くなったため、丘を下る前にとっぷりと日が暮れてしまった。

　全身に脂汗をかいていて、気持ちが悪かった。緊張のためだろうか、手足の末端は氷のように冷たい。

　バケネズミたちは、送り狼のように一定の距離を保って、ぴったり追尾してきていた。

　運命の分かれ目となる地点が、すぐそこまで迫っている。

　瞬の説明によると、人間が開戦のような決定的な行動を起こすきっかけは、しばしば、焦点フオーカル・ポイントなるものに左右されるという。焦点というのは、目を引きやすく自然と意識が集中する場所のことである。

　たとえば、弓に矢をつがえ、鹿を狙っている猟師がいるとしよう。鹿が森の小径を抜けて川岸にさしかかったとき、猟師が矢を射る可能性は高まる。景色の変化で気分が変わり、川面に乱反射する光で意識が覚醒するだけでなく、視界が開けているために狙いやすいという現実的な理由も、行動を後押しするのだ。

　これまでにわたしたちが見てきたバケネズミの行動は、とても人間的だった。そのため、瞬は、人間と同様に、地形上の焦点が行動の引き金となる可能性があると予想していた。もし、彼らの巣穴が丘の上にあるのなら、丘と平地の間は心理的にも明確な境目となる。

「どうするの？」

　わたしは、瞬に訊ねる。もはや、頼れるのは彼だけという気持ちだった。

「森に入ったら、ばらばらになって逃げるしかない」

　五人が一緒にいれば、バケネズミが追ってくるのに都合がいい。ばらばらになるのは、わたしたち全員にとって耐え難いことだが、瞬の言うとおり、それ以外に選択肢はなさそうだった。

「バケネズミから見えない位置に来たら、とにかく全力で走るんだ。捕まったら終わりだから、スタミナ配分なんか気にするな。できるだけ遠くまで走って、どこかに身を隠せ。そこで、周囲の安全を確認してから、やつらに見つからないように今日来た道を戻るんだ。カヌーを隠した場所で、落ち合おう」

　全員が無事に再会できる可能性を考えると、目の前が真っ暗になる。そもそも、分散して逃げるという発想自体が、何人かの犠牲は覚悟して、誰か一人でも逃げ延びればよいという考えにもとづくものではないか。

「森に入るまでは、どうする？」

　覚が、瞬の横に来て訊いた。言いたいことは、わたしにも、すぐにわかった。

　丘の麓から森までは、五十メートルほどの距離があった。その間に、身を隠せるような木立や岩は見当たらない。ゆっくり歩いていれば、絶好の標的になるだろう。

　真理亜が、堪えきれなくなったように、啜り上げた。事態の深刻さを、あらためて感じずにはいられない。わたしは、真理亜の震える肩にそっと腕を回して、額をすり合わせて慰めた。

　しばらくは、声をひそめての議論が続く。

　すべては、相手の出方次第なのだ。ここで、攻撃してくるのか。見送るつもりなのか。

　攻撃してくるのなら、こちらは、全速力で走って森に逃げ込まなければならない。だが、走った瞬間、わたしたちには呪力がないことを暴露してしまう。しかも、逃げ出すこと自体が、確実に、バケネズミの攻撃を誘発するはずだ。そうなれば、五人全員が無事に逃げおおせる可能性は、ほとんどない。

　一方で、攻撃がないことに賭けてゆっくり歩いていた場合、もし、いっせいに矢を射かけられれば、誰一人として助からないだろう。

「……ぎりぎりまで粘って、向こうの態度を見極めるしかないだろうな」

　瞬の言葉には、あきらめと開き直りのようなものが感じられた。

「それ、誰が判断するんだ？」と、覚。

「五人全員の運命がかかってるんだ」

　瞬は、吐息とともに言葉を吐き出した。

「多数決で決めよう」




　微妙な起伏が続いているため、丘の麓と平地の境界線は曖昧だった。徐々に濃くなっていく夕闇が、周囲のものの輪郭をぼんやりと滲ませていく。わたしたちは、気がつくと焦点フオーカル・ポイントを大きく踏み越えて、いつ矢が飛んでくるかわからない危険地帯を歩いていた。

　呼吸が、速く、浅くなっていた。こめかみの血管は、ずきずきと脈打っている。

　いつでも飛び出せる準備をしていなければならないのに、下肢は妙に頼りなく、ふわふわとして力が入らない。

　わたしは、そっと振り返り、かすかな月明かりを頼りに丘の方を透かし見た。

　バケネズミたちには、動きはなかった。見晴らしのいい中腹に陣取って、わたしたちを注視しているようだ。

　いい子ね。そのまま、じっとしてて。わたしたちは、すぐいなくなるから。誰も、あなたたちを脅かしたりしないから。矢なんか射たら、どうなるかわかってるでしょう？　このままわたしたちを帰してくれたら、あなたたちも無事よ。だけど、もしわたしたちを傷つければ、あなたたちは殺されるわ。一匹残らず。だから、お願いよ。もう少しの間だけ、おとなしくしてて。このまま、動かないでいて。

　わたしは、懸命に、心の中で語りかけた。それから、前に向き直って、どきりとした。

　四つの黒いシルエット。そのうちの一つが、手を挙げている。

「誰？」

　低い声で問いただす。

「ぼ、僕」

　答えたのは、あえぐような守の声だった。

「今すぐ、走って逃げた方がいい」

「何言ってるの？　だいじょうぶよ。ね？　もう少しだから」

　守が手を下ろしたので、わたしは少しほっとした。挙手が三つになった瞬間、多数決は成立する。だが、実際には、三人といわず一人がパニックに駆られて走り始めた時点で、万事休すだ。バケネズミは攻撃を開始し、全員、命からがら走って逃げざるをえない。

「早季。歩くのが速すぎるぞ」

　瞬の声で現実に引き戻される。無意識にだが、小走りに近い状態になっていたようだ。

「あ、ごめん」

　わたしは、自分に鞭打つような気持ちで、ゆっくりとした歩調に戻した。

「あと少しだ」

　覚が、囁く。

「瞬。残り二十メートルになったら、走ろう。狙いを付けてから矢が飛んで来るまでに、三、四秒かかるはずだ。充分、逃げ切れる」

「……僕は、最後まで走りたくない」

　瞬の声には、迷いが感じられた。

「走れば、やつらは追いかけてくる。森に入れたって、安全地帯っていうわけじゃないんだぞ」

「でも、森の中だったら、隠れられる。早く逃げないと、もし、今……」

　守が早口に言って、また手を挙げた。

「ねえ……後ろ！　何だか」

　真理亜が、押し殺した声で言う。わたしは、さっと振り向いて、心臓に、痛みのようなショックを感じた。丘の中腹にいたバケネズミたちが駆け下りてくる。

「来るわ！」

　真理亜は、悲鳴を上げて、挙手した。二票。

「待て。まだだ。まだ、攻撃してきたわけじゃない」

　瞬は、守と真理亜を宥めようとしたが、二人は、手を下ろそうとはしなかった。迷いながら、覚がゆっくり腕を持ち上げかける。

「やめて！」

　わたしは、覚を制した。

「あと少しなんだから。まだ、もうちょっと……」

　鋭く風を切る音がした。一本の矢が、笛のような、蜂の唸り声のような音を立てながらわたしたちの上空を飛び越えていき、森の入り口付近に突き刺さる。

　鏑かぶら矢やという名前は知らなくても、それが宣戦布告の印であることはわかった。三人目の挙手を待たず、次の瞬間、わたしたちは脱兎のごとく駆け出していた。

　あれほど必死に走ったのは、生まれて初めてだった。なのに、いくら足を動かしても、いっこうに前に進まない。それは、悪夢の中にいるような奇妙な感覚だった。

　それでも、森の入り口は、しだいに目の前に迫ってくる。

　あと、もう少しだ。

　木々の間を縫うようにして飛び込んだときに、初めて自分がかなりのスピードで走っていることに気がついた。

「かたまるな。ばらばらになって逃げろ！」

　瞬の叫び声が響く。

　わたしは、道から大きく右にそれて、下した生ばえの中を疾走した。みんなの声や走る音は、まったく聞こえない。いつのまにか、一人になっていた。

　自分の荒い息遣いだけが、頭の中に響いていた。こんな無茶なペースでどこまでもつか、見当もつかない。とにかく、走れるところまでは走り続けるしかなかった。

　ついさっきまで、四人の仲間たちと一緒にいたのに、突然、独りぼっちになってしまった。バケネズミが追いかけてくる恐怖に加えて、寂しさによる不安が、胸を締め付ける。伴走しているのは、木々の梢の間から見え隠れする月だけだった。

　息が苦しい。肺はより多くの酸素を求めて喘ぎ、気管は悲鳴を上げていた。太腿はだるく、膝から下は、もはや感覚がなかった。

　限界だ。立ち止まって、休みたい。

　だが、ここで止まったら、死ぬかもしれない。

　あと少し。あと、もうちょっとだけ、走ろう。

　そう思った瞬間、何かに躓つまずいた。

　体勢を立て直そうと思ったが、どうすることもできない。わたしの身体は、走ってきた勢いで、ふわりと宙に浮き、したたかに地面に打ち付けられた。

　すぐに起きあがらなきゃとは思ったものの、どこかを痛めたらしく、思うように身体が動かない。何とか仰向けになると、黄色い月が、これまでに見たことがないくらい明るく網膜に映った。

　冷えた土が、薄いＴシャツとナップザック越しに背中の熱を奪い取っていく。ふいごのような荒い息をつくほかは何一つできずに、わたしはその場に横たわっていた。

　ここで、死ぬのだろうか。ふと、そんな思いがよぎる。わたしは、まだ若すぎて、死はあまりにも実感がなかった。

「早季！」

　遠くから、わたしを呼ぶ声が聞こえた。

　覚だ。近づいてくる。

「早季。だいじょうぶか？」

「覚……逃げて」

　わたしは、ようやく、声を絞り出した。

「動けるか？」

　今度は、すぐ間近から、声が聞こえる。続いてわたしを覗き込んだのは、逆光で表情は見えないものの、まちがいなく覚の顔だった。

「無理みたい」

「頑張れ。早く、ここから逃げないと」

　覚は、わたしの手を引っ張って引き起こした。わたしは、覚に支えられて、よろめきながらも何とか立ち上がった。

「走れる？」

　わたしは、首を振った。

「じゃあ、歩こう」

「ううん……もう、遅いわ」

「何言ってるんだよ？」

　わたしは、覚の肩越しに後ろを見やった。覚も、振り返る。闇の中に、たくさんの目が光っていた。耳を澄ますと、かすかな獣の息遣いも伝わってくる。

「すっかり、バケネズミに囲まれてるわ」




　てっきり、その場で殺されるものと思ったが、さいわい、その予想は当たらなかった。わたしたち二人は、槍を構えた数匹のバケネズミたちによって、追い立てられるように連行された。バケネズミたちはまだ警戒しているらしく、わたしたちの三メートル以内には近づこうとはしない。そのおかげか、高手小手にくくられたり小突き回されたりすることはなかったが、背後の槍ぶすまに加えて、少し離れた場所では数匹が弓を並べてこちらを狙っていたため、生きた心地がしなかった。

「ほかのみんなは、逃げたの？」

　わたしは、小声で覚に訊く。

「わからない。森に入ってから、すぐに姿が見えなくなった」

　バケネズミに会話を咎とがめられるかと思ったが、彼らが無関心なようだったので、なおも訊ねてみる。

「どうやって、わたしを見つけたの？」

「走ってる途中で、後ろ姿が見えたんだ」

　それで追ってきてしまっては、ばらばらになって逃げるという趣旨に合わないのだが、非難する気にはなれなかった。

「みんな、たぶん、逃げたよね」

「そうだな。たぶん」

　気休めにすぎないとは思ったが、覚の言葉で、ほんの少しだけ気が楽になった。

　そのとき、わたしたちを先導していたバケネズミが、止まれという身振りをした。

　そこは、森の中の小さな空閑地だった。いよいよ殺されるのか。わたしは、目を閉じた。だが、棒のようなもので胸を突かれ、すぐに目を開ける。

「キキキキ……Ｇｒｒｒｒ！」

　目の前には、一匹のバケネズミが立っていた。身長は、ほとんどわたしと変わらない。房飾りの付いた鎧兜に身を固め、長柄の槍を携えている。さしずめ、この一隊を指揮する隊長といったところか。わたしは、鈍く痛む胸にそっと触れてみた。Ｔシャツは破れていない。出血もないようだ。見るからに鋭利な穂先ではなく、石突きで突かれたらしい。

「早季……！」

　覚が、わたしに駆け寄ろうとしたとたん、別のバケネズミの槍で足を払われて、地面に倒れ伏した。

「だいじょうぶ。動かないで」

　わたしは、とっさにそう叫んだ。もちろん、おとなしくしていれば危害を加えられないという確信があったわけではない。むしろ、このときは、二人とも処刑されることを半ば覚悟していた。

　眼前のバケネズミが、再び鋭い叫び声を発した。それで、わたしは初めて、隊長らしきバケネズミの顔を至近距離から眺めることになった。

　漆黒の兜の下で光っている残忍そうな赤い目も、豚のような鼻面も、前に水路で助けたバケネズミや、ほんの数時間前に離塵師が殺した個体とそっくりだった。だが、一点だけ、はっきりと異なっている部分がある。額から目のまわり、鼻面の上面から頰、顎にかけて、松まつ毬ぼつくりのような鱗でびっしりと覆われているのだ。

　鱗を持つ哺乳類には、穿セン山ザン甲コウのような例はあるが、バケネズミのような齧歯類では聞いたことがない。しかも、同じ種類の中で、鱗がある個体とないものが混在しているのは、いかにも奇妙だ。

　そんな考えが、脳裏を一瞬だけ駆けめぐって、消えた。冷たい金属が頰に当たる感触。わたしは槍を突きつけられているのだ。穂先に反射する月光が眩しい。

　これが最後なのだろうか。そう思う間もなく、穂先は、すっと引き戻された。わたしを串刺しにするつもりなのだろう。

　気合いのつもりなのだろう、松毬隊長が、瀕死の豚のような奇声を上げた。わたしは、観念して目を瞑つむった。

　そして、数秒後、また目を開ける。

　何事も起きていなかった。見ると、松毬隊長は、すでに覚の前に移動している。覚は、二匹のバケネズミに両側から腕を取られていた。

　あっと思った刹那、松毬隊長の槍がすばやく繰り出され、覚の顔面を襲っていた。だが、穂先が突き刺さる直前、間一髪で止められる。続いて、二突き、三突き。

　覚は、気丈に頑張っていたが、とうとう恐怖のあまり膝の力が抜け、へたり込みそうになって両側のバケネズミに支えられた。その瞬間、寸止めされていた槍の穂先が額をかすめた。

「覚！」

　わたしは、思わず飛び出そうとしたが、別のバケネズミの槍で制止される。

「だいじょうぶ。平気だ」

　覚が、こちらを振り向いて言う。額の創傷からは、血が流れ出していた。胸が痛んだが、浅手らしいので、命に関わることはないだろうとほっとする。

　松毬隊長以下のバケネズミたちも、一様に安堵しているような様子だった。とはいえ、覚の傷が軽かったことが理由ではないようだった。どうやら彼らは、わたしたちが呪力を持っているのではないかという疑念を捨てきれなかったらしい。そのため、巣コロニーへ連れて行く前に、わたしたちを脅かすことによって確認したのだろう。

　再び、わたしたちは、追い立てられ、森の中を歩かされた。

「痛い？」

　わたしが囁くと、覚は黙って首を振った。出血はなかなか止まらず、覚の目の上から頰、顎のあたりまで、黒っぽく見える筋を何本も作っている。

「わたしたち、どうなるのかな？」

「たぶん、すぐに殺されることはないよ」

　覚は、小声で言う。

「どうしてわかるの？」

「殺すんなら、とっくにやってるはずだ」

「そんなの、ただの希望的観測じゃない」

「それだけじゃないよ。あいつらは、森に入る前に大きな音の鳴る矢を放っただろう？　あれは、たぶん、止まれという警告だったんだ。最初から僕らを殺すつもりなら、あんな手間をかけたりしないよ」

「じゃあ、わたしたちを捕まえて、どうするつもりなの？」

「さあ。でも、あいつらが、今日、初めて呪力の存在を知ったんなら、驚いてるはずだし、何としても詳しく知りたいと思うはずだろう？　僕らは、あいつらにとって、今のところ唯一の手がかりだ。絶対、簡単には殺さないよ」

　覚の推測は、たぶん、的を射ていたのだろうと思う。わたしたちは、実際、それからしばらくの間は、生命の危機を感じることはなかった。




　わたしたちは、森を抜けて、再び丘を上らされた。疲労はとうにピークに達しており、背後から槍で追い立てられていなければ、たぶん、一歩も前へ進めなかっただろう。

　そんな状態でも、わたしたちを護送するバケネズミたちの姿は、自然に目に入ってくる。驚いたのは、全部で二十匹ほどの中で、標準的なバケネズミの姿形といえるのは、半分の十匹にすぎず、残りの十匹については身体の一部に著しい変形が見られたという点である。しかも、それらはいずれも自然に発生した畸形ではなく、何らかの合目的的な改造の結果としか考えられなかった。

　前述の隊長と、副隊長とおぼしき二匹は、松毬のような鱗に覆われていたが、よく観察してみると、鱗がカバーしているのは、露出した両手など、鎧の隙間にあたる箇所であるようだった。

　また、弓兵の中でも、他より二回りほど大きな強ごう弓きゆうを持った四匹は、左右の腕の形状に、シオマネキのような差異があった。弓を持つ方の手は、棒状で長く、半ば硬直しているようだった。一方、矢をつがえて弦を引き絞る側の手は、弓手に比べるとずっと短かいものの、肩から胸にかけての筋肉が逞しく盛り上がっている。肘から先はずっと細く、指先は癒着して二本の鉤かぎのようになっていた。

　さらに、別の二匹はそれぞれ、カメレオンのように大きく飛び出した眼球や、コウモリを思わせる巨大な耳じ殻かくを持っており、絶えず目や耳を忙しく動かしては、周囲を警戒しているようだった。

　そのほか、頭部に一本の長い角が生えた個体や、異様にひょろ長い手足を持った個体がちらりと視界に入ったが、それらの変異が何の役に立つのかは想像もつかない。

「どうなってるんだ、こいつら。化け物行列じゃないか」

　覚が、呻いた。

「だって、化けネズミだもん」

「そんな意味だったとは、知らなかったよ」

　まったく笑えない軽口だったが、心の余裕を取り戻し、事態を客観的に眺めるためには、多少の効果はあったと思う。

　丘を上りきると、右手には月光に照らされて無気味なシルエットを浮き立たせている木立に囲まれた道があった。だが、バケネズミたちは、その反対側、野ノ荊イバラが密生している狭い隙間を縫って入っていく。わたしたちも、否応なしに棘だらけの灌かん木ぼくを搔き分けていくはめになった。

　このノイバラは、外敵を巣に近づけないように、バケネズミたちが植えたものだろう。そう考えながら、左右に曲がりくねった道を行くと、突然、視界が開けた。

　そこは、漫然と見過ごせば、ただの草地にしか見えなかったが、大きな水ミズ楢ナラの木の根本からバケネズミが現れるのを見て、巣の存在に気づく。巣の入り口は丈の高い雑草で巧妙にカモフラージュされており、そこから次々とバケネズミたちが湧き出してくる様は、まるで手品を見ているようである。

　その中で、ひときわ体格が大きいバケネズミが、他を押しのけてのっそりと前へ出た。革製の鎧の上にマントをまとっており、このコロニーではかなりの高位にある個体らしい。だが、何よりも大きな特徴は、まるで金槌のように前後に張り出した才さい槌づち頭あたまだった。

　松毬隊長が四つ足になり、へりくだった様子で進み出ると、才槌頭の方は逆に直立する。二匹は協議を始めたようだった。才槌頭は、ぎらぎら光る目でわたしたちを睨め付けると、松毬隊長に何事か指示を与える。

　わたしたちは、真っ暗な地中のトンネルに連れ込まれるのを怖れていたが、ほっとしたことに、巣穴の入り口からは遠ざけられ、木立の奥へと追いやられた。そこにあったのは、円錐形に立てた木の支柱にノイバラの蔓を巻き付けて作った、直径が二メートル、高さ一・五メートルほどの、巨大な鳥籠のようなものだった。

　鳥籠には入り口らしいものは見当たらなかったが、一ヵ所だけ支柱がなく、ノイバラの茎だけが張られている箇所があった。二匹のバケネズミが、二本の槍で押してノイバラの茎の間を広げ、わたしたちを鳥籠に入れる。槍が引き抜かれたとたん、棘だらけの茎の間隔は二、三十センチほどに戻ってしまった。もはや、ひどい切り傷を負う覚悟なしに外へ出ることはできない。その上、槍を持った歩哨が一匹、陰気な目つきでわたしたちを見張っているのだ。

　鳥籠の中は、立っていられる高さがなかったので、わたしたちは、やむをえず冷たい地べたにナップザックを敷いて腰を下ろす。月の光で、お互いの顔がかろうじて見えるくらいの明るさだった。

「ひどい一日だったね」

　思いがけないほど優しい覚の口調に、緊張が途切れ、不覚にも涙がこぼれそうになった。

「もう本当に、最っ低。……覚、怪我は？」

「全然何ともないよ。血も乾いてるし、皮をちょっと切られただけだから」

　覚は、だいじょうぶだというように、耳をぴくぴく動かして見せた。これは、クラスで、彼しかできない得意技だった。わたしは、ほっとして、少し笑った。覚の額には幾筋もの血の痕がこびりつき、見るからに恐ろしげな形相になっていたが、本人が言うように、傷そのものはたいしたことがないらしい。

「これから、どうなるの？」

「とりあえず今は、ここで助けを待つしかないよ。瞬たちが、うまく逃げ切ってくれたら、町に報せてくれるだろうし」

　救援が到着するまでに、どのくらいの時間待たなければならないのだろう。想像するだけで気が滅入りそうだった。

　わたしたちは、狭い鳥籠の中で、肩を寄せ合うようにして時間を過ごした。

「まだ、見てるね」

　鳥籠に入れられてから小一時間はたっていたが、歩哨は、相変わらず胡う乱ろんな目つきで、ちらちらと様子を窺っている。わたしと目が合うと、いったんは顔を背けるのだが、すぐにまた、こちらに視線を戻すのだ。

「気にすんなよ。あんな馬鹿な、ネズミ一匹」

　覚は、わたしの腰に手を回しながら言う。

「でも、何だか……ねえ、何するの？」

　後半のセリフは、覚の行動に向けたものだ。

「神経が苛ついてるだろう？　僕が慰めてあげるよ」

　覚は、窮屈な姿勢のまま、わたしに覆い被さってこようとする。逆光で顔は暗い影になっていたが、目だけはきらきらと輝いていた。

「いいわ。わたしがしたげる。覚は、じっとしてて」

　わたしは、覚の胸に掌を当てた。覚は、動きを止める。Ｔシャツ越しに、心臓の鼓動がとくとくと伝わってきた。わたしは、微笑して、ゆっくりと彼を仰向けに押し倒した。

　月明かりに青白く浮かんだ覚の顔を見下ろしながら、指の背で優しく頰を撫でてやる。覚は、うっとりと目を閉じ、まるで飼い猫のように大人しく、されるがままになっていた。

　両手で頰を挟み、額にキスすると、覚は、わたしの胸に顔を埋めた。

　首筋から胸、両腕、脇から下腹部まで、順番に掌と指で愛撫していく。

　このときまで、わたしたちがこうして触れ合う機会はあまりなかった。だが、ふだんの生意気な言動とは裏腹な態度に、たまらない愛しさを感じた。

　彼のペニスは、すっかり固くなっていた。それまで、わたしは、女の子同士での経験しかなかったから、男の子を可愛がる方法には不慣れだった。ジーンズの上からさすってやると、厚い生地を通しても、その部分が熱くなり、脈打っているのがわかる。ここは、どうしたらいいのだろう。

　とりあえず、そこは先延ばしにして、内腿やお尻を爪の先で引っ搔いたりしていると、覚の方が焦れたように、わたしの手を局部に押しつけてきた。

　ジーンズが窮屈そうだったのでボタンを外し、少しだけ前を開いてやる。トランクスを突き破りそうな膨らみが露わになった。

　もう一度、男の子の一番敏感な部分をさすってあげた。今度は、薄い布を一枚隔てているだけなので、形や大きさがはっきりとわかる。それが、まるで独立した生き物、小さなペットのように、真摯にわたしの愛撫に反応するのが面白かった。

　ふと、ミノシロモドキの言葉が、耳じ朶だに蘇る。

『ボノボは、個体間の緊張やストレスが高まると、濃密な性的接触によって解消します。成熟した雄と雌の場合には性行為になりますが、同性間や未成熟な個体の場合でも、性器を擦り合わせるなどの疑似的な性行為を行うのです。これによって、争いは未然に防がれ、群れの秩序も維持されるわけです……』

　違う。わたしたちは、猿なんかじゃない。

　わたしは、頭を振って、雑念を追い払おうとした。

　しかし、と思う。倫理規定は、男女間の性行為についてはきわめて厳格な要件を定めており、ほとんど禁止に近い扱いなのに、その一歩手前の行為や、同性間の接触は、むしろ奨励しているのは、なぜなんだろう。

『第一段階としては、肉体的な接触を頻繁にすることです。握手する。抱擁する。頰に接吻をする。第二段階は、幼児期から思春期までの間は、異性間だけではなく同性愛的接触をも奨励することです。オルガスムスを伴う疑似性行為によって、対人的な緊張を和らげる習慣を付けさせること。そして、第三段階は、成人間においての完全なフリーセックスです』

　もし、ミノシロモドキが言ったことが真実で、これがすべて、わたしたちの社会を守るためであるなら……。

「どうしたの？」

　わたしが急に手を止めたので、覚が不審そうに訊いた。

「うーん、ごめん。何でもない」

　わたしが謝ると、覚は、「今度は、僕が気持ちよくしてあげるよ」と言って、わたしの身体をまさぐり始めた。

「ちょ、ちょっと……！」

　本人は、ベルベットのように優しくタッチしているつもりらしいが、やたらにくすぐったい。わたしは、身悶えした。のけぞるように顔を上げたとき、射るような視線に気づく。例のバケネズミの歩哨だった。瞬きもせずに、こちらを注視している。

　大人であれ、子供であれ、親密な触れ合いの最中にじろじろ観察されることは好まない。したがって、たまたまそういう場面に行き合った人は、すぐに視線を外し、その場を立ち去らなければ、不作法とされている。

　もっとも、傍観者が人間以外であれば、当然その限りではないし、わたしも以前、波は崎さき砂丘で真理亜と抱き合っていたとき、どうしてそうなったのかは覚えていないが、傍らに、瞬の愛犬であるブルドッグのすばるが控えていたことがある。

　だが、このときのバケネズミの視線は、すばるとは違ってひどく不愉快だった。あきらかに、わたしたちの行為の意味を理解しているだけでなく、下等な脳に宿る卑ひ猥わいで陋ろう劣れつな妄想の色眼鏡を通して、涎を垂らさんばかりの表情で見入っているのだ。

　またもや、わたしが動きを止めてしまったので、覚は薄目を開けた。

「何だよ、焦らすなよ」

「違うの。……あれ」

　わたしは、バケネズミの歩哨の方を目で示した。

　覚は、舌打ちした。

「だから、あんなの気にするなって」

「無理よ」

　覚は、快楽を中断された恨みの籠もった目で、バケネズミの歩哨を睨んだ。

「畜生。邪魔なやつだな。どうにかしてやろう」

「呪力もないのに、どうやって？」

　わたしの言葉に嘲弄の響きを感じたらしく、覚は、むっとした顔をした。

「呪力なんかなくたって、人間の知恵があるさ」

　辛辣な返答が浮かんだが、胸にしまっておくことにする。

「……だけど、どうにもならないわ。ここからじゃ、手も届かないし、言葉も通じないんだから」

　覚は何かを思いついたらしく、急に目を輝かせた。嫌な予感がしたが、黙って見守っていると、ごそごそと、ナップザックの中を探り始める。

「何探してるの？」

「これだよ」

　覚が自慢げに取り出したのは白い水鳥の卵、いや、カヤノスヅクリの偽卵だった。

「そんなもの、どうするつもり？」

　偽卵をぶつけると、中から『悪魔の手』がバネ仕掛けで飛び出して、悪臭を放つ糞ふん塊かいが周囲二、三メートル四方を汚す。とはいえ、もちろん殺傷能力などはないし、せいぜい、相手を激怒させる程度の効能しかないのだが。

「まあ、見てろって」

　覚は、膝立ちの格好で鳥籠の入り口に近づき、偽卵を持ってバケネズミの歩哨に合図を送った。向こうの方は、初めてこちらからコミュニケーションを取ろうとしたので、ひどく警戒したらしく、居丈高に槍を振り立てる。

「おーい。そんなに、怒るなよ。立ちっぱなしだから、腹が減ってるだろう？　美味しい美味しい、ヨシゴイの卵だよー」

　覚は、猫撫で声で敵意のないことをアピールしつつ、手にした偽卵を、ノイバラの蔓の間から相手の方に転がした。

　バケネズミの衛兵は、転がってきた偽卵を見て、首を傾げる。しばらく躊躇していたが、槍を持ったまま、一本の前脚で器用に持ち上げた。

「馬っ鹿じゃないの？　バケネズミだって、偽卵のことくらい知ってるわよ」

「そうかな？　そうとも限らないと思うけど」

　覚の声は、緊張と期待からか、ややかすれていたが、妙に自信ありげでもあった。

「こいつらは、最近、大陸からやって来た外来種だろう？　カヤノスヅクリっていうのは、東関東の固有種らしいから、もしかすると、見たこともないかもしれない」

「だとしても、せいぜい糞まみれにして、かんかんに怒らせるだけよ。だって、まさか、蛇みたいに丸呑みにでもしない限り……」

　覚が、あっと小さく叫んだ。視線の先に目をやると、バケネズミの歩哨が今まさに上を向き、ぱっくり開いた口の中に偽卵を落とし込んだところだった。

　続いて眼前で起きたことは、あまりにも残酷で、とても正視に耐えなかった。

　こんなにひどいことをしなくたっていいじゃないかと、覚を難詰しようと思ったが、彼の横顔を見ると、わたし以上にショックを受けているのがわかったので、何も言えなかった。

　バケネズミの歩哨は、とうとう動かなくなった。おそらく絶命したのだろう。鳴き声を発することもできなかったので、わたしたちの犯行は、まだ露見していないはずだ。

「どうしよう？」

　わたしは、そっと覚に訊ねた。わたしが優柔不断で、いつも誰かにお伺いを立てているように思われると心外である。このときは、何でもいいから口火を切りたいという気持ちからだった。

「……逃げるしかないな」

　覚は、つぶやくように言った。

「こいつを殺したことがわかったら、やつらは、こんどこそ、僕らを生かしてはおかないはずだ」

「でも、どうやって？」

　わたしは、太いノイバラの茎に手をかけようとして、指を刺し、あわてて引っ込めた。全身血まみれになるのを覚悟しても、無理やりここを擦り抜けるのは難しそうだ。

「あれだ！」

　覚は、死体の横に落ちている槍を指さした。ノイバラの茎の間からは、かろうじて腕を突き出すことができる。覚は、ナップザックの中身を全部出すと、肩ひもの一端を握って槍の方へ放り投げた。何とか引っかけてたぐり寄せようというのだが、なかなかうまくいかない。それでも、何度か試みるうち、ナップザックが柄の部分に引っかかり、少しだけ手前に引き寄せることができた。

「代わるわ」

　わたしは、覚の腕がノイバラの棘で傷ついているのを見て言ったが、覚は首を振って、飽くなきチャレンジを続ける。

「やったぞ！」

　どうにか槍を手にしたときには、覚の腕には無数の傷がつき、出血で赤く染まっていた。

　覚はさっそく、鳥籠に入れられたときにバケネズミたちがやった方法を真似して、槍を梃て子こにしてノイバラの茎を押し広げようとしたが、その結果わかったのは、槍が一本では、どうやってもうまくいかないということだった。隙間を広げるためには、二本を交差して使わなければならないのだ。

「しかたない。切り開こう」

　今度はノイバラの茎を切断にかかったが、驚いたことに、歩哨が持っていた槍の穂先は石器だった。松毬隊長の槍には、金属製らしい穂先が付いていたのだが。

「早くしないと、見つかっちゃう！」

　わたしは、気を揉んで言った。

「もうちょっとだよ」

　覚は、不平ひとつ言わず、懸命の努力を続けている。日頃の彼、ほら吹きで、皮肉屋で、ちょっと批判されただけでむきになって言い返す覚からは想像もつかない姿で、わたしは意外の念に打たれていた。

　さいわい、黒曜石か何かでできた穂先は、意外なくらい鋭利だった。覚は、ものの二、三分でノイバラの茎を挽き切った。それ以上、時間を費やすことはできない。覚は、切った茎を槍の柄でねじ曲げて、手前に押し上げた。

「早く！　ここから外に出るんだ」

　茎一本分の隙間は、わたしが通り抜けるのにもやっとだったが、すばやく四つん這いになって外に出た。

　わたしにナップザックを手渡すと、今度は、覚が出てくる番だった。鳥籠の中に向かって曲げた茎を槍の柄で外から支えるのは骨が折れたが、何とかやり遂げる。覚の横幅は、わたしより少し大きかったらしく、脇腹を二、三ヵ所、棘で引っ搔いたようだが、すでに満身創痍の状態だったから、今さら大勢に影響はなかっただろう。

　わたしたちは、身体を低くして木立の向こうの様子を窺った。多くのバケネズミたちは瞬たちの追跡に駆り出されているらしく、立っている後ろ姿が見えたのは、二、三匹だけだった。そのほかに、数匹が、しきりに巣穴から出たり入ったりしている。

「よし。逃げるぞ」

　わたしたちは、早足で巣穴とは反対方向に向かった。カヌーを隠した霞ケ浦の岸からはますます離れてしまうが、背に腹は代えられない。足音を忍ばせ数十メートル進んでから、駆け出した。

「どっちへ行くの？」

「とりあえず、まっすぐ行こう」

　捕まってから、どのくらいの時間がたっていただろう。すでに、月はかなり傾いてきており、遠くの山の稜線にかかっていた。

　わたしたちは、暗い山道をひた走った。今度こそ、捕まれば確実な死が待っていることだろう。

「それ、捨てた方がいいんじゃない？」

　わたしは、早くも息を切らしながら覚に言った。彼は、例の槍を後生大事に持ってきていたのだ。

「まだ、役に立つかもしれない」

　覚は言葉少なに答えたが、その意味するところを考えると暗然とせざるを得ない。呪力を喪失した二人の人間の子供にとって、今や唯一の武器といえるのが、この貧弱な槍一本なのだから。

　それから、四、五十分は、何事もなく経過した。わたしたちは、ほとんどへたばりそうになりながらも、何とか逃げ続けていた。さいわい、追っ手がかかったような様子はまだなかったものの、不安はいや増す一方だった。

　哀調を帯びたメロディとともに、和貴園で習った昔の歌の一節が浮かんだ。





　お家うちがだんだん遠くなる。遠くなる。

　今きたこの道かえりゃんせ。かえりゃんせ。






「いつまで、こっちの方に行くの？」

　わたしは、とうとう我慢できなくなって訊いた。

「とりあえず、やつらの巣穴から遠ざからないと」

　覚の頭には、追ってくるバケネズミの幻影しかないようだった。

「でも、わたしたち、西へ向かってるでしょう？　このままじゃ、霞ケ浦からはどんどん遠ざかっちゃうわ」

「だけど、まさか戻るわけにもいかないだろう？　どこか、大きく迂回できる道に出るまでは、このまま行くしかないよ」

「だって、どこまでもずっと一本道みたいじゃない。いったんこの道からそれて、森の中を歩いて戻ったら？」

「夜中に森の中なんか歩いたら、絶対、迷うだけだよ。どっちの方角へ行ってるのかわからなくなるし、下手すると、元来たとこに戻っちゃうぞ」

　覚は、身震いしたように見えた。

「だけど、このまま一本道を逃げてたんじゃ、あいつらが追いかけてきたとき、簡単に見つかっちゃうわ」

「だから、今のうちに、少しでも距離を稼いどくんだよ」

　わたしたちの議論は、まったく嚙み合わなかった。覚は、その間も歩調を緩めようとはしなかったので、しかたなく、わたしも後に付いていく。

　だが、その覚が、唐突に立ち止まった。

「どうしたの？」

　覚は、唇に指を当てて、喋るなという身振りをした。姿勢を低くして、前方を凝視している。

　私も、彼が見ている方に視線をやった。何も、変わったものは見えない。

　再度、覚に話しかけようとしたとき、前方の茂みで、がさっという音がした。

　わたしたちは、凍りついた。

　二、三十メートルほど先の道の両側から、小人のような影がいくつも現れた。それぞれ、手には、槍や刀のような武器を携えている。

「バケネズミだわ……」

　絶望で、気が遠くなりそうだった。覚は、粗末な槍を握りしめて一歩前に出た。
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　バケネズミは、全部で六匹いた。ゆっくりと、こちらに向かって近づいてくる。

「覚。槍を捨てて」

　わたしは、なるべく平静に聞こえるような声でささやいた。

「逆らったら、殺されるわ」

「どっちみち、殺される」

　覚は、首を振った。

「いいか。僕が戦ってる間に、森に入って逃げるんだ」

「そんなの無理よ。逃げ切れるはずないじゃない。でも、おとなしくしてれば、すぐには殺されないわ。助けが来るのを待ちましょう」

「だめだ。間に合わない」

　覚は、頑固に言い張る。

「それに、もう、あんな檻に閉じこめられるのはいやだ」

「覚！　お願いだから、早まらないで」

　六匹のバケネズミたちは、わたしたちから四、五メートルほどの位置で止まった。警戒しているのだろうか。だが、それにしては、どことなく様子がおかしい。

「……ちょっと待って」

　わたしは、槍を構えなおした覚の腕に手をかけた。

「邪魔するな」

「そうじゃなくて……これ、さっきのやつらとは違うわ」

「え？」

　覚は、怪訝そうに訊き返す。

　そのとき、横一列に並んだ六匹のバケネズミは、いっせいに槍を降ろしたかと思うと、突然、その場に跪ひざまずいた。

「何だ？」

　覚が叫ぶ。わたしは、ただ、口をぽかんと開けて見ているだけだった。

「キキキキＧｒｒｒ……カ・ヴィ・サマ」

　真ん中のバケネズミだけが顔を上げ、奇怪な発音で口上らしきものを述べる。

「ｓｓｓｈ……シオア☆アーヴ・コロニ……∈∂Å。ツチクモ★Ｂｒｒｒ……キケン！」

　何を言っているのかは、さっぱりわからない。だが、跪いているバケネズミの額には、入れ墨らしきものが見えた。

「助かった！　人に従順なコロニーのバケネズミよ！」

　わたしは、安堵のあまり腰が抜けそうになった。覚はまだ半信半疑の顔だったが、意を決したようにバケネズミたちに向かって歩いていった。おっかなびっくりという感じで、三メートルほどの距離で立ち止まると、覗き込むようにして入れ墨を確認した。

「『塩６０４』か。もしかしたら、『塩シオ屋ヤ虻アブ』コロニーのことかな？」

「キキキキキ……シオア☆アーヴ！　シオア☆アーヴ！」

　口上役のバケネズミが、覚の言葉に反応して、米こめ搗つきバッタのように大仰な動作で頭を上下させる。

「ツ☆クモ★……キケン……ツチクモ★キケン！」

　後になって知ったことだが、保健所はこのときすでに、わたしたちを拘束した外来種のコロニーを認知しており、『土ツチ蜘グ蛛モ』と命名していた。ただし、その前に半島から渡ってきた『馬陸ヤスデ』コロニーが比較的穏和で、さしたるトラブルもなくバケネズミの秩序に組み込まれていたこともあって、『土ツチ蜘グ蛛モ』コロニーの危険性は過小評価されていたらしい。

　ちなみに、土蜘蛛というのは奇しくも、太古に日本列島を統一した大和王朝（神聖サクラ王朝と同時期の新ヤマト王朝とは別）が、先住民である縄文人たちに与えた蔑称と同じである。巡り巡って、その名がバケネズミ、それも外来種のコロニーを指すのに使われるようになったのは、歴史の皮肉と言うべきだろう。

　ともあれ、わたしたちは、六匹の塩屋虻コロニーのバケネズミに先導されて、暗い森の中を抜けて行った。

「また、厄介なことになったな」

　深刻な表情で考え込んでいた覚が、ぽつりと漏らす。

「どうして？　わたしたち、助かったんじゃない。この連中は、絶対に人は襲わないわ」

「たしかに、今はね」

「今は？」

　覚は、憐れみがこもった目つきで、わたしを見た。

「バケネズミが人間を神として崇拝してるのは、どうしてだと思う？　呪力があるからだろう？　今だって、僕らが呪力を持ってると信じてるから、こんなにへりくだった態度を取ってるけど、もし、僕らの呪力が消えてしまったことを知ったら、どうなると思う？」

　前を歩くバケネズミに聞かれるのを怖れているためか、後半はひそひそ声になる。

「考えすぎよ。だって……」

　わたしは、不安に駆られて、何とか覚を論破しようとした。

「塩屋虻コロニーは、人間に服従してるんでしょう？　もし、わたしたちをどうにかして、それを人間に知られたら、全滅させられることくらい、よくわかってるはずよ。それに、だいたい、わたしたちに危害を加える動機がないわ」

「バケネズミの動機なんか、わからないよ。人間そっくりの考え方をしてると思うときもあるけど、しょせんは齧歯類だしな」

　覚の声は、急に二十歳以上も老け込んでしまったかのようだった。

「とにかく、こいつらは油断ならない。僕らが呪力を使えないことは、絶対に悟られたらだめだ。早季も気をつけろよ」

　いったいどう気をつければいいのかと思ったが、わたしは、覚に食ってかかる代わりに、短く「うん」と答えた。今は、口論しているときではない。

　だが、森の中の道なき道を進むうち、徐々に不安が兆してくる。

　わたしたちは、一度も呪力を見せずに、塩屋虻コロニーのバケネズミたちを騙しおおせることができるのだろうか。新たな不安は、背後から追ってくる土蜘蛛への恐怖が薄らぐのと反比例して、どんどん膨らんでくるようだった。

　それから、どのくらい歩いただろうか。ふいに一匹のバケネズミがこちらを振り返って、何かを叫んだが、疲労と眠気で頭が朦朧としていたためか、一言も理解できなかった。

「何て言ったの？」

「よく聞き取れなかったけど、たぶん、到着したんじゃないかな」

　覚の言葉で、さざ波のような緊張が身の裡うちに走る。

　すると、前方の藪の隙間から、新たな個体一匹が出現した。わたしたちを先導していた六匹とは、明らかに様子が異なっていた。体格も一回り大きかったし、鍬形のついた兜を被り、鱗状の鉄片を編んだ鎖帷かた子びらを着用している。土蜘蛛コロニーの松毬隊長と同格程度か、もっと上位の個体かもしれない。

　兜は、しばらくの間、口上役をした一匹から報告を受けていたようだったが、やがて、慎重な足取りでこちらに近づいてきた。

「神様。ようこそ、いらっしゃいました」

　兜を脱ぎ、驚くほど流暢な日本語で言う。

「私わたくしは、塩屋虻コロニーの奏上役を務めます、Θξ％∞★∀∂と申します」

　名前の部分だけが、半ば超音波のように甲高く複雑な発声だった。

「ですが、神様方には、たいてい、簡単にスクィーラとお呼びいただいております。どうか、そのようにお呼びください」

「じゃあ、スクィーラ」

　覚が、平静な顔で言う。

「僕たちは、キャンプに来て道に迷ったんだ。霞ケ浦の岸まで送ってくれると有り難いな。そこまで行けば、後はだいじょうぶだから」

「かしこまりました」

　あっさりとスクィーラが答えたので、わたしたちは、ほっと身体の力を抜きかけた。

「ただ、まことに生憎ですが、今すぐというのは、少々困難です」

「どうして？」

　思わず、わたしは叫んでいた。

「夜だから？　それとも……」

「私どもは嗅覚が発達しておりますので、夜間でも森の中を歩くのに支障はございません。したがいまして、もし神様がお疲れでなければ、もちろん、ご案内することにやぶさかではありません」

　スクィーラは、恭しく答える。

「ですが、現在、この辺り一帯は、たいへん危険な状況にあるのです。土蜘蛛と呼ばれる危険な外来種のコロニーが侵入して来たために、私ども在来種のコロニーとの間で緊張が高まり、数日前に、ついに戦闘状態に突入しました。もしかして、ここまで来られる途中で、神様は遭遇なさらなかったでしょうか？」

　わたしは、答えようとして、覚の顔を見た。

「いや、遭わなかったな」

　覚は、ポーカーフェイスで言う。スクィーラは、覚の持っている槍と額の傷にちらりと目をやったように見えたが、気のせいだったかもしれない。

「それは、重ちよう畳じようでした。土蜘蛛は、神様の威に服さぬ不逞の輩やからですので、身の程もわきまえず襲ってくる可能性がございます。もちろん、神様であれば呪力でひと捻りでしょうが、何しろ、隠れていきなり毒矢を射かけてくるような卑怯な者どもですので」

　皺だらけの鼻面にさらに皺を寄せ、唾を飛ばして土蜘蛛を罵る。

「いや、失礼いたしました。そのようなわけで、目下私どもは防御に大おお童わらわでございまして、私も元来いたって柔弱なたちなのですが、このように似合わぬ戦いくさ装束など着せられておる次第です」

「それで、勝てそうなの？」と、わたしは訊ねた。すると、その質問を待っていたかのように、スクィーラはまくし立て始めた。

「それが、容易ならざる形勢なのです。大雀蜂のような大コロニーであればいざ知らず、私ども塩屋虻は、総員で七百匹ほどの弱小コロニーにすぎません。対して、土蜘蛛の兵力は、四千は下らぬと推計されております」

　わたしは、ぞっとした。離塵師が死ぬ前に『駆除』した数をいくら大目に見積もっても、せいぜい千匹というところだろう。あれでほぼ壊滅状態だと思い込んでいたのは大甘で、おそらく、まだ三千匹以上が残っているのだ。

「昨日、近隣の三つのコロニーに特使を出しまして、救援を要請したところなのですが、到着するまでには、今しばらく時間が必要かと考えます」

「じゃあ、今すぐ攻めてこられたら、ひとたまりもないんじゃないの？」

　わたしは、思わず反問していたが、スクィーラが妙な目つきをしたので、失敗を悟った。呪力を持った人間なら、バケネズミが何匹来ようと心配するはずがないではないか。

「そうだ。もし僕らが来なかったら、どうするつもりだったんだよ？」

　すかさず、覚がフォローに回る。趣味が法螺話なだけに、話を繕うのも手慣れたものだった。

「はい。神様にご心配いただき、衷ちゆう心しんより感謝いたします」

　スクィーラは、深々と頭を下げた。

「ですが、私どもの種族がコロニー間で行う戦闘は少々特殊なものでして、彼ひ我がの戦力差が相当ある場合でも、決着するまでには、常にとても長い時間がかかります」

「どういうこと？」

「百聞は一見にしかずと申します。今からご覧に入れますので、どうぞ、こちらまでお越しください」

　スクィーラは、わたしたちに向けて叩頭しながら、すばやく後ずさりし始めた。それがどうやら、目上の相手に対するバケネズミ流の礼儀作法というわけらしい。

　藪の間を抜けると、ぱっと視界が開けた。すでに月は沈んでいたが、星明かりに照らされ、草原が遥か彼方まで広がっているのが見えた。丈の長い草の間には、蟻塚のような尖った塔が、点々とそびえている。

「ここは、塩屋虻コロニーの巣なの？」

　わたしの質問に、スクィーラは首を振った。

「神様が巣とおっしゃるのは、女王の居住する竜りゆう穴けつのことかと思いますが、それはまだ、ずっと向こうです。ここは、土蜘蛛の勢力に対抗するために築かれた前線の一つなのです」

「前線？」

「トーチカや塹壕、地中壁、戦闘用のトンネルなどからなる、防衛線のことなのですが。……神様は、もしかして、囲碁や将棋のような盤上競技は嗜たしなまれますでしょうか？」

　突拍子もない質問を受けて、面食らう。

「ええ、まあ。両方とも、学校で習ったから」

　正直に言えば、どちらも最初のうちはおもしろかったのだが、すぐにやる気が失せてしまったので、わたしは未だに初心者の域から脱していない。やる気がなくなった最大の理由は、ある時点から、どうしても、特定の二、三人に勝てなくなってしまったからである。その一人が瞬だったのはまだしも許せたが、毎度、覚の勝ち誇った表情を見せられるのは、どうにも我慢ならなかったのだ。

「では、こういう説明の方がわかりよいと思います。私どもβ★ё◎Å、失礼しました、バケネズミのコロニー同士が戦闘に突入した場合、戦いの様相は必然的に将棋より囲碁に近いものになるのです」

　バケネズミという単語でつっかえたのはなぜだろうと、ぼんやりと思った。

　スクィーラは、それからバケネズミの勢力争いについて、ミノシロモドキを思い出させたくらい滔々と解説した。

　バケネズミの先祖は、東アフリカに棲息していたハダカデバネズミという穴けつ居きよ性せいの齧歯類で、地中に掘った狭いトンネルの中で生活していたのだという。人類の助けで体格と智能を引き上げられ、文明を築くようになった現在でも、その点は基本的に同じであり、住居の単位はほぼ垂直に掘られた縦穴で、浸水時に備えて、各部屋は縦穴から上方に向かって枝分かれするように配置されている。また、縦穴同士は水平なトンネルで網の目のように結ばれており、地上を通らずに行き来できるようになっているらしい。

「私どもが、地上に出て戦うようになったのは、比較的最近のことです。機動力という点では、どんなに重武装をしていても、地上を行く方が地下を掘り進むより遥かに早いのは、自明の理ですから。とはいえ、地上軍同士の戦闘ならいざ知らず、相手コロニーの拠点を攻略しようと思えば、地上から進軍しても意味がないのです」

「どうして？」と、覚。

「地下にいるβ★ё◎Å……私どもの同胞は、音と振動により、地上軍の位置は手に取るようにわかります。ところが、地上軍からすると、地下にいる敵はとうてい探知不能です。したがって地上軍は、突如として陥没した穴に落ち込んだり、足下から突き出される槍に串刺しにされるなどして一方的に攻撃を受け、結局は、なすすべもなく全滅するしかありません」

　おそらく、そういった戦闘が、実際に何度も繰り返されたに違いない。人間であれバケネズミであれ、たった一つの教訓を得るために、どれだけの血が流されなければならなかったのだろう。

「つまり、バケネズミ同士の戦争では、常に守ってる方が有利だっていうわけだ」

　覚が、したり顔で言う。

「その通りです。したがって、攻める側は地中を掘り進むしかありませんが、その場合も、音によって察知されますし、守る側は、あらかじめ地中に堅い防御壁を築いたり、剃刀のように鋭い石を並べておいたり、トンネルを掘ると頭上から重い石が崩落してくるような罠を仕掛けることもできます。つまり、地中の戦闘においても、攻撃するのは簡単なことではないのです」

「じゃあ、どうするの？」と、わたしは訊いた。

「果てしない睨み合いが続いた末に、攻撃側が幾ばくかの代償を得て撤退するというのが、当初のパターンでした。しかし、そこに天才的な軍略家、Ж◎∞Σ∴……イォーキーが現れました。イォーキーは、神様から授かった一冊の書物から霊感を得て、コロニー攻略のための戦略・戦術体系を独力で作り上げたのです」

「どんな本？」

　覚が、眉をひそめて訊ねた。いったい、なぜ、戦争のやり方を教えるような危険な本が、禁書にもならず、あろうことかバケネズミに下げ渡されたりしたのだろう。

「残念ながら、その聖なる書物は現存しませんが、かろうじて『三歳から打てる囲碁入門』という題名だけが、今に語り伝えられています」

　わたしたちは、顔を見合わせた。そういう題名の本なら、和貴園の遊戯室で見たことがあったからだ。

「イォーキーの戦術は、囲碁そのものでした。まず、地上部隊を派遣、展開すると、要所に縦穴を掘り、拠点を確保します。さらに、拠点と拠点の間、各拠点と竜穴との間に新たな拠点を設けて連絡を強化していくのです。拠点と拠点が地下で結ばれると前線になります。こうして、点から線、線から面へと支配領域を拡大していき、最終的に、敵を狭い範囲に閉じこめてしまうのが目標ですが、逆に、守る側は外に向かって脱出路を確保しようとします。完全に封鎖されてしまうと、食料の調達に支障を来す上に、地下水脈を遮断されて干上がってしまうからです。そのため、封鎖を企図する敵の拠点の間に割って入るように自らの拠点を作り、相手の連絡を阻止しつつ自軍の連絡を図るのですが、これはちょうど囲碁において、敵の封鎖網の間を出切っていくようなものですから、ここに至り、初めて熾烈な接近戦が始まるのです」

　あらためて、平野を眺め渡してみた。そう思って見ると、蟻塚のような塔は、戦略的に整然と配置されているような気がする。

「イォーキーのもたらした戦術上の革命は、瞬またたく間に、すべてのコロニーに広まりました。それまで難攻不落と思われていたコロニーがいくつも陥落し、勢力図は大幅に塗り替えられました。新思考をいち早く取り入れたコロニーが勃興し、旧来のやり方に固執していたコロニーは、すべて淘汰されていったのです」

「それで、イォーキーは、どうなったの？」

　バケネズミの英雄譚がこれほど心をとらえるとは、自分でも意外だった。イォーキーは、現在最大勢力を誇っている、大雀蜂コロニーの繁栄の礎いしずえを築いたのだろうか。それとも、ここまでスクィーラが熱を込めて語るところをみると、塩屋虻コロニーの中興の祖だったのかもしれない。

「イォーキーは、激しい戦闘のさなか、命を落としました」

　スクィーラは、どこか悲しげに言った。

「イォーキーの出身母体であった蜻カゲ蛉ロウコロニーは、総員わずか四百余の弱小コロニーでした。そのため、イォーキー自身が、常に前線に立って指揮を執らなければなりませんでした。隣接するコロニーとの囲い合いの最中に、前線の中程に敵の橋きよう頭とう堡ほが接触したことから、いきなり、激しい戦闘が起きたのです。どちらが連絡を確保して、どちらが切断されるかで、戦争の帰き趨すうは決まります。イォーキーの読みは相手より一段上でした。イォーキーは、拠点を一つわざと犠牲にすることで、自軍を完全に連絡させて、相手のラインを分断できることに気づいたのです。ただし、それには問題が一つありました。捨て石にしなければならない拠点とは、まさに彼がいる場所だったのです」

　覚が、ほっと溜め息をついた。

「イォーキーは、自らの軍略に殉じました。そして、読み通り、彼の拠点は敵に包囲され、イォーキーら六匹の守備要員は最後まで勇敢に戦いましたが、全員、文字通り挽ひき肉にくにされてしまいました。しかし、殺戮に酔っていた敵が我に返ったときには、敵方の前線は真っ二つになっており、連絡を回復することは不可能だったのです。敵の竜穴を含む本体は、封鎖され、命綱である外部への脱出路を失いました。一方、本体から切り離され補給路を失った前線の方は、立ち枯れる運命しかありません。そして、蜻蛉コロニーは、見事に、この戦争に勝利したのです」

　わたしたちは、すっかり、スクィーラの話の中に引き込まれていた。いつしか、ミノシロモドキの語った歴史の続きを聞いているような、錯覚に陥っていたふしもある。両者の声は、似ても似つかなかったのだが。

「ところが、勝利の美酒に酔う暇もなく、蜻蛉コロニーは滅びました」

　スクィーラの態度は、束の間の光芒を残して歴史の表舞台から消え去ったコロニーを、悼んでいるかのようだった。

「もともと規模が小さかった上に、切り札のイォーキーを失った蜻蛉コロニーは、周囲のコロニーのまぐさ場と化すしかなかったのです。それでも、戦争が旧来のやり方のままであれば、じっと守りを固めて耐え抜くことも可能だったかもしれません。皮肉にも、イォーキーが作り上げた攻略法により、蜻蛉コロニーは完全に封鎖され、兵ひよう糧ろう攻めで徐々に戦力を削がれていった結果、無条件降伏を余儀なくされたのです」

「負けたコロニーのバケネズミたちは、どうなるの？」

　わたしは、訊いた。まさかとは思うが、皆殺しにされるのだろうか。

「女王は処刑されますが、それ以外は全員、奴隷として使役されます。生きている限り、家畜以下の過酷な扱いを受け、死ねば、野山に捨てられるか、畑の肥料となるのです」

　わたしたちは、沈黙した。今思えば、それも、スクィーラの思惑通りだったのだろうが。覚の口がかすかに動いたので、わたしは唇を読んだ。「蟻だ……」と言ったようだ。

　たしかに、蟻だった。バケネズミたちは、一方では、人間に酷似した性質を見せるかと思えば、他方では、社会性昆虫のような酷薄さも示す。彼らの戦争というのは、労働力を奪うために他の蟻の巣を襲うサムライアリと、何ら本質的に変わらないではないか。

「……実は、このような事情を、縷々ご説明申し上げたのには、わけがあります」

　スクィーラは、地面に座り、威儀を正した。

「ここ数日来の土蜘蛛との戦闘で、塩屋虻コロニーは、外界への突破口となる拠点をすべて失ってしまいました。近隣のコロニーへ救援要請に向かった特使も、土蜘蛛の重囲をくぐり抜けて行かなければならなかったため、捕らえられ、殺されてしまった公算が大です。つまり、現在、私どものコロニーは存亡の危機にあるのです。そこへ若神様たちがおいでになったのは、私どもを破滅から救う天の御意思であると心得ます。まさに地獄に仏、死中に活を得た思いなのでございます」

　覚が、ちらりとわたしを見た。話は、わたしたちが最も望まない方向に進もうとしている。

「私どもの争いに関して、このようなことを神様にお願いするのは筋違いであり、僭せん上じようであることは、重々承知しております。しかし、どうか、私どものコロニーを救っていただけないでしょうか。神をも畏れぬ土蜘蛛どもに、膺よう懲ちようの鉄てつ槌ついを下されますよう、伏してお願い申し上げます」

　覚が、咳払いをした。

「助けてあげたいのは山々なんだけど、僕らが勝手に、そんなことをするわけにはいかないんだ」

「なぜですか？　神様なら、ほんの一瞬念を送るだけで、やつらを全滅させることもできるはずです」

　覚は、一語一語、慎重に選んで話した。

「バケネズミは、一応、保護鳥獣の扱いだから、僕らが好き勝手に殺すわけにはいかないんだよ。処分を下すときには、町役場と保健所に有害鳥獣の駆除申請を出して、認められないと」

「おっしゃることは、重々わかります」

　スクィーラも、必死だった。

「ですが、このままでは、私どもは、早晩、全滅を余儀なくされます。どうか、後生です。土蜘蛛を皆殺しにしていただく必要はないのです。ただ、前線にささやかな打撃を与え、奴らの包囲網さえ破っていただければ、後は、私どもの自助努力でなんとかいたします。どうか……」

　スクィーラがさらに食い下がろうとしたとき、伝令らしきバケネズミの兵士が一匹近づいてきて、何事か耳打ちした。スクィーラは、我々に対するのとは打って変わった尊大な態度で耳を傾ける。やがて、こちらに向き直ったスクィーラは、やや困惑しているように見えた。

「わかりました。時間も遅いですし、明朝、再びお願いをさせていただきたいと思います。お二人には、お休みいただきたいと存じますが、その前に、私どもの女王にお会いいただけないでしょうか？」

「女王様に？」

　わたしは、考えた。バケネズミの女王というのを見てみたい気もする。だが、すでに夜明け前であり、昨日一日、あまりにも多くの出来事があったので、疲れ切っていた。

「女王は、すぐそこのトーチカまで参っております。神様にご光臨いただいたということを聞き、ぜひ、お目にかかりたいと申しておる次第です」

「わかった。いいよ。ちょっと会うだけなら。でも、その後のことは明日だ」

　覚が、生あくびを嚙み殺しながら言う。

「かしこまりました。それでは、どうぞ、こちらに」

　スクィーラに案内されるままに、草原を進む。ひときわ大きな蟻塚のような尖塔の前で止まったが、どこから入るのかは、皆目見当もつかなかった。

「どうぞ。むさ苦しいところですが、こちらが入り口です」

　スクィーラが、枯れ草を搔き分けて、直径が一メートルくらいある穴を露出させた。

「え？　ここから入るの？」

　わたしは、怖気をふるった。

「できれば、女王の方から出てきてもらった方がいいんだけどな」

　覚も、やはり気が進まないようだった。

「申し訳ございません。しかし、トーチカの入り口につながるトンネルは兵士の大きさに合わせてありますので、女王は、ここから地上に出てくることができないのです。女王は、地下の広間でお待ちしておりますので」

　しかたがない。今から謁見を断るのも面倒だったし、呪力を失っている今は、とにかく、悶着を起こしたくなかった。

　覚、わたしの順番で穴に入る。中は、外気よりずっと温度が低く肌寒いほどだった。出入りを円滑にするためらしく、入り口の周囲には粘土が塗りたくってあったが、トンネル内部は、逆に滑り止めに干し草を混ぜた土で押し固めてある。垂直の縦穴を落下するのは恐ろしかったが、わたしたちの下に付いた二匹のバケネズミのおかげで、快適に降りることができた。バケネズミたちは、トンネルの内壁に手足を突っ張って、毛皮のクッションのように、わたしたちが下降する速度を和らげてくれたのだ。わたしたちの方も、自力でブレーキをかけようとしても無意味であることを悟り、ただじっと、バケネズミの上に腰掛けていた。

　縦穴は斜めに二、三十メートル続いたかと思うと、唐突に広い空間に出た。わたしたちが立ち上がっても充分な高さがあったが、周りが真っ暗なので、広さまではわからない。黴臭さと獣の臭気が鼻孔をくすぐり、鳥肌が立つような気分だった。

「少々、お待ちください」

　わたしたちの後から滑り降りてきたスクィーラが、すぐ後ろで言う。振り返って見ると、暗闇の中で双眸だけが光っていた。野生動物の目が夜光るということは知っていたものの、やはり気味が悪い。

　スクィーラは、燧ひうち石いしのようなものを打ち合わせ、小さな松明たいまつに火を点けた。一瞬、ひどく眩しく感じたが、すぐに目が慣れる。明かりがあるというのは、こんなに心強いものかと、あらためて思った。

「こちらです」

　広い空間だと思ったのは、炎に照らし出されてみると六畳ほどの踊り場に過ぎなかった。三方に水平のトンネルが続き、松明を持ったスクィーラが先に立って案内する。直立した齧歯類の影が、奇怪に引き伸ばされて洞窟の壁に揺れていた。

「頭にお気を付けください」

　トンネルの天井は、しだいに低くなっていた。それに反比例するように、横幅は広くなってきている。バケネズミがここを通るときは、たぶん、すばやい四つ足で走るのだろう。

　暗い地下を、松明の明かりだけを頼りに歩いていると、しだいに非現実感が押し寄せてきた。こんなところにいること自体、信じられないような気分になってくるのだ。

　その一方で、超現実とでも言うべき存在が、わたしたちの感覚器官に対して、圧倒的な存在感で訴えかけてきていた。最初に襲ってきたのは臭気だった。トンネルの中はどこもバケネズミの体臭が充満していたが、進んでいくうちに、それがどんどん強くなってくるのだ。基本的には、スクィーラや兵士たちと同じ臭いだったが、単なる獣臭というよりは腐敗臭に近く、しかも噎むせ返るほどに濃密だった。

　次に、わたしたちの耳朶が、複雑な重低音を捉えた。かすかに聞こえてくる、ふいごのような響き。それに、ときどき遠雷のような唸り声が混じる。さらに、トンネルの壁を通して不規則な振動も伝わってきた。まるで、とてつもなく重く巨大な物体が、這いずっているかのような……。

　振動は、しだいに足下からも感じられるようになった。身が竦すくむような恐怖を感じたが、覚に向かって引き返そうとは言えなかった。ここでスクィーラに弱みを見せてしまえば、後にどんな結果になるのか想像もつかない。

「あと、どのくらい？」

　覚が、平静を装って訊ねたが、語尾は震えていた。

「もう、すぐそこです」

　その言葉は、噓ではなかった。それから二十メートルあまり進むと、トンネルは大きく右へカーブしていた。その手前で、スクィーラは平伏し、甲高いネズミのような鳴き声を上げる。

　それに対する返答は、ものすごい唸り声だった。強風のような低周波が、わたしたちの身体をびりびりと震わせる。

「女王が、お目にかかれて光栄ですと申しております」

　スクィーラが、こちらを向いて言う。覚が何か言おうとしたが、舌がこわばって言葉が出てこないようだった。

「……こちらこそ、女王様にお目通りできて、嬉しく思ってます。そう伝えて」

　代わってそう返事をすると、スクィーラはうなずき、再びチイチイという鳴き声で奏上した。

　すると、突然、女王が人間の言葉で返答してきたので、わたしたちは驚愕した。

「Ｇｒｒｒｒ……カ・ヴィ・サ・マ……★Θ。ド・ゾ……∫△θ……コ・ヂ・ラ」

　地鳴りのような低音に、鼓膜がおかしくなりそうな歯軋りの音が混入していたが、どうやら、わたしたちを請じ入れようとしていることだけはわかる。

　わたしたちは、目を見合わせてから、ゆるやかに湾曲した角を曲がった。悪臭は、ますます強く、耐え難いものになる。

　松明を持ったスクィーラは、曲がり角の手前に留まった。明かりは、背後からかすかに射し込んでくるものの、逆光のため女王の姿を視認することはできない。それでも、そこに蹲うずくまっている生き物のサイズが尋常ではないことは、押し寄せてくる圧倒的な熱量と、黒々としたシルエットから判断できた。

「☆★……ガガガ！　□■！　……◇◆！」

　真正面から、熱風のような吐息が浴びせられる。思わず顔を背けたが、続いて耳に飛び込んできた声には、再度驚かされることになった。

「カカカ……カ・ヴィ・サマ。カ・ヴィ・サマ。ヨウコソ。トテモ・コウエイ・デス」

　バケネズミの女王は、おそらく、長い声帯を分割振動させて、裏声を使ったのだろう。そのおかげで、音程が人間並みになり、ずっと聞き取りやすくなった。だが、それ以上にわたしたちを驚かせたのは、それがまぎれもなく、女性の声に聞こえたことだった。

　その後五分くらい、わたしたちは、バケネズミの女王と会話を交わした。残念なことに、その内容は、まったく思い出すことができない。極度の疲労と異様な緊張状態のためかもしれないが、たぶん、その直後の出来事があまりにも劇的だったせいだろう。

　きっかけは、些細なことだったと思う。わたしたちを立たせたままなのが申し訳ないと女王が謝り、わたしたちは固辞したのだが、結局、椅子になるために二匹のバケネズミが呼ばれた。その際、松明を持ったスクィーラが一緒に入ってきてしまったのだ。

　松明の強すぎる光から反射的に逸らしたわたしたちの目に、煌々と照らし出された穴の中と、そして、女王の姿が飛び込んできた。

　それまでに交わした会話と、案外優しげにも聞こえる女王の声の効果で、わたしたちが当初感じていた恐怖はかなり薄らいでいたと思う。だからこそ逆に、実際にその姿を目の当たりにしたときの衝撃は倍加された。

　女王の印象を一言でいえば、短い四肢と尻尾がついた、途方もなく巨大な芋虫だった。

　日光に当たらないせいか病的に白い体色と、身体を環状に取り巻く無数の皺も、ますます芋虫めいた印象を強めていた。だが、決定的に異なっているのは、その顔だった。巨大な頭部の半分を覆っている褐色の斑紋は、自然光のもとで見れば真っ赤なのかもしれない。半ば皺に埋もれてビーズのように光る小さく残忍そうな目。そして、鋭い鑿のみのような牙が見え隠れする強大な顎あぎと。首輪のようなネックレスには、赤い鉄てつ礬ばん柘榴ざくろ石いしや、ぼんやりと光を放つ蛍石、緑りよく柱ちゆう石せき、菫きん青せい石せきなど、きらきらと輝く貴石がいくつも揺れていた。

　姿を暴かれて激怒した女王は、虎のように一声咆吼したかと思うと、縮み上がっているわたしたちの横を、すり抜けるように突進した。

　軽々とスクィーラを咥くわえ上げると、左右に激しく振り回す。スクィーラは、キイキイという悲鳴を上げ、松明を取り落とした。ほどなく、洞窟に真の闇が訪れる。聞こえるのは、女王の激しい息づかいと唸り声、途切れ途切れのスクィーラの悲鳴、ぶるぶる震えながら隅に蹲っている二匹のバケネズミが、爪で土を引っ搔く音だけだった。

「女王様。待って」

　わたしは、ありったけの勇気をかき集めて、語りかけた。

「スクィーラを殺さないで！　悪気はなかったのよ」

　覚が、ぎゅっと、わたしの腕をつかむ。怒りに狂っている女王を宥なだめようとするのは、危険な賭かもしれない。だが、こんな場合に、神である人間がまったく介入しようとしなければ、逆に疑念を呼ぶ可能性があった。

　女王は、しばらくの間、無反応だったが、やがて、無造作にスクィーラを放り出した。それから長い身体で器用に方向転換すると（なにせ真っ暗なので、気配でそう感じただけだが）、再びわたしたちの横をすり抜けて、穴の奥へと消えていった。

　スクィーラは、しばらくの間震えていたが、ようやく気を取り直したらしく、わたしたちの方に向き直る。

「お取りなしいただき、ありがとうございました。おかげさまで、命拾いをいたしました」

「びっくりしたよ」

　ようやく声が出るようになった覚が、しわがれた声で言う。

「だけど、女王様だって、まさか、あなたを殺すつもりはなかったんでしょう？」

　わたしの質問に、スクィーラは答えなかった。

「……神様も、お疲れでしょう。寝所を用意させていただきますので、どうか、今夜は、ゆっくりお休みください」

　スクィーラは、落ちた松明を拾い上げると、燧石のようなものを打ち合わせて再び点火した。

　わたしは、スクィーラの着ていた鎖帷子を見て、思わずぞっとした。鋭い牙により鱗状の金属片は食いちぎられており、その下の革製の戎じゆう衣いにも大きな穴が穿たれ、血が滲んでいたのだ。スクィーラは明らかに負傷していたが、懸命に痛みをこらえて、わたしたちの前ではそんなそぶりは見せようとはしなかった。




「ぜったい変だ。あの女王は、おかしくなってる」

　寝所へ案内される途中、覚は、わたしの耳元でささやいた。

「気をつけろ。怒らせたら、何をするかわからないぞ」

　害意を持つ外来種のコロニーから、やっとのことで逃れたと思ったら、身を寄せたのが、狂った女王によって治められている巣だったとは。

　それにしても、女王は、どうして、あんなに激昂したのか。あんな姿はしていたものの、話しているときは、女性であることに違和感を覚えなかった。もしかすると、それほど、わたしたちに素顔を見られたくなかったのだろうか。

　だが、このときには眠気が強くなりすぎていて、何もかも、どうでもよくなっていた。

　わたしたちが案内されたのは、ただの土室で、少々ひんやりしすぎていたが、乾燥した藁が敷き詰められていて、案外快適だった。わたしたちは、奥まった場所に倒れ込むと、ほとんど瞬時に意識を失った。

　はっと目が覚めた。

　周囲は真っ暗で時間はわからないが、たぶん、一時間くらいしか眠っていないだろう。

　疲労は、まだ、澱おりのように身体全体に滞留している。にもかかわらず、起きなければならないという急迫した思いがあった。何かが、心の中で、しきりに警報を打ち鳴らしているのだ。

「覚……覚！」

　揺り動かしても、なかなか覚醒しない。無理もないが。覚の顔に触れると、乾いた血が筋になってこびりついていた。ろくに手当をする暇もなく、眠り込んでしまったのだ。

「覚！　起きて！」

　可哀想だとは思うが、優しくお目覚めを待っているような余裕はないのだ。わたしは、覚の鼻と口を掌で押さえた。

　覚は、しばらく踠もがいていたが、窒息しそうになって、乱暴にわたしの手を撥ねのけた。

「何だよ……もうちょっと、寝かしてくれ」

「だめよ。今すぐ起きないと。わからない？　危険なのよ？」

　覚は、観念したように目を開けたが、まだ夢の世界に未練があるらしく、起き上がろうとはしなかった。

「危険って……？」

「感じるのよ。危険が迫ってる」

「だから、何の危険だよ？」

　わたしは、答えられなかった。覚は、呆れ返ったらしく、しばらく無言のままだったが、「お休み」と言って、向こう側に寝返りを打った。

「覚。眠いのはわかるけど、今起きなかったら、もう二度と、起きるチャンスはないかもしれないわ」

　覚は、ごしごしと頭を搔いた。

「何言ってんだよ？　怖い夢でも見たんだろ？」

「夢じゃない。予知能力でもない。眠ってる間に、脳が、それまでに起きたことを整理したのよ。それで、ようやく、危険がすぐそこに迫ってることに気がついたの」

「じゃあ、どんな危険なんだか言ってみろよ。整理が付いてるんだろ？」

　わたしは、暗闇の中で腕組みをして考えた。もう少しで、何かがわかりそうなのだが。何かが、おかしい。わたしたちは全員、何か、とんでもない危険を看過している。

「……わたしたちは、スクィーラの言うことを鵜呑みにしすぎたのかも」

「あいつが、何か、噓をついてるっていうのか？」

　覚は、ようやく、現実の世界に戻ってきたようだった。

「そうじゃない。もちろん、すべてとは限らないけど、おおむね、本当のことを言ってると思う。スクィーラ自身も、気がついてない。思い込み。たぶん、それが一番危険なことなんだわ」

　話しながら、わたしの頭の中で、非常警報の正体が、徐々に形を取り始めた。

「襲ってくる。間違いない。今晩中よ。それも、一番警戒が手薄になってる夜明け前に、土蜘蛛が攻撃してくるはずだわ」

「そんなわけないだろ？　スクィーラが言ってたじゃないか。バケネズミのコロニー同士の戦いは、囲碁みたいな陣取り合戦になるって」

「それが、思い込みなのよ。考えてみて。土蜘蛛は野生化した外来種なのよ。どうしてイォーキーと同じ戦略を踏襲するって言えるの？」

「でも、穴に潜ってる相手を攻略するんだったら、それなりに理にかなったやりかただと思うよ」

「たしかに、それは、世界中のバケネズミに共通の、戦いの基本型なのかもしれない。でも、土蜘蛛は、それ以外の戦術を編み出してる可能性もあるわ」

「そりゃあまあ、そういう可能性も、なくはないけどなあ……」

　覚は、溜め息をついた。わたしの言っていることは杞憂で、積極的な根拠は何一つないと言いたいのだろう。

「そうだ！　何がおかしかったのか、やっとわかったわ！」

　わたしは、思わず叫んでいた。

「その前よ。離塵師が土蜘蛛を掃討したとき。あいつら、穴の中に引っ込んで籠城なんてしなかったじゃない？　地上戦で立ち向かってきたわ」

　覚は、ぐっと答えに詰まった。ようやく、眠気も吹っ飛んだようだ。

「でも、それはほら、坊さんが奴らの大部隊を生き埋めにしたじゃないか。それで、巣穴に籠もっても無駄だって悟ったんだよ」

「あいつらが呪力を見たのは、今日が初めてだったんでしょう？　それなのに、そんなに臨機応変に戦略を変えられる？」

「自分たちが不利なのを知って、大軍を見せて、僕らを追い払おうとしたのかもしれない」

「それは、わたしもそう思った。でも、戦いが始まってからは、穴の中に隠れるはずじゃない？　ところがあいつらは、真っ正面から矢を射かけてきた。それが、あいつらの戦い方だからよ」

「だけど、地下にあるコロニーを攻略するには、地上から攻撃しても……」

「きっと、何か別の方法があるのよ。拠点を作って相手を封鎖していくより、ずっと早い手段が」

　覚は、沈黙した。

「……もし、早季が言ってることが正しいとすると、呪力の存在を知った今、土蜘蛛たちは、奇襲攻撃以外に生き残る道はないと気づいてるだろうな」

　暗闇の中で、絶望したように頭を振るのがわかった。

「それだけじゃない。たとえ呪力を持った人間が塩屋虻コロニー側に付いていたとしても、不意を衝きさえすれば、人間だって殺すことが可能だ。奴らは、そのことを、離塵師との戦いから学んだはずだ」

　背筋がちりちりするような不吉な感覚は、ますます強くなっていた。

　たぶん、残された時間は、もうあまりない。
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「逃げよう」

　覚が言った。

「どこへ？」

「どこでもいい。とにかく、この巣から離れるんだ」

　覚は立ち上がって、寝所の外の様子を窺った。

「早季は、覚えてる？　ここへ連れてこられるまでに、かなり複雑な道筋を辿ってきたと思うけど」

「うーん。どうかな。頭が朦朧としてたから、あんまり自信ない……」

　わたしは、女王に謁見した場所から、どうやってここまで来たのか、順番に道筋を思い出してみた。

「だめ。最初に左の方へ来たのは覚えてるけど、その後は、もう、ごっちゃになってる」

　わたしは、もともと道順を覚えるのはあまり得意な方ではない。ましてや、同じ道筋をもう一度行くのならともかく、引き返すとなると、頭の中で図を一度ひっくり返さなくてはならないため、混乱は必至となる。

　覚は、腕組みをして、懸命に記憶の引き出しをひっくり返しているようだった。

「道が分かれてるとこは、そんなになかったよな。せいぜいが、三叉路くらいで。最初は二股の道を左、次は右、その後は……どうだったかな」

「でも、わたしは、道順はともかく、はっきり覚えてることがあるの。ここへ来るまでに通った道は、ずっと、平らか下り坂かだったわ」

　まるで黄泉の国へと案内されて行くような気がしていたので、覚えていたのだ。

「そうだっけ？　そうか……一度も登ってないのか」

　覚は、わたしのそばに来て、手を握った。

「だったら、今度は、登り続ければいい。途中で下りになったら、その道は違うんだから、その前の分岐点まで戻って、選び直せばいいんだ」

「でも、登ってるからといって、正しい道とは限らないでしょう？」

　私は、当然の疑問を呈する。

「それはそうだけど、もし別の道だったとしても、登り続けてれば、いつかは地上に出られるはずだろう？」

　そんないい加減なことでいいのだろうか。わたしは、覚の判断に従うことに不安を感じ始めた。はたして、真っ暗闇の中でどう来たのかなんて、覚えていられるものだろうか。せめて、ロープのようなものがあったらと思った。ミノタウロスの迷宮を脱出したテセウスにも、アリアドネの糸の導きがあったのだ。

「ねえ。バケネズミを呼んで、外に出たいって言って案内させた方がいいんじゃない？　だって、もし、迷ったら……」

「だめだ。スクィーラか女王かに報告が行けば、絶対、不審に思われる」

　覚は、わたしに顔を近づけた。

「どうして僕たちが、こんな時間にこそこそ逃げ出さなきゃならないのか、説明できないだろう？　呪力がないことがバレたら、あいつらがどう出るか、予測がつかないんだ」

　耳を澄ませてみたが、近くに、バケネズミがいる気配はなかった。夜明け前というのは、最も彼らの活動が低下する時間帯のようだ。だが、外のトンネルは、部屋よりもっと暗い、墨汁を流したような濃密な闇が支配していた。そこへ一歩を踏み出す勇気は、なかなか出てこない。

「ねえ、これって、ちょっと変じゃない？」

　わたしが言うと、覚はうんざりしたような声を出した。

「ここじゃあ、何もかも変だよ。変じゃないことが何かある？」

「どうして、部屋の中の方が、外より明るいの？」

　覚は、はっとして動きを止めたようだった。そう。ぼんやりとではあるが、部屋の中では、動きが判別できるのである。外のトンネルでは、たぶん、何も見えないだろう。

「本当だ。……そうか。きっと、どこかに光源があるはずだ！」

　わたしたちは、部屋の中を見回したが、不思議なことに、どこにもそれらしいものは見あたらなかった。

　覚は、土蜘蛛から奪った槍をまだ後生大事に持っていた。左手でわたしの位置を確かめながら、右手で槍を突き出して、しきりに部屋の奥を探るようにしている。すると、槍の穂先、黒曜石のようなガラス質の石に、針の先で突いたくらいの小さな光の雫が宿った。

「何だ、今の？」

　わたしたちは、ゆっくりと部屋の奥へと進んだ。うっすらと上方から降り注ぐ光を感じ、視線を上げる。そして、思わず息をのんだ。

　天井には、丸く大きな切り込みが入っていた。そのずっと上方に、満天の星空のような輝きが見えたのだ。

「外？　ここ、地上に通じてるの？」

「いや、違う。……星じゃない」

　覚が、信じられないというようにつぶやく。

「星みたいに見えるけど、全然、瞬またたいてない。いったい何なんだ、あれ？」

　覚は、何百何千というエメラルドグリーンの光の粒に向かって、槍をいっぱいに伸ばす。まさか届くはずがないと思って見ていると、意外にも、あっさり槍の穂先に触れて、光がいくつかの束になって揺れた。

　覚は、槍をゆっくりと降ろした。たしかに光の粒をいくつも捉えたはずなのに、穂先には、粘液の玉を糸で連ねたようなものが、まとわりついているだけだった。

　覚が、指先で触れてみる。

「ねばねばしてる。早季も触ってみる？」

　わたしは、頭を振った。

　このとき天井で光っていたのは、バケネズミが家畜化した土ツチ蛍ボタルの変種だった。

　ツチボタルとは、グローワームともいい、ニュージーランドなどオセアニアの洞窟に太古から棲息していた昆虫である。ホタルという和名が付いているが、ハエや蚊、虻などに近い種類らしい。幼虫は洞窟の天井に巣を作り、粘液の玉を連ねた糸をいくつも垂らして、引っかかった虫を捕食する。その際、ホタルのように発光して獲物をおびき寄せるのだが、その光が粘液の玉に反射して、まるで緑色の銀河のような不思議な光景を呈するのだ。

　ツチボタルは、元々日本列島には分布していなかったが、古代文明が崩壊する少し前に、釣りの餌にする目的で移入されたという。その一部が生き延び、バケネズミによって品種改良され、貴賓室のためのシャンデリアとして利用されていたのだろう。

　覚は、もう一度槍を使って粘液を採取し、発光しているのが何かの幼虫であることがわかった。そこで、短い話し合いの後、わたしが覚を肩車して、ツチボタルを採取することにした。体重の軽いわたしが上にならなかったのは、緑色に発光する蛆虫がどうにも気味悪く、触るのが嫌だったからである。

　覚は何匹かのツチボタルを捕まえると、槍の先端に（彼ら自身が分泌した糸を使って）括り付けた。バケネズミが品種改良をしたおかげなのか、そんな無茶な扱いを受けても、ツチボタルは光るのを止めなかった。

「よし、行こう」

　覚は、部屋の出口に立って、決然と言った。わたしたちは、ナップザックを背負い、しっかりと手を握り合うと、虫の放つ光だけを頼りに、さらに真っ暗な闇の中に一歩を踏み出した。




　今思い返してみても、何という奇妙な道行きだったことか。

　明かりといえば、覚の持つ槍の先で人魂のようにぼんやりと光っているツチボタルだけ。それ以外の場所は、自分の足下も含めて、まったく見えないのである。試みに横を向いて、顔の前で掌を振ってみたが、影さえ認めることができなかった。こんな状態で歩き続けることができたのは、わたしたち二人が横に並ぶのがやっとという穴の狭さが逆に幸いし、身体のどこかが常に壁に触れていたからだろう。

「今、登ってるかな？」

　ときどき、自信がなくなったように、覚が言った。そのたびに、わたしは、「登ってる」とか「わからない」とか「さあ、どっちかな？」などと返事をしたが、どう応じようと、別段、状況が変わるわけではなかった。

　槍の先の明かりは、ときおり二叉や三叉に分かれた道を照らし出した。微弱な光でも、すぐにそれとわかったのは、分かれ道ごとに標識のように植えられていた、光ヒカリ苔ゴケのおかげだった。

　ヒカリゴケとは、その名のとおり薄緑色に光るコケだが、ツチボタルとは違って自力で発光しているのではない。光の乏しい洞窟内で光合成を行うために、レンズの役目をする細胞で周囲からかすかな光を集めているのだが、その反射光が輝いて見えるのだ。

　バケネズミも、ただ狭い穴の中を右往左往しているだけなら、触覚と嗅覚だけで、充分用が足りただろう。だが、文明を発達させてからは、より効率的に移動する必要が生まれ、こうした生物の性質を利用するようになったに違いない。

　わたしたちは、黙々と歩き続けた。その間、一匹のバケネズミにも出会わなかったのは、たぶん、巣全体が眠りにつく時間帯だったせいだろう。最初のうちは幸運を信じて疑わなかったのだが、しだいに雲行きがおかしくなってきた。

「ねえ、もう、かなり歩いたよね？」

　わたしは、覚に問いかけた。

「うん」

「この道、やっぱり、違うんじゃない？」

　わたしたちは、立ち止まった。間違えたとすれば、どこだろう。わたしは、記憶の中で歩いてきた経路を振り返った。

「おかしいな。僕は、歩いてるうちに、ほとんど完全に思い出せたんだ。来たときに、何回、どっちに曲がったか。だから、ここまでの間で、違う道を選んだはずはないんだけど……」

「でも、やっぱり、どこかで間違ってると思う。だって、こんなに時間がかかったはずないもの」

「そうだな。引き返そうか」

　わたしたちは、暗いトンネルの中で方向転換し、来た道を戻り始めた。穴底へ向かって下っていくのはさらに気が滅入ったが、他に選択肢はない。ところが、しばらくすると、驚愕の事態に直面することになった。

「分かれ道だわ！」

　わたしは、息をのんだ。

「そんな馬鹿な。だって、さっき、こんなとこに分かれ道なんてなかったじゃない？」

　ずっと辿る道を頭に入れながら歩いていたので、その点はかなりの自信があった。

「……なかったよな」

　覚は、道が分かれている部分の土を手にとって、調べ始めた。

「う……そうか！　畜生」

　いきなり嚙みつくような調子で言ったので、わたしは、ぎくりとした。

「どうしたの？」

「そうか。そういう可能性もあったんだ。だけど、まさか、こんなに短い間に……」

　覚は、深く溜め息をついた。

「何言ってるの？　ねえ、どういうこと？」

「ここの土は、まだ新しいってことだよ……」

　覚の説明に、わたしは、顔から血の気が引くのを感じた。

　バケネズミの巣には、絶えず新しいトンネルが作られ、形を変えている。したがって、あの部屋に案内されたときと今とでは、途中の分岐点の数が同じである保証は、まったくないのだ。

「今は巣の活動が停止してるから、だいじょうぶだと思ってた。でも、それ以外の活動はやめても、トンネルは掘り続けてたみたいだ。今、巣は臨戦態勢にあるからかもしれない。たぶん、僕らが通り過ぎたすぐ後で、どっかから掘り進んできたトンネルがぶつかって、この分岐ができたんだよ」

　覚は、握っていた土を、忌々しげに投げつけた。

「じゃあ、わたしたち……」

「うん。迷子になっちゃった」

　もし、覚の顔が見えたなら、さぞかし情けない半べそをかいていたに違いない。




　それから、わたしたちは、あてどなく地下の暗いトンネルをさすらった。時間にすれば、せいぜい三十分程度だったかもしれない。だが、ほとんど何も見えない真っ暗闇の中で、地の底にある身動きも不自由な狭い穴の中からどうしても這い出ることができないというストレスは、想像を絶するものだった。薄着なので、鳥肌が立つくらい寒かったが、じっとりと脂汗が滲んでくる。

　わたしたちは、めったに使わないような汚い言葉で罵り合い、我が身の不運を呪い、神に哀訴し、めそめそと泣き、だが、それでもしっかりと手をつないだまま、歩き続けた。

　そして、しだいに、一時的な精神錯乱に陥っていった。

　わたしの場合、その最初の兆候は、幻聴だった。

　どこからか、「早季、早季」と、わたしを呼ぶ声が聞こえてくる。

「何か言った？」

　覚に訊ねても、ほとんど上の空で、たまに「何も」といううるさそうな声が返ってくるだけである。

「早季。早季」

　今度は、はっきりと聞こえた。

「早季。どこにいるんだ？　早く、かえっておいで」

　父の声だった。

「お父さん。お父さん！」

　わたしは、叫んだ。

「助けて。わたし、迷子になってるの」

「早季。いいかい。八丁標の外へは絶対に出たらだめだよ。八丁標の中は、強力な結界が張られてるから安全だが、一歩外に出たら、もう、誰の呪力も守ってくれないから」

「わかってるわ。でも、帰れないの。帰り道が、わからない」

「早季。早季。バケネズミに気をつけるんだ。バケネズミは、呪力を持った人間のことは、神として崇めているから、絶対に服従する。でも、呪力のない子供に対しては、どういう態度に出るかわからないんだよ。だから、子供とバケネズミとが出会うことは、なるたけ避けなきゃならないんだ」

「……お父さん」

「おい、何言ってんだよ？　しっかりしろ」

　幻聴より、覚の声の方が、遠くから響いてくるようで現実感が希薄だった。

「第五代皇帝、大だい歓かん喜ぎ帝ていの即位に際しては、民衆の歓呼喝采が三百年間止まなかったという。最初に拍手をやめた者から生け贄としてＰＫで人体発火させ、苦悶する黒い炭の像を王宮に飾ることになっていたからだよ。民衆は、このことから、大歓喜帝に阿あ鼻び叫きよう喚かん王おうという悪諡を奉ったんだ」

「お父さん。助けて」

「第十三代愛あい隣りん帝ていは、酸さん鼻び女じよ王おうという悪諡で知られて……自分の意に沿わない人間を毎朝、この上なく酷たらしい……無上の喜びを……嘔吐をしないように絶食……第三十三代、寛かん恕じよ帝ていは、生前より豺さい狼ろう王という異名……遺体を貪り食っていた……息子第三十四代皇帝醇じゆん徳とく帝ていは、外げ道どう王おうと……十二歳のときに父、寛恕帝の首を生きたまま引きちぎって……自らも殺されるのではないかという恐怖……幼い弟や従兄弟、子供たち……遺体をゴカイやフナムシやウミケムシの大群に……第六十四代皇帝、聖せい施し帝ていには鴟ふく梟ろう女じよ王おうという仇名が……満月の晩に妊婦を攫さらっては、腹を引き裂き胎児を丸呑みにして、あたり一面に人骨のペレットを吐き散らす……」

　父の声は、ひどく歪ひずんだかと思うと、異様に単調なものに変わっていった。

「いいかい。先史文明の動物行動学者コンラート・ローレンツは、オオカミやワタリガラスのように強力な殺傷能力を持って社会生活を行う動物には、同種間攻撃を避けるための生得的な機構、攻撃抑制が備わっていると指摘した。ネズミや人間のように強い攻撃力を持たない動物では、攻撃抑制が不充分で、同種間での過剰攻撃と殺戮が行われるんだ」

「お父さん。やめて」

「イォーキーは、拠点を一つわざと犠牲にすることで、自軍を完全に連絡させて、相手のラインを分断できることに気づいた。ただし、それには問題が一つあったんだ。捨て石にしなければならない拠点とは、まさに彼がいる場所だったんだよ。そして、読み通り、彼の拠点は敵に包囲され、イォーキーら六匹の守備要員は最後まで勇敢に戦ったけど、全員、挽ひき肉にくにされ、湯気が立つ、ほかほかのハンバーグステーキへと生まれ変わった」

「馬鹿。しっかりしろ！」

　覚が、わたしの肩をつかんだ。

「だいじょうぶ……」と、わたしは答えたものの、幻聴は去らなかった。そればかりか、ぼんやりとした幻覚まで現れ始めていた。

「君たちは、こんなところまでくる許可を、学校からもらっているのか？」

　僧形の姿になった幻覚は、嘲るように言う。

「君たちは、倫理規定の根幹である十じゆう重じゆう禁きん戒かいの第十条不ふ謗ぼう三さん宝ぽう戒かいに背いた。悪魔の声に従って、仏の教えに異を唱えたのだ。よって私は、ここに君たちを凍結し、永遠に人ひと形がたの中に封じ込める。残りの一生を人形として過ごすがいい……」

「早季！　早季！」

　鞭打ち症になりそうなくらい強く揺さぶられ、わたしは、ようやく我に返った。

「覚……」

「さっきから、何、一人でぶつぶつ言ってたんだ？　頭が変になったかと思ったよ」

「変になりかけてたわ」

　わたしは、つぶやいた。

　おそらく、本当に危ないところだったのだろう。互いの存在がなければ、本当に精神に異常を来していたかもしれない。

　わたしたちは、それからさらに、かなり長い間、地中のトンネルを彷徨さまよった。その間、一匹としてバケネズミには遭わなかったが、今考えてみると、向こうの方が、ずっと遠くからわたしたちが来るのを察知して、道を譲っていたのだろう。

　最初に異変に気づいたのは、わたしの方だった。

「今の、聞こえた？」

　返事はなかった。わたしは、覚の手を強く握りしめたが、反応はなかった。

「覚？」

　頰を二、三度たたくと、ようやく、低い呻き声のようなものを漏らす。

「しっかりして！　今、変な音が聞こえたの」

「音だったら、ずっと鳴ってる」

　覚は、か細い声で答えた。

「地の底から、僕らを呼んでるんだ。あれは、死んだ人の声だよ」

　わたしは、ぞっとした。わたしと交替したように、覚がおかしくなりかけているのは、あきらかだった。だが、それ以上に、聞こえてきた音が気になった。真っ暗なトンネルの中を歩いている間に、直感が研ぎ澄まされていたのだろう。わたしの第六感は、危険が迫っていると告げていた。今は、覚の状態を心配している暇はない。

　耳を澄ませると、また聞こえた。トンネル内部に反響しているため、音の出所は判然としない。だが、音は、徐々に大きくなってきた。もう、はっきりと聞こえる。たくさんのバケネズミの上げる金切り声や鬨ときの声、悲鳴。銅鑼を打ち鳴らすような金属音。そして、拍手か潮騒のように聞こえる正体不明の音。

　すべて、神経を逆撫でするような不協和音、合戦の音だった。わたしは、最悪の予感が的中したことを悟った。

「早く、逃げなきゃ！　土蜘蛛が襲ってきたのよ」

　わたしは、覚の手を強く握りしめたが、ほとんど反応はなかった。

　目の前に、また分かれ道が現れた。どちらに逃げればいいのだろう。右か、左か、引き返すべきなのか。

　わたしは、覚の右腕を探り、槍を前方へ向けた。だが、闇の中でぼんやりと浮かび上がる緑色の光が見えない。あわてて穂先を調べてみると、ツチボタルはすでに死んでしまっていた。

　だが、まわりが真の闇ではないことに、わたしは気がついた。分かれ道に置かれているヒカリゴケは、かすかに発光している。どこからか、微量の光が射し込んできているのだ。トンネルの中で彷徨っていた時間を考えると、もう夜が明けていたとしてもおかしくない。だとすると、この先には出口があるはずだ。

　闇を透かしてみると、左側の方が、若干明るいような気がした。わたしは、覚の手を引きながら、慎重に進んだ。前進するにつれ、トンネルは、どんどん明るくなってきた。だが、それに比例して、バケネズミの戦いの音もますます大きくなっていく。

　このまま、出口に行き着いても、バケネズミの戦場の真っ只中に出てしまったら、呪力のないわたしたちに身を守る術すべはない。

　周囲は、すでに、新月の晩くらいの明るさになっていた。ゆるやかな登りになっている道の突き当たりに目をやると、大きく右にカーブしているのがわかった。光はそちらから射し込んできている。

　しばらくためらってから、わたしは、前に一歩踏み出した。このまま、ずっと、ここにいるわけにはいかない。とりあえずは、出口の様子を確認しようと思ったのだ。

　そして、結果的には、その短い躊躇が、わたしたちの命を救うことになった。

　突然、バケネズミの悲鳴が至近距離から聞こえてきた。続いて、一匹のバケネズミが、カーブの向こうからまろび出る。

　バケネズミは、断続的に身体を痙攣させていた。こちらに向かって這いずってこようとしているが、すでに致命的なダメージを受けているのは明らかだった。

　ほぼ同時に異状を感じたのは、わたしの嗅覚だった。卵の腐ったような臭いがするのだ。瀕死のバケネズミの背後を見ると、出口から射し込む光が、トンネルの中に侵入してくる煙を浮かび上がらせている。

　あの煙を吸ってはいけない。それは、ほとんど本能的な警告だった。

「こっちよ！」

　わたしは、その場でくるりときびすを返すと、覚の手を引いて、今来たばかりのトンネルを必死で駆け戻った。

　だが、下り坂をかなりの速度で駆け下りているのに、異臭は消えない。それどころか、逆に、どんどん強くなってくるようだった。

　ほとんどパニックに陥りそうになったとき、それまでずっと無反応だった覚が、突然、嘲るように言った。

「どこまで逃げたって、無駄だよ。僕らは、袋のネズミなんだから」

　わたしは、かっとなって覚に言い返す。

「わたしたち、ネズミなんかじゃないわ！」

「同じだよ」

　覚は、いたってのんびりとした口調でつぶやく。

「ネズミは、みんな、煙で燻いぶされて、穴の奥まで追い詰められるんだ」

「煙？」

　わたしは、ようやく、少し前から感じていた違和感の正体に気がついた。

「おかしいわ。ふつうの煙だったら天に向かって立ち上るはずなのに。下に向かって追いかけてくるなんて」

「そんなの、当然のことだろう？」

　覚は、簡単な問題が理解できない生徒を見下す、鼻持ちならない優等生のような口調で言った。

「穴の中に隠れてる相手を、攻撃するんだぜ。空気より重い有毒ガスを使うに決まってるじゃないか」

　わたしは、息をのんだ。

「それがわかってたんなら、なんで、もっと早く……！」

　わたしは、覚に対する怒りを抑えつけ、地の底へと逆戻りしながら、ここへ来るまでに通った道順を反芻した。一ヵ所、かなり長く上りが続いた場所があり、地上へ通じているのではないかと、大いに期待したものである。だが、おそらくは地表から遠くない場所まで上がってきた道は、まるで、わたしたちをがっかりさせるだけの目的で作られたように、再び下りへと転じていた。もし、あそこに避難できたら、下へと沈んでいく有毒ガスは、避けられるかもしれない。

　ツチボタルのかすかな明かりすら失われた状態で、わたしたちは、パニック寸前になりながら錯綜したトンネルの迷路を疾走していた。正しい道順を選び取れたのは、ほとんど奇跡に近かったと思う。

「上りだわ！」

　足下の感覚が、長い上りに入ったことを示していた。さんざん歩き回った後だったので、腿や脛の筋肉は悲鳴を上げていたが、わたしたちは、歯を食いしばって歩を運び続けた。苦痛こそ、生きていることの証明にほかならない。

　やがて、道は平坦になり、その先は再びゆるやかな下りに変わっていた。

「しばらく、ここで待ちましょう」

　ガスが巣の中に充満して、その地点まで迫せり上がってこないことを祈るしかなかった。一本道なら、さらに先に逃げた方が賢明だろうが、バケネズミの巣には、網の目のようにトンネルが張り巡らされている。有毒ガスが、別ルートで、わたしたちの先回りをする可能性があるので、一番高い場所に留まっているよりないのだ。

　暗闇の中で、わたしたちは、腰を下ろした。

「だいじょうぶ？」

　訊ねると、覚は、低い声で「ああ」とだけ答えた。

「ガスって、どのくらいで消えるのかな？」

　あいかわらず覚の姿は見えなかったが、首を振ったような気配がした。

「消えないよ」

「そんなわけないでしょう？　永遠に穴の中に溜まってるっていうの？」

「そうじゃないけど、たぶん、数日間は消えないんじゃないかな」

　覚は、深い溜め息をついた。

「まちがいなく、その前に、ここの空気がなくなるか、ゆっくりとガスが拡散して、ここまで上がってくると思う」

　口の中に、苦い唾がこみ上げてくる。それでは、わたしたちは、文字通り、座して死を待っているだけなのか。

「……じゃあ、どうすればいいの？」

「わからない」

　覚の答えは、にべもなかった。

「万が一、塩屋虻コロニーが戦いに勝てば、掘り出してくれるかもしれない。その場合も、ふつうは、有毒ガスが消えるまで待つと思うけど」

　絶望が、全身から力を奪っていった。必死の思いで安全地帯に辿り着いたはずなのに、気がついたら、生きながら墓穴の中に埋葬されていたとは。

　なすすべなく最期の時を待たなければならないというのは、精神的な拷問に等しかった。これなら、有毒ガスに追われてトンネルの中を逃げまどっていたときの方が、まだ楽だったかもしれない。

「ねえ。こんなことになっちゃったけど……」

　わたしは、ごく自然に口を開いていた。

「うん？」

「一人じゃなくて、よかった」

「せめて僕を道連れにできたから、気が晴れた？」

　わたしは、少し笑った。

「一人だったら、本当に、絶対耐えられなかったと思う。きっと、ここまでだって来られなかった」

　最後まで諦めることなく、最善を尽くせた。たとえ、辿り着いたのが、この袋小路だったとしても。

「僕も、同じだよ」

　覚の口調も、ふだんと同じに戻っている。わたしは安堵した。もしかしたら、精神的に錯乱していた方が、苦痛を味わわずにすむのかもしれないが。

「真理亜たち、無事に逃げたかな？」

「うん。たぶんね」

「よかった」

　そこで、会話が途切れた。

　真っ暗闇の中で、無為に時間だけが過ぎていく。

　一分後か、五分後、あるいは、三十分くらいたっていただろうか。わたしは、はっと、半覚醒の状態からさめた。

「覚！　覚！」

「……なに？」

　覚の返事は、心許ない。

「臭い。わからない？　ガスが、ここまで来てるのよ！」

　卵の腐ったような異臭は、まちがいなく、出口の近くで嗅いだものだった。

「ねえ、ここはもうだめだわ。向こうに逃げる？」

「いや。ここより高い場所はなかったと思うし、低い方に逃げるのは自殺行為だ」

　覚は、懸命に思案しているようだった。

「僕より君の方が、嗅覚が鋭い。ガスは、どっちから来てる？　出口の方？　それとも、両方かな？」

「そんなの、わからないわよ」

　音であれば、条件次第では、だいたいの方向はわかるかもしれない。だが、臭いがどちらから来ているかなんて、判別できるわけがないと思った。

「ううん。ちょっと待って」

　わたしは、出口に近い方の異臭を嗅いでから、穴の中を小走りに進んで、逆側の下り坂で臭いを確かめた。その姿が覚の目に映っていなくてよかったと思う。きっと、さぞかし鼻をひくつかせているバケネズミにそっくりだったろうから。

「……たぶん、一方向から来てると思う。さっきの出口の方から」

「だったら、たぶん、まだ間に合う。トンネルを塞ごう」

「塞ぐ？　どうやって？」

「埋めるんだ」

　覚は、ガスがやってくる側の天井を槍で突き崩し始めた。その姿はまったく見えないが、空気の動きと、ときどき飛んできて顔に当たる土つち塊くれで、奮闘ぶりは想像に難くなかった。

「早季！　危ない！」

　突然、覚がぶつかってきて、わたしは、数メートル後方に吹っ飛ばされた。その上に、覚が覆い被さる。

　なにが起きたのかと思っていると、上から大量の土砂が降り注いできた。目を閉じて、両手で顔を覆い、ひたすら崩落が静まるのを待つ。口を開けるわけにいかないので、悲鳴も上げられなかった。ようやく終わったときには、全身が土で覆われ、膝から下は完全に埋まっている感覚があった。

「だいじょうぶ？」

　覚が、心配そうに訊く。

「うん。わたしは」

「危なかったよ。もう少しで、二人とも生き埋めになるとこだった」

　冷静に考えれば、穴の中で天井を突き崩そうとするなど、正気の沙汰ではないのだが、生き延びたいという本能が、わたしたちを後先考えない行動に走らせ、そして、そのことが結果的に幸いしたのだった。

　わたしたちは、慎重に土の下から身体を引き抜くと、通路が完全に遮断されたのを確かめた。さらに、念のため、土山の表面をよく掌で叩いて、ガスが浸透してこないよう押し固めた。

「ねえ、上。もう少し崩したら、外に出られるんじゃない？」

　わたしは、大きくえぐり取られているはずの天井を見上げて（もちろん、なにも見えないのだが）、訊ねた。

「外の音が、全然聞こえないだろう？　たぶん、まだ、三メートル以上はあるよ。それに、下から上に掘っていくのは、いくら何でも無茶だ。今度こそ、完全に生き埋めだよ」

　わたしたちは、結局、手をこまねいたまま、再び暗闇で腰を下ろすしかなかった。

　通路を埋める騒ぎで、一瞬、進展があったような錯覚にとらわれていたが、よく考えると、状況はまったく改善していない。わたしたちの居場所は、さっきよりさらに狭まり、もし今度、反対側からガスが上がってきたら、お手上げなのだ。反対側の通路も同じように埋められたとしても、狭い空間に残された空気はあっという間に尽きて、窒息死を余儀なくされるだろう。

　今度こそ、もう、だめだと思った。

　こんなところで死にたくはなかった。でも、もう、打つ手は何も残っていない。人生の最期を迎えようとしながら、自分があまりにも無感動なのが信じられないほどだったが、心身ともに疲れ切り、感情を爆発させるエネルギーさえ残っていない。

　わたしは、覚からも離れて、暗闇の中でただ膝を抱えて座っていた。すると、またぞろ幻覚が現れた。外の世界では、よほどのことがない限り、現うつ世しよに存在しないものの姿など見ることはない。それが、ここでは、スイッチを入れるように、簡単に現れてしまう。暗闇の中を長時間彷徨っていると、意識の支配力が弱まり、無意識の奥に潜んでいた魑ち魅み魍もう魎りようが、自由に跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こするようになるのだろうか。

　最初に現れたのは、ミノシロだった。半透明の姿で、右から左へ、ゆっくりと視界を横切っていく。それは、幻影とは思えないくらいリアルな映像だった。Ｙの字状の頭触手と、背中に生えている数多くの触手の先端は、白、赤、オレンジ、青などの鮮やかな色に輝いている。

　すると、天井から、緑色に輝く無数の粘液の糸が垂れ下がってきた。ツチボタルの作る銀河は、あっという間に、視界いっぱいに広がった。

　ミノシロは、粘液に搦からめ取られそうになりながらも、身をよじり、歩き続ける。だが、とうとう捕まってしまった。粘液の糸は、シャンデリアのように揺れながら、ミノシロをしだいに雁がん字じ搦がらめに縛り上げていく。

　すると、ミノシロは、粘液の糸にくっついた触手を、次々と自切していった。

　触手のなくなったミノシロは、背中から、強烈な七色の光芒を放ち始めた。千変万化する光は、重なり合い、干渉し合うことで、空中に、縞のような、渦のような模様を作り出している。その美しさは、わたしの脳髄を痺れさせた。

　いつのまにかミノシロモドキへと変化したミノシロは、虹色の残像を背後にたなびかせながら、ゆっくりと視界の外に消えていく。

　光の饗宴は、徐々に闇の中に没していった。

　このまま、すべてが暗黒の中に閉ざされてしまうのか。そう思ったとき、周囲の景色は一変した。

　真正面に、突如、オレンジ色の輝きが出現した。護摩壇の上で、あかあかと炎が燃えさかっている。

　地の底から響いてくるような真マン言トラの朗唱が聞こえる。それに合いの手を入れるように弾ける、オレンジ色の火の粉。

　これは、あの日の光景だ。

　祈禱を行っている僧侶が、丸薬のようなものを投げ入れ、香油を注ぐと、護摩壇の上の炎はひときわ大きくなった。

　大勢の僧が読経する声が、蟬時雨のように、耳の奥に反響している。

　あの日、わたしが呪力を授けられた、通過儀礼イニシエーシヨン。

　なぜ、最期の時に見るのが、父や母のいる家庭ではなく、幼い頃遊んだ田園でもなく、この光景なのか。

　唐突に、まったく別の記憶がよみがえった。




「だめに決まってるだろ。真マン言トラは、誰にも教えちゃいけないんだ」

　覚が、小こ面づら憎にくい顔で言う。日頃、ろくなことをしていないくせに、こんなときだけ妙に優等生ぶるのが、気に障った。

「いいじゃない。友達でしょう？　絶対、秘密にするから」

　わたしは、食い下がった。

「なんで、人の真マン言トラなんか聞きたがるんだよ？」

「だから、どんなのか知りたいのよ。ほら。自分のとどう違うのか、とか」

「……だったら、早季のを言ってみろよ」

　覚が、ひどく狡ずるそうな表情になったので、わたしは、ますます闘志を搔き立てられた。いいわ。そっちがそう来るのなら、裏をかいてあげる。

「わかった。じゃあ、こういうのはどう？　お互いに真マン言トラを紙に書いて、一、二の三で、見せ合いっこするの」

「……うーん。やっぱり、だめだ。真マン言トラは人に教えたら、効力がなくなるんだ」

　そんなわけないじゃないと、わたしは心の中で突っ込んだ。

「だからー。別に、覚えられるほどちゃんと見せなくてもいいんだって。本当に、ほんの一瞬だけ見せ合うの」

「そんなの、意味ないだろう？」

　覚は、疑わしげに言う。

「それでいいのよ。だって、それでも一応、友達同士見せ合ったっていうことになるし。それに、どのくらいの長さかとか、だいたいの感じがつかめるでしょう？」

　なおも渋る覚を説き伏せ、わたしたちは、互いの真マン言トラを鉛筆で藁半紙に書いた。

「じゃあ、いい？　一、二の、三よ」

　わたしたちは、半紙を持って向かい合い、電光石火の早業で、〇・一秒ほど裏返して、真マン言トラを見せ合った。

「見えた？」

　覚が、心配そうな顔で言う。

「全然。でも、何となく長さはわかった。そんなに長くなかったね」

「うん。早季のも、そうだったな。だいたい、同じくらいかな」

　覚は、安堵した顔になると、手に持った半紙をくしゃくしゃに丸め、空中で発火させた。半紙は、あっという間に灰になり、焼失した。

「……でも、一字くらいは見えた？」

　案外心配性らしく、なおも、しつこく訊ねる。

「一字もわからなかった。だって、覚の字って、ちゃんと見ても読めないもんね」

　覚は、ようやく安心して立ち去る。わたしは、覚が真マン言トラを書いたときに下に敷いていた紙を透かして見た。覚は筆圧が強いので、くっきりと、跡が残っている。柔らかい鉛筆で擦ってやると、明瞭に字が浮き出てきた。

　後に図書館で調べてみると、それは、虚空蔵菩薩の真マン言トラであることがわかった。




　うまくいくかもしれない。わたしは、息を殺して、覚の様子を窺った。

　まるで眠っているような、静かな息を立てている。だが、それに混じって、ときどき、意味不明なつぶやきが漏れ出していた。

　覚は、今、意識のレベルが極端に低下して、催眠術にかかっているのと大差ない状態にある。無意識の蓋が開き、日頃は抑圧されている様々な想念が心に湧き出しているとすれば、ついさっきわたしが見たような、幻覚に支配されていても不思議ではない。

　催眠術において難しいのは、ここまで意識レベルを下げることだろう。この状態からであれば、できるはずだ。何といっても、わたしは、覚の意識下に深く刻み込まれた魔法の呪文、真マン言トラを知っているのだから。

　とはいえ、失敗は、絶対に許されない。失敗すれば、二人とも、ここで死ぬことになる。わたしは、言うべき台詞を慎重に頭の中で反芻、整理した。それから、大きく息を吸って、厳かな声で呼びかけた。

「朝比奈覚」

　顔が見えないので、覚の反応はわからない。

「朝比奈覚。おまえは、規則を破って来てはならないところに来た。しかも、禁を犯して、悪魔の言葉に耳を傾けた。だが、問題は、その先にある」

　かすかに、身じろぎする気配。

「おまえたちは、倫理規定のさらに根幹にある十じゆう重じゆう禁きん戒かい、その第十条、不ふ謗ぼう三さん宝ぽう戒かいに背いた。悪魔の声に従い、仏の教えに異を唱えたのだ。よって私は、おまえの呪力をただちに凍結せねばならない」

　覚はあえぎ、すすり泣くような声を漏らした。わたしは、胸が痛んだが、心を鬼にして先を続ける。

「炎を見なさい」

　覚の反応はわからない。

「炎を見なさい」

　やはり、返事はなかった。

「おまえの呪力は、あの人ひと形がたの中に封印した。人形が見えるか？」

　深い溜め息。そして、「はい」という覚の返答。

「今から、人形を火の中にくべる。いっさいを焼しよう施せすべし。すべての煩悩を焼しよう尽じんせしめ、灰は無辺の荒土に還るべし」

　わたしは、ここぞと声を励ました。

「見よ！　人形は燃え尽きた。おまえの呪力は、ここに凍結された！」

　覚は、悲痛な呻き声を上げた。

「煩悩を捨てよ。解脱のためには、すべてを、いったん、清浄な炎の中で焼き尽くさねばならない」

　さあ、ここからが、いよいよ正念場だ。わたしは、覚のすぐそばまで歩み寄る。

「朝比奈覚。おまえは、深く神仏に帰依し、自ら呪力を放ほう擲てきした」

　声音に、精一杯の優しさを込めようと努める。覚の意識の奥底まで染み通り、そこにからみついている、鉄の鎖のような暗示を解かなければならないのだ。

　覚を救いたいという一途で純粋な気持ち。方便とはいえ、彼を苦しめなければならないことへの謝罪。ここまで、懸命になって自分を助けてくれたことへの感謝の念。すべての思いが、一時に、奔流のようになって押し寄せてきた。涙が声を曇らせる。

「されば、大日如来の御慈悲により、ここに、再度、正しき真マン言トラを授け、精霊を召喚し、呪力を返還する！」

　彼の両肩を拳で強く打つと、わたしは、彼の耳元に口を寄せてささやいた。

「なうぼう、あきゃしゃ、ぎゃらばや、おん、ありきゃ、まり、ぼり、そわか」

　しばらくの間は、何事も起こらなかった。

　だが、やがて、周囲がゆっくりと明るくなっていく。

「覚！」

　わたしは、泣きながら叫んだ。輝いているのは槍だった。黒曜石のような穂先の部分が、赤熱し、眩いばかりの光を発している。

「覚。これ、覚がやってるのね？　わかってる？　呪力が戻ったのよ！」

「うん。……そうみたいだ」

　覚は、長い夢から覚めたような声で言った。

「早く、天井に風穴を開けて！　邪魔な土を、全部どこかにやっちゃって！」

「わかった」

「あ。待って。外には、有毒ガスが充満してるかもしれないから……」

「うん。安心して。全部、いっぺんに吹き飛ばしてやるよ」

　覚は、頼もしい笑顔を見せた。

「一時的に、空気が薄くなるかもしれない。耳と鼻を押さえてて」

　あわてて両手の中指と親指を使い、何とか、耳と鼻の両方を同時に押さえる。頭上で、膨大な土の塊が、地震のようにぶるぶると震えだした。

　次の瞬間、竜巻を思わせる轟音とともに、頭上を覆っていた土の天井がすっぽりと消え失せた。









５






　土蜘蛛たちが、敵コロニーを短時間で制圧するために開発した手法は、巣穴を致死性のガスで燻蒸するという非道なものだった。

　国内のコロニー同士の戦いでも、近くの川の水を引いてきて、水攻めにした例はあったらしい。だが、戦争の主な目的が、相手コロニーの構成員を奪って労働力として利用することだったので、敵兵を皆殺しにするようなやり方は、そぐわなかったのだろう。一方、大陸においては、限られた資源を巡っての争いが多かったため、敵兵を効率的に抹殺する手段が発達したのかもしれない。

　彼らが使用した毒ガスの正体は、今もって不明である。現場に残されていた毒ガス発生装置の残骸からわかることは、土蜘蛛が、石と粘土を使って塩屋虻コロニーの風上に奇妙な形をした即席の炉を作り、何かを燃やしたということだけだ。

　あの卵が腐ったような異臭から、彼らが、どこかの火山からイオウの塊を採取してきたことは想像できる。イオウの燃焼でできる硫化水素や二酸化イオウは猛毒であり、しかも空気より重いために、バケネズミの巣穴の奥まで浸透していくはずだ。ただし、それだけで一つのコロニーを壊滅に追い込むほどの威力があるとは、考えにくいらしい。

　覚は、土蜘蛛が人類の古代都市を盗掘し、廃棄物の中から塩素を含んだプラスチックを持ち出したのではないかという意見だった。たとえば、塩化ビニールの燃焼によって得られる塩化水素には強い毒性があり、こちらも空気より重いために地下へと流れ落ちる。複数のガスの相乗効果で致死率は高まるし、多くの材料を配合して燃やすことで、さらに恐ろしい未知のガスが発生する可能性もあるというのだ。




　塩屋虻コロニーの上に滞留していた有毒ガスの一掃には、十数秒の時間が必要だった。

　たとえ呪力を使っても、大量の空気を入れ替えるのは容易なことではない。どこに空気を押しやろうとしても、押し返す力がはたらくからだ。覚は、強い竜巻を作ることにより、低い位置にある汚染された空気を巻き上げて遠くへ運び、周囲からきれいな空気が流れ込むようにした。即席で創ったイメージにしては、なかなかのものだったと思う。

　暴風がやんだ後、頭上に空いた風穴からは、のどかな青空が覗いていた。朝の光は目に眩しく、わたしたちは、誤って掘り出された土モグ竜ラモチのように目を細め、胸いっぱいに新鮮な空気を吸い込んだ。久しぶりの外気は冷たく、体中の毛穴を引き締めるようだった。

　明るさに目が慣れてから、覚が視線を向ける。穴の縁はみるみる後退していき、大きく広がった。わたしたちの正面に何とか攀よじ登れそうな緩斜面ができ、表面には、見えない型押し機でプレスしたように階段が生じた。ステップに足を載せると、テラコッタ煉瓦のように堅固な感触が伝わってきた。

「僕が先に行くよ」

「待って」

　わたしは、両手で覚を制した。

「わたしが先に見てくる」

「だめだよ。土蜘蛛が、遠くから弓で狙ってるかもしれないし」

「だから、わたしが先に行くのよ。覚に万一のことがあって、呪力が使えなくなったら、二人とも終わりなんだから」

　わたしは、それ以上覚に言わせず、階段を上った。地上に出る前に耳を澄ましてみたが、あたりは完全な静寂が支配していた。鳥の声すら聞こえない。

　身を低くして、そっと頭を出す。

　竜巻によって周囲の草は放射状に薙ぎ倒されていたが、頭を出しただけでは、何も見えない。わたしは、そっと穴から抜け出した。四つん這いで、しばらく様子を窺ってから、ゆっくりと立ち上がる。

　まわりにあったはずのものは、きれいに吹き飛ばされていた。死体も、残骸も、何一つ見あたらない。

　後から、覚が上がってきた。

「どう？」

「近くには、何もいない」

　遠くを見渡してみると、百メートル以上離れた木の梢に、バケネズミの死骸と思われるものが引っかかっていた。たぶん、さっきの竜巻で舞い上がったのだろう。この距離だと、ほとんど人間と見分けがつかず、背筋に悪寒のようなものが走った。

「やつら、絶対、どっかにいるはずだ。さっきの風くらいで全滅するわけがない」

　わたしたちは、すぐには動かず、慎重に周囲を観察した。鏑かぶら木ぎ肆し星せい氏のような達人なら、宙に真空のレンズを作って望遠鏡の代わりにすることもできるのだが（ふつうのレンズとは逆で、凹レンズで映像を拡大するのだ）、覚には、もちろん、そこまでの技倆はない。

「ねえ、あそこ見て！」

　わたしは、北側にある丘の上を指さした。何かが動いたように見えたのだ。

　しばらく、二人でそちらを注視していたが、その後は、何も不審なものは見えなかった。

「ごめん。錯覚だったのかな」

「いや……そうじゃないかもしれない」

　覚は腕組みをし、険しい表情で、そちらの方向を見つめていた。

「この地形で毒ガスを撒くなら、あそこからやるのが一番都合がいいはずだ。丘の上なら、空気より重いガスが逆流してくる心配はないし、ここまでの間に、障害物はほとんどない」

　覚は、草をちぎって宙に撒き、風向きを調べた。

「微風だけど、北から吹いてるな。たぶん、間違いないと思う。やつらは、あそこにいるはずだ」

「じゃあ、南へ逃げなきゃ！」

　覚は、歩き出そうとしたわたしの腕をつかんだ。

「何言ってんだよ？　逃げたりしたら、やつらは絶対追いかけてくる。いつ背後から攻撃されるかわからないんだぜ？」

「だって……」

　わたしは、覚の真意を図りかねていた。

「じゃあ、どうするのよ？」

「決まってるじゃないか。こっちから攻撃をかけるんだよ。やつらを全滅させない限り、安全とは言えない」

「そんな」

　わたしは、絶句した。

「無理よ。だって、戦えるのは覚だけなのに」

「無理でも、やるしかないんだ」

　覚は、てこでも動かない構えだった。

「坊さんがやられたのを見ただろう？　呪力は守りには向かない。攻撃に使ってこそ生きるんだ。……だけど、早季は、怖いんなら逃げてもかまわないよ。君の言うとおり、戦うのは僕一人でいいから」

　そう言われて、はいそうですかと逃げるわけにはいかない。しばらく抗ってはみたが、結局、わたしたちは北に向かうことになった。いくら呪力があっても、見えない場所から攻撃されれば、それまでである。わたしは、覚の視野を補い、警告を発するという役目に徹するつもりだった。

「もう、きっと、弓矢の射程に入ってるだろうな。うかつに出ると危ない。試しに、ここから攻撃してみようか」

　わたしたちは、丘の手前にある大きな岩陰から向こうの様子を窺っていた。

「弾だ」

　覚が妙に楽しげな声で命じると、岩の上部に幾筋もの亀裂が走り、細かく砕けて石礫を作った。覚は、岩越しに丘を睨み、狙いを付ける。

「飛べ」

　たちまち、たくさんの岩のかけらが唸りを上げて飛んでいき、敵に襲いかかった。

　次の瞬間、丘の上では恐慌が起きた。大勢のバケネズミの悲鳴や怒号が響く。あわてて戦闘態勢を取ろうとしているのだろう。甲冑や槍が触れあう金属音や、矢を一斉掃射する弦の響きも聞こえてきた。

「馬鹿め」

　覚は、鼻で笑った。

　浅い放物線を描いて降り注ぐ矢のほとんどは、空中で方向転換し、飼い主の元へと走る忠犬のように、矢を射た兵士の方に逆戻りした。

　次々と、苦痛の叫びが上がる。

「本当は、カマイタチを作りたいんだけどな。しかたがない」

　覚は、まるで楽しい遊びの計画を練っているような口調でつぶやき、背後に目を向ける。四、五十メートルほど離れたところに生えていた数本の大木が、根こそぎ引っこ抜かれて宙に浮かんだ。

「行け」

　六本の大木は、丘の上へ飛んでいく。すぐさま敵陣らしき場所に突っ込むのかと思っていたら、相手を威嚇するように、悠々と上空で旋回する。

　恐怖の叫び声が飛び交った。頭上の大木に向かって、空しく無数の矢が放たれる。

「ふん。怖がってるみたいだ」

　覚の態度は、搬はん球きゆうトーナメントで無心に押し子を操っているときと変わらなかった。

「でも、このままじゃ少し芸がないな。……よし、燃えろ！」

　大木は、一斉に発火して、巨大な松たい明まつとなった。そして、樹冠から火の粉を撒き散らしながら、矢が放たれた場所に落下する。

　バケネズミたちは、完全に狂乱していた。炎が何かに燃え移って火災が発生したらしく、太い黒煙が幾柱も天に向かって立ち上る。

「よし、今のうちだ。丘を登ろう」

　遮蔽物に使っていた大岩が、露払いをするように斜面の少し上を飛び、わたしたちは、遅れないように駆け上がった。丘の頂上に達する直前に、わたしたちをめざとく見つけたバケネズミが、警戒の叫び声を上げたが、次の刹那、白い高温の炎に包まれて、ばったりと倒れる。

「あれ、毒ガスを作る機械じゃない？」

　わたしは、石と粘土で作ったらしい、蚊遣り豚のような奇妙な形をした物体を指さした。五、六基が、象の鼻のように伸びた開口部を丘の下に向けている。

　瞬時に、一番近くにあった毒ガス製造器が粉微塵に弾け飛んだ。続いて手前から順々に爆発していく。急行してきたバケネズミの一隊が、破片の直撃を食らったらしく、その場に打ち倒された。

「ちょっと、遊んでやろうか」

　仲間が斃たおれたのを見て、後の連中は突撃を躊躇したようだ。そこへ、突如として、倒れていたバケネズミの死骸が起き上がり、操り人形のような動きで襲いかかる。たちまち、部隊は総崩れになった。

　あれほど好戦的だったバケネズミの士気を挫いたのは、あきらかに、超自然的なものへの怖れだった。

「なるほど……力ずくでやるより、恐怖で操った方が効果的みたいだな」

　覚は、さっそく、今学んだばかりの戦術を実行に移した。バケネズミたちの目の前や、背後、さらには真っ只中から、続々と死体が起き上がり始める。およそ人間的な感情とは無縁と思われていた彼らは、想像もできなかった怯えを見せ、ついには、パニックに駆られて悲惨な同士討ちを始めた。

　戦意を喪失して逃げようとするバケネズミは、一匹ずつ見えない手で摑み上げられて、首を捻られる。結局、丘の上に陣取っていた一隊が全滅するまでに、わずか五、六分しかかからなかった。




「この草原をまっすぐ突っ切るのは、きわめて危険と思われます。向こうの森から丸見えですし、どこかに土蜘蛛の射手が潜んでいる可能性がございます」

　スクィーラが、平伏して覚に奏上する。最初から慇いん懃ぎんな態度だったが、今は、文字通り恐きよう懼くしていた。呪力の本当の恐ろしさを、見せつけられたからに違いない。

「でも、土蜘蛛コロニーは、あの森の中にあるんだろう？」

　覚が、不満そうに唇を尖らせた。

「ここから攻撃したって、相手が見えないんじゃ、みすみす取り逃がすだけじゃないか。こんな草原くらい、簡単に焼き払ってやるのに」

「おっしゃるとおりでございます。ですが、たとえ一匹であっても、土蜘蛛が生き残り、土中に潜んでいた場合、畏れ多くも、神様を毒矢で狙ってくるやもしれません」

　スクィーラは、怖々といった顔で覚を見上げた。鼻に大きな切り傷を負い、あちこちに血と泥がこびりついている。

「私どもが鏃やじりに塗るのは、せいぜい痺れ薬ですが、土蜘蛛が暗殺のために使うのは、異国の蛙から取った命を奪う猛毒です。万が一、お身体にかすり傷でも付けば、取り返しがつきません。斥せつ候こうが安全な迂回路を見つけておりますので、どうか、そちらをお通りいただきますよう、お願い申し上げます」

　スクィーラが、再びわたしたちの前に現れたのは、微妙なタイミングだった。丘の上の毒ガス部隊を一掃した後、わたしたちは、口論になっていた。わたしは、敵が追ってくる危険性がほとんどなくなった以上、すぐにこの場から逃げるべきだと主張した。ところが、覚は、頑固に、土蜘蛛を全滅させると言い張ったのだ。

　覚は、いったい、どうしてしまったのだろう。わたしは、彼の顔を見ながら呆然としていた。そこにいるのは、わたしのよく知っている覚、皮肉屋でほら吹きだが根は優しくて穏やかな少年とは、まったくの別人のようだった。

　覚は、カヌーを隠した霞ケ浦の岸まではかなり距離があり、叩けるときに叩いておかなければ禍根を残すことになると力説したが、その目の異様な輝きを見ると、単純にもっと殺したがっているとしか思えなかった。わたしは、現実的な問題点を列挙して、覚の頭が冷えるのを待った。昨日の夜中に一度見たきりなので、土蜘蛛コロニーの場所もうろ覚えだし、まして、竜穴（女王の居住する穴）がどこにあるのかなど見当もつかない。そんな状態で闇雲に攻撃したところで、土蜘蛛を全滅させるのは、とうてい不可能だし、その前に、生身の覚が反撃を食らったら、万事休すではないか。

　わたしの粘り強い説得が功を奏し、ようやく覚が軟化し始めたときだった。丘の下から、わたしたちを呼ぶ声が聞こえてきた。土蜘蛛の罠ではないかと警戒しながら覗いてみると、スクィーラを始めとする塩屋虻コロニーの生き残りが、ひれ伏して、わたしたちを遥よう拝はいしていた。全部で五、六十匹しかいなかったところからも、毒ガスの威力は窺えるだろう。

　スクィーラの説明によると、毒ガスの異臭を感じた塩屋虻コロニーの構成員は、ひたすら巣穴の深い場所に逃げ込んだために、全滅したのだという。（土蜘蛛が毒ガスにイオウの臭いを添加したのは、バケネズミの習性を逆手にとって、相手を巣の奥に追い込むという企みによるものかもしれない）一方、スクィーラが率いる親衛隊は、女王を移送するため、巨体でも通れる比較的浅い位置にある穴を選んで逃げたことが、命拾いにつながったようだった。

　コロニーが壊滅的な敗北を喫したばかりなのにもかかわらず、彼らの士気は高かった。一つは、女王が安全な場所に移されていて無事であること（巣で唯一、生殖能力を持った女王が死ねば、生物としては終わりなのだ）、もう一つは、覚の呪力によって、憎むべき土蜘蛛兵があっけなく全滅したのを見たからだろう。

　塩屋虻コロニーの残党は、凶暴な復讐欲に突き動かされていた。冷静沈着なスクィーラもその例外ではなく、事前の調査によって敵女王の所在まで正確に把握していると言って、覚を焚きつけ、騎き虎この勢いで土蜘蛛を討伐することになってしまったのだ。

　話を元に戻そう。わたしたちは、スクィーラの言うとおり、草原を大きく左に迂回して、森づたいに土蜘蛛の巣を目指すことになった。

「この道は、本当に安全なの？」

　わたしは、歩きながら、スクィーラに訊ねた。かなり遠回りではあるが、下した生ばえの中を通る道はきちんと踏み固められている。戦慣れしている土蜘蛛が、これほど重要なルートに防備を施さないとは、考えにくかったからだ。

「ご心配には及びません。先ほど、斥候を放ちましたが、敵兵の姿はありませんでした。やつらは、毒ガスで我々を仕留めたと思い込んでますから、その直後に、コロニー本陣が急襲を受けるとは、想像もしていないはずです」

　土蜘蛛は、それほど甘い相手なのだろうか。つい二日前であれば、スクィーラの言葉に納得していたことだろう。だが、昨日来の異常な経験の連続は、わたしをひどく疑り深くしていた。

　わたしは、スクィーラに命じて、簡単な衣装替えをすることにした。気休め程度のものだったが、それでわたしの気が済むのならと覚も協力してくれる。そして、それが正しい処置だったことがわかったのは、わずか十分後のことだった。

　先頭を歩いていた兵たちが、鋭い警戒の叫び声を上げた。わたしは、何が起きたのかわからず、当惑するばかりだったが、続いて、彼らが頭上に向かって矢を射始めたために、ようやく敵襲があったことに気づいた。

「神様。お隠れください！　土蜘蛛です！」

　スクィーラが、金切り声で叫ぶ。

「どこ？」

「木の上です……『影』が、やられました！」

　見ると、地面に倒れ伏しているのは、わたしが覚の影武者に指名したバケネズミだった。隊の中では最も体格が大きかったので、遠目には人間の子供に見えないこともないと思い、頭の上に兜を二重に載せてマントを被らせたのである。今、その身体には三本の矢のようなものが突き立っていた。一見して奇妙なのは矢羽根がないことで、代わりに糸巻き状に紐が巻き付けてあった。

「吹き矢です！　毒矢……気をつけて！」

　スクィーラは、わたしの疑問を読み取ったかのごとく、警告を発する。敵は、いったいどこにいるのだろう。わたしは、梢を見上げたが、どこにもバケネズミらしい影は見あたらなかった。さかんに矢を射ている兵士たちには見えているのかと思ったのだが、彼らも、どうやら、盲滅法乱射しているだけのようだった。

　そのとき、姥ウバ目メ樫ガシの大木の梢で、がさりという音がした。目を凝らしてもわからなかったが、何かがここにいることは確かだった。

「覚！　この木よ。揺らしてみて！」

　覚の上には数匹の兵士が折り重なって、肉の盾となっていた。覚は、スクィーラの制止を振り切り、その下から這い出してきた。次の瞬間、台風の直撃を受けたように、大木は大きく撓たわみ、梢を揺らした。ギザギザのある葉が大量に降り注ぎ、枝が折れる音が響く。

　木の葉に混じって、何か重いものが落下してきた。たちまち、バケネズミの兵士たちが、それを取り囲む。

「何、これ？」

　わたしは、落ちてきたものを見て、息をのんだ。

　いったい、それを、どう形容すればいいのだろうか。最も近い形態を持つ生物を挙げれば、木コのノ葉ハ虫ムシという南方産の昆虫か、さもなくば、リーフィーシードラゴンと呼ばれるタツノオトシゴの親戚になるだろうか。

　身体のサイズは、一メートル強で、一般的なバケネズミと変わらなかった。よく見れば、頭や手足の形状も、それがバケネズミであることを示している。違うのは、異様に瘦せこけている身体の色はウバメガシの幹や枝にそっくりで、しかも、全身に緑色の葉が付いた枝状の突起が生えていることだった。それ、土蜘蛛の叢そう葉よう兵へいは、上空を向いて化け鳥ちようのような叫び声を上げた。そのとたん、塩屋虻コロニーの兵士たちがいっせいに槍を突き立てて、叢葉兵にとどめを刺す。

　今の様子からすると、どこかすぐ近くに仲間が潜んでいるはずだ。わたしは、もう一度、周囲にある木々の梢を見上げた。いったんタネが見えてしまうと、擬態の効果は半減してしまう。今度は、さほど時間をかけずに、二本の木に潜んでいた三匹の叢葉兵を発見することができた。

　わたしが指をさすまでもなく、覚の呪力と一斉に放たれた矢が、息を殺していた三匹を仕留め、地面に叩き落とした。

「これ、いったい何なの？」

　わたしの質問に、覚は、難しい顔で死骸をあらためた。わたしには、とても触る勇気がなかったが、叢葉兵の身体に生えている突起も、その先にある葉っぱそっくりの器官も、作り物でないことは明らかだった。

「今さら、驚くこともないかもな。昨日の晩見たときだって、こいつらの軍隊は、化け物行列だったじゃないか」

　わたしは、松まつぼつ毬くり隊長の皮膚を覆っていた鱗を思い出した。

「でも……じゃあ、あいつらって、どんな形にでもなれるの？　どうして？」

「それはまだ、わからない。まあ、仮説ならあるけど」

　覚は、もう一度、頭からマントを被り直した。

「とにかく、これからは気をつけた方がいいな。こいつら、どんな擬態をして待ち伏せしてるか、わからないし」

「だったら、引き返しましょう。そんなの、危険すぎるわ」

「ここまで来たら、後戻りはできないよ。逃げれば、やつらは必ず追ってくる」

　覚は、とりつく島もない。しかたなく、わたしたちは前進を続けた。

　しばらく行くと、森の中の道は大きく右にカーブしていた。徐々にだが、土蜘蛛の巣に近づきつつあるのだ。

　叢葉兵にふいを衝かれた反省から、覚は、大きな木の枝を呪力で飛ばし、行く先にある藪や木々の梢を騒々しく叩き回りながら進んでいった。

　さらに行くと、密生していた木々がやや疎まばらになった場所にさしかかった。左手には、一面、緑の紙吹雪を散らしたような、青アオ浮ウキ草クサに覆われた小さな沼がある。

「待って」

　わたしは、進もうとする覚を、肘をつかんで押しとどめた。

「ここ、何だか、すごく嫌な感じがする」

　一笑に付されるかと思いきや、覚も、真剣な表情になり立ち止まった。

「罠があるってこと？」

「わかんないけど……」

　わたしは、沼の表面を凝視していた。ときおり上がってくる泡あぶくは、いったい何に由来するのだろうか。覚も同じことを考えたらしく、呪力で大きな岩をいくつも持ち上げて、泡が出ていた箇所に猛烈な勢いで撃ち込んだ。

　巨大な水飛沫しぶきを上げて、沼の水は四方八方に飛び散る。

　しばらく様子を窺っていたが、何事も起こらなかった。

「だいじょうぶだ。行こう」

　覚が、待ちきれなくなったように言う。

「……でも」

「いくら何でも、哺乳類が、そんなに長く潜ってられるはずがないよ」

　今や、最終的な決定権を持つのは、覚である。全員が再び、ゆっくりと前進を始めた。

　そのときだった。沼でガボッという異音が聞こえたのは。

　振り向くと、沼の表面に川カワ獺ウソのような扁平な頭が三つ浮かんで、じっとこちらを見ていた。

　その瞬間には、誰も反応することができなかった。三つの頭は、水の中から長い筒を出して構え、すばやく吹き矢を吹くと、トプンという音とともに引っ込んだ。後にはただ、アオウキクサを揺らす同心円状の波紋が残るばかりだった。

「畜生。ふざけやがって」

　覚の怒りは、瞬時に沸騰した。筒の中の毒矢は水に浸からない仕組みらしく、命中した塩屋虻コロニーの兵が二匹、静かに息絶えていたのだ。

「いいさ、そのまま隠れてろ。……すっかり茹ゆで上がるまで」

　沼の水は、みるみる、温泉のような湯気を立て始めた。

　そのとき、なぜ、わたしが沼とは逆方向に視線を向けたのかはわからない。とにかく、わたしは背後を振り返った。そして、信じられないものを目にしたのだった。

　沼の反対側は、雑草がまばらに生える湿った砂地だった。そこに、高さ二十センチくらいの小さな盛り上がりができていた。奇怪なのは、まるでモグラが通る畑の畝うねのように、その盛り上がりが、ゆっくりと動いていたことである。

　はっとして、周辺を見渡すと、土の盛り上がりは一つだけではなかった。全部で四つ、緩慢だが着実な動きで、あたかも血の臭いに集まる鮫のように、こちらへ向かって来る。

　恐怖のためか、まるで金縛りにあったように、言葉を発することができなかった。ようやく「覚……！」というかすれ声を絞り出したが、彼の耳には届かなかった。もうもうと湯気が立ち上る沼の方へ首を捻じ曲げると、今まさに獲物を捕らえようとする瞬間だった。見守るバケネズミの間から、歓声のようなものが沸き起こる。

　沼の底から、熱死した三体の死骸が浮き上がってきたのだ。一瞬視界に入ったそれは、カワウソと言うより太ったカエルのような生き物で、四肢の先にはよく発達した水搔きがあった。

「覚。後ろにいる……砂の下」

　わたしは、覚に向かって、ささやき声で告げる。覚の動きが、ぴたりと止まった。

「どこ？」

「一つは真後ろ、六、七メートル。その左に二体。右斜め後ろに一体」

　覚が振り向くのと、ずんぐりした流滴形の土竜兵が四匹、砂の下から姿を現したのは、ほぼ同時だった。

　間髪を容れず、ぐらぐら煮立った沼の水が、大蛇のような迸ほとばしりとなって襲いかかった。小型の弩いしゆみを構えようとした土竜兵たちは、頭から熱湯の奔流を浴び、ひとたまりもなく倒れた。

「ふー。カエルは、捨て駒だったのか」

　覚は、額の汗をぬぐいながら言う。

「油断ならないな。やつら、騙し討ちが得意技なんだ」

「覚。少し疲れたんじゃない？」

「え？　そんなことないよ。このくらい」

「でも、少し、休んだ方がいいと思うけど……」

　わたしの問いかけに、覚は、笑って答えなかった。

　わたしが覚を気遣ったのは、単に、彼が汗びっしょりになっていたからで、このときは、まだ、きわめて簡単な理屈にも気がついていなかった。

　呪力は、無限のエネルギーを駆使することができる。だが、そのためには、極度の精神集中が必要であり、人間の集中力と体力には、当然ながら限界があることを。




「危ない！」

　竹林の手前で、わたしは、叫んだ。

　遥か上空から、正体不明の物体が、いくつも落下してくる。

「だいじょうぶだ。みんな、動くな！」

　覚が、地面に根の生えたような直立不動の姿勢になり、空を見上げる。

　ぽつんと点のように見えていた物体が、みるみる大きくなっていく。それが岩であることがわかった瞬間、まるで見えないトランポリンにぶつかったように、弾き返された。

「また来るわ！」

　第二波は、さっきよりも数が多かった。すべて、覚の呪力に捕らえられて、元来た方へ投げ返される。

「盲撃ちじゃ、ダメージもないか」

　覚がつぶやくと、うち三個の岩が粉々に破裂して、敵陣とおぼしき場所に無数の破片を撒き散らした。

　それっきり、何の音も聞こえなかった。

「やっつけたの？」

「わからない」

　敵の攻撃は、やんでいる。もしかすると、今の反撃が、思った以上に効果的だったのかもしれない。そう思いかけたとき、突如として、第三波が到来した。

　今度は、竹林の上をかすめるような低い軌道でやって来た。一個、二個……覚が、岩をあさっての方向へと弾く。見えてから着弾するまでの時間が短いので、とても一つずつ投げ返すような余裕はなかった。

　そして、ついに一個が、呪力による捕捉が間に合わず、わたしたちの隊のど真ん中へと飛来した。

　肝を冷やすような一瞬の後、岩は地面に激突し、大きな土煙が上がった。二、三秒後、頭上から大量の砂や枯れ葉が降り注ぐ。生き残ったバケネズミたちは、まるで蜘蛛の子を散らすように四方八方へ逃げ去った。

「くそ……！」

　互いの無事を確認する暇もなかった。覚は、続いて飛んできた二つの岩をブロックするのに追われている。

「後ろよ！」

　わたしたちは、岩を避けるために、急遽、三、四十メートルほど後退した。だが、続いて飛来した岩は、まるでわたしたちの動きを見通しているように、位置を修正していた。どう見ても、正確に狙い撃たれているようだ。

「どこかにいる！」

　覚が、怒鳴った。

「敵が、どっかから見てるんだ。早季！　探してくれ！」

　間諜スパイは、すぐそばにいるはずだった。だが、いったい、どうやって見つければいいのか。もし、叢葉兵のような擬態をしているなら、そう簡単には見破れない。わたしは、途方に暮れた。攻撃は再び途切れ、第四波はまだ来ない。向こうも、岩を準備するために時間がかかっているのかもしれない。

　そのとき、はっと気がついた。ただ漫然と、わたしたちの動きを追っているだけでは、意味がない。間諜は、わたしたちの位置を敵に伝えているはずではないか。

「覚。後ろに下がって！」

　わたしたちは、さらに三十メートルばかり後退した。それを監視している相手の姿は、依然、まったく見えない。だが、わたしが目を凝らしていたのは、それに続いて送られる合図の方だった。

「あれだわ！」

　わたしは、竹林の上を指さした。風のそよぎに似せてはいるが、竹の梢が、あきらかに不自然な動きをしている。

「あそこから、位置を知らせてる！」

　みなまで言う必要はなかった。瞬時に、竹林から激しい炎が噴き上がったかと思うと、黒煙を上げて燃えさかる。どこか竹管楽器を思わせる、悲しげな断末魔の悲鳴が響き渡った。

「今のうちよ。移動しなきゃ。いったん下がる？」

「いや、前進だ」

　覚が歩き出すと、逃げ去ったはずのバケネズミたちが、どこからともなく集まってきて、再び隊列を作った。

「神様。神様」

　追いついてきたスクィーラが、息を切らしながら言う。

「ご無事で何よりでございました。こうなればもう、こちらのものです。どうか、邪悪な土蜘蛛どもに、正義の鉄槌を下されますよう」

「調子のいいことばっかり、言わないでよ！」

　わたしは、スクィーラに嚙みついた。

「あんたが、こっちの道が安全だって言ったのよ。いったい、どこが安全なの？　そこら中、伏兵だらけじゃない」

「まことに申し訳ございません」

　スクィーラは、わたしの剣幕に身を竦すくめた。

「事前に、斥候を放って安全を確認したのですが、そのときは、まったく何の攻撃も受けなかったのです」

「あたりまえでしょう？　あいつらは、あんたの斥候じゃなくて、わたしたちを待ち伏せしてたんだから」

「もう、いい。とにかく、ここまで来たんだから」

　覚が、わたしの二の腕を強く握り、宥めようとした。

「さっさと片をつけて、家に帰ろう」

　わたしは、おや、と思った。覚の様子は、どことなくおかしい。ただ疲れているというのではなく、何となく目の焦点が合っていないような感じだった。そういえば、大岩が一つ、難なくブロックをすり抜けてしまったのも、ふだんの覚からは考えられないようなヘマだった。

「でも、この先は通れないわ。どこから岩が飛んでくるか、わからないし」

　わたしは、ひそかな危惧を抱いて言った。

「引き返すべきよ」

「それはだめだ」

　覚は、首を振った。

「もう、戦端は開かれてる。敵の真ん前で回れ右するなんて、自殺行為だ」

「でも、竹林より先に出れば、岩が飛んでくるのよ？　だからといって、竹林の中を通ることもできないし。それこそ、どんな罠があるかわからないでしょう？」

「私どもが、偵察に参ります」

　汚名返上のチャンスとばかりに、スクィーラが口を出した。

「敵が石を投擲している場所を見つけますので、あとは、神様のお力で、一つずつ潰していただければ……」

「簡単に言わないでね。覚は疲れてるんだから」

　スクィーラが、ひどく胡う乱ろんな目つきで、こちらを見る。わたしは失言を悟った。すでに、うすうす気がついていたかもしれないが、わたしが呪力を使えないことは、これで完全にバレてしまったかもしれない。

　沈黙を了承と捉えたのだろう、スクィーラは、耳障りなバケネズミ語で、部下に指示を与えた。塩屋虻コロニーの兵士たちは、一瞬のためらいも見せず、竹林の中に散っていった。ここまで、かなりの数的損失はあったものの、依然として士気は高いようだ。

　だが、二分もたたないうちに、数匹が駆け戻ってきて、緊迫した様子でスクィーラに報告する。スクィーラは、わたしたちの方へ向き直った。バケネズミの表情は読めないが、なにやら深刻な情報であることは想像がついた。

「竹林の向こうには、視界を遮るような木々もなく、かなり開けた場所になっています。敵の主力は、そこに散開している模様です」

「見通しがいいなら、こっちに好都合じゃない」

「それが……何と言っていいのか、どうか、直接、ご覧になってください。こんどこそ、竹林の中には敵兵がいないことは確認しておりますので」

　わたしたちは、半信半疑でスクィーラについて竹林に踏み入った。四、五十メートルほど進むと、向こう側がうっすらと透けて見えた。相手から見えないように姿勢を低くして、ぎりぎりの場所までにじり寄る。

　そこは、百メートル四方はある空き地になっていた。土蜘蛛は、コロニーの周囲にある樹木を伐採して、最後の決戦場としたらしい。

「すごい……」

　わたしは、絶句した。空き地の幅いっぱいに犇ひしめく土蜘蛛の軍勢は、まさに壮観としか言いようがない。中天高く昇った太陽の光が、無数の鎧兜や刀剣に当たって反射し、きらきらと輝いていた。

「三千匹はいるな。全部で、五つの部隊に分かれてるみたいだ」

　覚も、言葉少なになっていた。

「でも、丸見えなんだから、やっつけるのは簡単でしょう？」

　すぐに肯定的な返事が返ってくると思ったのだが、覚は、少し間をおいて答えた。

「そうとも限らないよ」

「どうして？」

「あの布陣を見てみろよ。前に、重武装の歩兵を並べて、その後ろに隠れるように、弓兵を配置してる」

　それは、太古のギリシャで主流戦法とされた密集歩兵フアランクスという陣形だった。最前列の兵士が大きな盾と長槍を持ち、敵が入り込むスペースを与えずに前進してくる。先頭が斃たおれれば、鮫の歯が次々と抜け替わるように、次列の兵士が前に出てくるのだ。

「それだけじゃない。一番後ろに大きな岩が積んであるだろう？　その横にいる連中が、たぶん投石機だ」

「投石機？　どこにあるの？」

　そう言ってから、わたしは気がついた。

「今、あの連中が投石機だって言った？」

　遠目には細部の様子まではわからないが、岩のそばにいるバケネズミたちは、それまで見た中で、身体が最も極端な変形を受けていた。その度合いたるや、叢葉兵や土竜兵などの比ではない。体長が三メートルはありそうな巨大なもの。信じられないほど胴が長く、アコーデオンのように伸び縮みするもの。胴体よりはるかに太く強大な両腕を備えたもの……。

　投石機カタパルト兵は、数十匹が寄り集まり組体操のように合体することで、いわば生きた投石機となって、重さ数百キロの岩を百五十メートル以上飛ばすことができるらしい。もちろん、こうした能力も投石機カタパルト兵という名前も、叢葉兵や土竜兵などと同様に、ずっと後になって知ったのだが。

「たとえ呪力で攻撃をかけても、あれだけ重装備の部隊を一つ壊滅するには相当な時間がかかるだろう。その間に、向こうはいっせいに矢を射かけ、投石機から岩を飛ばしてくる。こっちに命中しそうな矢や岩は、呪力で防ぐしかない。そうすると、こっちの居場所は明らかになり、ますます集中砲火を浴びる。その結果、呪力で敵を攻撃する余裕がなくなり、防戦一方に陥ることになる」

　覚は、溜め息をついた。

「実は、それだけじゃない。……さっきから、ちょっと、調子がおかしいんだ」

「おかしいって？」

　覚は、少し離れたところにいるスクィーラに聞こえないよう、声をひそめた。

「疲れてるせいだと思うけど、集中力が切れかけてて、イメージがうまく作れない」

　最悪だ。わたしは、天を仰ぎたくなった。

「じゃあ、もう、呪力は使えないってこと？」

「いや、使えるのは使えるけど、あれだけ大勢をいっぺんに相手にすると、分が悪いってことだよ」

　やはり、丘の上の毒ガス部隊を斃たおした後、すぐに逃げるべきだったのだ。あのときならまだ、覚も余力があったから、追ってくる敵を叩きながら、充分、逃げおおせたはずだ。スクィーラの甘言など退け、殺戮に酔って判断力を失っていた覚を、身を挺ていしてでも止めるべきだった。

　だが、いくら過ぎたことを悔いても、詮無きことである。今は、どうやったら生き延びられるのか、脳のう漿しようを振り絞って考えるしかない。

「神様」

　いつの間にか、そばに来ていたスクィーラが、遠慮がちな声で呼びかける。

「今、どうやって土蜘蛛を全滅させるか考えてるの。邪魔しないで」

　わたしは、知ち恵え者しやのバケネズミを睨んだが、向こうは動じなかった。

「申し訳ございません。しかし、どうやら、敵に動きがあるようです」

「え？」

　わたしたちは、あわてて土蜘蛛の軍勢の方に目を戻した。たしかに、敵の五つの部隊は、ゆっくりと位置取りを変えつつあるようだ。中央の部隊はほとんど動いていないが、その横の二つの部隊は、あきらかに少し前に出ようとしている。さらに、外縁の二つの部隊にいたっては、すでに互いを隔てる距離を半分近く縮めていた。つまり、土蜘蛛の軍勢は、わたしたちを迎え撃つのに、巨大なＶ字形の陣形を敷きつつあるのだ。

　鶴かく翼よくの陣。鶴が翼を広げる形に似ているところから、この名が付いたという。本来は、突撃してくる敵を包み込むようにして応戦する受け身の形なのだが、土蜘蛛の狙いは別にあったのかもしれない。つまり、前線を横に引き伸ばすことで、呪力による攻撃の目標を分散し、かつ、反撃の角度を多彩にすることで防御を困難にする……。




　ここまでお読みになった方は、わたしや覚が、戦争や軍事用語に詳しいことに、疑問を抱かれたかもしれない。もちろん、この時点では、わたしたちの知識は白紙の状態だった。戦争に関する記述がある書籍はすべて、閲覧禁止の第三分類か、永遠に葬るべき知識とされる第四分類なのだから。わたしが、ここに記した知識を得たのは、ずっと後のことで、瓦が礫れきと化した図書館の地下室から発見された『国盗り無双・完全攻略ガイド』という本によるものである。




　話を元に戻そう。敵が作り上げた堂々の陣立ての前に、わたしたちは、完全な手詰まりに陥っていた。

「どうする？」

　こんな訊き方しかできない自分が情けなかったが、わたしは、呪力も、事態を打開する知恵も持ち合わせていなかった。

「とりあえず、様子を見るしかない」

　覚は、じっと目を閉じ、精神的な疲労が少しでも回復するのを待っているようだった。

「逃げた方がいいんじゃない？　ここで正面衝突するよりは、森に入った方が……」

「だめだ。向こうがすぐに攻めてこないのは、こっちの力を怖れてるからだ。向こうは、まだ、自分たちが追い詰められてると思ってるんだよ。だけど、ここで逃げたりすれば、敵は、こちらの弱みを見透かして、かさにかかって追撃してくる」

　とはいえ、敵は、遅かれ早かれ、こちらからの攻撃がないことを不審に思い、一気に仕掛けてくるのではないだろうか。

　悪い予感は、思った以上に早く的中した。

　左右非対称な腕を持つ弓兵が前に進み出ると、巨大なスズメバチのような羽音を立てて、鏑矢が飛んできたのだ。矢は、わたしたちの頭上をはるかに飛び越えていく。

　続いて、通常の矢による一斉掃射。わたしたちは身を伏せたが、背後で、バケネズミの悲鳴が聞こえた。

「くそ。反撃するか」

　覚が、目を開ける。

「まだ、だめ！」

　わたしは、必死で彼を押しとどめた。

「あいつら、こっちがどう出るか、様子を見てるのよ」

「だったら、なおさら反撃しとかないと、相手を勢いづけるぞ」

「中途半端な反撃だと、こっちの能力を見透かされるだけよ。何もしない方が、かえって不気味なはずだわ。こっちが、向こうの突撃を待ち受けてると思わせないと」

「だけど、このままじゃ……」

　鶴翼の陣は、密集歩兵を先頭に、じりじりと前進してくる。どうすればいいのか。

「スクィーラ！」

　わたしは、背後に控えているバケネズミを呼んだ。

「はい。何でございましょう？」

「敵の本拠……竜穴は、どこにあるの？」

「確証はありませんが、おそらく正面にある木立の奥かと思われます。どのコロニーでも、最後の防衛線は竜穴の前に置くのが定石ですから」

「覚！　あそこの木に火をつけて！」

　わたしの意図を察して、覚は、前方を見据えた。

　ふだんなら、一瞬で燃え上がるはずが、数秒の時間がかかった。だが、エゴノキの葉が燻くすぶり、めらめらと燃え上がると、敵の前進は止まった。後衛の兵士が巣の方に駆け戻り、燃えている木の根本に斧を入れ始める。原始的な破壊消防だが、わずか数分で炎は消し止められた。

「もっと燃やそうか？」

「待って。向こうの出方を見てから」

　無駄に呪力を使って、覚の体力を消耗させることは、極力避けなければならない。

　竜穴の前の木に火を点けたのは、向こうが前進してくるなら、いきなり本丸を攻撃するという脅しだった。それがどこまで効くかは、未知数だったが。

　土蜘蛛軍は、しばらくの間、音無しの構えだった。だが、巣から伝令らしきバケネズミが駆けてくると、再び、全軍が前進を始める。

「地下トンネルを通って、女王を避難させたんだ」

　覚がつぶやく。

「やつら、後顧の憂いを絶って、今度こそやる気だ」

　キィという悲鳴を上げると、スクィーラが逃げ出す。部下のバケネズミたちも、それに倣った。

「いよいよ、か」

　覚が溜めていた息を吐き出したとき、再び、一斉掃射が始まった。前回とは比較にならない数の矢が空を埋め尽くし、雨霰と降ってくる。

　続いて、ほぼ同時に、五つの部隊の投石機兵たちが大岩を発射した。
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　ほとんどの岩は、わたしたちの頭上を飛び越えていき、はるか後方へと着弾した。距離的には、近いものも二、三あったが、幸運なことに、まったく方向が違う。

「あいつら、わたしたちがどこにいるか気づいてないわ」

　わたしは、声を潜めて言った。

「逃げよう！」

　驚いたことに、この期におよんでも、まだ、覚は動こうとはしなかった。

「だめだ」

「でも……！」

「後ろへ逃げれば、やつらが全力で攻撃してる場所に飛び込むことになる。この状態じゃ、どこへも動けないよ」

「じゃあ、このままじっとしてて、やられるのを待つの？」

　わたしは、竹藪から、土蜘蛛軍の様子を透かして見た。軍勢は、鶴翼の陣を崩さずに、じわじわとこちらに迫りつつある。周囲に警戒を怠らず、慎重に歩を運んでいたものの、あと二、三分で、ここに到達するだろう。

「やつらに、こちらの居場所を誤認させられたらいいんだけど……」

　覚は、苦しげにつぶやく。何かが、わたしの頭の中で閃ひらめいた。

「覚。あと、どのくらい呪力を使える？」

「わからないけど、たぶん、二、三回くらいかな。イメージの難しさにもよるよ」

　覚は、頭痛を堪えているように、こめかみを揉んだ。

「飛んでくる岩の中で、一番離れた場所に向かってるのを弾き飛ばして」

「そんなことをして、何の……」

　覚は、すぐに、わたしの作戦を理解したようだった。

「わかった」

　呪力を使うためには視界を確保しなければならないが、これ以上竹林の際きわに近づけば、土蜘蛛に気づかれる恐れがある。わたしたちは竹林の奥に後退して、なるたけ上空が開けている場所を探した。地面に岩盤が露出していて竹が生えていないスペースを見つけると、覚は、大きく深呼吸をした。初めて呪力を使った日のように、一心に口の中で真マン言トラを唱え、精神を統一する。

　ふいに、大きな岩が、西側の空を横切ろうとした。どこへ着弾するかはわからないが、方向も見当外れだし、あの高度なら、遠くに落ちることは間違いないだろう。

　岩が、見えない壁に貼りついたように、ぴたりと静止する。敵の間から驚愕のどよめきが聞こえてきた。

「これでも、食らえ！」

　覚が、歯を食いしばって、何かを地面に叩きつけるような動作をする。

　宙に止まっていた岩は、隕石のような急角度で落下した。

　目標である土蜘蛛の軍勢は、ここからは見えないので、狙いはつけられない。頼りは、覚の勘と幸運だけだった。わたしは、両手を組み合わせ、命中することを神に祈る。

　大惨事を予感させる、恐ろしい悲鳴が沸き起こった。続いて興奮した喚き声。それから、大勢の兵士たちが甲冑を鳴らして走り回る音。

　わたしは、前方に匍ほ匐ふくしていった。密生した青い竹の間から目に映ったのは、三千匹の重武装したバケネズミが、狂ったように空き地を右往左往する姿だった。整然とした陣形は、痕跡もとどめていない。呪力による攻撃に備え、できる限りばらばらに散ろうとしているようだった。

　岩が落ちた場所は、すぐにわかった。地面に大きな隕石孔クレーターができており、まわりには、数十体のバケネズミの死骸が散乱している。どうやら、一組の投石機カタパルト兵に、まともに命中したらしい。角度的には、おそらく、あの岩を撃ち出した投石機兵ではないだろうが、これ以上効果的な報復は、まず考えられない。敵は文字通り、神と戦っているような気分になったはずだ。

　最も望ましいシナリオは、これで敵が戦意を喪失してくれることだったが、もちろん、それが儚はかなすぎる望みであることはわかっていた。混乱が収まると、土蜘蛛は、すぐに反撃に移った。

　前回に劣らない数の岩が空に向かって打ち上げられ、無数の矢が風を切り裂く。異なっているのは、それらがすべて、比較的狭い範囲に集中していることだった。

「誰もいないとこばっかり、攻撃してる」

　もくろみが的中して、わたしは、ほっとしていた。

「今なら、逃げられるわ」

「待って。もう一発だけ、だめ押ししておこう」

　覚は、大きく息を吐くと、両の拳を握りしめた。

「無理しないで」

　彼は、あきらかに、足下がふらついていた。額にも汗の玉が浮かんでいる。

「だいじょうぶ。もう一回だけだ」

　再び、竹林の奥に退避し、西側の上空を睨む。来た。大きな岩が、放物線を描いて通過しかける。

　今回は、岩はまったく静止することなく、回転しながら空中でくるりと向きを変えた。鋭い警戒の叫びがこだまする。岩が視界から消え、地上に近づいた瞬間、大音響を発した。爆発したらしい。細かな破片が竹に跳ね返る音が、連続して響く。竹の間を擦り抜けて、ここまで飛んでくるものもあるのではないか。わたしは、内心、ひやひやしていた。

「あいつら、きっと、さっきよりダメージは大きいぞ」

　覚は、得意げにのたまったが、声には力がなかった。たぶん、心身の疲労は限界に近いのだろう。

「さあ、早く逃げよう！」

　北は戦場だし、南に竹林を抜けると、西に向かうであろう土蜘蛛軍に見つかってしまう可能性がある。わたしたちは、東に向かって、昼なお鬱うつ蒼そうと暗い竹林の中を歩き出した。すばやく。音を立てずに。誰にも見られないように気を配りながら。

　生い茂った野竹の間を縫うように進む。地面の起伏が大きく、いたるところで、倒れた竹や蔓草が道を塞いでいる。頻繁に枝に頰を引っかかれたり、足を取られたりするので、短い距離を進むのも骨が折れた。スクィーラの後について竹林に入ったときは、前もって道が切り開いてあった場所だったのだろう。

「だいじょうぶよ。安心して。絶対、家に帰れるから」

「うん」

　覚は、よろめきながら、わたしについてくるのが、やっとのようだった。視線は虚ろで、口数も極端に減っている。

　もう少しだ。もう少しで、ここを抜けられる。この迷路のような竹林さえ抜けられれば、あとは、元来た道を引き返せばいいのだ。

　瞬たちはどうしているんだろうと思いかけたとき、自然に、ぴたりと足が止まった。覚に向かって唇に手を当て、静かにというサインをする。

　耳を澄まさずとも、それははっきりと聞こえてきた。会話だ。バケネズミ特有の甲高く耳障りな声。

　わたしたちは、四つん這いになって、地面の窪みに這い込んだ。目の前には倒れた竹が折り重なり、枯れた蔦が幾重にも絡んでいる。こちらの姿は完全に隠れているはずだが、バケネズミの嗅覚を考えると不安はぬぐえない。こちらが風下だといいのだが。

　見えた。武装した土蜘蛛の兵士が、やって来る。一匹……二匹だ。捕虜のようなものを連れているようだが、そっちは兵士の陰になっていて見えない。

　付近の偵察と哨戒をしている土蜘蛛の遊撃隊だろう。たった二匹しかいないのに、全然緊張が感じられないのは、わたしたちが別の場所に釘付けにされていると思い込んでいるからに違いない。

　わたしたちは、息を殺して、彼らが通り過ぎるのを待った。

　狭い隙間から、兵士たちの姿が見える。鉈のようなものを左右に振り回し、悪戦苦闘しながら荒廃した竹林を進んでいる。

　両手を縛られ、腰縄をつけられた捕虜の姿も視界に入った。

　スクィーラだった。

　かなり手ひどく殴られたらしく、片目は完全に塞がり、鼻と口のまわりには乾いた血がこびりついていた。それでも、きょろきょろと周囲を見回し、さかんに空気の臭いを嗅いでいる。

　昨晩来の出来事で、多少の情は移っていたが、危険を冒して助けようという気は起こらなかった。覚を焚きつけてここまで来させておきながら、敵の一斉攻撃を前にして、わたしたちを置いてさっさと逃げ出したのだ。その結果捕まる羽目になっても、自業自得ではないか。

　さようなら、スクィーラ。あなたのことは、忘れないわ。

　わたしは、心の中で手を振って見送ろうとした。ところが、スクィーラは、いっこうに視界から消えようとしない。とうとう土蜘蛛の兵士に手荒く縄を引っ張られたが、何やら鳥の囀りのような声で抗弁しながら、空気の臭いを確かめている。

　どきりとした。スクィーラが、こちらを見ているのだ。こちらは陰になっているため、向こうからでは見にくいはずだと思ったが、塞がっていない方の目が、たしかに、倒れた竹と蔦の隙間越しに、わたしの目と合っている。

　スクィーラが、突然、大声で叫び、こちらを指さした。

　この裏切りもの。わたしは、怒りと恐怖で体中の血液が沸騰しそうだった。

　二匹の兵士は、色めき立った。一匹が抜刀すると、もう一匹は、背負っている弓を取り、矢をつがえようとした。

「……止まれ」

　背後から、覚の声が響く。弓と矢を持ったバケネズミは、糸が切れた操り人形のように、その場に崩れ落ちた。もう一匹は、幅の広い蛮刀をかまえたまま、どうしていいのかわからず、呆けたように立ちつくしている。

　すると、どうやって隠していたのか、スクィーラが、口からナイフを吐き出した。縛られている両手でしっかりと握ると、背後から、兵士の頸動脈を一気に切断した。

　土蜘蛛の兵士は、穴を開けられた水筒のように大量の血を噴出させながら、よろめき、ばったりと倒れる。

　スクィーラは、器用にナイフを銜え直して、自ら縛いましめを切り払った。

「神様。ありがとうございました！　おかげさまで、命拾いをいたしました」

　駆け寄ろうとするスクィーラを、わたしは、睨みつけた。

「よく、そんなセリフが出てくるわね。わたしたちを売ろうとしたくせに！」

「とんでもございません。それは、誤解です」

　スクィーラは、弱々しく言った。

「きっかけさえ与えていただければ、一匹は始末する自信がありました。それに、神様のお力からすれば、あんな兵士どもが、何ほどのものでしょうか？」

　覚の状態については話したくなかったので、わたしは、言葉に詰まった。

「それなのに、売ろうとしたなどとおっしゃられるのは、心外です。万が一、私が神様を裏切ったとしても、それで私がやつらに赦ゆるされることなどあり得ません。塩屋虻コロニーの最高幹部である私は、捕らえられれば、どのみち処刑される運命なのです」

「でも、敵に対して、わたしたちのことを教えたのは、事実よ」

「申し訳ございません。でも、ああでもしなければ、神様は、私のことをお見捨てになるのではないか。もちろん、そんなことはあろうはずもないのですが、つい、心配が勝ってしまいまして」

　図星を指されて、それ以上追及する気が失せた。

「先に、逃げ出したくせに……」

　腹立ちまぎれに、捨て台詞をつぶやく。

「はい。それについては、本当に、弁解の言葉もございません。万死に値します。私は、怖くなったのです。スクィーラは臆病者です。神様からすれば、虫けらにも等しい生き物です。糞虫の幼虫にも唾を吐きかけられるような存在です。肥溜めに蠢く蛆虫にも劣る、下等で、醜くおぞましい……」

「もういい。やめろ」

　覚が、うんざりしたように、スクィーラの際限のない卑ひ下げ慢まんを遮った。

「それより、ここから抜け出すには、どうすればいいんだ？」

　覚は、竹に寄りかかるようにして、目を閉じている。わたしは、彼の様子が心配だった。とうに限界を超えているはずなのに、今もまた、呪力を使わざるを得なくなってしまい、この先、はたして体力が保つのだろうか。

「そのことですが、土蜘蛛どもは、なぜか、西側の一帯に神様がいると思っているようで、そちらの包囲に全力を注いでおります。ですから、このまま東に抜けるのが最も安全かと思われます」

　スクィーラは、何事もなかったように、平生の口調に戻っていた。

「じゃあ、東には、敵はいないのね？」

　ほっとはしたものの、一応、念を押してみる。

「はい。精鋭部隊はすべて、西側に重点的に投入されていますから。東の方をうろついているのは、先ほどのような、取るに足らぬ者ばかりです」

　目の前が暗くなるようだった。

「いるんじゃない……。数は、どのくらい？」

「全部併せても、せいぜい、百か百五十といったところでしょうか。武器も粗末ですし、練度も低く、神様なら、いないも同然です。まさに、無人の野を行くがごとく、お進みになれますことでしょう」

　わたしは、溜め息をついた。ここまで来て、いよいよ進退窮まったのか。

「どうなさったのでしょうか？　行くなら早いほうがいいと思われます。もし、あちらに神様がいらっしゃらないことに気づいて、西から精鋭部隊が戻って来れば、面倒なことになります」

　スクィーラは、わたしたちを急かす。だが、すでに、わたしたちの戦闘能力は、限りなくゼロに近づいているのだ。

「神様」

　この馬鹿なネズミに、本当のことを教えてやろうか。だが、もちろんそれは、危険すぎる。わたしたちに利用価値がなくなったと知ったら、こいつがどういう態度に出るかは、誰にも予想がつかない。

「神様」

「うるさいわね。ちょっと、黙ってて」

「ですが、神様。最悪の事態が近づいているようです」

　スクィーラは、咳き込むような声で言った。

「西から、相当な数の兵士がやって来るようです。もしかすると、神様が、包囲網を破って逃げたと考えているのかもしれません」

　わたしは、西の方を見たが、竹に遮られて何も見えない。軍勢の足音も聞こえないが、スクィーラが噓を言っているようには見えなかった。バケネズミの聴覚は、人間よりずっと優れていたとしても、おかしくない。

「どうしよう……！」

「今すぐに、東に抜けるべきです。同じ戦うのであれば、あちらの方が、斃すのはずっと容易ですし、さらに言えば……」

「しっ！　静かに」

　わたしは、スクィーラを黙らせた。聞こえる。噓ではなかったのだ。竹を切り払ったり、枯れ枝を踏んだりする音が、かすかにだが漏れ伝わってくる。細心の注意を払った静粛な行軍は、かえって、内に秘めた強烈な害意を感じさせた。

「神様。もう、一秒の猶予もなりません。行きましょう！」

　スクィーラの叱しつ咤たに従い、東に向かって移動する。音を立てないようびくつきながらも、もう少しで竹林が切れるという場所までやって来た。だが、そこで、とうとう怖れていたものにぶつかってしまった。

　土蜘蛛の遊撃隊だ。七、八匹が所在なげにたむろして、油を売っているようだ。まだ、こちらに気づいてはいない。しかし、これ以上進むと、否応なく直面せざるをえない。

「神様。どうか、あの者どもを疾とく始末してください。なるべく音を立てないようにしていただければ、祝しゆう着ちやくに存じます」

　わたしは、覚の顔を見た。覚は、ゆっくりと首を振る。もう、あれだけの敵を倒す余力は残っていないのだ。

「神様。どうなさったんですか？　神様？」

　スクィーラは、気が気でないようだった。

「迷っている暇はないのです！　今すぐここを抜けて行かなければ、後ろから追ってくる部隊に追いつかれます」

　スクィーラの口調が、だんだん、不吉な調子へと変わっていった。

「神様。どうなさったのですか？　なぜ、あの者どもを始末なさらないのでしょうか？　もしかすると、神様は……」

　ぎょっとして見ると、スクィーラの目には、これまでに見たことがないような怪しげな光が宿っていた。

「……もう、神様ではなくなったのですか？」

　凍りつくような一瞬。わたしは、スクィーラの目を睨み返す。

　冷たい静寂を破ったのは、野太い笛のような響きだった。

　呪縛を解かれたように、わたしたちは、周囲を見回した。

「何の音、あれ？」

　再び、聞こえた。一ヵ所ではない。様々な方向から、互いに呼応するように山野にこだましている。

「神様、神様！」

　見ると、スクィーラは、狂喜乱舞していた。

「お喜びください！　足音が遠ざかっております。西から迫っていた部隊が、撤退していくようです！」

「どうして？」

　わたしは、安堵したというよりも、狐につままれたような気分だった。

「援軍です！　あの法螺貝の音は、おそらく大雀蜂コロニーです。もう、心配いりません。大雀蜂は関東最大のコロニーで、総兵力は二万を超えています。土蜘蛛ごときは鎧がい袖しゆう一いつ触しよく、あっという間に蹴散らしてくれるでしょう！」

　気がつくと、さっきまで道を塞いでいた土蜘蛛の遊撃隊も姿を消していた。

　これで、本当に助かったのだろうか。わたしは、こっそりと覚の顔を見やったが、そこには、喜びや安堵の表情は微塵も見出すことができなかった。




　大雀蜂軍は、数で勝っているのみだけでなく、剽ひよう悍かんなこと、この上なかった。

　戦いは、互いに遠間から矢を射ることで始まったが、矢が尽きると、肉弾戦となった。大雀蜂軍のうちで、軽装で身軽な兵士の一群が、土蜘蛛の密集歩兵の脇を走り抜けざま、投網のようなものを投げかける。動きがとれなくなった密集歩兵は、続いて四方八方から飛んでくる投げ槍に串刺しにされ、まるで海う胆にのような無惨な屍をさらすしかなかった。

　体長が三メートルを超えるような土蜘蛛の変異個体ミユータントに対しても、標準サイズの大雀蜂の兵士が臆せず襲いかかっていく。三倍も大きな相手の身体に嚙みついて食い下がりながら、大刀で相手の身体を滅多刺しにするのだ。どんなに怪物的な個体も、これにはひとたまりもないようだった。

「敵の主力は、撃滅いたしました。あとは、女王を捕らえるだけです」

　大雀蜂軍の総司令官である奇き狼ろう丸まるは、しばらくの間、戦況を見守っていたが、こちらを振り返って涼しい顔で言う。

「およそ同種とも思えぬほどに奇態な者どもでしたが、しょせんは虚こ仮け威おどし。とうてい、我が方の敵ではありませんな」

「それは、少々不敬なお言葉ではないでしょうか」

　スクィーラが、口を挟む。

「ほう、不敬とは？」

　奇狼丸は、頭二つ分以上小さなスクィーラを見下ろした。

　人間から漢字名を授かったバケネズミは、傑出した能力を認められたものばかりであり、すべてのコロニーを合わせても二十匹に満たないという。そのことを知ったのは、ずっと後のことだが、奇狼丸は、見るからに非凡な雰囲気を漂わせていた。身長は、わたしたちより高く、女王や土蜘蛛の変異個体を除けば、これほど大きなバケネズミはあまり見たことがない。長い顔や吊り上がった目は、名前の通り、狼を連想させた。目を細めていると笑っているように見えるが、上機嫌なまま相手の喉笛に食らいつきそうな獰猛さを感じさせる。また、大雀蜂の兵士は、全員が黥げい面めん文ぶん身しんしていた。黥面とは顔に、文身とは身体に、それぞれ入れ墨をすることである。ほとんどの兵士は顔を縁取るように黒い縞を入れているだけだったが、奇狼丸の場合は、目元から鼻筋に沿って描かれている複雑なアラベスク文様が、押し出しにいっそう奇怪な迫力を加えていた。

「たしかに、大雀蜂の諸兵は勇猛果敢です。しかし、あれほどたやすく土蜘蛛を打ち破れたのは、あらかじめ神様が打撃を与え、戦力を磨り減らしておいてくださった賜物ではありませんか。投石機兵など、もし全部が無傷で残っておれば、たいへんな脅威になったのでは……」

「投石機兵など、ものの数ではない」

　奇狼丸は、スクィーラなど歯牙にもかけていないようだった。

「あのような変異個体は初めて見たが、本来、投石機は攻城兵器として用いるべきもの。平地の矢や戦いくさでは、いたずらに的となるだけだし、白兵戦となれば、あのように撫で切りの憂き目を見るのだ」

「しかし、そうはおっしゃるが……」

「貴殿は、文官であるから、戦の常道をご存じない。したがって、今の見当外れの指摘も大目に見よう」

　奇狼丸は、鷹揚な態度で、わたしたちの方を振り返った。

「とはいえ、土蜘蛛がかくも馬鹿げた攻撃陣を採ったのも、神様の存在があったればこそかもしれません。コロニーの正面に全軍を投入し、背後の守りを放擲するという愚策に及んだのも、同断でしょう。奇狼丸が、あらためて篤く御礼を申し上げます」

「いいえ、どういたしまして」

　わたしは、素っ気なく答えた。「こちらこそ、助けてくれてありがとう」と言おうかと思ったが、何か、心の奥の方でブレーキをかけるものがあったのだ。

　そのとき、大雀蜂の伝令が駆け込んできて、バケネズミの言葉で報告を行った。

　奇狼丸は、満足げにうなずき、わたしたちを見た。

「竜穴が見つかりました」

「えっ。そ、それは、素晴らしい……」

　何かを言おうとしたスクィーラを無視して、奇狼丸は、わたしたちの方を向く。

「私は、任務ですので立ち会わねばなりませんが、お二方はどうなさいますか？」

　わたしが断ろうとすると、ずっと目を閉じて腕組みをしていた覚が、先に答えた。

「僕らも、立ち会うよ」

「さようですか。それでは、私が露払いをさせていただきます」

　奇狼丸の先導で、わたしたちは、陣幕を出た。警護の兵士が最敬礼する中、奇狼丸は、我が家の庭を闊かつ歩ぽするように悠然と先導する。わたしは、ひそひそ声で覚に問いただした。

「どうして、立ち会うなんて言ったのよ？」

「ここで、あいつに、弱みを見せるわけにはいかないんだ」

　覚は、上と下の瞼がくっつきそうになっていた。すでに、意識を保っているだけでも、相当な努力が必要なようだ。

「でも、大雀蜂って、一番、人間に忠実なコロニーじゃない。どうして、そこまで警戒しなくちゃならないの？」

　わたし自身、奇狼丸には何か得体の知れない不安を感じていたのだが、あえて楽観的な口調で訊ねてみる。

「一番、人間に忠実だからこそ、注意が肝要なんだよ」

「どういうこと？」

「僕が思ったことを、今ここで説明するのは、難しいけど……」

　覚は、大儀そうに眉をしかめた。

「なあ。昨日から、僕らは、生きるか死ぬかという場面が続いてきただろう？」

「うん」

「だけど、賭けてもいいよ。今現在が、たぶん、これまでで一番危険な状態なんだ」

　どういうことか、さっぱりわからない。重ねて質問をしようとしたわたしを、奇狼丸が振り返った。

「ご覧になれますか？　前方に見えるのが、竜穴への入り口です」

　見えないわけがない。小さな丘の斜面に、象でも通れそうな大穴が開いている。カモフラージュに使われていた大木が掘り起こされた跡らしい。

「だけど、奥には、抜け穴がいっぱいあるんでしょう？　女王様は、秘密の通路を通って、逃げちゃったんじゃない？」

　奇狼丸は、にやりと笑った。

「心配は、ご無用です。我々は、まず反対側の出口を封鎖してから、こちら側に向かって女王を追い詰めました。女王は、神様の力に恐れをなし、逃走を図っていたようです。そもそも竜穴というのは、神聖な場所でありますから、他の穴とは違い、あまり多くの隧道トンネルは走っていないのです」

「じゃあ、女王様は、今どこにいるの？」

「この穴の一番深い位置にある、小部屋に潜んでいる模様です」

　このとき、竜穴から、大勢の大雀蜂の兵士たちが、湧き出るように現れた。それぞれ、大切そうに、何かを腕に抱えている。

「あれは……？」

　質問の途中で、わたしは気がついた。赤ちゃんだ。

「竜穴の途中には、多くの産室があります。あれは全部、土蜘蛛の女王が産んだ幼獣なのです」

「でも、どうして？」

　奇狼丸は、胸糞が悪くなるほど満足げな表情を見せた。

「あれこそ、貴重な戦利品。我々のコロニーの明日を支える労働力となるのです」

　赤ん坊を抱いた兵士が、奇狼丸のそばに来た。抱えている赤ん坊は、まだ目が開かず、しきりに上肢を突っ張って、何かに触れようとしている。肌はきれいなピンク色で、成獣と比べると、ずっとネズミっぽい顔つきだった。

　わたしは、スクィーラの言ったことを思い出した。

『女王は処刑されますが、それ以外は全員、奴隷として使役されます。生きている限り、家畜以下の過酷な扱いを受け、死ねば、野山に捨てられるか、畑の肥料となるのです』

　赤ん坊が辿る運命を思うと、暗然とするしかなかった。人間に近い知能を保ちながら、バケネズミの習性は、やはり蟻に似ている。いったいなぜ、こんないびつな動物が生まれてきたのだろう。それは、昨夜来、何度も頭に浮かんだ疑問だった。

　すると、わたしたちの後を付いてきていたスクィーラが、奇狼丸に対し、しきりに何かを訴え始めた。バケネズミの言葉なので、何を言っているのかはわからない。

「神様の御前だ。日本語で話せばよかろう」

　奇狼丸は、吐き捨てるように言う。

「ああ、神様。これは、たいへん失礼いたしました。私は、今、塩屋虻コロニーを代表し、私どもの権利について訴えていたのです」

　スクィーラは、今度は、こちらに向かって三さん拝ぱい九きゆう拝はいする。

「権利？」

　奇狼丸は、憫びん笑しようするように言った。

「なぜ、権利があるなどと思うのだ？」

「当然ではありませんか。塩屋虻コロニーは、危険な侵略者、土蜘蛛と最前線で対峙して、何とか、来援まで持ちこたえたのです。しかし、その間、敵の残虐かつ卑怯な攻撃により、大部分の兵を失いました。もし、これが他のコロニーであったとしても、同様に壊滅的な被害を余儀なくされたはずです。塩屋虻コロニーは、いわば、全コロニーのための防波堤の役割を果たしたのですから、それなりの補償があってしかるべきではありませんか！」

　スクィーラは、身振り手振りを交え、涙を流さんばかりに訴えていたが、わたしには、話がどちらへ向かおうとしているのかが、まったく見えなかった。

「ふん。なに、ごくごく単純な話なのですよ」

　奇狼丸は、わたしの不審を見透かしたかのように言った。

「いいだろう。小さなコロニーでも、このまま消滅させるのは不憫だ。戦利品は、成獣が二千匹、幼獣が三千匹ほどになる。それぞれ、一割をくれてやろう」

　スクィーラは、米搗きバッタのように、ぺこぺこと頭を下げ始めた。

「ありがとうございます！　これで私も、胸を張って女王に報告ができるというものです。奴隷が二百匹に幼獣が三百匹いれば、コロニー再建のめども付きましょう。本当に、何とお礼を申し上げてよいか……！」

「まあ、時が来れば、それなりの働きはして貰うことになるがな」

　奇狼丸の目には、ぞっとするほど冷たい光が宿っていた。

　ふいに、竜穴のまわりでざわめきが起こる。中から飛び出してきた大雀蜂の兵士たちに、周囲から応援の部隊が加わり、槍ぶすまでぐるりと入り口を包囲した。

「おや、まだ、穴の中に残党が潜んでいたようです」

　奇狼丸が、むしろ愉快げに言う。

　ゆっくりと穴から姿を現したのは、かなりの巨体を持ったバケネズミだった。奇狼丸と比べても、それほど遜色はないかもしれない。前後に大きく張り出している才さい槌づち頭あたまと、革の鎧の上にマントをまとった姿には見覚えがある。昨晩、土蜘蛛のコロニーに連行されたとき、松毬隊長が報告していた相手だ。松毬隊長がへりくだっていた様子からすると、土蜘蛛の最高司令官なのかもしれない。

　才槌頭は、その場に直立すると落ち着いた様子でまわりを見渡し、こちらに目を留めた。奇狼丸に向かって両手を広げ、武器を持っていないことをアピールする。そして、意外に繊細な声で、何かを呼びかけた。

「ふん」

　奇狼丸は、鼻で嗤わらった。

「何て言ってるの？」

　わたしが訊ねると、奇狼丸の大きな口は、笑みを浮かべるように耳元まで広がった。

「片言なので、完全には理解できません。我々の言葉も、国や地方によって違いますから。しかし、どうやら、降伏するので、女王の命を助けてほしいと言っているようです」

「じゃあ、助けてあげるの？」

「まさか」

　奇狼丸は、目を細めた。

「今さら降伏云々というのも滑稽の極みですし、コロニー間の戦争で女王の助命などありえないことくらい、あの凸でこ助すけにも、よくわかっているはずですが」

　才槌頭は、また、ひとしきり何かを囀さえずった。

「はて。私と話し合いたいと言っておるようです。女王の命と引き替えに、何か大切なものを我々に差し出すとか。何を言い出すつもりなのか、一応、聞いてやりましょうか」

　奇狼丸は、にやにやしながら、歩を進めた。

　土蜘蛛の総大将なら瞬たちのことを何か知っているかもしれない。わたしが、そう思ったとき、竜穴から何かが這い出してきた。才槌頭のマントの背後に隠れているため、姿はよく見えない。奇狼丸は、一瞬、警戒して立ち止まった。だが、のそのそとマントの後ろから現れたものに目をやると、緊張を解いて歩き出す。

　たしかにそれは、初めて見る者の目には、ただの二頭の大型犬のように映っただろう。ずんぐりとした身体は黒いぼさぼさの毛で覆われており、頭部は異様なほど小さく、地面すれすれの位置に付いている。

「風船犬……！」

　わたしは、叫び声を上げようとしたが、唇から漏れたのは、かすかな喘ぎ声だけだった。奇狼丸は、すでに才槌頭から六、七メートルの距離まで近づいている。

　突然、離塵師が爆死したときの映像が、あたかも今現在体験しているかのごとく鮮明に蘇った。




　風船犬が、膨らんでいく。密生した黒い剛毛が、ひどく疎らになり、放射状に走る白いジグザグのラインが顕れる。こちらが警告を無視し、退却しないのを見ると、いよいよ、最後の膨張が始まる。死を目前にした風船犬は、眼球が上転して白目になって涎を垂らし、えもいわれぬ快感に包まれて笑っているように見えた。限界ぎりぎりまで膨らんだ皮は、薄くなり、ほとんど透けて見える。その内側で、小さな青白い火花が走った。（わたしは、このとき初めて、風船犬が体内の爆薬に点火する瞬間を、はっきりと目撃していたことに気がついた）

　そして、風船犬は、弾けた。

　背面の皮は無数の断片に割れ、チェシャ猫じみた笑いを貼り付けた頭部も、薄っぺらい切れ端となって爆風の中で霧消する。だが、解放された球面波は一気に加速し、砂嵐のように砂塵を巻き上げながら、風船犬の魂が乗り移ったかのように際限なく膨張していく。鋭い棘や刃を持った骨片は、真正面に立っている離塵師の肉体を貫通し、ずたずたに引き裂き、さらに、目の粗い鑢やすりをかけるように削り取っていく……。




　わたしは、はっと我に返った。幻視は二、三分も続いたように思われたが、実際には、わずか一、二秒のことだったらしい。

　二頭の風船犬は、才槌頭の前に出てきたところだった。奇狼丸は、再び歩みを止めた。風船犬が膨らみ始めるのを見ると、本能的に危険を悟ったらしく、すばやくきびすを返す。だが、指揮官としての体面が、命からがら逃げ出すのを、ほんの一瞬だけ遅らせた。

　風船犬は、前回見せたような威嚇のディスプレイはすべて省略して、一気に臨界点まで膨張する。

「覚！」

　わたしは、覚の腕を強く握りしめた。覚が、目を開ける。

　世界から音というものが消え去り、周囲のあらゆるものの動きが、ひどく緩慢になった。時間の感覚が何十倍にも引き伸ばされて、すべては、夢の中の出来事のようだった。

　二頭の風船犬は、二個の巨大な鞠まりとなった。逆立った黒い剛毛の間から、白い稲妻のような警告模様が露わになる。

　そして、そのまま爆発……するかと思われた。

　だが、寸前のところで、覚の呪力がそれを食い止めた。一個目の黒い鞠は、竜穴の中へ吸い込まれるように姿を消す。二個目は、間に合わない。覚は、風船犬の身体を無理やり押さえつけた。外へ向かって爆発しようとする力と、それを阻止しようとする呪力とが、一秒の何百分の一という短い時間、せめぎ合う。

　風船犬の身体は、見えない手に包まれて奇怪に波打ち、そして、爆縮した。

　外へと発散しようとした爆発力が、呪力に跳ね返されて、内攻し中心へと向かったのである。だが、すぐにそれは、遥かに巨大な力となって戻ってきた。

　あのまま、さらに強い力で押さえつけていたら、いったいどうなっていたのだろうか。火薬を密封破裂した場合、密封が完全で圧迫が強いほど、爆発力は凄まじいものになる。万一、呪力の障壁が破られていたら、誰一人として生き残れないほどの大惨事が出来していたかもしれない。

　このときは、覚の作ったイメージが巨大な人の手だったのが、さいわいしたようだった。固く握った拳の上側、折りたたんだ人差し指と親指の間から、一筋のジェットが空高く噴出し、爆発のエネルギーを逃がしたのである。

　ほぼ同時に、竜穴に押し込まれた黒い鞠は破裂して、トンネル内部の空気を激動させ、大量の土砂を中天高く吹き飛ばした。

　わたしは、一瞬早く、持てる力を使い果たして抜け殻のようになった覚に飛びついて、地面に押し倒していた。

　爆風が通り過ぎ、降り注ぐ土砂が収まるのを待つ間、わたしは、もしかすると風船犬は自爆することに性的な快感を覚えていたのではないか、だとすれば、きっと雄に違いないなどと、奇妙な思考に意識をゆだねていた。




　竜穴は、巨大な墓穴へと変じていた。

　大雀蜂の兵士が掘り出す死骸は、どれもかなりの損壊を受けていた。もちろん、すべて即死だろう。手裏剣のように飛散する風船犬の骨片も、曲がりくねったトンネルの隅々にまで到達することは不可能なはずだから、爆ばく轟ごう（伝播速度が音速を超える爆発）で生じた衝撃波によって殺されたに違いない。

　発掘作業をしていた兵士の間から、どよめきが起こった。一匹がひどく興奮した様子で飛び出してくる。

「土蜘蛛の女王の、死骸が見つかりました」

　兵士の報告にじっと耳を傾けていた奇狼丸が、低い声で言った。さっきの爆発で背中と肩にひどい裂傷を負い、包帯は血で赤く染まっている。わざわざ掘り出さずとも、すでに地表は死体の山であるため、あたりには無数の蠅が飛び回り、奇狼丸の周りにもうるさく付きまとっていた。

「これより、検分してまいります」

　奇狼丸は、足下にあるボロ雑巾のような死骸を見下ろした。マントの切れっ端が残っていなければ、それが才槌頭のなれの果てであることはわからなかっただろう。才槌頭は、自らの死を代償に奇狼丸を道連れにしようとしたに違いない。奇狼丸は憎々しげに死骸を踏み躙にじって、歩を進める。歩くことさえ苦しそうだったが、それ以上に、勝ち戦に驕った自らの油断から、味方に多大の犠牲を出してしまったことに、深い後悔と怒りの念を抱いているようだ。

　わたしは、昏睡状態にある覚を見やった。意識はないが、大きな怪我はしていないし、寝息も規則正しい。二、三分くらいなら、そばを離れてもだいじょうぶだろう。

「わたしにも、見せてくれる？」

　奇狼丸は、振り返って、爆発以来初めてとなる、あの不気味な笑みを見せた。

「……特に、お勧めはしませんが」

「では、私もお供させてください」

　奇狼丸に遠慮しながらも、スクィーラが、わたしたちに付き従った。うまく立ち回ったらしく、爆風にもほとんど怪我はなかったようだ。

　竜穴のあった場所は、トンネル内を伝わった衝撃波のためか、広範囲にわたって陥没していた。その中で、最も深い裂け目の前に立ち、下を覗き込む。わたしは、ぎょっとして息をのんだ。

「あれが、本当に女王様なの？」

　わたしの問いに、奇狼丸はうなずいた。

「女王は、多くの仔を産み育てるため、必然的に身体は大きくなります。とはいえ、ここまで巨大なものは、国内ではあまり例がないと思いますが」

　女王の遺体は、竜穴の最深部で掘り出されはしたものの、重すぎて地上に引き上げられなかったらしい。

　体長は、どう見ても、中型の鯨くらいはある。その大部分は子宮で占められているらしかった。あまりにも巨大な身体との比較では、頭部は不釣り合いなほど小さい。

「ひっくり返してみましょう」

　奇狼丸はそう言うと、穴の底で作業をしている兵士に向かって、早口で命令を下した。兵士たちは、直ちに長い身体に取り付くと、タイミングを合わせて女王の遺体を転がして、腹側を上に向けた。硬直した死に顔が見える。昨夜見た塩屋虻コロニーの女王に似ているが、ずっと醜く恐ろしかった。よほど強烈な憎悪を燃やしながら絶命したらしく、顎から十センチはありそうな白い牙を剝き出している。

　だが、それ以上に衝撃的だったのは、その異様に長い腹部の外観だった。数え切れないほどの乳頭が見えるのは、たくさんの子供に一度に授乳する都合上、当然かもしれない。しかし、それとは別に、芋虫かミノシロを思わせる無数の歩行肢が見えるのは、目の錯覚だろうか。

「どうして、あんなに、たくさん肢があるの……？」

　わたしの言葉に反応したのは、スクィーラだった。

「とんでもないこと……これは、とても恐ろしいことです。けっして、許されることではありません！」

　奇狼丸が、皮肉な調子で言う。

「土蜘蛛の兵士には、やけに変異個体ミユータントが多いとは思っていましたが、よもや女王までとは、恐れ入りますな」

「変異個体……？　でも、どうやって？」

「女王がいけないのです！　変異個体を作り出すのは、常に女王です。この女王の身体を変異させたのも、産みの親である前の女王ですから！」

　スクィーラが、叫ぶ。

「え？　それって……？」

　奇狼丸が、怒りのこもった唸り声を上げて、スクィーラを睨みつけた。スクィーラは、竦み上がって口をつぐむ。

「申し訳ありませんが、これ以上は、ご説明できません」

　奇狼丸が、わたしに向かって一礼する。

「どうして？　わたしは、神様なのよ！」

「わかっております。先ほどは、私の命を救っていただきました。ご恩は、死ぬまで忘れません。しかし、子供の神様には有害な知識があるため、お話ししてはならないことがあると、倫理委員会よりお達しをいただいておりますので」

　どう頑張ってみても、それ以上の情報を引き出すことは無理そうだったので、わたしは諦めて、覚のそばに戻った。振り返ると、奇狼丸は、どうやら女王の遺体を解体する指示を出しているらしかった。何のためにそんなことをするのだろうと疑問に思ったが、答えが怖くて聞くことができない。それに、急に疲労が押し寄せてきて、今にも倒れそうだった。バケネズミのことは、もう、何もかもどうでもいい。勝手に好きなだけ殺し合えばいいんだと思う。

　ほどなく、わたしたちは、大雀蜂コロニーの野営地に案内された。二匹のバケネズミに運ばれている間も、覚は、まったく目を覚ます気配がなかった。

　ふかふかの藁の上に敷かれた褥しとねの上に身を投げ出し、ほっと溜め息をつく。

　思えば、昨日から、信じられないくらい様々な危険が、矢継ぎ早に襲いかかってきた。だけど、もうだいじょうぶだという思いがこみ上げてきた。わたしたちは、家に帰れる。奇狼丸に、カヌーを隠してある場所まで護衛してもらえば、あとは自力で川を下ることができる。

　わたしは、隣ですやすやと寝息を立てている覚を見やった。もう、心配ないわ。あなたが目を覚まさなくても、わたしが家に連れて帰るから。

　瞬と真理亜、守のことは、ずっと心に重苦しくのしかかっていた。無事でいるとは信じたいが、わたしたち二人に降りかかった災難の連続を考えると、楽観はできない。もし、カヌーがそのまま残っているようなら、奇狼丸に頼んで捜索してもらわなくてはならない。

　だが、それは、一眠りして、目覚めてからでいいだろう。すでに、土蜘蛛という脅威は取り除かれた。もし、三人がまだ無事でいるのなら、これから危険に晒さらされる可能性は、ほとんどないはずだ。

　そこまで考えると、硬く張り詰めていた神経が、ようやくほぐれていくのを感じた。

　もう、限界だ。少しだけ、ほんの少しだけ眠らせて。

　意識が、ゆっくりと暗転する。

　眠りに落ちる直前、唐突に、覚の言葉が蘇った。




「なあ。昨日から、僕らは、生きるか死ぬかという場面が続いてきただろう？」

「うん」

「だけど、賭けてもいいよ。今現在が、たぶん、これまでで一番危険な状態なんだ」




　危険って、いったい何のことだろう。覚の取り越し苦労ではないのだろうか。

　ひどく気がかりではあったが、すでに、睡魔に抵抗する力は残っていなかった。

　わたしは、半ば失神するようにして、深い眠りの中に引き込まれていった。





（中巻に続く）　
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